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日野市平山遺跡その 3 の調査

平山遺跡（日野市遺跡ᶺ 22）は、東京都日野市豊田二・三丁目、東平山二・三丁目、西平山一・三・
四丁目に所在します。平山遺跡は +3 豊田Ӻの南から南東、京Ԧઢ平山৓ᅿ公ԂӺの北から北西にҐ
ஔし、浅川左岸に形成された河岸段丘上に立地する遺跡です（ࣸ真 1）。平山遺跡における発掘調査は、
国土ަ௨ল関東地方੔උہ相෢国道事຿所が޻ࢪする一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設
事業に伴い、平成 29 年 2 月に։࢝しました。発掘調査とฒ行して、੔ཧ調査、発掘調査報告書の࡞
成をਐめ、今回の報告書は上記事業に伴う発掘調査報告書として 3 冊目になります。

本報告書でର৅とする調査地点（2-6 西・東۠、2-7 ۠）は、平成 31 年 3 月に४උ޻を行い、平
成 31 年 4 月からྩ࿨ 3 年 6 月にかけて、発掘調査を実ࢪしました。調査ର৅面積は 3,654㎡で、発
掘調査の݁果、旧石器時代の遺物集中部をはじめ、縄文時代の集石やؕし穴、弥生時代後期͋るいは
ऴ末期の竪穴建物跡、古代の竪穴建物跡や掘立柱建物跡、古代末〜中世の溝、近世以降の道路跡や農
事関連遺構群等が見つかり、֤時代の遺物が数多く出土しました。
ੴ器࣌୅چ

旧石器時代の遺構・遺物としては、遺物集中部 1 箇所（4#L2）を検出しました。ڽ灰ؠとνϟー
トを฼ؠとする石֩とそれに઀合する剥片のଞ、ナイフ形石器や石器の製࡞に࢖ったとࢥΘれる敲
石が出土しました。立川ローϜᶙ〜ᶚ૚の時代に、この৔所で石器の製࡞が行Θれたことをࣔして
います。

�ࣸਅ 1　ௐࠪ஍఺ԕܠ ( 平成 2� ೥ 3݄ɺೆ౦ํ͔޲ΒࡱӨ )
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ೄจ࣌୅
今回の調査地点では集石、土坑、ピットが検出

されました。このうち集石は、浅川でも豊෋に࠾
औできる࠭ؠを主ମとする焼礫が、޿く෼෍して
いました。遺物は、調査۠内の֤所で֤時期の土
器や石器類が多数出土しました。特に、日野市域
ͼ周辺地域では出土ྫのগない縄文晩期後半のٴ
土器は஫目に஋します。

2-6 東۠では、南΁޲かってࣼ܏する浅い埋຅
୩をऔりғΉかのように、土坑やピットがෳ数検
出され、また、縄文時代前期を中心とする多数の土器片も出土しました。
໻ੜ࣌୅ʙݹ෿࣌୅

弥生時代後期͋るいはऴ末期の竪穴建物跡 6 軒、弥生時代後期〜古墳時代の土坑やピットを検出
しました。本調査地点の東にྡ઀するʰ平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点とൺ΂ると数はগなく、2-6
西۠の 4*62 より西ଆでは、当該期の遺構は見つかりませΜでした。このことから、当該期の集落の
がりはこの辺りで్੾れるようです。今回発見した竪穴建物跡のうち、4*65޿ が࠷大ن໛で̐基の
柱穴が͋り（ࣸ真 3）、4*59・60・62・66 はやや小ن໛な竪穴建物跡です。また、4*66では粘土চ
࿍を検出しました（ࣸ真 4）。当該期の遺物は、これまでの調査地点にൺ΂ると出土ྔがগないのが
特௃です。このଞ、古墳時代後期の土師器や須恵器が出土しました。同時期の遺構には伴Θͣいͣれ
も小片ですが、周辺域に同時期の遺構がଘ在するՄೳੑをࣔࠦしています。

୅ݹ
平山遺跡では、これまでの発掘調査により、古代に大ن໛な集落が営まれていたことが஌られて

います。今回の発掘調査でも古代の竪穴建物跡が 9 軒見つかり、当時の฻らしͿりの一端が໌らか
になりました。具ମతには、建ࣽਬきをするためのࢪ設で͋るΧϚドに࢖Θれた構ங材が建物によっ
てҟなっていることや、日ৗࡶ器として࢖Θれた須恵器の産地が時代とともにม化することです。竪
穴建物跡のうち࠷も古い時期の建物は、8 世紀前葉から中葉にかけての 4*67 です。ここから出土し
た土器類の૊Έ合Θせは、古墳時代後期からのܥේをҾくްखのَܥߴの土師器伫とബखの෢蔵ܕ伫

ࣸਅ 3　໻ੜ࣌୅ظޙの୦݀ݐ෺跡 (SI6�)

ࣸਅ 2　ຒ຅୩Ͱ出土ͨ͠ೄจ࣌୅લظの土器

ࣸਅ 4　SI66 の೪土চ࿍
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がڞ伴し、内֎面に੺࠼された൫状ᆀという内༰で（ࣸ真 5）、これにগྔの須恵器ᆀがՃΘります。
このような土器の૊Έ合Θせは、奈良時代によく見られます。

一方、時代がԼり、9 世紀末葉から 10 世紀初頭にかけての 4*69 では、土師器よりも須恵器の方
が多く出土しました。また、東ւ地方で生産された灰釉陶器も見つかっています（ࣸ真 6）。

今回の発掘調査では、古代׭人のࠊ帯具の০りで͋る巡方が出土したことが特筆されます（ࣸ真 7）。
出土したのは 8 世紀後半の 4*64 で、建物の掘方の調査中に見つかりました。ཪ金具の一部をܽଛす
る以֎は、ൺֱత良い状ଶで࢒ଘしています。ૉ材は銅で、ཪ金具とමが͋ることから、帯にݻ定さ
れた状ଶͩったとਪ࡯されます。巡方は建物の南
นࡍの掘方から出土していて、୯にഇغされたと
はߟえにくい状況です。この建物のॅ人が໾人ͩっ
たかは定かでは͋りませΜが、Կらかのҙਤで巡
方を建物に埋めたՄೳੑがߟえられます。

この΄かに特৭の͋る遺構として、ϞϞ֩が 18
点出土した 4*58（8 世紀後葉から 9 世紀初頭）が͋ります。古代の土師器や須恵器、炭化材等とともに、
形に近い形やഁ片のϞϞ֩が見つかり、そのうち׬ 3 点には৯痕が͋りました。
୅຤ʙதੈɾۙੈҎ߱ݹ

古代末〜中世の遺構のうち、溝 4%12・13 は数গない中世の遺構です。これらの溝は۠ըや道路
としての機ೳが͋ったとࢥΘれ、東西͋るいは南北方޲に続いていました。近世以降の遺構では、周
辺の調査地点と同༷に、多数の੊間溝や土坑といった農事関連遺構群を確認した΄か、道路 4',1 を
検出しました。໌࣏時代初頭の絵ਤとൺֱしたところ、農事関連遺構群の෼෍から見えるෑ地境と絵
ਤのෑ地境がຌそ一கしていることが確認できました。
·ͱΊ

以上のように、旧石器時代から近世にࢸる֤時代の遺構が見つかり、それに伴い༷ʑな遺物が出土
しました。特に、h 平山遺跡ʱその 1・2 収ࡌ調査地点から連໖と続く弥生時代後期〜古墳時代前期
の集落域の西端が把握できたのは、大きな調査成果です。日野バイパス建設事業に伴う発掘調査はݱ
在もਐ行中です。発掘調査がਐΉにつれ、平山遺跡の新たな༷相が໌らかになることでしょう。

ࣸਅ �　ಸྑ࣌୅の土ࢣ器（SI6�） ࣸਅ 6　平҆࣌୅の須恵器ɾփᬵಃ器（SI6�）

ࣸਅ �　SI64 出土のಔ੡८ํ
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0WFSWJFX PG )JSBZBNB 4JUF, )JOP $JUZ

4VNNBSZ

TIF )JSBZBNB 4JUF JT MPDBUFE BU 3-DIPNF, TPZPEB, UISPVHI 4-DIPNF, /JTIJ )JSBZBNB, )JOP DJUZ, 
TPLZP� *U JT TJUVBUFE PO UIF MFGU CBOL PG UIF "TBLBXB 3JWFS, PO UIF SJWFS UFSSBDF� *O DPOOFDUJPO XJUI UIF 
)JOP #ZQBTT $POTUSVDUJPO 1SPKFDU, BO FYDBWBUJPO TVSWFZ PG UIF TJUF XBT MBVODIFE JO 'FCSVBSZ 2016� 
TIJT JT UIF UIJSE WPMVNF PG UIF FYDBWBUJPO TVSWFZ SFQPSU PO UIF )JSBZBNB 4JUF GPS UIJT QSPKFDU�

TIJT SFQPSU DPOUBJOT UIF JOWFTUJHBUJPO SFTVMUT GPS ;POF 2-6 EBTU, ;POF 2-6 8FTU, BOE ;POF 2-7� 
"U UIFTF TVSWFZ QPJOUT, XF GPVOE BO BSFB XIFSF SFMJDT EBUJOH CBDL UP UIF 1BMFPMJUIJD QFSJPE BSF 
DPODFOUSBUFE, BMPOH XJUI DPMMFDUJPOT PG TUPOFT GSPN UIF +PNPO QFSJPE, UIF SVJOT PG QJU EXFMMJOHT GSPN 
UIF MBUF :BZPJ QFSJPE, UIF SVJOT PG EVH TUBOEJOH QJMMBS CVJMEJOHT GSPN UIF /BSB BOE )FJBO QFSJPET, 
UIF SVJOT PG SJDF DVMUJWBUJPO GSPN UIF EBSMZ .PEFSO QFSJPE BOE MBUFS, BOE PUIFS SFNBJOJOH TUSVDUVSFT� 
"NPOH UIF SFMJDT VOFBSUIFE XFSF LOJGF-TIBQFE TUPOF JNQMFNFOUT BOE TUPOF IBNNFST GSPN UIF 
1BMFPMJUIJD QFSJPE, FBSUIFOXBSF BOE TUPOF BSSPXIFBET EBUJOH CBDL UP UIF +PNPO QFSJPE, DIJQQFE 
TUPOF BYFT, QPMJTIFE TUPOFT, FBSUIFOXBSF BOE TUPOF QSPEVDUT GSPN UIF MBUF :BZPJ QFSJPE UP UIF FBSMZ 
,PGVO QFSJPE, IBKJ BOE TVF XBSF, BTI-HMB[FE QPUUFSZ, JSPO BSSPXIFBET, TNBMM LOJWFT, SPPG UJMFT GSPN 
UIF /BSB BOE )FJBO QFSJPET, BOE DFSBNJDT BOE QPSDFMBJO GSPN UIF .JEEMF "HFT BOE UIF EBSMZ .PEFSO 
QFSJPE�

TIFTF pOEJOHT, UPHFUIFS XJUI UIF SFTVMUT PG FYDBWBUJPOT BU PUIFS TVSWFZ QPJOUT, SFWFBM UIBU UIF 
)JSBZBNB 4JUF DPOUBJOFE TFUUMFNFOUT JO UIF UXP FSBT 	UIF FSB GSPN UIF MBUF :BZPJ QFSJPE UP UIF FBSMZ 
,PGVO QFSJPE, BOE UIF FSB GSPN UIF /BSB UP UIF )FJBO QFSJPE
, XIFSF QFPQMF MJWFE� 'SPN UIF MBUF :BZPJ 
QFSJPE UP UIF FBSMZ ,PGVO QFSJPE, JO BSFBT DMPTF UP IVNBO EXFMMJOHT, BSFBT IBWF CFFO EJTDPWFSFE 
XIFSF UIFZ CVJMU SFDUBOHVMBS UPNCT TVSSPVOEFE CZ EJUDIFT� 4FUUMFNFOUT GSPN UIF /BSB UP UIF )FJBO 
QFSJPE IBWF CFFO GPVOE UP DPOUBJO UIF SVJOT PG QJU EXFMMJOHT JO MPDBUJPOT UIBU DIBOHFE XJUI UIF UJNFT�

TIF )JSBZBNB 4JUF JT TUJMM CFJOH FYDBWBUFE� "T UIF VOFBSUIJOH QSPHSFTTFT, OFX BTQFDUT PG UIF 
)JSBZBNB 4JUF XJMM CF SFWFBMFE�
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日野市平山遺跡の発掘調査は、国土ަ௨ল関東地方੔උہ相෢国道事
຿所がࢪ行する一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業に伴
い実ࢪされました。

遺跡は、日野市南西部の東京都日野市豊田三丁目から西平山四丁目に
かけて所在し、浅川左岸に形成された河岸段丘上に立地します。遺跡の
ൣғは東西約 1�9LN、南北約 1�3LN と޿大で、そのൣғには 2 つの古
墳群をؚΈます。平山遺跡は縄文時代から古代の土器が出土することで
ૣくから஌られ、これまでの発掘調査により、旧石器時代から近世にٴ
Ϳෳ合遺跡で͋ることが෼かっています。

本事業に伴う発掘調査は平成 29 年 2 月に։࢝し、平山遺跡をԣஅす
るように、遺跡の東から西΁޲かって発掘調査をਐめてきました。それ
とฒ行して、二࣍੔ཧ調査・報告書࡞成をਐめ、これまでに 2 冊の発
掘調査報告書をץ行しました（東京都埋蔵文化財センター調査報告第
368・382 集）。本報告書はそれに続くものです。

今回の発掘調査では、旧石器時代、縄文時代、弥生時代〜古墳時代、
古代、古代末〜中世、近世以降の֤時代の遺構・遺物が見つかりました。
特に、弥生時代後期〜古墳時代前期、古代の集落については、これまで
の発掘調査成果もؚめて、集落の޿がりやその特௃を把握することがで
きました。

本報告書が多くの人ʑに׆༻され、埋蔵文化財にରする都ຽのօさま
の関心とཧղをਂめていたͩくことができれ͹޾いです。

本報告書のץ行に͋たり、͝ྗڠと͝ࢦಋをいたͩきました国土ަ௨
ল関東地方੔උہ相෢国道事຿所、東京都教育ҕһ会、日野市教育ҕһ
会にްくྱޚをਃし上͛るとともに、͝ཧղと͝ྗڠをいたͩきました
地域ॅຽのօさま、ڀݚ者のօさまに心よりँײいたします。

ྩ࿨ 7 年 8 月

公益財団法人　東京都教育支援機構
ཧ事長　ࡔ東　ᚸཧ子
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1　本書は、東京都日野市豊田三丁目ଞに所在する平山遺跡（日野市 /P�22 遺跡）のうち、国土ަ௨
ল関東地方੔උہ相෢国道事຿所による、一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業に伴
う埋蔵文化財発掘調査報告書（東京都埋蔵文化財センター調査報告第 391 集）で͋る。

なお、事業はݱ在もܧ続しており、本書は平成 31� ྩ࿨ݩ年౓からྩ࿨ 3 年౓の発掘調査ର৅
地点について「その 3」として報告するもので͋る。

2　発掘調査事業は、一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業に伴い、国土ަ௨ল関東地方
੔උہ相෢国道事຿所のҕୗをडけ、公益財団法人東京都教育支援機構東京都埋蔵文化財センター
が実ࢪした。

3　本調査にઌ立つࢼ掘調査は、遺跡内ですでにෳ数回の本調査が行Θれているため実ࢪしていない。
4　遺跡所在地ɿ東京都日野市東平山二丁目
5　調査面積ɿ3,654㎡
6　調査期間ɿ平成 31 年 4 月 2 日からྩ࿨ݩ年 7 月 23 日まで・

ྩ࿨ݩ年 11 月 1 日からྩ࿨ 2 年 11 月 2 日まで（2-6 西۠）
ྩ࿨ 2 年 4 月 23 日からྩ࿨ 3 年 7 月 20 日まで（2-6 東۠）
ྩ࿨ 2 年 10 月 12 日からྩ࿨ 3 年 3 月 3 日まで（2-7 ۠）

一࣍੔ཧ期間ɿ平成 31 年 4 月 2 日からྩ࿨ݩ年 7 月 23 日まで・
ྩ࿨ݩ年 11 月 1 日からྩ࿨ 3 年 7 月 20 日まで

二࣍੔ཧ・報告書࡞成期間ɿྩ࿨ 5 年 12 月 1 日からྩ࿨ 7 年 8 月 31 日
7　本事業における事業者との事業調੔等は、東京都教育ி地域教育支援部؅ཧ՝が୲当・ࢦಋした。

埋蔵文化財୲当౷ׅ՝長代ཧ　ҏ౻හ行（〜ྩ࿨ 2 年 3 月）
埋蔵文化財୲当՝長代ཧ　ླ໦ಙ子（ྩ࿨ 2 年 4 月〜）
埋蔵文化財୲当　ඌ田ࣝ޷（平成 31 年 4 月〜ྩ࿨ 2 年 3 月）

野ޱ　෣（ྩ࿨ 2 年 4 月〜）
8　調査୲当者

東京都埋蔵文化財センター日野バイパス෼ࣨ
調査՝՝長　山本࢘޹（平成 31 年 4 月〜ྩ࿨ 5 年 3 月）
調査՝܎長（՝長代ཧ）西山തষ（平成 31 年 4 月〜ྩ࿨ 5 年 3 月）
調査՝՝長　西山തষ（ྩ࿨ 5 年 4 月〜）
調査՝՝長代ཧ　塚田清啓（ྩ࿨ 6 年 4 月〜）
調査ڀݚһ　ߐཬޱল三（平成 31 年 4 月〜ྩ࿨ݩ年 7 月）

小西絵美（ྩ࿨ݩ年 5 月〜）
स໦ଠ࿠（ྩ࿨ݩ年 5 月〜 7 月）
相原正人（ྩ࿨ݩ年 11 月〜）
౻྄ؙհ（ྩ࿨ 2 年 2 月〜 6 月）



Ճ౻ढ़थ（ྩ࿨ 2 年 7 月〜ྩ࿨ 3 年 6 月）
合田恵美子（ྩ࿨ 3 年 1 月〜 3 月）

調査޻事ҕୗ・支援会社
૔建設株式会社　ςイέイトϨード株式会社ؠ

9　本報告書のࣥ筆は、小西絵美・相原正人・塚田清啓が෼୲し、文੹は֤文末に記した。
10　本報告書の編集は、相原・小西が行った。
11　古代のנについては、E%9 によるݩૉ૊成෼ੳを行った。

ഁஅ面の実ମݦඍڸը૾૾ࡱには、0L.164 製σδタϧ実ମݦඍڸ %49-110（東京都埋蔵文化
財センター）を༻いた。

ޫܬࢄΤネϧΪー෼ܕૉ૊成෼ੳには、ౡ௡製୎上ݩ 9 ઢ෼ੳ૷ஔ（E%9）E%9-8100（東京都
埋蔵文化財センター）を༻いた。

ղੳは長佐古真也（東京都埋蔵文化財センターֶܳ୲当՝長代ཧ）が行った。
12　本報告に関して、Լ記の方ʑと機関に෼ੳをҕୗ、ґཔした。

์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定ɿパリノ・サーヴェイ株式会社
炭化材のथ種同定ɿパリノ・サーヴェイ株式会社
炭化種実の同定ɿパリノ・サーヴェイ株式会社
ςフϥ෼ੳɿパリノ・サーヴェイ株式会社
須恵器産地同定ɿࠜ本　༃ࢯ（古代のೖ間をߟえる会）
石࣭ؑ定ɿࣲ田　పࢯ（༗ݶ会社ߟ古石材ڀݚ所）
の෼ੳ・金属製品のอଘॲཧɿ長佐古真也נ

13　本調査の֓要については、以Լにおいて一部を発ද、報告しているが、本書のץ行を以て正式
報告とする。
東京都埋蔵文化財センター　2020ʰ東京都埋蔵文化財センター年報 40　ྩ࿨（2019）ݩ年౓ʱ
相原正人　2021「東京都内の方形周溝ุ〜集落との関܎を中心に〜」ྩ࿨ 2 年౓東京・ਆ奈川・
事業公։セϛナー・東京都埋蔵文化財センター設立ܞ連ٴ財団ී܎埋蔵文化財関ۄ࡛ 40 周年記೦
事業ʰ方形周溝ุをߟえる 　ɦ東京都埋蔵文化財センター

14　出土遺物ٴͼ発掘調査・੔ཧに関Θるਤ面・ࣸ 真等記録類は、日野市教育ҕһ会でอ؅している。
15　本文༻ྫ等

・本書でࢀ・ࡌܝরした地形ਤ等は、以Լのとおりで͋る。
国土地ཧӃి子地形ਤ 25000
東京都教育ҕһ会「東京都遺跡地ਤ」
東京σδタϧϚップ株式会社「東京都 2,500 σδタϧϚップ」
株式会社ϛッドϚップ東京「東京都 2,500 σδタϧന地ਤ 2015」

（ঝ認番号　̓都市基ަ著第̓号）
「日野市域小ݶࣈり੾絵ਤ」（日野市所蔵）

・平山遺跡άリッド設定ਤ（第 2 ਤ）は、東京都埋蔵文化財センターとのٞڠに基ͮいて日野市教
育ҕһ会が࡞成したものに、Ճ筆・म正をՃえた。



・土૚・遺物の৭調、ؚ༗ྔのද記には、農ྛਫ産ল農ྛਫ産ٕज़会ٞ事຿؂ہमʰ新൛　ඪ४土
৭஽ 17 ൛ʱを༻い、土৭・Ϛンセϧノςーシϣンでදした。

・遺物औり上͛・遺構のਤ化は、株式会社パスコ社　パドϥス T3%J を༻いた。
・調査に࢖༻した࠲ඪは、世քଌ地ܥ第ᶟ࠲ඪܥにڌる国土࠲ඪで͋る。
・本書で࢖༻したඪߴは、ւൈでࣔし、東京࿷平ۉւ面（TPLZP 1FJMɿT1）を༻いた。

16　発掘調査ٴͼ੔ཧに関して、Լ記の方ʑと機関に͝ࢦಋ・͝ྗڠをࣀった。記して、ਂँいた
します。（ॱෆ同・ܟশུ）

国土ަ௨ল関東地方੔උہ相෢国道事຿所、
東ٶԼ࣏ࣗ会、西ٶԼ࣏ࣗ会、川北地域࣏ࣗ会・まちͮくりٞڠ会、
東京都教育ҕһ会、公益財団法人東京都都市ͮくり公社、日野市教育ҕһ会、日野市ڷ土ࢿྉؗ、
日野市まちͮくり部۠ը੔ཧ՝、日野市立ୌ合小ֶߍ、国෼ࣉ市教育ҕһ会、株式会社 $EL、
Ճ౻ګ࿕、清野ར໌、௽間正ত、ࣉ前め͙Έ、ґ田྄一

17　本報告書の著ݖ࡞は、公益財団法人東京都教育支援機構東京都埋蔵文化財センターがอ༗する。

ຌ ྫ

・本報告に༻いた遺構ུ号以Լの௨りで͋る。
中世以前　　遺物集中部ɿ4#L　竪穴建物跡ɿ4*　集石ɿ44　溝ɿ4%　土坑ɿ4,　ピットɿ41
近世以降　　道路跡ɿ4',　溝ɿ4%,　土坑ɿ4,,　ピットɿ41,

・遺構番号については、ط報告地点からの連番とした。
・遺物઀合ਤにおける土器類・石器・石製品・金属製品は、原ଇとして遺構がؼ属する時代の遺物に

。定したݶ
・出土・෼෍・઀合状況ਤにఴ෇した出土遺物実ଌਤは、1�8 を原ଇとし、一部 1�4、1�6 ଞを࢖༻した。
・竪穴建物跡においては、掘方෴土もؚめ、「షচ土」とした。
・弥生時代後期〜古墳時代前期の土器については、ਤやදに記ࡌするࡍは「土器」とした。
・第ᶚষにࡌܝしたݸ別の遺物ࣸ真については、֓Ͷ実ଌਤと同サイズでࡌܝした。
・ૠਤで༻いた主なスクリーントーンと遺物ドットϚークは以Լのとおりで͋る。これ以֎は、ਤ中

遺ߏ図εΫϦʔϯτʔϯҰཡ

遺物࣮ଌ図εΫϦʔϯτʔϯҰཡ

遺物υοτϚʔΫຌྫ

੺࠼ ੺৭إྉൣғ 須恵器ɾੴ器ɾ
ੴ੡඼ຏ໘ 須恵器அ໘ փᬵಃ器அ໘ ੴ器અཧ໘ࠇ৭ॲཧ

੺࠭
ʢϞϊΫϩϖʔδʣ փɾ୸Խ物ൣғߗԽ໘ൣғ ࿍ ੺࠭

ʢΧラʔϖʔδʣম土 ೪土ɾϩʔϜ
ϒϩοΫൣғՐচ෦ ΧϚυ

土ࢣ器 須恵器土器 ᛽ɾম᛽ੴ器ɾੴ੡඼ 金ଐ੡඼ϩΫϩ土ࢣ器 ୸Խࡐɾ
୸Խछ࣮ ম੒೪土մೄจ土器 փᬵಃ器נ



目　࣍

日野市平山遺跡その 3 の調査
0WFSWJFX PG )JSBZBNB 4JUF, )JOP $JUZ
ংݴ
ຌྫ・ݴྫ
ᶗ　発掘調査の֓要
　1　調査にࢸる経緯 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 1
　2　調査の方法と経ա ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 4
　　1） 調査の方法 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 4
　　2） 発掘調査の経ա ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 5
　　3）੔ཧ調査の経ա ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 10
事業等ٴී（4　　 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 11
ᶘ　遺跡のҐஔと؀境
　1　地ཧత؀境 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 14
　2　ྺ࢙త؀境 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 16
ᶙ　૚ং ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 21
ᶚ　遺構と遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 30
　1　旧石器時代 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 33
　　1）2 号遺物集中部 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 33
　　2）遺構֎出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 42
2　縄文時代 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 50

　　1）集石 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 50
　　2）土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 62
　　3）ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 79
　　4）遺構֎出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 92
　　　"　土器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 92
　　　#　土製品 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 112
　　　$　石器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 113
　3　弥生時代〜古墳時代 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 136
　　1） 竪穴建物跡 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 136
　　2） 土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 206
　　3） ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 207
　　4）遺構֎出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 208
　　　"　弥生時代前期の土器 ʝʝʝʝʝʝ 208
　　　#　弥生時代後期〜古墳時代前期の
　　　　土器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 208
　　　$　古墳時代後期の土器 ʝʝʝʝʝʝ 209
　4　古代 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 212
　　1） 竪穴建物跡 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 212
　　2） 掘立柱建物跡 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 361
　　3） 土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 376

にຌྫをࣔした。
・旧石器時代の石器について、当時の所産ではない痕跡（いΘΏるΨδリ等）は実ଌਤ中でࠇ৭ృ௵

しによりදݱした。
・遺物࡯؍දの法ྔの項目は、上段がܘޱ、中段が器ߴ、Լ段がఈܘまたは٭部ܘをࣔす。
・土坑・ピットの一ཡදに͋るஅ面形ଶは以Լの໛式ਤのとおりで͋る。

" # $ % &



頭ࣸ真目࣍ר

　　4） ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 391
　　5） 遺構֎出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 404
　5　古代末〜中世 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 426
　　1） 溝 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 426
　　2） 掘立柱建物跡 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 439
　　3） 土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 442
　　4） ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 459
　　5） 遺構֎出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 480
　6　近世以降 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 482
　　1） 道路跡 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 482
　　2） 農事関連遺構群 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 482
　　3） 遺構֎出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 491
ᶛ　ࣗવՊֶ෼ੳ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 493

1　平山遺跡 2-6・2-7 ۠の種実同定・थ種同定・
์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 493

2　平山遺跡 2-6 東۠・2-7 ۠の土৕෼ੳ 508
3　平山遺跡その３出土נのݩૉ૊成෼ੳ 517

ᶜ　調査の成果と՝୊ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 522
1　旧石器時代 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 522
2　縄文時代 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 523
3　弥生時代後期〜古墳時代前期 ʝʝʝʝ 523

　　1） 竪穴建物跡の形ଶ・ن໛・
෇帯ࢪ設等について ʝʝʝʝʝʝʝ 523

属時期と集落のมભؼ（2　　 ʝʝʝʝʝʝ 525
　　3）集落とุ域 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 525

4　古代 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 526
　　1） 平山遺跡その 1 〜 3 調査地点における

集落のมભ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 526
　　2）平山遺跡その 3 調査地点における

遺構群のมભ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 525
　　3）竪穴建物跡出土須恵器の産地と時期͝と

の޲܏について ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 530
　　4）多摩χϡータ΢ンᶺ 107 遺跡出土須恵器

と類ࣅする須恵器について ʝʝʝʝ 532
　　5）平山遺跡出土のコップ形須恵器について

ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 533
　　6）平山遺跡その 3 調査地点の文ࢿࣈྉに

ついて ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 534
5　古代末〜中世 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 534
6　近世以降 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 535

Ҿ༻・ߟࢀ文ݙ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 538
報告書抄録 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 539

ࣸ真 1 調査地点ԕܠ 	 平成 29 年 3 月、南東方޲からࡱӨ 
 ʝ ᾜ

ࣸ真 2 埋຅୩で出土した縄文時代前期の土器 ʝʝʝʝʝʝʝⅱ

ࣸ真 3 弥生時代後期の竪穴建物跡 	4*65
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ᾝ

ࣸ真 4 4*66 の粘土চ࿍ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ᾝ

ࣸ真 5 奈良時代の土師器（4*67
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝⅲ

ࣸ真 6 平安時代の須恵器・灰釉陶器（4*69
 ʝʝʝʝʝʝʝʝⅲ

ࣸ真 7 4*64 出土の銅製巡方 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ ᾞ



ૠਤ目࣍
第 1 ਤ 平山遺跡のҐஔ	1�25,000
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 2

第 2 ਤ 平山遺跡άリッド設定ਤ	1�10,000
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 3

第 3 ਤ 調査۠設定ਤ	1�2,000
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 4

第 4 ਤ 2-6西・2-6東・2-7۠શܠ ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ12

第 5 ਤ ֤調査۠調査前・調査׬ ・ྃ埋め໭し状況 ʝʝʝʝʝʝ13

第 6 ਤ 周辺の地形と地࣭	1�100,000
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ15

第 7 ਤ 周辺の遺跡	1�25,000
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ17

第 8 ਤ 土૚அ面・ࢼ掘坑Ґஔਤ	1�800
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ24

第 9 ਤ 基本૚ং	1�80
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ25

第 10 ਤ 調査۠土૚அ面	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ27

第 11 ਤ 調査۠土૚அ面	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ28

第 12 ਤ 2-6東・2-7۠ࢼ掘坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ29

第 13 ਤ 旧石器時代〜中世遺構શମਤ	1�500
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ31

第 14 ਤ 4#L2	1
器種・石材別෼෍ਤ	1�60
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ34

第 15 ਤ 4#L2	2
石器઀合෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ35

第 16 ਤ 4#L2出土遺物	1
	1�1・4�5
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ36

第 17 ਤ 4#L2出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ37

第 18 ਤ 4#L2出土遺物	2
	4�5
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ38

第 19 ਤ 4#L2出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ39

第 20 ਤ 4#L2出土遺物	3
	4�5
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ40

第 21 ਤ 4#L2出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ41

第 22 ਤ 4#L2出土遺物	4
	4�5
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ43

第 23 ਤ 4#L2出土遺物	5
	4�5
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ44

第 24 ਤ 4#L2出土遺物	5
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ45

第 25 ਤ 4#L2出土遺物	6
・旧石器遺構֎出土遺物	2�3
 ʝʝʝʝ46

第 26 ਤ 4#L2出土遺物	6
・旧石器遺構֎出土遺物ࣸ真 ʝʝʝʝ47

第 27 ਤ 4#L2ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ48

第 28 ਤ 4#L2ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ49

第 29 ਤ 縄文時代遺構෼෍ਤ	1�800・1�400
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ51

第 30 ਤ 2-6東۠ 埋຅୩土૚அ面ਤ・等ߴઢਤ	ᶚ૚上面
	1�80・1�400
52

第 31 ਤ 4415	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ53

第 32 ਤ 4415	2
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ54

第 33 ਤ 4415出土遺物	1�3・2�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ55

第 34 ਤ 4416	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ57

第 35 ਤ 4415・16ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ58

第 36 ਤ 4417	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ59

第 37 ਤ 4417	2
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ60

第 38 ਤ 4417ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ61

第 39 ਤ 4417出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ62

第 40 ਤ 4,216・223・237	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ63

第 41 ਤ 4,243・246・272・275	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ66

第 42 ਤ 4,276・278・284	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ67

第 43 ਤ 4,279・286	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ69

第 44 ਤ 4,287〜290	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ70

第 45 ਤ 4,289出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ71

第 46 ਤ 4,293〜297	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ72

第 47 ਤ 4,216・223・237ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ73

第 48 ਤ 4,243・246・272・273ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ74

第 49 ਤ 4,274〜279・282・285ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ75

第 50 ਤ 4,284・286ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ76

第 51 ਤ 4,287〜293ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ77

第 52 ਤ 4,294〜297ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ78

第 53 ਤ 41684・701・702・796・903・904・972〜975・977	1�40
 80

第 54 ਤ 41978・979・982・984〜988・990・992・995	1�40
 ʝʝ81

第 55 ਤ 41993・994・999・1009〜1013・1019	1�40
 ʝʝʝʝʝ82

第 56 ਤ 411014〜1018・1021〜1024・1026・1027	1�40
 ʝʝ83

第 57 ਤ 411028・1031・1034〜1037・1039・1041・1043・1045	1�40
 84

第 58 ਤ 411046・1047・1049・1051〜1053・1055	1�40
 ʝʝʝ85

第 59 ਤ 41682・684・701・702・764・796・903・904・972〜977ࣸ真 86

第 60 ਤ 41978〜980・982〜988・990〜994ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝ87

第 61 ਤ 41995〜999・1009〜1019・1021・1022ࣸ真 ʝʝʝʝ88

第 62 ਤ 411023・1024・1026〜1028・1030・1031・1034〜1039・

1041・1043ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ89

第 63 ਤ 411045〜1047・1049〜1056ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ90

第 64 ਤ 縄文時代土器෼෍ਤ	1
	1�800
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ94

第 65 ਤ 縄文時代土器෼෍ਤ	2
	1�800
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ95

第 66 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ96

第 67 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ97

第 68 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ98

第 69 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ99

第 70 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	3
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 100

第 71 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 101

第 72 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	4
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 102

第 73 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	4
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 103

第 74 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	5
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 104

第 75 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	5
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 105

第 76 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	6
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 106

第 77 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	6
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 107

第 78 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	7
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 108

第 79 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	7
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 109

第 80 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	8
	1�3・1�2
 ʝʝʝʝʝʝʝ 110

第 81 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	8
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 111

第 82 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	9
	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝ 113

第 83 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	10
	2�3・1�3
 ʝʝʝʝʝʝ 122

第 84 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	10
ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 123

第 85 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	11
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 124



第 86 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	11
ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 125

第 87 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	12
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 126

第 88 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	12
ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 127

第 89 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	13
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 128

第 90 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	13
ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 129

第 91 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	14
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 130

第 92 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	14
ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 131

第 93 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	15
	1�3・1�6
 ʝʝʝʝʝʝ 132

第 94 ਤ 縄文時代遺構֎出土遺物	15
ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 133

第 95 ਤ 弥生時代後期〜古墳時代前期遺構෼෍ਤ	1�800
 ʝʝ 137

第 96 ਤ 4*59	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 139

第 97 ਤ 4*59	2
࿍・ஷ蔵穴・土అ	1�30
・遺物出土状況ਤ	1�60
 140

第 98 ਤ 4*59	3
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 141

第 99 ਤ 4*59ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 142

第100ਤ 4*59ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 143

第101ਤ 4*59ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 144

第102ਤ 4*59出土遺物	1
	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 145

第103ਤ 4*59出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 146

第104ਤ 4*59出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 147

第105ਤ 4*60	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 150

第106ਤ 4*60	2
࿍・ஷ蔵穴	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 151

第107ਤ 4*60	3
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 152

第108ਤ 4*60ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 153

第109ਤ 4*60ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 154

第110ਤ 4*60ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 155

第111ਤ 4*60出土遺物	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 156

第112ਤ 4*60出土遺物ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 157

第113ਤ 4*62	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 159

第114ਤ 4*62	2
࿍・ஷ蔵穴	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 160

第115ਤ 4*62	3
੺࠭	1�30
・遺物出土状況ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝ 161

第116ਤ 4*62	4
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 162

第117ਤ 4*62ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 163

第118ਤ 4*62ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 164

第119ਤ 4*62ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 165

第120ਤ 4*62出土遺物	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 166

第121ਤ 4*62出土遺物ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 167

第122ਤ 4*65	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 171

第123ਤ 4*65	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 173

第124ਤ 4*65	3
࿍ŋஷ蔵穴ŋ土అŋ੺࠭	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 174

第125ਤ 4*65	4
遺物出土状況ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 175

第126ਤ 4*65	5
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 176

第127ਤ 4*65	6
遺物઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 177

第128ਤ 4*65ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 178

第129ਤ 4*65ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 179

第130ਤ 4*65ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 180

第131ਤ 4*65ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 181

第132ਤ 4*65ࣸ真	5
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 182

第133ਤ 4*65出土遺物	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 184

第134ਤ 4*65出土遺物ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 185

第135ਤ 4*66	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 188

第136ਤ 4*66	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 189

第137ਤ 4*66	3
࿍	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 190

第138ਤ 4*66	4
ஷ蔵穴・土అ・粘土ൣғ	1�30
・遺物出土状況ਤ

	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 191

第139ਤ 4*66	5
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 192

第140ਤ 4*66	6
遺物઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 193

第141ਤ 4*66ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 194

第142ਤ 4*66ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 195

第143ਤ 4*66ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 196

第144ਤ 4*66ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 197

第145ਤ 4*66出土遺物	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 198

第146ਤ 4*66出土遺物ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 199

第147ਤ 4*74	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 201

第148ਤ 4*74	2
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 202

第149ਤ 4*74ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 203

第150ਤ 4*74ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 204

第151ਤ 4*74出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 205

第152ਤ 4,283	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 206

第153ਤ 4,283ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 206

第154ਤ 41772	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 207

第155ਤ 41772ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 207

第156ਤ 弥生時代前期遺構֎出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝ 208

第157ਤ 弥生時代後期〜古墳時代前期遺構֎出土遺物	1�3
・ࣸ 真209

第158ਤ 古墳時代後期遺構֎出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝ 210

第159ਤ 弥生時代〜古墳時代土器෼෍ਤ	1�800
 ʝʝʝʝʝʝ 211

第160ਤ 古代遺構෼෍ਤ・۠ ׂਤ	1�800・1�2,000
 ʝʝʝʝʝ 213

第161ਤ 古代遺構෼෍ਤׂਤ	1
	1�400
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 214

第162ਤ 古代遺構෼෍ਤׂਤ	2
	1�400
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 215

第163ਤ 4*58	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 216

第164ਤ 4*58	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 217

第165ਤ 4*58	3
ΧϚド・୨状ࢪ設	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 218

第166ਤ 4*58	4
遺物出土状況ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 219

第167ਤ 4*58	5
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 220

第168ਤ 4*58	6
遺物෼෍ਤ	炭化材・炭化種実
	1�60
 ʝʝʝʝ 221

第169ਤ 4*58	7
遺物઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 223

第170ਤ 4*58ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 226

第171ਤ 4*58ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 227

第172ਤ 4*58ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 228

第173ਤ 4*58ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 229

第174ਤ 4*58出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 230

第175ਤ 4*58出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 231

第176ਤ 4*58出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 232



第177ਤ 4*58出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 233

第178ਤ 4*58出土遺物	3
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 234

第179ਤ 4*58出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 235

第180ਤ 4*58出土遺物	4
	1�3・1�2
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 236

第181ਤ 4*61	1�60
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 240

第182ਤ 4*61ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 241

第183ਤ 4*61出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 242

第184ਤ 4*63	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 244

第185ਤ 4*63	2
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 245

第186ਤ 4*63	3
西ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 246

第187ਤ 4*63	4
西ΧϚド ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 247

第188ਤ 4*63	5
北ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 248

第189ਤ 4*63	6
東ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 249

第190ਤ 4*63	7
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 250

第191ਤ 4*63	8
遺物઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 251

第192ਤ 4*63ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 254

第193ਤ 4*63ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 255

第194ਤ 4*63ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 256

第195ਤ 4*63ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 257

第196ਤ 4*63ࣸ真	5
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 258

第197ਤ 4*63ࣸ真	6
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 259

第198ਤ 4*63出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 260

第199ਤ 4*63出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 261

第200ਤ 4*63出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 262

第201ਤ 4*63出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 263

第202ਤ 4*63出土遺物	3
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 264

第203ਤ 4*63出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 265

第204ਤ 4*63出土遺物	4
	1�3・1�2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 266

第205ਤ 4*63出土遺物	4
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 267

第206ਤ 4*64	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 271

第207ਤ 4*64	2
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 272

第208ਤ 4*64	3
ΧϚド・୨状ࢪ設	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 273

第209ਤ 4*64	4
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 275

第210ਤ 4*64	5
遺物઀合ਤ	土師器・石製品・金属製品
	1�60
ʝ 276

第211ਤ 4*64	6
遺物઀合ਤ	須恵器
	1�60
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 277

第212ਤ 4*64ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 278

第213ਤ 4*64ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 279

第214ਤ 4*64ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 280                                             

第215ਤ 4*64ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 281

第216ਤ 4*64出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 282

第217ਤ 4*64出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 283

第218ਤ 4*64出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 284

第219ਤ 4*64出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 285

第220ਤ 4*64出土遺物	3
	1�3・1�6
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 286

第221ਤ 4*64出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 287

第222ਤ 4*64出土遺物	4
	1�2
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 288

第223ਤ 4*67	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 292

第224ਤ 4*67	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 293

第225ਤ 4*67	3
ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 294

第226ਤ 4*67	4
遺物出土状況ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 295

第227ਤ 4*67	5
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 296

第228ਤ 4*67	6
遺物઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 297

第229ਤ 4*67ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 298

第230ਤ 4*67ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 299

第231ਤ 4*67ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 300

第232ਤ 4*67出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 302

第233ਤ 4*67出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 303

第234ਤ 4*67出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 304

第235ਤ 4*67出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 305

第236ਤ 4*67出土遺物	3
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 306

第237ਤ 4*67出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 307

第238ਤ 4*67出土遺物	4
	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 308

第239ਤ 4*67出土遺物	5
	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 309

第240ਤ 4*68	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 313

第241ਤ 4*68	2
ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 314

第242ਤ 4*68	3
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 315

第243ਤ 4*68ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 316

第244ਤ 4*68ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 317

第245ਤ 4*68ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 318

第246ਤ 4*68出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 319

第247ਤ 4*69	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 321

第248ਤ 4*69	2
ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 322

第249ਤ 4*69	3
ΧϚド ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 323

第250ਤ 4*69	4
遺物出土状況ਤ	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 324

第251ਤ 4*69	5
遺物෼෍ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 325

第252ਤ 4*69	6
遺物઀合ਤ	土師器・金属製品
	1�60
 ʝʝʝʝ 326

第253ਤ 4*69	7
遺物઀合ਤ	須恵器・灰釉陶器
	1�60
 ʝʝʝʝ 327

第254ਤ 4*69ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 328

第255ਤ 4*69ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 329

第256ਤ 4*69ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 330

第257ਤ 4*69ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 331                                  

第258ਤ 4*69出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 332

第259ਤ 4*69出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 333

第260ਤ 4*69出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 334

第261ਤ 4*69出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 335

第262ਤ 4*69出土遺物	3
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 336

第263ਤ 4*69出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 337

第264ਤ 4*69出土遺物	4
	1�2
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 338

第265ਤ 4*72	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 342                                  

第266ਤ 4*72	2
ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 343                                  

第267ਤ 4*72	3
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 344                                  

第268ਤ 4*72ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 345                                  



第269ਤ 4*72ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 346                                  

第270ਤ 4*72ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 347                                  

第271ਤ 4*72出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 348                                  

第272ਤ 4*73	1
	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 350

第273ਤ 4*73	2
ΧϚド	1�30
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 351                                  

第274ਤ 4*73	3
ΧϚド ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 352

第275ਤ 4*73	4
遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 353                                  

第276ਤ 4*73ࣸ真	1
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 354                                  

第277ਤ 4*73ࣸ真	2
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 355                                  

第278ਤ 4*73ࣸ真	3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 356                                  

第279ਤ 4*73ࣸ真	4
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 357

第280ਤ 4*73出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 359

第281ਤ 古代遺構間઀合ਤ	1�800・1�400
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 362

第282ਤ 掘立柱建物跡%	1
　41678・743〜745・753・754・771・

785・786・788	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 363                                  

第283ਤ 掘立柱建物跡%	2
　41678・743〜745・753・754・771・

785・786・788 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 365                                  

第284ਤ 掘立柱建物跡%	3
　41678・743〜745・753・754・771・

785・786・788遺物෼෍・઀合ਤ	1�60
ʝʝʝʝʝʝʝ 366                                  

第285ਤ 掘立柱建物跡%ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 367                                  

第286ਤ 掘立柱建物跡%出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 368                                  

第287ਤ 掘立柱建物跡E	1
　41767・784・925・937・939・940・

944・946・947	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 369                                  

第288ਤ 掘立柱建物跡E	2
　41767・784・925・937・939・940・

944・946・947 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 372                                  

第289ਤ 掘立柱建物跡Eࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 373                                  

第290ਤ 掘立柱建物跡'　41755〜760	1�60
 ʝʝʝʝʝʝʝ 374                                  

第291ਤ 掘立柱建物跡'ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 375                                  

第292ਤ 4,195	1
	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 376                                  

第293ਤ 4,195	2
遺物෼෍・઀合ਤ	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 377                                  

第294ਤ 4,195出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 378

第295ਤ 4,195出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 379

第296ਤ 4,195出土遺物	2
	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 380

第297ਤ 4,208・210・215・224	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 383                                  

第298ਤ 4,217・225・227・228・230	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 385                                  

第299ਤ 4,229・239・247・248・250	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝ 386                                  

第300ਤ 4,195ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 387                                  

第301ਤ 4,208・210・213〜215ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 388                                  

第302ਤ 4,217・224・225・227〜229ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 389                                                                   

第303ਤ 4,230・239・244・247・248・250・280ࣸ真ʝʝʝʝʝ 390                                  

第304ਤ 41650ŋ653ŋ664ŋ666ŋ672ŋ675ŋ680ŋ697〜700ŋ781	1�40
392                                  

第305ਤ 41703・769・776・779・783・787	1�40
 ʝʝʝʝʝʝ 393                                  

第306ਤ 41789〜793	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 394                                                                         

第307ਤ 41794ŋ795ŋ797ŋ798ŋ920〜923	1�40
ʝʝʝʝʝʝ 395                                  

第308ਤ 41926ŋ927ŋ930〜932ŋ935ŋ941ŋ943・950	1�40
ʝʝ 396                                  

第309ਤ 41950出土遺物	1�3
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 398                                  

第310ਤ 41951ŋ954ŋ958ŋ963ŋ964ŋ969	1�40
 ʝʝʝʝʝʝ 398                                  

第311ਤ 41650・653・662・664・666・672・675・680・697〜700・

703・707・769ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 399                                  

第312ਤ 41776・779・781・783・787〜791ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝ 400                                  

第313ਤ 41792〜795・797〜800・920〜923・926・927・930・931

ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 401                                  

第314ਤ 41932・935・941・943・950・951・954・958・963・964・969

ࣸ真ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 402                                  

第315ਤ 包ؚ૚出土古代土師器・須恵器・灰釉陶器෼෍ਤ	1�800
405

第316ਤ 古代遺構֎出土遺物	1
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 406 

第317ਤ 古代遺構֎出土遺物	1
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 407

第318ਤ 古代遺構֎出土遺物	2
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 408

第319ਤ 古代遺構֎出土遺物	2
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 409

第320ਤ 古代遺構֎出土遺物	3
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 410

第321ਤ 古代遺構֎出土遺物	3
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 411

第322ਤ 古代遺構֎出土遺物	4
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 412

第323ਤ 古代遺構֎出土遺物	4
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 413

第324ਤ 古代遺構֎出土遺物	5
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 414

第325ਤ 古代遺構֎出土遺物	5
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 415

第326ਤ 古代遺構֎出土遺物	6
	1�3
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 416

第327ਤ 古代遺構֎出土遺物	6
ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 417

第328ਤ 古代遺構֎出土遺物	7
	1�3・1�4
・ࣸ 真 ʝʝʝʝʝʝ 418

第329ਤ 古代末〜中世遺構෼෍ਤ・۠ ׂਤ	1�800・1�2,000
 ʝ 427                                  

第330ਤ 古代末〜中世遺構෼෍ਤׂਤ	1
	1�400
 ʝʝʝʝʝʝ 428

第331ਤ 古代末〜中世遺構෼෍ਤׂਤ	2
	1�400
 ʝʝʝʝʝʝ 429

第332ਤ 4%12	1
	1�80・1�500
ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 430                                  

第333ਤ 4%12	2
	1�40
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 431

第334ਤ 4%12	3
遺物෼෍・઀合ਤ	1�80・1�500
 ʝʝʝʝʝʝ 432

第335ਤ 4%12ࣸ真 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 433                                  

第336ਤ 4%13	1
	1�40・1�80・1�500
 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ 435                                  

第337ਤ 4%13	2
遺物෼෍・઀合ਤ	1�80・1�500
 ʝʝʝʝʝʝ 436                                  
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ᶗ　発掘調査の֓要

ᴷ 1 ᴷ

ᶗ　発掘調査の֓要

1　調査にࢸる経緯

本発掘調査は、一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））事業地内の埋蔵文化財発掘調査で͋る。
一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業ܭըに基ͮき、事業者で͋る国土ަ௨ল関東地

方੔උہ相෢国道事຿所（以Լ、相෢国道事຿所とする）は、平成 27 年 2 月 9 日に文化財อޢ法第
94 条第 1 項に基ͮく埋蔵文化財発掘の௨஌を日野市教育ҕһ会を経༝して東京都教育ҕһ会にఏ出
し、埋蔵文化財発掘調査に関するٞڠが։࢝された。当該ൣғは、平山遺跡（日野市ᶺ 22 遺跡）と
して周஌の遺跡で͋り、これまでにෳ数回の発掘調査が行Θれていることから、日野市教育ҕһ会は、
相෢国道事຿所に平成 27 年 10 月 27 日෇けで埋蔵文化財の本֨調査がඞ要で͋ると回౴した。

これをडけ、相෢国道事຿所は平成 27 年 11 月 2 日෇けで東京都教育ҕһ会にରし埋蔵文化財本
調査に܎るऔりѻいのর会を行い、東京都教育ҕһ会は、平成 27 年 11 月 10 日෇けで本調査を公
益財団法人東京都スϙーπ文化事業団東京都埋蔵文化財センター（ݱ公益財団法人東京都教育支援機
構東京都埋蔵文化財センター、以Լ、東京都埋蔵文化財センターとする）が実ࢪするࢫを回౴した。
これにより、関܎機関で本調査に܎るٞڠを։࢝し、平成 27 年 12 月 25 日෇けで相෢国道事຿所
ͼ東京都教育ҕһ会、公益財団法人東京都スϙーπ文化事業団（当時）との間で、一般国道ٴ 20 号

（日野バイパス（延伸））事業地内の埋蔵文化財発掘調査のର৅ൣғ（ᶗ期۠間）について、「一般国
道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関するڠ定書」がక݁された。
続いて、12 月 28 日෇けで相෢国道事຿所と公益財団法人東京都スϙーπ文化事業団（当時）との間で、
埋蔵文化財発掘調査のҕୗܖ約（ࡉ目ڠ定）「一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業に伴
う埋蔵文化財発掘調査の実ࢪに関するࡉ目ڠ定書」がక݁された。その後、平成 31 年 3 月 1 日෇け
でࡉ目ڠ定書の第 4 回มߋが行Θれ、発掘調査ର৅ൣғに 2-6 東・西۠が௥Ճされ、ྩ࿨ 2 年 3 月
3 日෇の第 5 回มߋにより、2-7 ۠が௥Ճされた。

文化財อޢ法第 92 条第 1 項に基ͮく本発掘調査のಧ出は東京都埋蔵文化財センターが日野市教育
ҕһ会にఏ出し、本調査の४උにೖった。

本発掘調査に܎るಧ出とそれにରする東京都教育ҕһ会の発掘調査の௨஌は、࣍のとおりで͋る。
発掘調査の実ࢪについてɿ国関੔相国調第 23 号　平成 28 年 1 月 8 日
発掘調査のಧ出ɿ29 ス文事埋文第 2818 号　平成 30 年 3 月 30 日ʦ2-6 西۠ʧ
発掘調査のಧ出ɿ30 ス文事埋文第 2720 号　平成 31 年 3 月 22 日ʦ2-6 西・東۠ʧ
発掘調査のಧ出ɿ31 ス文事埋文第 2581 号　ྩ࿨ 2 年 3 月 16 日ʦ2-6 西・東・2-7 ۠ʧ
発掘調査のಧ出ɿ2 ス文事埋文第 2617 号　ྩ࿨ 3 年 3 月 22 日ʦ2-6 東۠ʧ
発掘調査の௨஌ɿ30 教地؅埋第 484 号　平成 30 年 5 月 15 日ʦ2-6 西۠ʧ
発掘調査の௨஌ɿ30 教地؅埋第 4591 号　平成 31 年 3 月 31 日ʦ2-6 西・東۠ʧ
発掘調査の௨஌ɿ2 教地؅埋第 32 号　ྩ࿨ 2 年 4 月 24 日ʦ2-6 西・東・2-7 ۠ʧ
発掘調査の௨஌ɿ2 教地؅埋第 4626 号　ྩ࿨ 3 年 3 月 31 日ʦ2-6 東۠ʧ
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̎　調査の方法と経ա

1)　ௐࠪのํ๏
発掘調査にઌ立って、日野市教育ҕһ会とٞڠの上、調査۠ըの設定を行った。平山遺跡における

今後の発掘調査をצҊし、本事業の調査地点ͩけでなく、平山遺跡શ域をର৅ൣғとして設定した。
国土࠲ඪ（世քଌ地ܥ）を基४とする 50 ̼四方の大άリッドを設け、ଌྔ࠲ඪに४ڌして北西۱

をى点として 9 ࣠には北から南に޲け大文ࣈアϧフΝϕットを、: ࣠には西から東に޲けアϥϏア
数ࣈを෇した。大άリッド内に 5N 四方の小άリッドを設け、北西֯をى点に西から東、北から南の
ॱで南東֯まで 1 〜 100 の小άリッド番号を෇した。άリッド名は、大άリッド名と小άリッド番
号で「-」でつな͛てද記することとし、ݸʑの小άリッドを「16'-23」のようにݺশ、ද記した。
基४とした 16' 北西۱の࠲ඪは、9�-38000�00、:�-42000�00、原点の࠲ඪは 9�-37750�00、:�-
42750�00 で͋る（第 2 ਤ）。ඪߴは、東京࿷平ۉւ面（T�1�）を࢖༻した。

本報告にࡌܝする調査地点は、平成 31� ྩ࿨ݩ年౓からྩ࿨ 3 年౓にかけて発掘調査を実ࢪした
2-6 東・西۠、2-7 ۠ 	3,654㎡）で͋る。これらの調査地点は、طにץ行した発掘調査報告書ʰ平山
遺跡その 2 （ɦ東京都埋蔵文化財センター調査報告第 382 集）に収ࡌした調査地点の西ଆにҐஔする。
調査地点の番号は発掘調査にணखしたॱに෇した。発掘調査の実ࢪ状況にԠじて、調査ൣғを෼ׂし
た৔合には、ࢬ番号の͋とに「東」や「西」を෇けてݺশすることとした。

遺構番号については、日野市教育ҕһ会とٞڠの上、東京都埋蔵文化財センターの調査ൣғにおい
て௨番とし、原ଇとして遺構種別ຖに 1 号から෇すこととした。

発掘調査は、࠷初の遺構確認面までの੝土ٴͼද土をॏ機で掘࡟し、遺構確認や遺構のਫ਼査、遺物

3
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1
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包ؚ૚の掘࡟は人ྗで行った。たͩし、遺物がՉগなᶙ૚Լ部（֓Ͷᶙ 3 ૚に該当）とᶚ૚の調査
においては人ྗ掘࡟を行いつつ、一部はॏ機による掘࡟もซ༻した。基本తな遺構確認面は、上か
らᶘ૚上面、ᶙ૚中͋るいはᶙ 2 ૚上面、ᶛ૚上面で͋る。旧石器時代のࢼ掘調査は 2-6 東۠と 2-7
۠において実ࢪした。2 ʷ 2N のࢼ掘坑を設定し、ᶛ૚上面から 1�5N のਂ౓まで人ྗ掘࡟を行った。
旧石器時代の石器が出土した৔合には、出土Ґஔを中心としてࢼ掘坑のൣғを֦ுした。

֤遺構の平面ਤや調査۠のશମਤの࡞成はトータϧスςーシϣンによるܭଌとし、அ面ਤや遺物
出土状況等のඍࡉਤ、一部の遺構の平面ਤはख書きによる࡞ਤを行った。発掘調査の記録ࣸ真は、
35NN ൛のフΟϧϜΧϝϥを基本として、σδタϧΧϝϥをซ༻した。出土遺物のうち、遺構出土
遺物はトータϧスςーシϣンで出土Ґஔとඪߴを記録し、遺構୯Ґで௨し番号をৼりऔり上͛た。一
方、遺物包ؚ૚からの出土遺物は、調査地点͝とに連番とし、出土Ґஔとඪߴ、૚Ґをトータϧスςー
シϣンで記録してऔり上͛た。なお、ද土૚ٴͼ近世以降の農事関連遺構群から出土した遺物につい
ては、άリッド୯Ґでऔり上͛ることとした。
2)　ൃ۷ௐࠪのܦա

今回報告する調査地点の発掘調査は、周辺ॅຽٴͼ関܎ॾ機関と調੔をॏͶ、平成 31 年 3 月 26
日から४උ޻にऔりֻかった。発掘調査にணखしたॱংは、2-6 西 （۠1,780㎡）、2-6 東 （۠1,144㎡）、
2-7 ۠（730㎡）で͋る。2-6 ۠としたൣғの東部には、東京都埋蔵文化財センターの෼ࣨ等の事຿
所棟が建っていた関܎で、2-6 ۠શମのうち西部を「2-6 西۠」とし、ઌ行して発掘調査を実ࢪする
こととした。

൥ࡶになることをආけるため、調査地点͝とに発掘調査の経աを記す。
<2�6 ੢۠ >

2-6 西۠では、平成 31 年 3 月 26 日からの४උ޻を経て、4 月 2 日からॏ機によるද土掘࡟にணखし、
発掘調査を։࢝した。当初は 3 月 1 日から४උ޻にணखする༧定ͩったが、当該地点のҾき౉しに
஗れが生じたため、४උ޻のணखにएׯの஗れが生じた。

ද土掘࡟はྩ࿨ݩ年 5 月 7 日にऴྃし、その後、ᶘ૚上面のਫ਼査、遺構検出を人ྗにて行った。
調査۠શ域で、近世以降の੊間溝や土坑といった農事関連遺構群を検出し、そのશܠのࡱӨやଌྔを
行った。当該遺構面での遺構検出をਐめる中で、調査۠北西۱に大ن໛な֧ཚが͋り、そのਂさがᶛ
૚で͋るローϜ૚をਂく掘りࠐΜでいる状況が൑໌した。東京都教育һ会とٞڠを行い、この֧ཚを
ؚΉ一帯のൣғをઌ行してᶛ૚までの発掘調査を実ࢪし、埋め໭したのちにॏ機やμンプトϥックの
業Ϡードとしてར༻することとした。当該ൣғの調査は࡞ 7 月 10 日から行い、7 月 23 日には埋໭

第 1ද　ௐࠪ޻ఔද（શମ）
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しまでऴྃした。これ以֎のൣғでは、人ྗによる遺物包ؚ૚（ᶘ૚）の掘࡟や遺構検出をਐめ、所ʑ
で遺物が集中తに出土する৔所が͋ることから、古代の竪穴建物跡がෳ数軒ଘ在することが༧૝され
た。

2-6 西۠の発掘調査は、ฒ行して実ࢪしていたଞの調査地点の発掘調査との関܎から、7 月 24 日
から 10 月 31 日まで中அすることになった。

11 月 1 日から発掘調査を࠶։し、Ҿき続き遺物包ؚ૚掘࡟を行った。遺構確認面まで掘りԼ͛、
遺構検出࡞業を行い、古代末〜中世の溝（4%12・13）や土坑、古代の竪穴建物跡（4*61）等を検出
した。11 月中०からはこれらの遺構調査にもணखした。溝の調査をਐめる中で、溝に੾られるかた
ちで弥生時代後期〜古墳時代前期の竪穴建物跡（4*60・62）や、古代の竪穴建物跡（4*63）が͋る
ことが൑໌した。

また、2-6 西۠の中ԝ、4%12 とॏෳする৔所に͋る֧ཚに஫ࣹ器や஫ࣹ਑といったҩྍഇغ物が
ؚまれている状況が໌らかになった。当該৔所の調査をؚめたऔりѻいについて、ྩ࿨ݩ年 12 月
18 日に։࠵された定ྫ会において、相෢国道事຿所、東京都教育ҕһ会、日野市۠ը੔ཧ՝等の関
物のऔりѻいが໌確になるまでのغを行った。東京都教育ҕһ会の൑அにより、ҩྍഇٞڠ機関と܎
間、当該৔所の調査をࢭٳすることがܾ定した。その後、ҩྍഇغ物をؚΉ֧ཚの周辺をਫ਼査したと
ころ、1 箇所のΈならͣ、小ن໛ながらෳ数箇所にࢄ在している状況が൑໌した。ྩ࿨ 2 年 1 月 10
日には、ઐ໳業者によるҩྍഇغ物を確認するための立ち会いが行Θれた。1 月 23 日の定ྫ会にお
いて、関܎機関にこの状況をઆ໌し、࠶౓ٞڠを行うことになった。それと同時に、相෢国道事຿所
を௨じて、当該৔所の以前の土地所༗者の特定を日野市۠ը੔ཧ՝΁ଧ਍した。

ਫۜやώૉといった༗֐物࣭が͋ることをݒ೦し、2 月 3 日にҩྍഇغ物周辺の土৕検査を実ࢪし
た。検査の݁果、基४஋をӽえる項目はなく、当該৔所の土৕Ԛછは認められなかった。

溝や竪穴建物跡の遺構調査とฒ行して、遺物包ؚ૚掘࡟をਐめる中で、2-6 西۠の西端にඃ೤した
礫が集中తに෼෍するൣғが͋り、縄文時代の集石（4415）として調査を行うこととした。調査を
ਐめる中で、4415 は 2-6 西۠のさらに西΁とల։するՄೳੑがߴくなった。2 月 4 日に同時に発掘
調査を実ࢪしていた調査地点においてۭ中ࣸ真ࡱӨを行う༧定ͩったことから、ݱ時点で確認してい
る古代末〜中世の溝や古代の竪穴建物跡の遺構をର৅として、2-6 西۠においてもϥδコンϔリによ
るۭ中ࣸ真ࡱӨを実ࢪした。その後、調査۠西部、4%13 以西のൣғについては、ᶛ૚までの調査が
ऴྃし、2 月 20 日の定ྫ会において、東京都教育ҕһ会によるऴྃ確認が行Θれた。この時点で、
2-6 西۠で検出した主要な遺構は、縄文時代の集石 2 基、弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴建物
跡 4 軒、古代の竪穴建物跡 3 軒で͋る。

2 月 20 日の定ྫ会において、土৕Ԛછの໰୊はないこと、今後、ઐ໳業者立ち会いのもと、ҩྍ
ഇغ物のॲ෼方法やॲ෼අのଧち合Θせを実ࢪすることを東京都埋蔵文化財センターから報告した。
相෢国道事຿所からは、当該৔所の土地所༗者を特定することが೉しいため、ҩྍഇغ物のഇغॲ෼
に܎るඅ༻は発掘調査ҕୗඅをॆてる方਑がࣔされた。

年౓がସΘり、ྩ࿨ 2 年 4 月もҾき続き、֤時代の遺構調査と遺物包ؚ૚の掘࡟を実ࢪした。ҩ
ྍഇغ物については、ഇغॲ෼のख続きが੔ったため、4 月 10 日から 15 日にかけて掘り出し、ઐ
໳業者によるഇغॲ෼が行Θれた。調査۠内からҩྍഇغ物がআڈされたことをडけて、4%12 ٴ
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ͼその周辺の調査をようやく࠶։することができた。4%12 の調査は 5 月 14 日にऴΘり、その
後、4%12 に੾られる 4*60 の調査を 6 月 17 日から։࢝した。7 月 28 日には、弥生時代後期〜
古墳時代ٴͼ古代の遺構をର৅としたۭ中ࣸ真ࡱӨを実ࢪした。

8 月 18 日には 4%13 南東ଆの一帯について、9 月 3 日には 4%13 北東ଆの一帯について、東京都
教育ҕһ会によるऴྃ確認がそれͧれ行Θれた。これにより、2-6 西۠の西部は発掘調査がऴྃした
ため、ଞの৔所にઌ行して埋໭しを行うこととした。

調査۠西部以֎では、Ҿき続き、遺構調査と遺物包ؚ૚掘࡟をਐめる中で、調査۠中ԝ部に古代の
竪穴建物をյすかたちで掘立柱建物が 2 棟͋ることが൑໌した。さらに、その北ଆにおいて新たに
古代の竪穴建物跡（4*69）を検出した。࠷ऴతに 2-6 西۠で検出した竪穴建物跡は、弥生時代後期
〜古墳時代前期が 5 軒、古代が 5 軒になった。これらの遺構調査をਐめるとともに、遺構調査をऴ
えたൣғではᶛ૚までの遺物包ؚ૚掘࡟を行った。調査۠東部では、ᶛ૚上面で縄文時代のؕし穴を
2 基検出した。ؕし穴はいͣれもପԁ形をఄするタイプで、そのうちの 1 基で土坑ఈ面にԼ部ࢪ設を
確認した。土坑શମを׬掘したのち、長࣠でፊちׂり調査を行い、Լ部ࢪ設の調査を実ࢪした。

調査۠東部については、10 月 15 日・23 日に東京都教育ҕһ会によるऴྃ確認が行Θれた。10
月 22 日には、ߴ所࡞業ंを༻いて、掘立柱建物跡のશܠをࡱӨした。その後、記録࡞業や遺物包ؚ
૚掘࡟をਐめていき、10 月 30 日には調査۠中ԝ部のऴྃ確認が東京都教育ҕһ会により行Θれた。
11 月 2 日には 2-6 西۠の発掘調査がશてऴྃし、その後、調査۠શମの埋໭しにҠ行した。

2-6 西۠の埋໭しは 9 月から段֊తにਐめており、調査۠શମの埋め໭しをऴえたのは 11 月 30
日で͋る。2-6 西۠の日野市۠ը੔ཧ՝΁のҾき౉しはす͙に行Θれͣ、ྡ઀する 2-6 東۠、2-7 ۠
と合Θせて、ྩ࿨ 4 年 1 月 21 日に行った。
<2�6 ౦۠ >

発掘調査ணख前の 2-6 東۠には、調査۠南部には੝土が͋り、周ғの地面より 1N ఔ౓ߴい状ଶに
なっていた。੝土をআڈするに͋たり、ྩ࿨ݩ年 11 月 1 日に、2-6 東۠にྡ઀する集合ॅ୐の؅ཧ
人ٴͼॅ人をަえたٞڠが行Θれ、ॅ人ଆから੝土আ࡞ڈ業にࡍして、小石がඈࢄするݒ೦が͋る
ことが఻えられた。これをडけて、11 月 21 日の定ྫ会において、੝土আڈ時の小石のඈࢄ๷ࢭର
さߴとして、道路に面する調査۠北ଆと集合ॅ୐にྡ઀する南ଆのԾғいにࡦ 3N の߯൘ญを設ஔす
るܭըをఏҊし、相෢国道事຿所からঝ୚をಘた。その後、߯൘ญやΨードフェンスの設ஔを行い、
12 月 12 日から੝土আ࡞ڈ業を։࢝した。੝土にはഇغ物が多くؚまれていたため、見ࠐΜでいた
よりも時間を要したが、ྩ࿨ 2 年 1 月 17 日にはऴྃした。ଞの調査地点との݉Ͷ合いで、2-6 東۠
の平成 31� ྩ࿨ݩ年౓の࡞業は、これで一時中அすることになった。

年౓がସΘったྩ࿨ 2 年 4 月 23 日からॏ機によるද土掘࡟にணखし、発掘調査を։࢝した。5 月
15 日にはද土掘࡟がऴྃし、続けてᶘ૚における遺構検出にऔりֻかった。ྡ઀する 2-6 西۠と同
༷に、調査۠શମに近世以降の農事関連遺構群が෼෍する状況ͩった。遺構検出とฒ行して、農事関
連遺構群のଌྔとࣸ真ࡱӨをਐめた。調査۠北部では、農事関連遺構群とは別に溝状の掘りࠐΈを検
出した（調査当時は 4%15 とし、のちに 4',1 ΁มߋした）。近世以降の遺構の記録࡞業をऴえたのち、
࣍の遺構確認面で͋るᶙ 2 ૚まで掘りԼ͛るため、ᶘ૚ٴͼᶙ 1 ૚の包ؚ૚掘࡟を行った。そうし
た中で、古代末〜中世のいΘΏる「ԁ形土坑」やピットを確認し、దٓ調査を実ࢪした。ᶙ 2 ૚上
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面まで掘りԼ͛た段֊で、ෳ数軒の竪穴建物跡のプϥンが見つかり、࠷ऴతに竪穴建物跡が 5 軒͋
ることが෼かった。そのうちの 1 軒（4*74）は調査۠東นにかかるかたちで遺構のプϥンを検出し、
遺構の大部෼はݱ道Լ΁と続いていることが൑໌した。

10 月 19 日以降、検出した竪穴建物跡の調査にॱ࣍ணखした。5 軒の竪穴建物跡のうち 4 軒は古
代にؼ属する遺構で（4*67・68・72・73）、調査۠東นにかかる 1 軒はその形状から弥生時代後期
〜古墳時代前期のؼ属と൑அした。11 月 17 日には 4*68 の調査がऴྃした。これらの遺構調査をਐ
めた 12 月 15 日には、2-6 東۠をର৅としたۭ中ࣸ真ࡱӨを実ࢪした。12 月 21 日には 4*72 の調査
をऴえ、ྩ࿨ 3 年 1 月 7 日には 4*74、1 月 26 日には 4*73 の調査がそれͧれऴྃした。古代の遺構
調査がऴྃしたൣғから、縄文時代の遺物包ؚ૚の掘࡟を։࢝した。4*67 の調査が 2 月 3 日にはऴ
ྃし、これで調査۠શମでᶛ૚までの掘࡟をਐめられる状ଶになった。

遺物包ؚ૚の掘࡟をਐめる中で、調査۠西ଆから南西ଆにかけて埋຅୩がଘ在することが໌らかに
なった。埋຅୩に伴う遺構は認められなかったが、埋຅୩の記録を࢒すこととし、土૚அ面ਤの࡞成
やコンターのଌྔ、શࡱܠӨ等をదٓ行った。また、ᶙ૚中では、弥生時代後期〜古墳時代前期とߟ
えられる土坑や縄文時代のؕし穴を検出し、調査を実ࢪした。

調査۠શମをᶛ૚上面まで掘りԼ͛た状ଶで、遺構確認を行い、縄文時代の土坑を数基検出した。
その後、2 ʷ 2N のࢼ掘坑を 10 箇所設定し、ᶛ૚上面から約 1�5N 掘りԼ͛て、旧石器時代のࢼ掘
調査を実ࢪした。調査の݁果、旧石器時代の石器は出土しなかったが、ࢼ掘坑の 1 箇所で礫૚を確
認することができた。旧石器時代のࢼ掘調査の記録࡞業を行い、2-6 東۠の発掘調査は 6 月 15 日に
ऴྃした。東京都教育ҕһ会によるऴྃ確認は同日に行Θれ、その後、埋໭しを։࢝した。埋໭しは
7 月 20 日にはऴྃし、ं྆出ೖޱに設ஔしていたήートのఫڈやΨードフェンス΁の෇けସえ等を
実ࢪした。2-6 東۠は、ྡ઀する 2-6 西۠と 2-7 ۠とともに、ྩ࿨ 4 年 1 月 21 日に日野市۠ը੔ཧ
՝΁とҾき౉した。
<2�� ۠ >

本調査地点は、ྩ࿨ 2 年౓中に発掘調査ٴͼ埋໭しをऴえ、日野市۠ը੔ཧ՝΁とҾき౉すこと
を条݅として、発掘調査を実ࢪした。ྩ࿨ 2 年 10 月 1 日からΨードフェンスを設ஔする等の४උ޻
を։࢝し、10 月 12 日からॏ機によるද土掘࡟にணखした。ද土掘࡟をਐめる中で、調査۠南西部
と 273-7 ෇近άリッドの֧ཚは、日野市教育ҕһ会がطに発掘調査を実ࢪし、埋め໭した痕跡で͋
ることが൑໌した。また、調査۠北東部の大ن໛な֧ཚは 2-6 西۠西端の֧ཚと連続するもので、そ
のਂ౓はᶛ૚にまでୡしていた。ද土௚Լの面をਫ਼査したところ、֧ཚ以֎のൣғでは近世以降の農
事関連遺構群を検出し、調査۠西部では、これらを੾るようにしてࠜࡊのトϨンνϟーの痕跡を確認
した。

2-7 ۠では、ද土௚Լにᶘ૚は確認できͣ、ᶙ 1 ૚が部෼తにଯ積している状況ͩった。農事関連
遺構群の記録࡞業をऴえたのち、ᶙ 2 ૚まで掘りԼ͛て、中世以前の遺構検出を行った。その݁果、
2-6 西۠西端で見つかった 16 号集石の続きを検出した΄か、縄文時代の集石 1 基と古代〜中世とߟ
えられる土坑やピットを確認した。まͣは土坑やピットの遺構調査を行い、11 月 26 日から 17 号集石、
12 月 16 日から 16 号集石の調査をそれͧれ։࢝した。12 月 15 日には、2-6 東۠と合Θせて、2-7
۠のۭ中ࣸ真ࡱӨを実ࢪした。
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縄文時代の集石の調査とฒ行して、集石以֎のൣғにおいて遺物包ؚ૚の掘࡟をਐめた。ᶛ૚上面
で遺構検出を行ったが、縄文時代の遺構は確認できなかった。その後、2 ʷ 2N のࢼ掘坑を 5 箇所設
定し、旧石器時代のࢼ掘調査を実ࢪした。5 箇所のうち、ࢼ掘坑 12 ではᶛ૚上面から約 0�8N のਂ
౓から剥片等がෳ数点出土した。この状況をडけて、ࢼ掘坑のൣғを֦ுして掘࡟をਐめたところ、
敲石やナイフ形石器、剥片が出土した。石器の出土状況を確認しつつࢼ掘坑 12 のൣғを֦ுし、࠷
ऴతには 5 ʷ 5N になった。石器の出土Ґஔ等の記録を行ったのち、ࢼ掘坑の一部をਂく掘りԼ͛
たところ、ᶛ૚上面から約 2�3N で礫૚に౸ୡすることが൑໌した。

2-7 ۠の発掘調査はྩ࿨ 3 年 2 月 22 日にऴྃした。東京都教育ҕһ会によるऴྃ確認は、ᶛ૚ま
での調査をऴえたྩ࿨ 3 年 2 月 2 日に実ࢪされ、2 月 24 日に։࠵された定ྫ会においてݱ地確認が
行Θれた。埋໭しはऴྃ確認をडけたのち、2 月中०から段֊తにਐめていき、3 月 3 日にશମの埋
໭しがऴྃした。

当初のܭըではྩ࿨ 2 年౓中にҾき౉す༧定ͩったため、3 月 24 日の定ྫ会において、日野市۠
ը੔ཧ՝とҾき౉しに関するٞڠを行ったところ、ྩ࿨ 3 年 4 月以降にҾき౉すことになった。し
かし、Ҿき౉し時期が具ମతにならない状況が続き、やΉをಘͣԾғいや๷ਖネットを設ஔした状
ଶをҡ࣋していた。その後、վめて日野市۠ը੔ཧ՝とٞڠした݁果、ྩ࿨ 4 年 1 月Լ०に 2-6 東・
西۠、2-7 ۠をまとめてҾき౉すことがܾ定した。1 月中०にఫ޻ڈを行い、1 月 21 日に日野市۠
ը੔ཧ՝΁のҾき౉しが実ݱした。
3)　੔ཧௐࠪのܦա

発掘調査とฒ行して、出土した遺物のਫચと஫記を中心とする一࣍੔ཧ調査を平成 31 年̐月 1 日
からྩ࿨ 3 年 6 月 15 日まで実ࢪした（ྩ࿨ݩ年 7 月〜 10 月は中அ）。遺物はચড়後に、インクδェッ
ト式஫記༻機器とख書きによる஫記を行った。なお、஫記内༰は、日野市教育ҕһ会とのٞڠに基ͮ
き、それに४ڌするかたちとした。

二࣍੔ཧ調査は、ྩ࿨ 5 年 12 月 1 日からྩ࿨ 7 年 3 月 31 日まで実ࢪした。まͣは、ݱ৔で࡞成
した遺構ਤやଌྔσータ、フΟϧϜࣸ真やσδタϧΧϝϥσータの੔ཧ、遺物の෼類・ྔܭ、֤種୆
ா類の࡞成といった基ૅ੔ཧを行った。ྩ࿨ 6 年 4 月以降、本֨తに遺構ਤのम正やパιコンによ
るトϨースにணखした。6 月からは、ݱ৔でࡱӨした遺構ࣸ真から報告書にࡌܝするࣸ真をந出し、
ը૾のՃ޻・調੔、遺構ࣸ真ਤ൛の࡞成を։࢝した。

一方、遺物については 4 月後半から֤時代の遺物の઀合にணखするとともに、弥生時代後期から
古墳時代前期の竪穴建物跡から࠾औした土৕サンプϧのਫચબ別を実ࢪし、炭化種子のந出をࢼΈた。
઀合が͋るఔ౓ਐΜͩ時点で、報告書にࡌܝする遺物をந出し、ิ 、がඞ要な土器についてはݩや෮ڧ
5 月以降にそれらの࡞業を実ࢪした。本報告で主ମとなる弥生時代後期〜古墳時代前期、古代の土器
の઀合をऴえた 7 月Լ०から、縄文時代の石器や弥生時代後期〜古墳時代前期の土器の実ଌ、古代
の土器の୓本を։࢝した。また、同じタイϛンάで、縄文土器の઀合にもணखし、その後、୓本や実
ଌをॱ࣍ਐめた。

4 月から実ࢪしていた֤遺構のݸ別ਤのトϨースが 7 月末にऴྃし、8 月以降は、トϨースਤと土
૚આ໌文をϨイア΢トし、遺構ਤ൛としてのମࡋを੔える࡞業を行った。

10 月以降は遺物実ଌਤのパιコントϨースを本֨తに։࢝するとともに、୓本をスΩϟンしてσ
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δタϧ化し、ը૾を調੔する࡞業も։࢝した。トϨースਤや୓本のը૾ができ͋がった遺物について
は、Ϩイア΢トし、遺物ਤ൛として੔える࡞業をదٓਐめた。また、11 月中०からは遺物のࣸ真ࡱ
Өにணखした。ࡱӨ後にը૾の੾りൈきや調੔を行い、これらをϨイア΢トし、遺物ࣸ真ਤ൛の࡞成
も一連のྲྀれで行った。遺物ਤ൛や遺物ࣸ真ਤ൛の࡞成は、遺構୯Ґや種別͝とにਐめていき、これ
とฒ行して、遺物࡯؍දの࡞成を行った。

遺物の઀合がひと௨りऴΘり、遺物の઀合関܎が確定したことにより、9 月ࠒからは遺物の種別͝
との෼෍ਤや遺物઀合ਤの࡞成にもऔりֻかった。また、֤時代のશମਤや、遺構֎出土遺物の時期
͝との෼෍ਤ等の࡞成も行った。

これらの࡞業とฒ行して、6 月Լ०から 12 月にかけて、旧石器時代のࢼ掘坑において࠾औした土
৕サンプϧの෼ੳҕୗや、弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴建物跡等から出土した炭化材のथ種
同定と年代ଌ定、࿍跡等から࠾औした土৕サンプϧをਫચબ別してಘられた炭化種実の同定の෼ੳҕ
ୗをそれͧれ実ࢪした。また、古代のנの଻土෼ੳを東京都埋蔵文化財センターにて行った。

ࣗવՊֶ෼ੳにՃえ、ྩ࿨ 7 年 2 月 7・10 日には、縄文時代の石器や古代の石製品等の石材ؑ定
に関するݱ地ࢦಋ、2 月 28 日には古代の須恵器の産地同定に関するݱ地ࢦಋをそれͧれઐ໳Ոにґ
པし、ࢦಋやॿݴをडけ、発掘調査成果をղऍするための一ॿとした。

このような二࣍੔ཧを経て、4 月は報告書の編集࡞業を行い、その後、8 月末に報告書をץ行した。
なお、本報告にかかる出土品およͼ記録類は日野市教育ҕһ会΁とҠ؅した。
౳ۀࣄٴී　(4

ྩ࿨ 2 年 2 月 17 日に、日野市立ୌ合小ֶߍ 6 年生（ࣇಐ 71 名、教һ 3 名）の見ֶをडけೖれた。
見ֶ目తは、૯合ֶश「ୌ合プロδェクト」の一؀として、ୌ合地域を調΂ることで͋る。当日は、
3 άϧープに෼かれ、発掘調査の֓要આ໌、2-6 西۠で実ࡍの発掘調査の༷子や調査中の遺構の見ֶ、
෼ࣨ前にలࣔした֤時代の出土品の見ֶをަޓに行った。なお、発掘調査の֓要આ໌では、相෢国道
事຿所による日野バイパス建設事業のઆ໌も行Θれた。 （小西）
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1�　2�6 西۠ 	 西ଆ 
　શܠ　南南東͔Β

3�　2�7 ۠　શܠ　南南東͔Β

2�　2�6 西۠ 	 東ଆ 
　શܠ　南南東͔Β

4�　2�6 東۠　શܠ　南南東͔Β

第 4図　2�6 西ɾ2�6 東ɾ2�7 ۠શܠ
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8�　2�7 区　ຒΊ໭ྃ͠׬ঢ়گ　ೆ౦͔Β7�　2�7 区　調査લঢ়گ　੢͔Β

6�　2�6 ౦区　ຒΊ໭ྃ͠׬ঢ়گ　౦๺౦͔Β5�　2�6 ౦区　調査ྃ׬ঢ়گ　੢๺੢͔Β

4�　2�6 ੢区　தԝ෦調査ྃ׬ঢ়گ　੢͔Β3�　2�6੢区　๺੢෦ (4*62・64पล )調査ྃ׬ঢ়گ　౦͔Β

2�　2�6 ੢区　๺੢۱調査ྃ׬ঢ়گ　ೆೆ౦͔Β1�　2�6 ੢区　調査લঢ়گ　౦๺౦͔Β�

第 5図　֤調査区調査લ・調査ྃ׬・ຒΊ໭͠ঢ়گ
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ᶘ　遺跡のҐஔと؀境

1　地ཧత؀境

平山遺跡は、東京都日野市豊田二・三丁目、東平山二・三丁目、西平山一・三・四丁目に所在する。
平山遺跡は +3 豊田Ӻの南およͼ南東、京Ԧઢ平山৓ᅿ公ԂӺの北およͼ北西にҐஔし、浅川の左岸
に立地する。遺跡のൣғは東西約 1�9LN、南北約 1�3LN と޿く、+3 中ԝ本ઢのઢ路と浅川にڬまれ
た৔所にల։する。

平山遺跡が所在する日野市は東京都の΄΅中ԝにҐஔし、市域の東は෎中市、南は多摩市、西はീ
Ԧ子市、北は多摩川をڬΈ立川市やতౡ市の֤市と઀する。市域の北部から西部にかけて、+3 中ԝ
本ઢが૸り、市域の南部には京Ԧઢ、多摩都市ϞノϨーϧઢが௨っている。また、市域をԣஅするよ
うに中ԝࣗಈं道や一般国道 20 号が௨っている。都心部΁のアクセスがൺֱత༰қで͋り、日野市
はϕッドタ΢ンとして発లしてきたྺ࢙が͋る。

日野市の地形を֓؍すると、市域の北から東をྲྀれる多摩川と市域南部をྲྀれる浅川が͋り、市域
の北西部を占める日野୆地、多摩川や浅川により形成されたԭ積地、市域南部には多摩丘ྕが連なる
等、地੎豊かな土地で͋ることが෼かる。日野୆地は多摩川とその支ྲྀで͋る浅川や୩地川にڬまれ
たҐஔに͋り、その西ଆはՃॅ丘ྕ、ळཹ୆地、૲Ֆ丘ྕを経て、そのઌは関東山地΁と続く。日野
୆地の南東ଆには段丘֑を境にして 4 段の段丘面が形成され、上Ґから日野୆面、多摩平面、豊田面、
ӫ町面で͋る。ӫ町面のԼҐには多摩川や浅川による൙ཞ௿地が޿がる。日野୆面は࠷上Ґの段丘面
で、西から東΁؇やかにࣼ܏する。日野୆面のԼҐには多摩平面、そのԼҐには豊田面がҐஔする。
いͣれの段丘面も基൫૚は上૯૚群で、その上に段丘࠭礫૚が͋り、それを෴うように関東ローϜ૚
がଯ積する。֤段丘面にଯ積する関東ローϜ૚のްさにはࠩҟが͋り、日野୆面では 15N 前後、多
摩平面では 10 〜 13N、豊田面では 3 〜 4N と、ԼҐの段丘面΄Ͳ૚ްがബくなっている。ӫ町面
の段丘構成૚を確認できる࿐頭はないものの、多摩川Ԋいの֤地点の柱状ਤからද面は૚ް 2N 前後
以Լの粘土૚や࠭૚、そのԼҐに段丘࠭礫૚、࠭૚〜粘土૚の上૯૚群となることが෼かっている。
֯田清美によれ͹、日野୆面は南関東のԼ末٢面、およͼ෢蔵野୆地北東部の成増面、多摩平面は南
関東の小原୆面、豊田面は多摩川中ྲྀの立川ᶘ面、ӫ町面はഈౡ面にそれͧれରൺするとしている（֯
田清美 2012）。

地ֶ࣭తに見ると、平山遺跡は中Ґ河岸段丘で͋る豊田面に立地する（第 6 ਤ）。その上Ґに͋る
日野୆面や多摩平面෇近は地ֶ࣭తにෳࡶな部෼が͋るようで、日野୆面ٴͼ多摩平面にରൺする面
のղऍが෼かれている。本報告では当センター発掘調査報告第 368 集ʰ平山遺跡その 1ʱを౿ऻし、
第 6 ਤのとおりԼ末٢面としている。ླ໦ؽ඙ࢯ（ླ໦ 2000）やӋௗݠ三ࢯ等（Ӌௗଞ 2001）は
෢蔵野面にൺ定し、h 南޿間地遺跡ʱでは「Լ末٢面 PS ෢蔵野面（.1）」（ौߐଞ 2003）、h 平山遺
跡ʵ大ܕ四面ኈ建物跡のอଘ目త発掘調査ʤ):81ʥɦ では「日野୆地はԼ末٢面ຢは෢蔵野面」（ٶ
本ྋ子・大石絵ཬ子・౻野म一 2020）と記ࡌしている。

日野市域の地形をड़΂るうえでܽくことができないのが༙ਫで͋る。ত࿨ 30 年ࠒまでは、୆地の
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段丘֑や丘ྕの੄部のΈならͣ、平地にも豊෋な༙ਫがଘ在していた。日野୆地以֎では掘れ͹ඞͣ
Ҫށਫが出るとされ、浅川ྲྀ域の平山・ඦ૲・ఔٱอ・഼ߴ・南平・ٶ・豊田・川辺ງ೭内・上田に
は一年中ਫがࣗ෾する掘ൈҪށが֤所に͋ったという。日野市内の༙ਫは୆地に͋る֑ઢܕの༙ਫと、
丘ྕ地に͋る୩ܕށの༙ਫに大別される（法੓大ֶΤコ地域σβインڀݚ所 2010）。֑ઢܕの༙ਫ
では、日野୆地の日野୆面、多摩平面、豊田面の֤段丘面の֑ઢから༙出している。一方、୩ܕށの
༙ਫは、୩ށのਫݯから༙き出すものと୩นや河চから༙き出すものが͋る。日野市の人ޱ増Ճに伴
い、୐地଄成がਐΈ、山ྛがࣦΘれたことでӍਫがਁಁすることがগなくなり、༙ਫがݮগした。そ
れでも段丘֑や丘ྕ地の༙ਫが市内֤地に࢒り、ࠇ川༙ਫ、中ԝਤ書ؗԼ༙ਫ、小୔྘地の 3 箇所
が東京の名༙ਫ 57 બにબ出されている。

2　ྺ࢙త؀境

日野市域における遺跡の෼෍状況を見ると、多摩川のӈ岸や浅川の左岸をはじめ、多摩丘ྕの੄部
に遺跡が集中する޲܏がӐえる。特に浅川左岸の୆地や௿地にはਧ上遺跡や山Ԧ上遺跡、ਆ໌上遺跡
や南޿間地遺跡等、ൣ޿ғにٴͿ遺跡がີ౓ೱく෼෍していて、平山遺跡もそのひとつで͋る。平山
遺跡のൣғには、平山古墳群や西平山古墳群、日野市ᶺ 45 遺跡もؚまれている。ここでは、平山遺
跡とその周辺のྺ࢙త؀境について、第 7 ਤ・第 3 දに記ࡌした日野市内の遺跡を中心に֓؍する。

日野市域で旧石器時代の遺跡が発見されるՄೳੑが͋る地域は、ਆ໌から多摩平にかけての日野୆
地上と、浅川の南に޿がる多摩丘ྕで͋る。ਆ໌上遺跡第 71 ࣍調査では、ϋードローϜから௚ܘ約
2N のൣғに焼礫と石器の෼෍が確認された。礫群の周辺にはࡉかい炭化物が集中しており、Րを࢖
༻した痕跡とߟえられる。石器は石֩、୆石、剥片で͋り、二࣍Ճ޻がࢪされたものはない。平山遺
跡でも、h 平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点で発見された遺物集中部 1 箇所について報告されている。

縄文時代ૣ期ではਆ໌上遺跡が͋り、ෳ数࣍の発掘調査で、集石࿍や竪穴状遺構が発見されている。
第 9・23 ࣍調査では竪穴状遺構が検出されているが、これは柱穴や࿍、চ面等が確認されͣ、ॅ

にฒྻして଄られ、その周辺に土器޲とஅ定できないためで͋る。しかしながら、集石࿍が東西方ډ
や石器、焼礫等が޿くࢄ在していたことや、出土した土器ܕ式が二期ࠞ在すること等から、この৔
所で長期間生׆が営まれたと૝定している。縄文時代前期では平山遺跡の平山ڮ北岸の調査地点で 3
軒の竪穴建物跡が確認された。そのうちの 1 軒は、ෆ੔形な長方形をఄする平面形で、นࡍに小ピッ
トがฒͼ、࿍跡は焼土のΈが検出されるというࠇ඿式期のయܕతな竪穴建物跡で͋る。

縄文時代中期になると集落の༷相が大きくม༰し、遺跡数がܹٸに増Ճする޲܏がશ国తに見られ
るが、日野市域も同༷で͋る。֑ઢからの༙ਫが͋る୆地上に縄文時代中期の遺跡は多く෼෍してい
て、ਧ上遺跡、ࣣπ塚遺跡、平山遺跡等が͛ڍられる。また、多摩川の൙ཞ原に形成されたඍߴ地に
営まれたਆ໌上北遺跡が͋る。

遺跡数がര発తに増Ճした縄文時代中期から一సして、縄文時代後期にはその数がܹݮする。日野
市域における当該期の遺跡は、南޿間地遺跡と川辺ງ೭内遺跡で͋る。川辺ງ೭内遺跡ではশ名ࣉᶗ
式期のෑ石ॅډ跡が発見された。本དྷはฑڸ形をఄするが、ฑの部෼に当たる出ೖޱ部෼は後世の༻
ਫ路ෑ設によりյされたとߟえられる。この調査で確認されたෑ石ॅډ跡は 1 軒ͩが、浅川の௿Ґ
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第 �図　पลの遺跡 (1/2�
000)



൪߸ 遺跡໊ 遺跡൪߸ ॴࡏ஍ छผ 遺跡の֓ཁ ࣌୅

1 平山 日野市ᶺ22
豊田二☲三丁目、
東平山一〜三丁
目、西平山一☲三☲
四丁目

集落・古墳・
墳ุ

ʦ旧ʧϢχットʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石☲土坑・࿍穴ʦ弥ʧ
竪穴建物跡☲方形周溝 ʦุ古ʧ竪穴建物跡☲古墳ʦ奈ʧ

ʦ平ʧ掘立柱建物跡☲ྻࡤ☬ピット☭ʦ中ʧ地Լ式坑

ʦ旧ʧʦ縄 ・ૣ中ʧʦ弥
後ʧʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧ

ʦ中ʧ
2 平山古墳群 日野市ᶺ23 東平山一丁目 古墳 ʦ古ʧԁ墳・ԣ穴式石ࣨ☲周溝 ʦ古ʧ
3 日野市ᶺ45 日野市ᶺ45 東平山一丁目 古墳 ʦ古ʧԣ穴式石ࣨ ʦ古ʧ
4 西平山古墳群 日野市ᶺ48 西平山三丁目 古墳 ʦ古ʧ周溝☲石૊ ʦ古ʧ
5 ਧ上 日野市ᶺ18 東豊田三丁目 集落 ʦ縄中ʧ竪穴建物跡ʦ弥後ʧʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧ ʦ縄中ʧʦ弥ʧʦ古ʧʦ奈ʧ

ʦ平ʧʦ中ʧ
6 日野市ᶺ19 日野市ᶺ19 東豊田三丁目 古墳 ʦ古ʧԁ墳☲周溝 ʦ古ʧ
7 日野市ᶺ20 日野市ᶺ20 東豊田一☲二丁目 集落 ʦ奈ʧʦ平ʧ竪穴建物跡☲溝 ʦ奈ʧʦ平ʧʦ中ʧ
8 川辺ງ೭内 日野市ᶺ17 川辺ງ೭内 包蔵地 竪穴状遺構・ピット・集石・土坑・溝・柱穴・落し穴 ʦ縄前〜中ʧʦ平ʧʦ中ʧ
9 山Ԧ上 日野市ᶺ50 東豊田三丁目 集落 ʦ縄ʧ土ᆮ☲集石☲ ピット ☲竪穴建物跡ʦ平ʧ掘立柱建

物跡・溝・竪穴建物跡 ʦ縄ʧʦ奈ʧʦ平ʧʦ中ʧ

10 日野市ᶺ51 日野市ᶺ51 多摩平࿡丁目 集落 ʦ旧ʧ石器ϒロックʦ縄ʧ土坑・ピットʦ平ʧ竪穴建物
跡☲土坑

ʦ旧ʧʦ縄ૣ〜前・後ʧ
ʦ平ʧʦ中ʧ

11 ਆ໌上 日野市ᶺ6
ਆ໌一〜四丁目、
大ࡔ上三☲四丁
目、多摩平ࣣ丁目

集落 竪穴建物跡・掘立柱建物跡・土坑・集石・溝 ʦ旧ʧʦ縄ૣ〜中ʧʦ弥ʧ
ʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧʦ近ʧ

12 ᑓఱ山ԣ穴群 日野市ᶺ11 ਆ໌一☲二丁目 ԣ穴ุ ʦ古ʧʦ奈ʧ
13 平山୆ԣ穴ุ 日野市ᶺ24 Ѵが丘一丁目 ԣ穴ุ ʦ古ʁʧ
14 平山୆2号ԣ穴 日野市ᶺ53 Ѵが丘一丁目 ԣ穴ุ ʦ奈ʧʦ平ʧԣ穴ุ ʦ奈ʧʦ平ʧ
15 西ԣ穴ุ群ࡔ 日野市ᶺ8 大ࡔ上一丁目 ԣ穴ุ ʦ奈ʧʦ平ʧ
16 日野市ᶺ7 日野市ᶺ7 日野本町二丁目 ԣ穴ุ ʦ奈ʧʦ平ʧ
17 上人塚 日野市ᶺ52 日野୆三丁目 そのଞ（塚） ʦ平ʧʦ中ʧ
18 日野市ᶺ25 日野市ᶺ25 Ѵが丘࿡丁目 包蔵地 ʦ旧ʧ
19 日野市ᶺ13 日野市ᶺ13 大ࡔ上一☲二丁目 包蔵地 ʦ縄前〜中ʧʦ古ʧʦ奈ʧ

ʦ平ʧ
20 ࣣπ塚 日野市ᶺ1 新町四☲ޒ丁目 集落 ʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石☲土坑・溝 ʦ旧ʧʦ縄૲૑〜後ʧ

ʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧʦ中ʧ
21 ࣣπ塚古墳群 日野市ᶺ2 新町ޒ丁目 古墳 ʦ古ʧԣ穴式石ࣨ ʦ古ʧʦ奈ʧ
22 新町 日野市ᶺ3 新町三丁目 集落 ʦ平ʧ竪穴建物跡・土坑・溝 ʦ平ʧ

23 Ӛٱอ 日野市ᶺ47 新町一丁目 集落・そのଞ
（ਫ田・ุ 地）

ʦ古ʧ竪穴建物跡ʦ平ʧ道跡☲ਫ田ʦ中ʧ掘ࠐ࿍☲集石遺
構☲Ҫށ☲土坑☲地Լ式坑☲Ր૴ุ☲道跡ʦ時代ෆ໌ʧ掘
立柱建物跡

ʦ縄前〜中ʧʦ古ʧʦ奈ʧ
ʦ平ʧʦ中ʧʦ近ʧ

24 ӫ町 日野市ᶺ4 ӫ町二丁目 集落 ʦ平ʧ竪穴建物跡☲掘立柱建物跡☲土坑☲集石☲溝ʦ中ʧ
集石状遺構☲ෑ石状遺構

ʦ縄前〜後ʧʦ平ʧʦ中ʧ
ʦ近ʧ

25 四π୩前 日野市ᶺ46 ӫ町一丁目 集落・社ࣉ
ʦ奈ʧʦ平ʧ竪穴建物跡☲土坑☲道路ʦ平ʧ溝ʦ中ʧʦ近ʧ
Ҫށ・土坑・溝・ਫ田・掘ࠐ࿍・഑石遺構・地Լ式土ᆮ

ʦ中ʧ土ᆮ・Ր૴ᅿ・道路
ʦ縄ʧʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧ
ʦ中ʧʦ近ʧ

26 Ճլ塚 日野市ᶺ44 ӫ町一丁目 塚 ʦ中ʧ

27 小ٶ町☲҄の須 ീԦ子市ᶺ79 小ٶ町 集落
ʦ縄ʧ集石・ؕ し穴ʦ奈ʧ竪穴建物跡ʦ平ʧ竪穴建物跡・
集石ʦ中ʧ掘立柱建物跡☲竪穴状遺構☲Ҫށ☲土坑☲炭
焼土坑☲溝

ʦ縄ૣ〜中ʧʦ古ʧʦ奈ʧ
ʦ平ʧʦ中ʧʦ近ʧ

28 石川 ീԦ子市ᶺ480 石川町 集落 ʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石☲࿍穴☲土坑 ʦ縄ૣ〜後ʧʦ弥ʧʦ古ʧ
ʦ奈ʧʦ平ʧʦ近ʧ

29 塚৔ ീԦ子市ᶺ110 石川町 集落
ʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石☲࿍穴☲ؕし穴土坑・഑石土坑
ʦ古ʧ竪穴建物跡ʦ平ʧ竪穴建物跡ʦ中ʧ掘立柱建物ᅿ
☲竪穴状遺構☲ ピット群☲土坑☲ࣨ状遺構☲溝状遺構・

ʦ近ʧ掘立柱建物ᅿ・溝状遺構ʦ古代ʧ土坑

ʦ縄ૣ〜後ʧʦ古ʧʦ奈ʧ
ʦ平ʧʦ中ʧʦ近ʧ

30 第ീ小ֶߍཪ ീԦ子市ᶺ109 石川町 集落 ʦ古ʧ竪穴建物跡☲土坑ʦ近ʧ掘立柱建物 ʦ縄ૣ〜後ʧʦ古ʧʦ近ʧ
31 西野 ീԦ子市ᶺ108 石川町 集落 ʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石・焼土・土ᆮʦ古ʧ竪穴建物跡・

溝状遺構・ุ ᆮ
ʦ旧ʧʦ縄ૣ〜後ʧʦ古ʧ
ʦ平ʧʦ近ʧ

32 石川ఱ野 ീԦ子市ᶺ734 石川町、大୩町 集落
ʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石☲࿍穴☲焼土☲土坑ʦ弥ʧ竪穴建
物跡☲焼土☲方形周溝 ・ุ溝状遺構ʦ古ʧ竪穴建物跡☲
焼土☲土坑☲溝ʦ奈ʧ竪穴建物跡ʦ平ʧ竪穴建物跡

ʦ旧ʧʦ縄ૣ〜後ʧʦ弥ʧ
ʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧʦ近ʧ

33 Լߞ地 ീԦ子市ᶺ733 大୩町 集落 ʦ旧ʧϢχットʦ縄ʧ集石☲࿍穴☲土坑ʦ平ʧ竪穴建物跡
ʦ近ʧ建物

ʦ旧ʧʦ縄ૣ〜後ʧʦ古ʧ
ʦ平ʧʦ近ʧ

34 北大୩☲य़日୆ ീԦ子市ᶺ101 大୩町、Ӊ௡໦
町、石川町 集落 ʦ縄ʧ集石☲࿍穴☲土坑ʦ弥ʧ竪穴建物跡 ʦ旧ʧʦ縄ૣ〜後ʧʦ弥ʧ

ʦ古ʧʦ奈ʧʦ平ʧʦ近ʧ
35 ෋࢜見町 ീԦ子市ᶺ978 大୩町 墳ุ ʦ縄ʧ土坑ʦ弥ʧ方形周溝 ʦุ時代ෆ໌ʧ土坑・ピット ʦ縄ʧʦ弥後ʧ
36 大࿨田ԣ穴ุ群 ീԦ子市ᶺ957 大࿨田町二☲四☲

丁目ޒ ԣ穴ุ ʦ古ʧ

37 北野（北野小ֶߍߍ
ఉ） ീԦ子市ᶺ175 北野町 集落 ʦ縄ʧෑ石ॅډ ʦ縄中〜後ʧ

38 ଧӽ中୩ށ ീԦ子市ᶺ731 ଧӽ町 集落 ʦ縄ʧ竪穴建物跡☲集石☲土坑ʦ弥ʧ竪穴建物跡ʦ平ʧ竪
穴建物跡☲焼土・土坑ʦ近ʧ土坑・溝・土ᆮ

ʦ縄 ・ૣ中ʧʦ弥ʧʦ平ʧ
ʦ近ʧ

39 ଧӽ大ാ ീԦ子市ᶺ991 ଧӽ町 集落 ʦ縄ʧ土坑ʦ平ʧ竪穴建物跡 ʦ縄ૣ〜後ʧʦ平ʧ
40 長পؗ ീԦ子市ᶺ500 長প町 ৓ؗ ʦ中ʧງ☲ྠۂ ʦ中ʧ
41 平山ؗࢯ 日野市ᶺ26 平山ޒ丁目 ৓ؗ ʦ平ʧʦ中ʧ
42 平山ٴؗࢯ平山৓跡 日野市ᶺ27 平山࿡丁目 ৓ؗ ʦ中ʧޱދ☲ྠۂࠊ ʦ平ʧʦ中ʧ
43 平山৓跡 ീԦ子市ᶺ521 ງ೭内 ৓ؗ ʦ中ʧޱދ☲ྠۂࠊ・土ྥ ʦ中ʧ
44 ງ೭内地۠ᶺ34 ീԦ子市ᶺ396 ງ೭内 集落 ʦ縄ૣ〜中ʧʦ平ʧʦ近ʧ

時代ɿʦ旧ʧ旧石器 ʦ縄ʧ縄文 ʦ弥ʧ弥生 ʦ古ʧ古墳 ʦ奈ʧ奈良 ʦ平ʧ平安 ʦ中ʧ中世 ʦ近ʧ近世

ᴷ 18 ᴷ

第 3ද　पลの遺跡Ұཡ
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段丘面のԑ辺部にෳ数のෑ石ॅډが෼෍していたՄೳੑが૝定されている。
日野市域において弥生時代の集落が確認できるのは、弥生時代後期以降で͋る。それ以前では、ࢄ

発తに土器等の遺物が出土するのΈで、生׆の痕跡は認められない。そのྫとして、平山遺跡の事ྫ
が͛ڍられる。平山遺跡第 1 号墳は古墳時代に଄られた古墳で͋り、その周溝内から弥生時代中期
のᆵが׬形で出土した。ᆵは東ւ地方のਫਆ平式のӨڹをडけたとߟえられ、ᰍ部から಑部にかけて
条痕文がࢪされている。なお、周溝内から同時期の遺物は出土しておらͣ、このᆵ形土器が׬形で出
土したことは大きなṖで͋る。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけて、日野市域をؚΉ多摩地域では本֨తに集落が営まれるよ
うになる。また、この時期は集落ͩけでなく、方形周溝ุによるุ域も集落の周辺に形成される特௃
が見られる。当該期の遺跡として、主にਆ໌上遺跡や平山遺跡、ਧ上遺跡等が͛ڍられる。平山遺跡
では竪穴建物跡や方形周溝ุが確認されているが、集落域とุ域の関ੑ܎を໌確にଊえることができ
た事ྫはະͩない。平山遺跡のこれまでの調査成果によると、竪穴建物跡の෼෍は豊田三丁目や東平
山一丁目、西平山三丁目等֤地点で、方形周溝ุは東平山一丁目で 4 基発見されている。平山遺跡
の࠷近の発掘調査では、本報告の調査地点をؚΉ東平山二丁目෇近でෳ数の方形周溝ุが確認されて
おり、東平山一丁目の方形周溝ุ群とは別の方形周溝ุ群のଘ在が૝ىされる。ਆ໌上遺跡では、޿
大な遺跡ൣғのうち୆地の東ԑ辺部Ԋいに当該期の竪穴建物跡を確認している。

古墳時代になると日野市域をؚΉ多摩川中ྲྀ域に古墳が଄られるようになるが、日野市域でそれが
確認できるのは古墳時代中期以降で͋る。平山遺跡のൣғに所在する平山古墳群では、発掘調査によ
り 11 基の古墳のଘ在が໌らかになった。このうち 2 基の古墳は出土遺物から古墳時代中期の所産と
෼かり、ଞの 2 基の古墳についても古墳時代中期のՄೳੑが૝定されている。これらの古墳はいͣ
れも墳丘が࡟平されていて埋૴ࢪ設が確認された事ྫはないが、古墳時代中期の古墳は竪穴ܥの埋૴
、設が૝定されている。平山古墳群では、古墳時代中期から後期にかけて相࣍いで古墳がங଄されࢪ
第二号古墳は古墳時代後期に属する古墳の中で࠷古とされている。第二号古墳は௚ܘ 15N のԁ墳で、
河原石を༻いたԣ穴式石ࣨを内ଁする。ࣣπ塚古墳群では、࠭ؠによるԣ穴式石ࣨを埋૴ࢪ設とする
ԁ墳が 1 基確認された。ೈ࣭な石材を༻いる点や、ԣ穴式石ࣨのࣨݰが಑ுり形をఄする点等、南
෢蔵地域のԣ穴式石ࣨにڞ௨する特௃が見られる。また、ࣣπ塚古墳群では、日野市域で།一の人物
৥ྠが出土している点も特筆される。

南෢蔵地域における古墳時代の特௃として୆地ࣼ面に構ஙされたԣ穴ุが͛ڍられるが、それは日
野市域も同༷で͋る。ਆ໌上遺跡には、ࡔ西ԣ穴ุ群、ᑓఱ山ԣ穴ุ群、୩ノ上ԣ穴ุ群をはじめ、
ਆ໌上遺跡第 62 ࣍調査で発見されたԣ穴ุ群、一般国道 20 号日野バイパス（日野地۠）վங޻事
に伴う発掘調査で発見されたԣ穴ุ群がؚまれ、日野୆地のԑ辺部に点ʑとԣ穴ุが構ஙされている。
なお、一般国道 20 号日野バイパス（日野地۠）վங޻事に伴う発掘調査の調査ൣғ内には、୩ノ上
ԣ穴ุ群やਆ໌上遺跡第 62 ࣍調査のԣ穴ุ群が包ׅされていた。これらのԣ穴ุのҐஔや෼෍状況
をਫ਼査したところ、୩ノ上ԣ穴ุ群の 1 号ԣ穴ุと 4 号ԣ穴ุは一般国道 20 号日野バイパス（日野
地۠）վங޻事に伴う発掘調査の , ۠ 4 号ԣ穴ุ、L ۠ 2 号ԣ穴ุで͋ることが確実になった。

ਆ໌上遺跡第 62 ࣍調査では 3 基のԣ穴ุとともに、いΘΏる「L 状土ᆮ」がࣈ 3 基発見された。
L 状土ᆮは「平面形は確認面において۱ؙ長方形をఄし、அ面形ଶにおいてはࣈ L 状をఄする」遺ࣈ
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構のことで͋り（日野市遺跡調査会 1986）、古墳時代から奈良・平安時代にかけてのุの一形ଶͩ
とߟえられている。日野バイパスվங޻事に伴うਆ໌上遺跡の発掘調査においても、ԣ穴ุが構ஙさ
れた同じࣼ面上に 4 基の L ઢにԊって෼෍する状況が確認されている。Lߴ状土ᆮが等ࣈ 状土ᆮにࣈ
関しては、ԣ穴ุの෼෍域͋るいはその周辺に構ஙされたਆ໌上遺跡の事ྫのଞに、古墳周溝の内ଆ
や֎ଆに઀するようにして掘りࠐまれている事ྫも確認されている。古墳時代の集落については、ਧ
上遺跡や平山遺跡で確認されている。ਧ上遺跡では古墳時代前期や中期の竪穴建物跡が検出されてい
るものの、同時期の古墳との関連ੑを積ۃతに見出せる΄Ͳのن໛ではない。

奈良・平安時代になると、෢蔵国෎の成立をܖ機として、日野市域の֤遺跡で集落の形成が本֨
化する。日野୆地に立地するਆ໌上遺跡や山Ԧ上遺跡では 8 世紀にೖると集落の形成が׆発化する。
ਆ໌上遺跡では྆ଆにଆ溝を伴う۠ը溝をはじめ、竪穴建物跡や掘立柱建物跡が多数検出され、ܭը
తに形成された大ن໛な集落で͋ることが໌らかになった。近年の調査成果では、奈良・平安時代の
竪穴建物跡や掘立柱建物跡、۠ը溝とともに検出された໦׹௚૴ุが特筆される。土ᆮからは、副૴
品として྘釉陶器の平ළが出土し、ุᆮは 9 世紀後半代の所産とされる。山Ԧ上遺跡では、8 世紀第
二四半期以降に集落の形成が࢝まり、9 世紀にかけて竪穴建物跡と掘立柱建物跡で構成される集落が
続తに営まれたことが໌らかになっている。平山遺跡でも奈良時代から平安時代にかけての集落がܧ
段丘の平ୱ部に営まれていたことが把握されていたが、近年の発掘調査により、段丘の੄部や௿Ґ段
丘面にまで集落域が޿がることが໌らかになった。それをडけて、ྩ࿨ 5 年 3 月 31 日෇で平山遺跡
の包蔵地ൣғの一部が֦大された。平山遺跡の調査成果で特筆す΂きは、西平山で発見された大ܕ四
面ኈ建物跡（166-1 号掘立柱建物跡）で͋る。発見にࢸった発端は、平成 23（2011）年౓に行Θれ
た۠ը੔地事業に伴う発掘調査で͋る。そのࡍにኈの南西۱の柱穴 4 基が確認された。その後、平
成 26（2014）年౓の発掘調査で掘立柱建物の西半෼の状況が把握され、࠷ऴతにはܻ行 5 間（20�1N）
ʷྊ行 2 間（11�2N）、਎ࣷの四方にኈを༗する大ܕ四面ኈ掘立柱建物跡で͋ることが൑໌した。こ
のن໛は෢蔵国෎正఼に͙࣍ن໛で͋り、そのॏ要ੑがྀߟされ、遺構はݱ地でอଘされている。

日野市域の検出される奈良・平安時代の遺構の中で、஫目す΂きは「ԁ形༗段遺構」で͋る。ԁ形
༗段遺構はԁ形の平面形で、そのஅ面形がᎬു状をఄする。遺構の༻్はණのஷ蔵ࢪ設で͋るණࣨで
͋るՄೳੑがߟえられ、日野市域ではࣣπ塚遺跡やਆ໌上遺跡、平山遺跡で確認されている。

平安時代末からח૔時代にかけての日野市域の༷相について、発掘調査成果からそれを把握するに
は৘報が๡しいのがݱ状で͋る。中世の遺跡では、ਧ上遺跡、平山遺跡、川辺ງ೭内遺跡、ਆ໌上遺
跡、Ӛٱอ遺跡、四π୩前遺跡等が͋り、地Լ式坑をはじめとする遺構や遺物が確認されている。平
山遺跡の南東約 1LN に͋る平山ؗࢯや平山ؗٴ平山৓跡には、ח૔ນ෎成立期に׆༂した平山قॏ
に༝དྷする痕跡が࢒されている。平山地۠は平山قॏが本ڌ地とした৔所で͋り、ݱ在の京Ԧઢ平山
৓ᅿ公ԂӺの南ଆには市ࢦ定࢙跡平山قॏؗډ跡の؃൘がࣔܝされている。この辺りはʰ新編෢蔵෩
土記ߘʱによれ͹૤ಎफ大෱ࣉが͋った৔所で、平山قॏのؗډが͋ったと఻ঝされている。大෱ࣉ
は平山قॏ։基と఻えられ、໌࣏のഇ෹ᆝऍによりഇࣉとなった。大෱ࣉに͋った平山قॏのุ（ޒ
ྠౝ）はफҹࣉにҠされ、ݱ在は東京都ࢦ定旧跡で͋る。平成 19（2007）年に行Θれた平山ؗࢯの
発掘調査では、ח૔時代、ށߐ時代、໌࣏からত࿨にかけての遺構や遺物が発見された。ח૔時代の
痕跡としては、溝や土坑、12 世紀後半から 13 世紀初頭の੨磁や土器等が͛ڍられる。 （小西）
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ᶙ　૚ং

当調査地点における૚ংの特௃を記ࡌする（第 8 〜 12 ਤ）。
地ֶ࣭తには、第ᶘষ第 1 અに͋る௨り、当調査地点は中Ґ河岸段丘で͋る豊田面にҐஔし、֓

Ͷ平ୱで͋る。
ͩが、調査۠をԣஅするように設定した土૚࡯؍༻の東西ϕϧト部෼（第 9 ਤ）をৄࡉにΈると、

ᶙ2 ૚上面では調査۠西端部෇近の 2-7 ۠西ଆでඪߴ 92�6N、2-6 東۠の東端部෇近でඪߴ 92�0N
で͋り、東西約 154N の間で、0�6N のΘͣかなߴ௿ࠩが͋ることが෼かる。その間、第 9 ਤの調査
۠東西ϕϧトᶆ෇近から同ᶇ෇近にかけて、10N の間で 25DN ఔ౓Լがりඪߴ 92�1DN、ߋには同ᶋ
෇近でඪߴ 91�7N と࠷も௿くなっている。そのઌは࣍第に上がっていき、同ᶍ෇近でඪߴ 92�0N に
なり、東端΁とࢸっている。また、74 ૚上面においても、同ᶈ・ᶋ෇近が୩状に௿くなっている。
特に同ᶋ෇近においては南に޲けてԼがる埋຅୩が確認されている。શ般తには、2023 年౓報告地
点とൺ΂て平ୱで͋るとݴえる。なお、୩部෼からは主にᶙ૚中から縄文土器が大ྔに出土している。

૚ংについては、֓Ͷ 2023 年౓報告に४ڌするが、ᶘ૚の上部をᶘ1・ᶘ2 にࡉ෼しಘなかった点
がҟなる。

ᶗ૚　2�5:2�1　ࠇ৭土૚　׊ࠇ৭土ภ在。௚ܘ 2NN 以Լのԫ׊৭スコリア（2�5:5�6）を 7�、
௚ܘ 2NN 以Լの໌੺׊৭スコリア（5:34�6）を 5� ؚΉ。粘ੑやや͋り、కまり͋り、ཻ子
ややີ。部෼తにやや࣭࠭。近世以降の旧ද土もしくは࡞ߞ土。

ᶗ` ૚　10:32�2　׊ࠇ৭土૚　௚ܘ 3NN 以Լの੺׊৭スコリア（5:34�6）5�、௚ܘ 3NN 以
ԼのにͿいԫ৭スコリア（2�5:6�4）3� ؚΉ。ࠇ৭土（10:31�7�1）10� ภ在。粘ੑやや͋り、
కまりڧ、ཻ子ີ。近世以降の࡞ߞ土。

ᶘ૚　10:32�2　׊ࠇ৭土૚　௚ܘ 2NN 以Լのԫ׊৭スコリア（10:35�6）5�、௚ܘ 2NN 以
Լの੺׊৭スコリア（5:34�6）3�、௚ܘ 3NN 以Լの׊ࠇ৭スコリア 3� ؚΉ。ཻ子はૈく、
部෼తに小ϒロック状をఄする。粘ੑ、కまりともにやや͋り。古代から中世にかけての遺物包
ؚ૚。ᶘ૚については、2023 年౓報告ではᶘ1・ᶘ2 ૚にࡉ෼したが、当調査۠においては上
部の࡟平によりᶘ૚の検出ൣғがݶられたため、ࡉ෼できなかった。また、2-7 ۠においてはᶘ
૚ࣗମが΄΅検出されなかった。

ᶘ3 ૚　10:32�2　׊ࠇ৭土૚　௚ܘ 1NN 以Լのԫ׊৭スコリア（10:35�8）10ˋ、௚ܘ 1NN
以Լの੺׊৭スコリア（5:34�6）3�、௚ܘ 2NN 以Լのࠇ৭スコリア 1ˋؚΉ。粘ੑ、కまり͋り。
ཻ子はややૈく、ᰒཻ状をఄすることも͋る。多摩χϡータ΢ン遺跡群のᶘ: ૚に相当するՄೳ
ੑが͋る。

ᶙ1 ૚　10:32�2　׊ࠇ৭土૚　௚ܘ 1NN の੺׊৭スコリア（5:34�8）5�、௚ܘ 1NN の໌ԫ
�৭スコリア（10:36�6）3׊ ؚΉ。粘ੑڧ、కまり͋り、ཻ子ややີ。縄文時代の遺物包ؚ૚。
主に、2-6 西۠北東部から 2-6 東۠શ般で確認。

ᶙ2 ૚　7�5:32�2　׊ࠇ৭土૚　௚ܘ 2NN 以Լのԫ׊৭スコリア（10:35�8）3ˋ、௚ܘ 2NN
以Լの੺׊৭スコリア（5:34�6）1� ؚΉ。粘ੑはᶙ1 ૚よりڧく、కまり͋り。ཻ子はີ。શ
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般తにؚ༗物がগなく࣭ۉな、縄文時代の遺物包ؚ૚。
ᶙ3 ૚　10:33�4　҉׊৭土૚　௚ܘ 5NN 以Լの੺׊৭スコリア（5:34�8）7� ؚΉ。ᶙ2 ૚と

ൺ΂、৭調が໌るく、スコリアのؚ༗ྔが多い。ᶚ૚がࠞ͟っている。粘ੑڧ、కまりڧ、ཻ子
ややີ。

ᶚ૚　10:34�3　にͿいԫ׊৭土૚　いΘΏるローϜ઴Ҡ૚。௚ܘ 10NN 以Լの੺׊৭スコリア
（5:34�8）7�、௚ܘ 2NN 以Լの׊ࠇ৭スコリア 1� ؚΉ。粘ੑڧ、కまりڧ、ཻ子ີ。

ᶛ4 ૚　10:34�6　׊৭土૚　いΘΏるιフトローϜ૚。7 〜 10NN の੺׊৭スコリア（いΘΏ
る੨༄スコリア）をൗ໲状に 20 〜 25� ؚΉ。ଞに௚ܘ 7NN 以Լのࠇ৭スコリアを 7 〜 15ˋ
ؚΉ。粘ੑはऑく、కまりはڧい。

ᶛ) ૚　10:34�6　׊৭土૚　ᶛ4 ૚とൺ΂て࣭ߗ。௚ܘ 7NN 以Լの੺׊৭スコリアを 25�、௚
ܘ 5NN のࠇ৭スコリアを 15�、小礫を 1� ؚΉ。粘ੑがऑく、కまりはඇৗにڧい。

2-7 ͼٴ۠ 2-6 東۠においては、ᶛ૚以ԼのローϜ૚にࢼ掘坑を設定し、ᶛ૚上面より 1�5N 掘り
Լ͛て、旧石器時代の遺構や遺物の༗ແや૚ংを確認した。2 つの調査地点の間は 86N ཭れており、
2-6 東۠では 2-7 ۠にൺ΂て、Լ૚のシϧト化がਐΜでいる点をはじめ、྆調査地点ではローϜ૚の
状況はҟなっていた。以Լに調査۠別の૚ংを記す。
2�� ۠
2-7 ۠ -" ૚ ܘ৭土૚　௚׊　10:34�6 10NN 以Լの੺׊৭スコリア（੨༄スコリア）をൗ໲状

に 20�、௚ܘ 7NN 以Լのࠇ৭スコリアを 7� ؚΉ。ιフトローϜ（ᶛ4）૚。
2-7 ۠ -# ૚ ܘ৭土૚　௚׊　10:34�6 10NN 以Լの੺׊৭スコリアを 15�、௚ܘ 7NN 以Լの

৭スコリアをࠇ 7� ؚΉ。
2-7 ۠ -$ ૚ ܘ৭土૚　௚׊　10:34�6 10NN 以Լの੺׊৭スコリアを 10�、௚ܘ 7NN 以Լの

৭スコリアをࠇ 10�、௚ܘ 1NN 以Լの灰ന৭ཻ子（Χンϥン石か）を 3� ؚΉ。
2-7 ۠ -% ૚ ܘ৭土૚　௚׊　10:34�6 5NN 以Լの੺׊৭スコリアを 7�、௚ܘ 15NN 以Լの

৭スコリアをࠇ 15� ؚΉ。$ ૚より҉い。
2-7 ۠ -E ૚ ܘ৭土૚　௚׊　10:34�6 2NN 以Լの੺׊৭スコリアを 5�、௚ܘ 10NN 以Լの

৭スコリアをࠇ 10� ؚΉ。% ૚より໌るい。
2-7 ۠ -' ૚ 10:35�6　ԫ׊৭土૚　௚ܘ 3NN 以Լの੺׊৭スコリアを 3�、௚ܘ 7NN 以Լの

৭スコリアをࠇ 10� ؚΉ。
2-7 ۠ -( ૚ 10:36�6　໌ԫ׊৭土૚　௚ܘ 3NN 以Լの੺׊৭スコリアを 2�、௚ܘ 5NN 以Լ

のࠇ৭スコリアを 7�、௚ܘ 3NN 以Լの׊҉ۃ৭スコリア（5:32�4）を 3� ؚΉ。やや࣭࠭（シ
ϧト࣭）。

2-7 ۠ -(B ૚ (・)　৭土૚׊੺҉ۃ　5:32�4 ૚の境քにൗ໲状に見られるཻ子のૈい࠭૚。
2-7 ۠ -) ૚ ܘ৭土૚　௚׊　10:34�4 3NN 以Լの੺׊৭スコリアを 2�、௚ܘ 5NN 以Լのࠇ

৭スコリアを 3�、௚ܘ 3NN 以Լの׊҉ۃ৭スコリアを 5� ؚΉ。࣭࠭（シϧト࣭）。
2-7 ۠ -* ૚ ࠭礫૚。
2-7 ۠ -+ ૚ ࠭૚。ཻ子は៛ີ。
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2�6 ౦۠
2-6 東۠ -" ૚　10:34�6　׊৭土૚　ܘ 1 〜 7NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ20

5NN 前後の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ5 10NN 以Լの小礫を 3ˋؚΉ。粘ੑがऑく、
కまりはڧい。# ૚や $ ૚にൺ΂、同じ 10:34�6 でもΘͣかにനっΆい৭調をఄする。

2-6 東۠ -# ૚　10:34�6　׊৭土૚　ܘ 1 〜 5NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ25
5NN 前後の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ3 10NN 前後の小礫を 2ˋؚΉ。粘ੑがやや
ऑく、కまりはඇৗにڧい。" ૚とൺ΂、໌੺׊スコリアのཻܘが小さく、ྔがやや多い。కま
りは " ૚にൺ΂ڧく、కまっている。Լ૚΄Ͳ、礫の大きさが大きくなり、ؚ༗ྔが増える。

2-6 東۠ -$ ૚　10:34�6　׊৭土૚　ܘ 1 〜 3NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ30
3 〜 5NN の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを 10ˋ、小礫を 5ˋؚΉ。粘ੑがややڧく、కまり
はඇৗにڧい。# ૚とൺ΂粘ੑがڧく、ࢦઌでこͶるとち͗れͣにώϞ状になる。৭調は # ૚よ
りもԫ৭Έがڧい。શମతにシϧト࣭で͋る。

2-6 東۠ -$� ૚　10:34�6　׊৭土૚　ܘ 1 〜 3NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ30
3 〜 9NN の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ20 20NN 前後の礫を 10� ؚΉ。粘ੑがや
やڧく、కまりはඇৗにڧい。

2-6 東۠ -% ૚　10:34�6　׊৭土૚　ܘ 1 〜 3NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ30
3 〜 9NN の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ20 10 〜 15NN の小礫を 10ˋؚΉ。粘ੑが
ややڧく、కまりはඇৗにڧい。$ ૚とൺ΂粘ੑがڧいため、ࢦઌでこͶると༰қにώϞ状にな
る。# ૚よりもԫ৭Έがڧい৭調をఄする。શମతにシϧト࣭で͋る。

2-6 東۠ -E ૚　10:34�4　׊৭土૚　ܘ 1 〜 3NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ30
3 〜 9NN の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ15 3 ̼̼前後の҉੺（5:33�6）׊৭スコリ
アを ܘ、ˋ7 15NN 以上の礫を 15ˋؚΉ。粘ੑがややऑく、కまりはඇৗにڧい。E ૚の׊ࠇ
৭スコリアは、ଞにൺ΂গし୶い৭調をఄする。地ԼਫのӨڹで୤৭しているՄೳੑが͋る。%
૚にൺ΂、土の৭調がനΈがڧい。時間の経աとともに、この޲܏がݦ著になる。શମతにシϧ
ト࣭で͋る。

2-6 東۠ -' ૚　10:35�6 〜 10:34�4　ԫ׊〜׊৭土૚　ܘ 1 〜 3NN の໌੺（5:35�8）׊৭ス
コリアを ܘ、ˋ20 3 〜 7NN の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ10 3NN 前後の҉੺׊

（5:33�6）৭スコリアを ܘ、ˋ7 10 〜 20NN の礫を 3ˋؚΉ。粘ੑがややڧく、కまりはڧい。
ଞの૚とൺ΂、৭調のがനΈがڧい。શମతに࣭࠭で、シϧト࣭࠭͋るいはシϧトࠞじり࠭で͋る。

2-6 東۠ -( ૚　7�5:34�6　׊৭土૚　ܘ 1 〜 3NN の໌੺（5:35�8）׊৭スコリアを ܘ、ˋ15
3 〜 7NN の（10:32�2）׊ࠇ৭スコリアを ܘ、ˋ7 10NN 前後の礫を 2ˋؚΉ。粘ੑがややڧ
く、కまりはඇৗにڧい。શମతにかなりԫ৭Έがڧい৭調をఄする。

なお、土৕෼ੳの݁果、2-6 東۠においては֓Ͷᶛ〜 $ ૚が立川ローϜ૚のᶙ૚、%・E ૚がᶚ૚、
2-7 ۠においては " 〜 $ ૚が立川ローϜ૚のᶙ૚、% ૚以Լがᶚ૚に相当するとの݁果が出ている（第
ᶛষ第 2 અࢀর）。  （相原）



ᴷ 24 ᴷ

第 8図　౔૚அ໘・޵۷ࢼҐஔ図 (1/800)
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第 9図　جຊ૚ং (1/80)
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2�6౦区޵۷ࢼ๺น 2�6౦区޵۷ࢼ੢น

調査区౦੢ϕϧト
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2�6౦区౦น

ᶆ ᶊ

2�6౦区ೆน ᶃ ᶄ ᶅ

調査区౦੢ϕϧト
ܘ৭౔層 ᶗɾᶘ層ͷࠞ߹౔層ɻ直׊ࠇ 7.5:32�2 1031,,4 2mm ҎԼͷ

੺৭スίϦΞ (1034��)5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直
ܘ 3mm ҎԼͷখ᛽ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ɻߏɻۙੈҎ߱ͷҨີࢠ

ܘ৭౔層 直׊ࠇ 10:32�2 1270,4% 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ
(7.5:36�6)10�ɺ直ܘ 2 ʙ 5̼̼ͷᒵ৭スίϦΞ (2.5:35��)1�ɺ直ܘ 5mm
ҎԼͷখ᛽ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻۙੈҎ߱ͷ
Ҩߏɻ

4%,1469ɾ4,,1365 10:34�1 ׊փ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭ス
ίϦΞ (7.5:36��)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5� ؚΉɻ
క·Γڧɺ೪ੑ͋·Γͳ͠ɻۙੈҎ߱ͷҨߏɻ

Bɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)7�ɺ
直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷখ᛽ 1�ɺ
直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:37�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γڧɺ
౔ɻ࡞ߞɻ΍΍࣭࠭౔層ɻີࢠཻ

Cɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34�6)5�ɺ
直ܘ 3mm ҎԼͷʹͿ͍ԫ৭ཻࢠ (2.5:6�4)3� ؚΉɻࠇ৭౔
(10:31.7�1)10� ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

D. 10:34�1 ׊փ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)5ˋɺ
直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·
Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

2�7 区੢น
B 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ (10:33�4)10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼ

ͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2�
ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

C 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ
(10:33�4)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2�ɺ直ܘ 5mm Ҏ
Լͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

Dɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ
(10:35�6)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2�ɺখ᛽ 1� ؚΉɻ
೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ

D�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 B ɻక·Γͳ͠ɻࣅۙʹ
Eɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ

(10:34�2)15� ภࡏɻϩʔϜ (10:34�6) ϒϩοΫঢ়ʹ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ
੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ΍
΍࣭࠭౔層ɻ

Fɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)3�ɺ
長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
(5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

Gɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 Լ෦ʹϩʔϜ (10:35��)10� ภࡏɻ直ܘ 7mm
ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ
(10:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

gɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35��)5�ɺ
直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ
΍΍ີɻࢠཻ

Iɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 Լ෦ʹ҉׊৭౔ (10:33�4)30� ภࡏɻ直ܘ 2mm
ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ
(5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

Jɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 B ܘɻ直ࣅۙʹ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3�
ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

Kɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)3�ɺ直
ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺ
΍΍ૈ͍ɻࢠཻ

Lɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)1�ɺ直
ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋
·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

lɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ᶚ層౔ओମɻ直ܘ 10mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
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1�　土૚அ໘　2�6 西۠東西ϕϧτ西୺෦෇ۙ　南南東͔Β

4�　土૚அ໘　2�6 西۠東西ϕϧτ東෦෇ۙ　南南東͔Β

土૚அ໘　2�7 ۠東西ϕϧτதԝ෦෇ۙ　南南東͔Β 土૚அ໘　2�6西۠東西ϕϧτதԝ෦西دΓ෇ۙ　南南東͔Β2� 3�

第 10 図　調査۠土૚அ໘ 	1
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2�　౔૚அ໘　2�6 ౦区౦น　੢ೆ੢͔Β

1�　౔૚அ໘　2�6 ౦区౦੢ϕϧト੢෦෇近　ೆೆ౦͔Β

4�　౔૚அ໘　2�7 区੢น　౦๺౦͔Β

3�　౔૚அ໘　2�6 ౦区ೆน　๺๺੢͔Β

第 11 図　調査区౔૚அ໘ (2)
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޵۷ࢼ　�3 6๺น　土૚அ໘　南͔Β

޵۷ࢼ　�1 1๺น　土૚அ໘　南͔Β

औՕॴ　土૚அ໘　南南東͔Β࠾12๺น　土৕αϯϓϧ޵۷ࢼ　�7

޵۷ࢼ　�5 8ਂ۷Γ෦　南東͔Β

޵۷ࢼ　�4 8๺น　土૚அ໘　南͔Β

޵۷ࢼ　�2 4๺น　土૚அ໘　南͔Β

޵۷ࢼ　�8 12 ਂ۷Γ෦๺น　南南東͔Β

޵۷ࢼ　�6 10 ๺น　土૚அ໘　南͔Β

第 12 図　2�6 東ɾ2�7 ޵۷ࢼ۠
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ᶚ　遺構と遺物

今回の調査において検出された遺構・遺物は、以Լのとおりで͋る。
ʬ旧石器時代ʭ

遺構　遺物集中部 1 箇所
遺物　石器（ナイフ形石器、ࡉ石ਕ、 石֩、Ṟ片、νップ、敲石）、礫

ʬ縄文時代ʭ
遺構　集石 3 基、土坑 28 基、ピット 75 基
遺物　土器、土製品、石器（石᭲、石࡬、石֩、ଧ製石佁、ຏ石、石ࡼ、敲石、୆石）、礫

ʬ弥生時代〜古墳時代ʭ
遺構　竪穴建物跡 6 軒、土坑 1 基、ピット 1 基ʦ弥生時代後期〜古墳時代前期ʧ
遺物　土器ʦ前期、 弥生時代後期〜古墳時代前期ʧ、土師器、須恵器ʦ古墳時代後期ʧ、石器・石

製品（ଧ製石佁、ຏ石、編物石）、金属製品、焼成粘土塊、炭化種実、炭化材、礫ʦ弥生
時代後期〜古墳時代前期ʧ

ʬ古代ʭ
遺構　竪穴建物跡 9 軒、掘立柱建物跡 3 棟、土坑 19 基、ピット 78 基
遺物　土師器、須恵器、ロクロ土師器、灰釉陶器、石製品（౐石、୆石）、金属製品（మ᭲、ఝ、

౛子、ח、巡方）、炭化種実、炭化材
ʬ古代末〜中世ʭ

遺構　溝 3 条、掘立柱建物跡 1 基、土坑 31 基、ピット 139 基
遺物　੨磁、陶器、炭化材

ʬ近世以降ʭ
遺構　道路跡 1 条、溝 726 条、土坑 636 基、ピット 124 基
遺物　陶器、磁器、土製品（ෆ໌）、石製品（౐石、؀状石製品）、金属製品（મ՟）
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第 13 図　چੴ器࣌୅ʙதੈ遺構શମ図 (1/�00)
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1　旧石器時代

本書で報告する調査۠のうち旧石器時代の遺物は、2-7 ۠の東ଆに設定したࢼ掘坑 12 において検
出された（第̔・13 ਤ）。これは、ץط行報告書のその̎（当センター調査報告第 382 集）で報告
された１号遺物集中部に続く 2 ྫ目で͋ったことから、当該検出箇所を̎号遺物集中部と෇し、本
書においてもその遺構番号を౿ऻしている。本અでは、この̎号遺物集中部で検出された 35 点の石
器と、遺構֎出土遺物として 2-6 ۠で出土した旧石器時代の所産と൑அされた石器１点を報告する。
1）遺෺集த෦（S#-）（第 14 〜 28 ਤ、第 4 ද）

本集中部の石器は、ഁ片数で合ܭ 35 点検出され、ਨ௚෼෍では本書૚ংの 2-7 ۠ -# ૚から 2-7
۠ -% ૚（第 9・14 ਤ）にかけて出土しており、特に 2-7 ۠ -% ૚によく集中する。2-7 ۠ -% ૚より
上Ґの̎૚にもᷮかに෼෍し઀合関܎も認められるが（第 15 ਤ）、当該地点ٴͼ周辺は΄΅ਫ平ଯ
積の安定した平ୱ地で͋るため、主なؼ属૚Ґは 2-7 ۠ -% ૚にٻめられる。2-7 ۠ -% ૚の間ではࢄ
ອに෼෍するため、生׆面を特定することは೉しいが、গなくとも当該૚中に͋ったとߟえられる。

一方、૚ংに関しては、ࢼ掘坑 12 で土૚サンプϧを࠾औし、ςフϥ෼ੳを実ࢪしている（第ᶛষ
第̎અࢀর）。その෼ੳ݁果をߟࢀとし、地域తに認ࣝされている૚ংとরらし合Θせると、2-7 ۠
-" 〜 $ ૚は多摩地域におけるいΘΏるᶛ 4 ૚で͋り、෢蔵野୆地では立川ローϜᶙ૚相当となる。
また、それ以Լは多摩地域のᶛ ) ૚かつ立川ローϜᶚ૚以Լに相当するが、ݱ৔記録の土૚۠෼を
合せると、2-7 ۠ -% ૚は立川ローϜᶚ B ૚、2-7 ۠ -E ૚は立川ローϜᶚ C ૚にൺ定できよう。したがっ
て、本集中部の石器群は、޿域૚ংにରൺするなら͹、立川ローϜᶚ B ૚相当の小ܕナイフ形石器を
伴う石器群としてҐஔ෇けることができる。

࣍に、出土した 35 点（622�32H）の内༁を見ていく。器種૊成は、ナイフ形石器̎点（2�75H）、
剥片 21 点（81�53H）、石֩̎点（58�76H）、νップ̔点（4�9H）、敲石̎点（474�38H）で͋る。敲
石をআく石器は、33 点でॏྔは 147�94H で͋り、敲石１点にもຬたないྔで͋る。平面෼෍としては、
集中部の南ଆに剥片、北ଆにそれ以֎の石器がൺֱతまとまっている。

石材૊成は、点数の多いॱにڽཻࡉ灰ؠ 27 点（91�4H）、νϟート 6 点（56�54H）、࠭ 点（474�38H）̎ؠ
の 3 種類で構成される。ඪ४土৭஽を༻いた֤石材の特௃としては、ڽཻࡉ灰ؠは̑: Φリーϒ৭ܥ
を基本に 10: Φリーϒ灰৭ܥがࣶ状にೖる৭調をఄしており、ද面は経年෩化によりനっΆくୀ৭
している。近ྡの産地としては相໛川ྲྀ域がߟえられる。νϟートは、7�5 〜 10(: ྘ࠇ৭͋るいは
̑〜 10#( ੨ࠇ৭をఄし、અཧがやや内在するものの発ୡした໢目状構଄は΄とΜͲないため、石材
としては良࣭で͋る。産地は、多摩川上ྲྀ域͋るいはߥ川上ྲྀ域がߟえられる。࠭ؠはయܕతな特௃
をఄしており、おそらく相໛川ྲྀ域のڽ灰ؠ、͋るいは多摩川・ߥ川上ྲྀ域のνϟートとڞにೖखし
たとਪ࡯される。石材෼෍では、平面・ਨ௚ڞに໌確な相ҧ点はなく、ॏෳした状況で͋ることから、
同時期にଘ在したՄೳੑがߴいとߟえられる。

器種別での石材૊成では、ナイフ形石器 2 点はいͣれもڽཻࡉ灰ؠで͋る（2�75H）。剥片 21 点の
内༁では、ڽཻࡉ灰ؠを石材としているものは 16 点（52�92H）、νϟートは̑点（28�61H）で͋る。
石֩ 2 点では、ڽཻࡉ灰ؠ（30�83H）とνϟート（27�93H）が֤１点、νップ 8 点はす΂てڽཻࡉ
灰ؠ（4�9H）、敲石は̎点とも࠭ؠ（474�38H）で͋る。
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第 14 図　S#-2	1
 器छɾੴࡐ別෼෍図 	1�60
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第 15 図　S#-2	2
 ੴ器઀߹෼෍図 	1�60
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また、１号遺物集中部との෼෍関܎について৮れておく。本集中部は、1 号遺物集中部と௚ઢڑ཭
で約 350N ཭れている。１号遺物集中部は、立川ローϜᶙ૚Լの上部にҐஔするࡉ石ਕ石器群で͋る。
その一方、̎号遺物集中部はᶚ B ૚にҐஔする小ܕナイフ形石器を伴う剥片石器群で͋ることから、
૚Ґٴͼ石器群の༷相もҟなる。したがって、྆集中部の形成時期はҟなるとߟえられる。

以降、2 号遺物集中部の出土石器について報告する。
φΠϑ形ੴ器（第 16・17 ਤ）　１と̎はڞに、二ଆԑՃ޻のӈݞにਕ部を༗するナイフ形石器で͋る。
１はଧ面ଆを基部とし、ෲ面ଆからଧ面を੾りऔるような調੔が認められ、一方の左ଆԑはઌ端から
末端までೖ೦にϒϥンςΟンάがࢪされている。̎はૉ材剥片の末端ଆを基部とし、ઌ端ଆはંれて
ܽଛしている。2 点ともڽཻࡉ灰ؠを༻いており、઀合はしないものの後ड़する઀合ݸମ " の石材と
同࣭で͋ることから、石材のೖख৔所は同じで͋ったとਪ࡯される。
઀߹ݸମผࢿྉ（第 16 〜 24 ਤ）　本集中部でಘられた઀合ݸମは̎ྫで͋る。これらの剥片剥཭ٕ
ज़のৄࡉについては第ᶜষ第１અにて૯ׅすることとし、ここではݸ別ࢿྉの状ଶ記ࡌの֓要にཹめ
る。実ଌਤのࡌܝॱংは、઀合状ଶˠ中間状況ˠݸ別ࢿྉ（剥཭ॱংॱ）にฒ΂ている。

઀合ݸମ "（３・̐）は、ڽཻࡉ灰ؠを石材に༻いたࢿྉで、石֩をؚめ઀合したഁ片数は 16 点
（81�59H）で͋る。この状ଶでの法ྔは、ߴさ 6�0DN、෯ 4�3DN、Ԟ 4�3DN で、શମの形状ٴͼᷮか
に࢒るࣗવ礫面から 10DN 前後のԁ礫ないしѥԁ礫のస石を༻いているとਪ࡯される。̑〜 19 まで
が剥片で͋る。શମతに定形ੑは௿く、末端でスςップ͋るいはώンδを伴うものがやや認められる。
剥片の内̑・̕・16 はଧ面࠶生剥片で͋る。઀合する剥片に໌確なଧ面調੔剥片はないが、ଧ面࠶
生剥片のഎ面剥཭構成中にଧ面調੔が行Θれた剥཭が認められる。20 は、サイコロ状の֩࢒で͋る。

なお、ඇࡌܝの઀合しない剥片ٴͼνップ̕点（7�06H）と前ड़でも৮れたナイフ形石器̎点につ
いては、શて઀合ݸମ " と同࣭のڽཻࡉ灰ؠで͋り、同一฼ؠで͋るՄೳੑがߴい。

઀合ݸମ #（21・22）は、νϟートを石材に༻いたࢿྉで、石֩をؚめ઀合したഁ片数は̒点（56�54H）
で͋る。この状ଶでの法ྔは、ߴさ 4�9DN、෯ 3�6DN、Ԟ 3�4DN をଌる。઀合ݸମ " と同༷、10DO
前後のస石ར༻がਪ࡯される。23 〜 27 まで剥片で、24 はଧ面調੔のスςップフϥクνϟーで͋る。
28 は 26 と 27 の઀合状ଶで͋るが、剥཭աఔでંれたので͋ろう。࠷ऴ֩࢒は 29 で͋るが、一段
֊前は 22（28 ʴ 29）の多֯柱状の状ଶをఄする。
Ꮟੴ（第 25・26 ਤ）　30 はѥԁ礫を༻いた敲石で͋る。࠷も著しい敲ଧ痕はԼ端部に、࠷大෯の͋
る྆サイドにややස౓がऑい痕跡が͋り、部Ґによって࢖༻ස౓がҟなる༷子が認められる。31 は
ԁ礫を༻いた敲石で、上Լ端部に著しい敲ଧ痕が認められる。たͩし、Լ端部の方が多面తかつൣ޿
ғに敲ଧ痕が࢒され、ར༻ස౓のߴい部Ґで͋ったことがΘかる。
2）遺構外出土遺෺（第 25・26 ਤ、第̑ද）

2-6 西۠中ԝ෇近にҐஔする古代の竪穴建物跡（4*58）の෴土中から༵ࠇ石製のࡉ石ਕが１点出土
した。എ面は、主要剥཭面と同方޲の連続తな 6 ຕの剥཭面で構成される。ଧ面は剥཭時のিܸによっ
てফࣦしているが、リップ状のଧ点ٴͼそのԼにやや発ୡしたバϧϒが認められることから、ԡѹ剥
཭によって࡞出されたものとਪ࡯される。末端ଆは、എ面ଆからંれてܽଛしている状ଶで、ંりऔ
りもしくはۮ発తによるものかについては൑別できない。石材で͋る༵ࠇ石は、ൺֱతಁ໌౓の͋る
Ψϥス࣭にے状のথ子を伴う特௃から、৴भܥの産地がਪଌされる。 （塚田）
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遺構外出土遺෺
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遺෺
൪߸

図൛൪߸ 出土 ੴ器 ଌ஋ܭ
ੴࡐ ઀߹

( ฼ؠ ) උߟ
出土࠲ඪ

図 ࣸਅ ۠ ૚ ஫ه൪߸ 器छ ঢ়ଶ ඃ೤ ௕ (ᶲ ) ෯ (ᶲ ) ް͞
(ᶲ) ॏྔ (H) 9 : ;

1 第16ਤ 第17ਤ 2-7 ᶛ 平 2� 50471 ᶛ ,O C2 ʷ 3�1 1�4 0�4 1�60 TG ʷ -38593�285 -41413�635 90�702
2 2-7 ᶛ 平 2� 50410 ᶛ ,O C1 ˚ 2�3 1�3 0�3 1�15 TG ʷ -38593�683 -41413�142 90�884
5

第18ਤ 第19ਤ

2-7 ᶛ 平 2� 50359 ᶛ ' B2 ˚ 3�2 2�9 0�7 6�82 TG 2 ଧ面࠶生剥片 -38594�267 -41414�057 91�229
6 2-7 ᶛ 平 2� 50308 ᶛ ' B2 ˚ 2�5 2�9 0�9 4�73 TG 2 -38594�907 -41412�776 91�426
7 2-7 ᶛ 平 2� 50476 ᶛ ' B2 ʷ 3�5 2�6 0�6 4�56 TG 2 -38593�643 -41411�712 90�642
8 2-7 ᶛ 平 2� 50468 ᶛ ' D ʷ 2�1 1�7 0�4 1�12 TG 2 ଧ面調੔剥片 -38594�456 -41413�880 90�581
9 2-7 ᶛ 平 2� 50470 ᶛ ' B2 ʷ 4�0 2�7 1�0 9�62 TG 2 ଧ面࠶生剥片 -38593�233 -41412�606 90�629

10 2-7 ᶛ 平 2� 50399 ᶛ ' C1 ʷ 1�2 1�8 0�5 1�10 TG 2 スςップフϥクνϟー -38595�057 41413�263 90�725
11 2-7 ᶛ 平 2� 50401 ᶛ ' D ʷ 1�6 2�2 0�4 1�29 TG 2 -38595�079 -41413�626 90�739
12 2-7 ᶛ 平 2� 50325 ᶛ ' B2 ʷ 4�3 3�6 0�9 8�83 TG 2 -38594�560 -41412�183 90�939
13

第20ਤ 第21ਤ

2-7 ᶛ 平 2� 50405 ᶛ ' B2 ʷ 2�0 1�6 0�3 0�97 TG 2 -38594�214 -41412�965 90�774
14 2-7 ᶛ 平 2� 50400 ᶛ ' B2 ʷ 2�8 2�5 0�4 2�47 TG 2 -38595�289 -41413�393 90�825
15 2-7 ᶛ 平 2� 50403 ᶛ ' B2 ʷ 1�4 1�9 0�4 0�75 TG 2 スςップフϥクνϟー -38594�862 -41413�534 90�827
16 2-7 ᶛ 平 2� 50408 ᶛ ' B1 ʷ 2�8 2�5 0�4 2�73 TG 2 ଧ面࠶生剥片 -38594�649 -41413�890 90�717
17 2-7 ᶛ 平 2� 50409 ᶛ ' D ʷ 2�8 2�3 0�6 3�14 TG 2 -38594�491 -41413�671 90�873
18 2-7 ᶛ 平 2� 50507 ᶛ ' B1 ʷ 2�6 1�5 0�6 2�37 TG 2 -38594�983 -41415�434 90�642
19 2-7 ᶛ 平 2� 50469 ᶛ ' B1 ʷ 1�3 0�7 0�3 0�26 TG 2 スςップフϥクνϟー -38594�326 -41414�023 90�515
20 2-7 ᶛ 平 2� 50360 ᶛ $P B1 ʷ 3�3 3�4 3�1 30�83 TG 2 -38593�972 -41413�893 91�170
23

第23ਤ 第24ਤ

2-7 ᶛ 平 2� 50411 ᶛ ' B1 ʷ 2�9 2�8 0�6 4�36 $I 1 -38594�047 -41413�909 90�748
24 2-7 ᶛ 平 2� 50431 ᶛ ' C1 ʷ 1�8 1�9 0�4 1�24 $I 1 末端部ܽଛ -38594�468 -41413�142 90�741
25 2-7 ᶛ 平 2� 50361 ᶛ ' D ʷ 1�5 1�7 0�4 0�84 $I 1 スςップフϥクνϟー -38594�613 -41413�712 91�094
26 2-7 ᶛ 平 2� 50363 ᶛ ' C1 ʷ 1�3 2�1 0�8 2�13 $I 1 -38593�890 -41413�210 91�109
27 2-7 ᶛ 平 2� 50412 ᶛ ' C1 ʷ 4�0 2�9 1�6 20�04 $I 1 -38594�238 -41414�204 90�753
29 2-7 ᶛ 平 2� 50466 ᶛ $P B1 ʷ 4�3 3�1 1�7 27�93 $I 1 -38594�027 -41412�658 90�686
30 第25ਤ 第26ਤ 2-7 ᶛ 平 2� 50485 ᶛ )4 B1 ʷ 8�9 6�2 3�0 193�26 4B ʷ -38593�720 -41412�450 90�592
31 2-7 ᶛ 平 2� 50486 ᶛ )4 B1 ʷ 8�6 6�4 4�0 281�12 4B ʷ -38593�675 -41412�269 90�622
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50362 ᶛ DI C1 ˚ 1�5 1�3 0�2 0�29 TG ʷ -38594�510 -41413�434 91�071
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50397 ᶛ DI D ˚ 1�6 0�6 0�2 0�17 TG ʷ -38594�121 -41412�060 90�798
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50398 ᶛ DI B2 ʷ 1�0 1�9 0�5 0�87 TG ʷ スςップフϥクνϟー -38594�646 -41412�662 90�756
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50402 ᶛ DI B1 ʷ 1�6 1�7 0�5 1�00 TG ʷ -38595�026 -41413�459 90�769

ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50404 ᶛ DI B2 ʷ 1�0 1�7 0�4 0�46 TG ʷ スςップ	ώンδ
フϥ
クνϟー -38594�411 -41412�742 90�848

ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50406 ᶛ DI D ˚ 1�6 1�3 0�2 0�33 TG ʷ -38594�459 -41413�382 90�869
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50407 ᶛ DI B1 ʷ 1�5 1�5 0�4 0�75 TG ʷ スςップフϥクνϟー -38594�598 -41413�561 90�720
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50467 ᶛ DI D ʷ 1�9 1�5 0�4 1�03 TG ʷ -38594�653 -41413�345 90�608
ʵ ʵ ʵ 2-7 ᶛ 平 2� 50508 ᶛ ' C1 ʷ 2�2 1�9 0�5 2�16 TG ʷ -38592�266 -41413�399 90�771

遺෺
൪߸

図൛൪߸ 出土 ੴ器 ଌ஋ܭ
ੴࡐ ઀߹

(฼ؠ ) උߟ
出土࠲ඪ

図 ࣸਅ ۠ ૚ ஫ه൪߸ 器छ ঢ়ଶ ඃ೤ ௕ (ᶲ ) ෯ (ᶲ ) ް͞
(ᶲ) ॏྔ (H) 9 : ;

32 第25ਤ 第26ਤ 遺構֎ 平2　4*58-2537 .# C1 ʷ 1�3 0�5 0�2 0�1 0C ʷ 4*58 ෴土出土 -38573�633 -41373�437 91�357 

第4ɾ�ද　ຌྫ
器छ ঢ়ଶ෼ྨ ੴࡐ
,Oʜナイフ形石器 B1ʜ׬形 0Cʜ༵ࠇ石
.#ʜࡉ石ਕ B2ʜ֓Ͷ׬形で͋るが $ のӨڹをडけているもの TGʜڽ灰ؠ
$Pʜ石֩ C1ʜ当時のં面が͋るもの 4Bʜ࠭ؠ
'ʜ剥片 C2ʜC1 にՃえ $ のӨڹをडけているもの $Iʜνϟート
DIʜνップ（ࡅ片） Dʜ  Ψδリ等新しいইが͋るもの
)4ʜ敲石
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2�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়گ (1)　ೆೆ౦͔Β1�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　੢ೆ੢͔Β

第 27 図　4#-2 ࣸਅ (1)

第 4ද　S#-2 ੴ器ܭଌද

第 �ද　چੴ器࣌୅遺構外出土ੴ器ܭଌද
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8�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　ೆೆ౦͔Β7�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　ೆೆ౦͔Β

6�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　ೆೆ౦͔Β5�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　੢ೆ੢͔Β

4�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়گ (3)　ೆೆ౦͔Β3�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　๺๺੢͔Β

2�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়֦گେ　ೆೆ౦͔Β1�　4#-2 遺෺ग़౔ঢ়گ (2)　౦๺౦͔Β

第 28 図　4#-2 ࣸਅ (2)
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2　縄文時代

縄文時代の遺構は、集石 3 基、土坑 28 基、ピット 75 基を検出した。
土坑やピットは 2-6 東۠でൺֱతまとまって検出されている一方で、集石は、2-6 西۠の西ଆから

2-7 ۠にかけて検出されている。
2-6 東۠においては、西ଆで南から北΁とԼがる埋຅୩を確認した。そのため、東西、南北に土૚

をଌྔしたもののうち、縄文時代のߴのϕϧトを設定して調査を行い、また、֤૚の上面のඪ༺࡯؍
包ؚ૚ᶙ૚の࠷Լ部で͋るᶚ૚上面をਤࣔした（第 30 ਤ）。これによると、東西ϕϧトではਂ࠷部
で͋るᶄ（ඪߴ約 91�1N）とߴ࠷部で͋るᶇ（同約 91�6N）のൺࠩߴは約 50DN、同じく南北ϕϧ
トのਂ࠷部ᶈ（同約 91�1N）とߴ࠷部ᶊ（同約 91�6N）のൺࠩߴも約 50DN で͋り、୩の中心は南
から北東方面΁޲かっていることがΘかる。また、2-6 東۠の東ଆはൺࠩߴがগなく、ൺֱత平ୱで
͋る。

遺構の෼෍状況を見ると、3 基のؕし穴（4,243・284・286）をআいては、୩のఈ部をආけて構
ஙされている༷子が見てऔれる。

遺物は、縄文時代の遺物包ؚ૚中を中心にૣ期から晩期にかけての土器、土製品（土製ԁ൘）、石器（石
᭲、石࡬、石֩、ଧ製石佁、ຏ石、敲石、石ࡼ、୆石）、礫が出土した。遺物は調査ൣғ内の֤所で
包ؚ૚を中心に出土しているが、上ड़した 2-6 東۠埋຅୩のఈ部から前期の土器、後ड़する 2-6 西۠
の 4415 北ଆの包ؚ૚から、前期や中期の土器がまとまって出ていることが特௃で͋る。また、গ数
ながら晩期後葉の土器が出土していることも特筆される。
1）　集ੴ（第 31 〜 39 ਤ、第 6 〜 9 ද）

調査۠の西دりで 3 基が検出された。検出面はᶙ2 ૚上で、いͣれも໌確な掘りࠐΈを伴うԼ部ࢪ
設は検出されなかった。遺構ུ号は 44 で、2022 〜 2024 年౓報告෼からの続番で͋るが、調査の
աఔで 4414 はܽ番とした。
SS1�（第 31 〜 33・35 ਤ、第 6・7・9 ද）

調査۠中ԝやや西دりの 282-62・63・72・73・82 άリッドで検出された。中世以前の遺構検出時、
ᶙ2 ૚上でෳ数の焼礫が出土したことから、集石として調査を実ࢪした。
遺構　礫の෼෍ൣғは、西ଆは古代末〜中世の溝 4%13 に੾られて్੾れ、南は掘ൣ࡟ғ֎΁と続く
とΈられるが、検出ൣғ内では長࣠（南北）998DN、୹࣠（東西）860DN をଌる。礫を包ؚする土
৕はᶙ2〜ᶙ3 ૚に相当している。

集石ൣғには、西ଆに前ड़の 4%13 が͋る΄か、4%14 やෳ数の土坑やピットが検出されているが、
いͣれも古代以降にؼ属するもので、4415 に伴うՄೳੑの͋る縄文時代の土坑やピットは検出され
なかった。

第 31 ਤにਤࣔした礫は、֓Ͷඪߴ 91�8 〜 92�2N で検出されたもので͋る。これよりԼ૚のᶙ3
૚に相当するඪߴ 91�8N からᶚ૚上面の 91�5N にかけても、΄΅同じൣғでෳ数の礫の෼෍が確認
されたが、小片が主ମで͋った。中心部෇近で、ൺֱత礫が集中する箇所が確認されたが、掘りࠐΈ
を伴うԼ部ࢪ設は確認されなかった。

礫は、1,359 点のうち 98�9� の 1,344 点が焼礫で、そのうち 144 点でഗの෇ண、1 点ではターϧ
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第 29 図　ೄจ࣌୅遺構分布図 (1/800・1/400)
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状の෇ண物も認められた。また石材別では 1,237 点（91�0ˋ）が࠭ؠで、ଞに礫ؠ 34 点（2�5ˋ）、
ทؠ 25 点（1�8�）、片状࠭ؠ 16 点（1�2ˋ）、粘൘ؠ 15 点（1�1ˋ）、νϟート 13 点（1�0ˋ）、石
ӳ 6 点（0�4ˋ）、ཻࡉ྘৭ڽ灰ؠ 4 点（0�3ˋ）、中ཻ྘৭ڽ灰ؠ、ϗϧンフェϧス֤ 2 点（֤ 0�1ˋ）、
ऑ݁ݻシϧト࣭ڽ灰ؠ、ર྘ؠ、ૈཻ྘৭ڽ灰ؠ、ൗϨイؠ、ม࣭安山֤ؠ 1 点（֤ 0�1ˋ）で͋る。
。औできる石材が主ମとなっている࠾をはじめ、浅川でؠも多い࠭࠷

礫のうち 739 点がഁࡅ礫で、104 ૊ 376 点で઀合が確認できた。また、遺物包ؚ૚出土の 16 点も、
当遺構の礫と઀合した。

なお、当遺構の北ଆにྡ઀する包ؚ૚からは、ൺֱత多数の縄文時代の遺物が出土した。掘りࠐΈ
を伴う遺構は検出されなかったが、この遺物包ؚ૚出土のෳ数の土器片と 4415 出土の土器片が઀合
しており、Կらかの関連が͋るものとࢥΘれる。 （相原）

第 30 図　2�6 ౦区　ຒ຅୩౔૚அ໘図・౳ߴઢ図 (ᶚ૚上໘ )(1/80・1/400)
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遺෺　本遺構からは、縄文土器 15 点 198�1H（ॾү D 式 1 点 3�9H、ॾү式 1 点 2�3H、উࡔ 1 式 1 点
33�6H、Ճીར E3 式 1 点 5�5H、ીརᶚ式 1 点 31�3H、ીརᶚ〜ᶛ式 3 点 103H、中期ܕ式ෆ໌ 1 点
14�5H）、土製品（土製ԁ൫）1 点 9�7H、石器 6 点 167�4H（石᭲ 1 点 1�5H、敲石 1 点 146H、剥片 4
点 19�9H）、礫 1,359 点 77,280H（うちඃ೤礫 1,344 点 77,002H）、弥生時代後期〜古墳時代前期の
土器（ᆵ͋るいは伫）1 点 4�8H、古代の土師器 12 点 29�5H、古代の須恵器 2 点 3�9H、ڽ灰࣭࠭ؠ 3
点 13�7H が出土した。これらのうち、縄文土器 2 点、土製品 1 点、石器 1 点をਤ化し、ࡌܝした。

なお、弥生時代後期〜古墳時代前期や古代の土器やڽ灰࣭࠭ؠは、周ғからのࠞೖͩとߟえられる。

第 31 図　4415(1)(1/60)
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第 32 図　SS15	2
 遺物෼෍ɾ઀߹図 	1�60
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第 33 図　SS1� 出土遺෺ (1/3ɾ2/3)ɾࣸਅ
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第 33 ਤ 1 はޱԑ〜಑部にかけてのഁ片で、ҁਿ状͋るいはࣼҐの୹௜ઢによる文༷構成で͋る。
ԑ部௚Լから文༷がల։している。2ޱ、にফࣦしておりطԑ部文༷帯がޱ は಑部ഁ片で、1 と同༷に、
୹௜ઢによる文༷が見られ、その྆࿬にਨԼする௜ઢが認められる。1 はીརᶚ式、2 はીརᶚ〜ᶛ
式にҐஔ෇けられよう。1・2 はいͣれも本遺構出土のഁ片と、遺構֎（ᶙ૚）から出土した縄文土
器とが઀合している。1・2 と઀合はしないものの、1 と遺構֎出土遺物の第 78・79 ਤ 100 〜 102、
2 と第 78・79 ਤ 103 〜 105 はそれͧれ同一ݸମとߟえられる。

3 は土製ԁ൫で、ਂുの಑部ഁ片がར༻されている。一部のଆ面にはݚຏした痕跡が確認できる。
4 はΨϥス࣭ࠇ৭安山ؠ製の石᭲で͋る。ઌ端部がܽଛしており、࢖༻されたࡍに生じたとߟえられ
るিܸṞ཭が࡯؍される。 （小西）

当遺構のؼ属時期は、出土土器片から、縄文時代中期のൣᙝとਪ定される。
SS16（第 34・35 ਤ、第 9 ද）

調査۠西دりの 2-6 西۠から 2-7 ۠にかけて、272-79・88・89 άリッドで検出された。2-6 西۠
西端で検出された当初は 4414 としていたが、のちに 2-7 ۠ଆもؚめて 4416 とݺͿこととし、4414
はܽ番とした。
遺構　֓Ͷ東西 671DN、南北 242DN のൣғに、焼礫を中心とする 140 点の遺物が෼෍していた。
北ଆは大ن໛な֧ཚによりᕍ໓しており、શମのن໛はෆ໌で͋る。また、検出ൣғ内においても、
東西に伸ͼる近世以降の農事関連遺構群によりෳ数の溝状に֧ཚされている。検出面はᶙ2 ૚上で、
ඪߴ 91�8 〜 92�4N に遺物が包ؚされていた。

遺物はൺֱతࢄອに෼෍しており、検出したൣғ内では、特に集中部は見られない。また、Լ部ࢪ
設も検出されなかった。

૯数 140 点のうち、縄文土器は 8 点で、それ以֎の 132 点は礫で͋る。礫のうち 4 点をআく 128
点（97�0ˋ）でඃ೤が確認された。

礫の石材は、127 点が࠭（ˋ96�2）ؠで、ଞにཻࡉ྘৭ڽ灰ؠ 2 点（1�5ˋ）、石ӳ、ϗϧンフェϧス、

第 6ද　SS1� 出土土器ɾ土੡඼࡯؍ද

第 �ද　SS1� 出土ੴ器࡯؍ද
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礫֤ؠ 1 点（֤ 0�8ˋ）で͋る。礫は 20 ૊ 50 点が઀合した。そのうち、包ؚ૚出土のものは 4 点
で͋る。 （相原）
遺෺　本遺構からは、縄文土器 8 点 21�7H（ॾү B 式 1 点 3H、ॾү D 式 5 点 17�2H、時期ܕ式ෆ໌
2 点 1�6H）、礫 132 点 19,822�9H（うちඃ೤礫 128 点 19,116H）で͋る。縄文土器はいͣれもࡉ片
で͋り、ਤ化は行っていない。 （小西）

縄文土器 8 点のうち、時期ෆ໌の 2 点をআく 6 点が縄文時代前期のॾү式で͋ることから、当遺
構のؼ属時期は縄文時代前期のՄೳੑがߟえられる。

第 34 図　4416(1/60)
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1�　SS15 શܠ　東๺東͔Β

4�　SS16 શܠ 	 東ଆ 
　๺๺西͔Β

2�　SS15 ᛽ूத෦　東๺東͔Β

5�　SS16 શܠ 	 西ଆ 
　西南西͔Β

3�　SS15 Լ૚શܠ　東๺東͔Β

第 35 図　SS15ɾ16 ࣸਅ
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SS1�（第 36 〜 39 ਤ、第 8・9 ද）
遺構　調査۠西部の 2-7 ۠北دり、272-75・84・85・94・95 άリッドで検出された。北ଆの一部
は掘ൣ࡟ғ֎΁と続く΄か、東ଆは大ن໛な֧ཚ、北ଆは日野市調査ࡁΈൣғٴͼ調査ൣғ֎と近઀
しているが、֓Ͷ東西 724DN、南北 822DN の検出ൣғ内に収まるものとࢥΘれる。南北に伸ͼる
近世以降のෳ数の農事関連遺構により、શମが溝状に֧ཚされている。検出面はᶙ2 ૚上で͋る。

礫がॆరされたような໌ྎなԼ部ࢪ設は検出されなかったが、෼෍ൣғの中心部でൺֱతݦ著な礫
の集中が認められた΄か、4417 の調査中に、当遺構に伴うとߟえられる小ن໛な掘りࠐΈ（11・2）
が検出された。

また、集石の北西部では長࣠ 107DN、୹࣠ 66DN のൣғ内で、炭化物ཻ子の෼෍するൣғが平面
తにଊえられた。

そのଞ、4417 の遺物෼෍ൣғ内とそのԑ辺では、16 基のピット（41972・973・974・975・976・
977・978・979・980・990・991・992・995・996・997・998）と土坑 1 基（4,274）が検出された。

第 36 図　4417(1)(1/60)
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いͣれも集石の遺物をऔり上͛た後、遺物包ؚ૚をਫ਼査したࡍに検出されたもので͋る。4417 とピッ
ト群の前後関܎はෆ໌で͋るが、縄文時代にؼ属するもので、集石に伴う遺構のՄೳੑもߟえられる。
なお、ピット群のうち 41992・995 は、前ड़の炭化物ཻ子෼෍ൣғ内で検出されている。

遺物は、૯数 1,243 点のうち、縄文土器は 2 点、炭化材が 3 点で、それ以֎の 1,238 点は礫で͋る。
礫のうち 1,203 点（97�2ˋ）でඃ೤が確認された。

礫の石材は 1,116 点（90�1ˋ）が࠭ؠで͋る。ଞに礫ؠ 37 点（3�0ˋ）、片状࠭ؠ 33 点（2�7ˋ）、
粘൘ؠ 19 点（1�5ˋ）、ทؠ 14 点（1�1ˋ）、νϟート 13 点（1�1ˋ）、石ӳ 2 点（0�2ˋ）、ཻࡉ྘৭
ؠ灰ڽ 1 点（0�1ˋ）で͋る。礫は 128 ૊ 333 点で઀合が確認できた。包ؚ૚出土礫も 16 点が઀合した。

なお、検出された炭化材の์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定を実ࢪしたが、ݱ代のものとの݁果が出た。ྡ઀す
る近世以降の農事関連遺構からのࠞೖと൑அしたい（第ᶛষ第 1 અࢀর）。 （相原）
遺෺　本遺構からは、縄文土器 3 点 16�3H（উࡔ 2 式 1 点 6�9H、中期ܕ式ෆ໌ 2 点 9�4H）、礫 1,238
点 51,383H（うちඃ೤礫 1,203 点 50,898H）、炭化物が出土した。これらのうち、遺ଘ状ଶがൺֱత

第 37 図　SS17	2
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1�　શܠ　南南東͔Β

4�　Լ෦ࢪઃ土૚அ໘　西南西͔Β

2�　᛽ूத෦　南南東͔Β

5�　11 遺物出土ঢ়گ　西南西͔Β

3�　Լ෦ࢪઃݕ出ঢ়گ　南南東͔Β

第 38 図　SS17 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ ໛ن (DN) 出໘ݕ ظ࣌ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ ௕͞ ෯

4415
282-62・63・72

・73・82
第 31

〜 33 ਤ
第 35 ਤ 	998
 	860
 ᶙ2 中期か

縄文土器 15 点 198�1H、土器 1 点
4�8H、土師器 12 点 29�5H、須恵器 2
点 3�9H、土製品 1 点 9�7H、石器6点
167�4H、礫 15 点 278�0H、焼礫 1,344
点 77,002�0H、ڽ灰࣭࠭3ؠ点13�7H

4%13・14、4,213・219、41656・657
・658・667・710・711・713・714・
715・716・717・718・719・721・
722・724、֧ཚに੾られる。

4416 272-79・88・89 第 34 ਤ 第 35 ਤ 	671
 	242
 ᶙ2 前期か
縄文土器 8 点 21�7H、礫 4 点
706�9H、焼礫 128 点 19,116�0H

4%,1251・1252・1350・1351・
1352、֧ཚに੾られる。

4417
272-75・84・85

・94・95
第 36

・37 ਤ
第 38 ਤ 	822
 	724
 ᶙ2 中期か

縄文土器 3 点 16�3H、礫 35 点
485�0H、焼礫 1,203 点 50,898�0H、
炭化材

4,274、41972・973・974・975・976
・977・978・979・980・990・991・
992・995・996・997・998 と੾り合
う 	 前後関܎はෆ໌）。4%,2749・2750
・2751・2752・2753・2754・2755 に
੾られる。

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

छผ
器छ ظ࣌ ࣜܕ จ༷ɾಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ

第39ਤ

1 4417 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 2 式 ོ帯にԊってΩϟタピϥー文をࢪ
文。

ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
5:35�6 ໌੺׊
内面
10:34�2 灰ԫ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 6�9H
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良い縄文土器 1 点のਤ化を行った。
第 39 ਤ 1 は、ོ 帯とそれにԊってΩϟタピϥー文がࢪされている。উࡔ 2 式の土器で͋る。（小西）
当遺構のؼ属時期は、出土土器片から、縄文時代中期のൣᙝとਪ定される。
2）　土޵（第 40 〜 52 ਤ、第 10・11 ද）

土坑（遺構ུ号 4,）は 28 基が検出された。そのうち 4,223・237・243・246・284・286 の 6
基はؕし穴で͋る。ؕし穴は۱ؙ長方形やପԁ形、小൑形をఄしていて、溝ܕのいΘΏる「T ピット」
は検出されていない。

ؕし穴以֎の土坑は、ԁ形が 9 基͋る΄かは、ପԁ形や۱ؙ長方形なͲ、平面形ଶは一定ではない。
遺物は、4,289 から縄文土器（第 45 ਤ 1）が 1 点出土している΄かは、4,243・284・286・

289 から焼礫がそれͧれ 1 〜 2 点出土しているのΈで͋る。
遺物からのؼ属時期を൑அすることは೉しいが、෋࢜ࠇ土૚を主ମとする෴土の༷相と検出された

面から、縄文時代にؼ属すると൑அした。なお、෴土の༷相と検出面からすると、4,290 はଞとൺ
΂て新しい時期にؼ属するとߟえられる。
S,216（第 40・47 ਤ、第 11 ද）

ᶙ3 ૚で検出されたԁ形の土坑で、ఈ面は中ԝがۼΜでいる。෴土はࠇ৭の୯૚で、焼土ཻ子と炭
化物ཻ子をඍྔؚΜでいる。

1 1

第 3� 図　SS1� 出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ

第 �ද　ೄจ࣌୅集ੴҰཡද

第 �ද　SS1� 出土土器࡯؍ද
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第 40 図　4,216・223・237(1/40)

4,216

4,237

4,223

4,216
̍ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ

(1034��)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物
ࢠཻ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

4,223
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ໌੺׊৭౔ཻࢠ (5:35�6)1�ɺʹͿ͍ԫ

ࢠ৭౔ཻ׊ (10:35�4)5� ؚΉɻక·Γ΍΍ڧɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ᒵ৭౔ཻࢠ (7.5:36�6)3�ɺ໌׊৭౔ཻࢠ

(7.5:35�6)3�ɺ׊৭౔ཻ (10:34�4)1� ؚΉɻక·Γڧɺ೪ੑ΍΍ڧɻ
શମతʹ͘ݻక·͍ͬͯΔɻ

̏ɽ 10:33�2 ʙ ࢠ৭౔ཻ׊҉ ৭౔層׊ࠇ 3�1 (10:33�4)5�ɺ໌੺׊৭౔
ࢠཻ (5:35��)1� ؚΉɻక·Γ΍΍ऑɺ೪ੑ͋Γɻ

̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ׊৭౔ཻࢠ (10:34�6)3�ɺԫ׊৭౔ཻࢠ
(10:35��)1� ؚΉɻక·Γ΍΍ऑɺ೪ੑ΍΍ऑɻ

̑ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 ԫ׊৭౔ϒϩοΫ (10:35��) 直ܘ 20 ʙ
30mm3�ɺԫ׊৭౔ཻࢠ (10:35�6)5� ؚΉɻక·Γ΍΍ڧɺ೪ੑ͋Γɻ
શମతʹక·͍ͬͯΔ͕ 2 層ΑΓ͸ೈΒ͔͍ɻ

̒ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ԫ׊৭౔ϒϩοΫ (10:35��) 直ܘ 15 ʙ
20mm5� ؚΉɻక·Γ΍΍ऑɺ೪ੑऑ͍ɻ

4,237
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)4�ɺ

直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)4� ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)��ɺ

直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)�� ؚΉɻ直ܘ 4mm લޙͷϩʔϜཻ
ɺ೪ੑ͋Γɻ៛ߗΑͼϩʔϜϒϩοΫ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ΍΍͓ࢠ

̏ɽ 10:36�� ໌ԫ׊৭౔層 ϩʔϜओମŇ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ
(7.5:36��)��ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)15� ؚΉɻక·Γ
ɺ೪ੑऑ͍ɻ៛ߗ

̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)2� ؚ
Ήɻ直ܘ 2mm લޙͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

̑ɽ 10:35�6 ԫ׊৭౔層 Լ෦ࢪઃ෴౔ɻϩʔϜओମŇ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊
৭スίϦΞ (2.5:34��)4� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠɺ直ܘ 2mm ҎԼ
ͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺࠇ৭౔ (10:32�1) গྔࠞೖɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ

̓ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ԫ׊৭౔ཻࢠ (10:35��)10�ɺ໌׊৭౔ཻࢠ (7.5:35�6)1�ɺԫ׊৭౔ϒϩοΫ (10:35�6) 直
ܘ 6 ʙ 10mm5� ؚΉɻక·Γऑ͍ɺ೪ੑ΍΍ऑɻ

̔ɽ 7.5:33�3 ʙ ࢠ৭౔ཻ׊৭౔層 ໌੺׊ࠇ 3�2 (5:35�6)5�ɺԫ׊৭౔ཻࢠ (10:35��)3�ɺશମతʹϒϩοΫঢ়Λఄ͢Δɻక
·Γ͍ڧɺ೪ੑ΍΍ڧɻ

̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ 20� ؚΉɻ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)7� ؚΉɻ೪ੑڧɺ
క·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

10ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35�6)15� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͘
ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
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4,223（第 40・47 ਤ、第 11 ද）
平面形ଶがପԁ形をఄするؕし穴で͋る。弥生時代ऴ末期の竪穴建物跡 4*59 を調査中、近઀する

4,,905 のఈ面で検出されていたが、4*59 の調査時、ピットとޡ認し෴土の一部を掘࡟してしまった。
長࣠は֓Ͷ南北方޲をࣔしている。前ड़の௨り、上部の一部を 4*59・4,,905 に࡟られている。調
査はᶚ૚上から掘࡟を։࢝している。

本ମ部෼の෴土は、ࠇ৭土主ମの 1・2 ૚、ࠇ৭土を主ମに׊৭土をؚΉ 3 〜 5 ૚、ԫ׊৭土やロー
Ϝのϒロックを多くؚΉ 6 〜 8 ૚からなる。෴土は、1・2・5・8 ૚のకまりがڧく、それ以֎はൺ
ֱతऑい。

ఈ面はൺֱత平ୱなପԁ形をఄし、中心部に௚ܘ 25DN、土坑ఈ面からのਂさ 43DN をଌるԼ部ࢪ
設を༗している。

また、北ଆน面に௚ܘ 16DN、Ԟ行き 40DN でࣼめにἥたれたピットを確認したが、機ೳ等は൑વ
としなかった。

遺物は出土しなかった。
S,23�（第 40・47 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶが۱ؙ長方形をఄするؕし穴で͋る。ᶚ૚で検出された。ఈ面は長方形をఄし、ൺֱత平
ୱで͋る。෴土は 4 ૚に෼けられる。ࠇ৭土の 1 ૚はؚ༗物がগない。2 ૚は׊ࠇ৭土で、ローϜ
ཻ子とϒロックを多くؚΉ。3 ૚はローϜ主ମで、2 ૚とࠞ在している。4 ૚はఈ面にଯ積した׊ࠇ
৭土で、ローϜཻ子をؚΜでいる。

Լ部ࢪ設は、長࣠にԊって 49DN の間ִで 2 基が確認された。平面形ଶはいͣれもཛ形で、長࣠
は南東のものが 26DN、北西が 24DN で、いͣれもஅ面形ଶはᶛࣈ状をఄする。෴土はローϜが主ମ
で、炭化物ཻ子をやや多くؚΜでいる。

遺物は出土しなかった。
S,243（第 41・48 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがପԁ形をఄするؕし穴で͋る。ᶚ૚で検出された。ఈ面は小൑形をఄし、ൺֱత平ୱで
͋る。นは޿がりながら立ち上がっている。෴土は 4 ૚に෼けられ、スコリアをやや多くؚΉࠇ৭
土の 1 ૚、׊ࠇ৭土を主ମにローϜϒロックやཻ子をؚΉ 2・3 ૚、ローϜをؚΉ҉׊৭土の 4 ૚か
らなる。4 ૚はน面が่落したものとΈられる。

Լ部ࢪ設はఈ面中ԝにピットが 1 基͋り、௚ܘ 23DN、ఈ面からのਂさ 34DN のԁ形で、෴土は、
本ମԼ૚のものと同じ҉׊৭土で͋る。

遺物は、焼礫が 2 点出土した。
S,246（第 41・48 ਤ、第 11 ද）

小൑形をఄするؕし穴で、検出面はᶛ4 ૚で͋る。ఈ面はԜತを༗し、นはఈ面からਨ௚に立ち上
がり、中ఔで۶ۂして։く。෴土は 6 ૚からなり、׊ࠇ৭土の 1 ૚、҉׊৭土の 2 〜 5 ૚、ఈ面で
確認された׊৭土の 6 ૚に෼けられる。Լ部ࢪ設は検出されなかった。遺物は出土しなかった。
S,2�2（第 41・48 ਤ、第 11 ද）

やや࿪なପԁ形をఄする土坑で͋る。検出面はᶚ૚で、検出面からのਂさは 14DN と浅い。遺物は
出土しなかった。
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S,2�3（第 29・48 ਤ、第 11 ද）
平面形ଶがପԁ形の土坑で͋る。検出面はᶛ4 ૚で、౗໦痕のՄೳੑもߟえたが、ࢼ掘坑ᶎ掘࡟時

のஅ面࡯؍で、3 ૚の෴土のうち上૚の׊ࠇ৭土から炭化材片が認められたこと等から、遺構として
ѻった。遺物は出土しなかった。
S,2�4（第 29・49 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがԁ形をఄする土坑ͩが、南ଆの一部は、包ؚ૚の掘࡟時にᕍ໓している。また、中ԝを
4%,2753 に੾られている。ਂさは 19DN と浅い。

遺構શମが集石 4417 のൣғ内に͋り、4417 の礫等をऔり上͛た後に検出された。そのため、
4417 より古いものと૝定したが、4417 の࢖༻時に構ஙされたՄೳੑもߟえられる。

෴土内からは遺物は出土しなかった。
S,2��（第 41・49 ਤ、第 11 ද）

ᶛ૚で検出された平面形ଶがԁ形の土坑で͋る。ఈ面はൺֱత平ୱで、ଆ面は内࿷して立ち上がっ
ている。෴土には炭化物ཻ子をগྔؚΜでいる。遺物は出土しなかった。
S,2�6（第 42・49 ਤ、第 11 ද）

ᶛ૚で検出された土坑で、平面形ଶがཛ形をఄする。҉׊৭の෴土には、炭化物ཻ子をඍྔؚΜで
いる。遺物は出土しなかった。
S,2��（第 29・49 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがෆ੔ପԁ形をఄし、ఈ面にはԜತを༗する。҉׊৭の෴土には、炭化物ཻ子をগྔؚΜ
でいる。遺物は出土しなかった。
S,2��（第 42・49 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがやや࿪なԁ形をఄし、ఈ面はԜತが目立つ。׊ࠇ৭の෴土は炭化物ཻ子をඍྔؚΈ、క
まりがඇৗにڧい。遺物は出土しなかった。
S,2��（第 43・49 ਤ、第 11 ද）

2-7 ۠のᶛ૚上で検出された平面形がପԁ形の土坑で、上端の一部が近世以降の 4%,2746・2747
に੾られている。෴土は 3 ૚に෼けられ、1・2 ૚には炭化材片、3 ૚には炭化物ཻ子をؚΜでいる。
S,2�2（第 29・49 ਤ、第 11 ද）

調査۠東西ϕϧトにかかっており、ϕϧト南ଆのਂ掘りトϨンν掘࡟のࡍに、一部がᕍ໓したが、
平面形ଶはପԁ形をఄするとΈられる。෴土は׊ࠇ৭で、炭化物ཻ子がগྔࠞೖしている。
S,2�4（第 42・50 ਤ、第 11 ද）

2-6 東۠南西部で検出されたؕし穴で͋る。検出面はᶙ3 ૚で、平面形ଶが۱ؙ長方形をఄしている。
ఈ面は平ୱで、長࣠にԊって 1 基のԼ部ࢪ設を༗している。นはΦーバーϋンάؾຯに立ち上がり、
中Ґで۶ۂしてやや։く。

Լ部ࢪ設は 33DN の間ִを͋けて 2 基が検出された。
෴土は 8 ૚に෼けられ、1 〜 6 ૚はకまりがڧいؕし穴本ମの෴土で、1 〜 3 ૚が׊ࠇ৭土で、1・

2 ૚はؚ༗物がগないのにରし、3 ૚はローϜのཻ子やϒロックが目立つ。そのԼにはࠇ৭の 4 ૚を
৭の׊ࠇͼ࠶Μでڬ 5 ૚がଯ積する。6 ૚はน面の่落に伴う૚とߟえられる。

7・8 ૚はԼ部ࢪ設の෴土で、కまりはൺֱతऑい。7 ૚は҉׊৭土で、ローϜのཻ子やϒロック
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第 41 図　4,243・246・272・275(1/40)
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4,243
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ᶙ2 ʙ 3 層ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ΍੺

৭スίϦΞΛ׊ 15� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸͍ڧɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 ʙ 3 層Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜཻࢠɾϒϩο

Ϋ͕ࠞ͢ࡏΔɻϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 20�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ
5�ɺখ᛽Λ 1� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̏ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 ʙ 3 層ओମɻ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ
15�ɺϩʔϜཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̐ɽ 10:32.5�3 ҉׊৭౔層 Ⅴ層ͱփ׊৭౓ (ᶙ2 ʙ 3 層༝དྷ ) ࠞ߹౔ɻ直ܘ 3 ʙ
7mm ͷᒵ৭スίϦΞ΍੺׊৭スίϦΞΛ 10� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γ΍΍͍ڧɻ

4,272
̍ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ᒵ৭スίϦΞ直ܘ 5mm ҎԼ 3�ɺϩʔϜཻࢠ直ܘ

3mm ҎԼ 5�ɺ୸Խ物ཻࢠ直ܘ 2mm ҎԼ 1�ɺϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 5 ʙ 10mm5�( ൗ
จঢ় )ɻక·Γऑɺ೪ੑڧɻ

̎ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 5 ʙ 10mm40�ɺᒵ৭ス
ίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ 2�ɺ1 層ʹϩʔϜϒϩοΫΛؚΉɻక·Γڧɾ೪ੑڧɻ

4,275
̍ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)4�ɺ直

ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগ
ྔɺ直ܘ 3mm લޙͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ

̎ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ᶚ層౔༝དྷ౔層ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ
(10:3���)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)2� ؚΉɻ直ܘ 2mm લ
ܘ΍΍ଟྔɺ直ࢠͷϩʔϜཻޙ 5mm લޙͷϩʔϜϒϩοΫඍྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ
೪ੑ͋Γɻ

4,246
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 ʙ 3 層Λओମͱ͠ɺԼ層෦ʹϩʔϜཻू͕ࢠதత

ܘΔɻ直͢ࡏࠞʹ 7mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ΍੺׊৭スίϦΞΛ 15�ɺϩʔϜཻ
Λࢠ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻ

̎ɽ 10:33�3.5 ҉׊৭౔層 ᶙ2 ʙ 3 層Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜཻ͕ࢠൗঢ়ʹ
ܘΔɻ直͢ࡏࠞ 5mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺϩʔϜཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕
ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻ

̏ɽ 10:33�3.5 ҉׊৭౔層 Ⅴ層ͱ 1 層ͷࠞ߹౔ɻ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷᒵ৭スίϦΞ
Λ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ੺׊৭スίϦΞΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γ΍΍ऑ͍ɻ

̐ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ᶚ層Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜϒϩοΫ͕ࠞ͢ࡏΔɻ
直ܘ 3 ʙ 7mm ͷᒵ৭スίϦΞ΍੺׊৭スίϦΞΛ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·
Γ͸͍ڧɻ

̑ɽ 10:32.5�3 ҉׊৭౔層 ᶚ層Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫ͕ࠞ
ɾϒϩοΫΛࢠΔɻϩʔϜཻ͢ࡏ 30�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ
直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻ

̒ɽ 10:33.5�4 ׊৭౔層 ϋʔυϩʔϜΛओମͱ͠ɺશମతʹ 4ɾ5 層͕ൗঢ়ʹ
ܘΔɻ直͢ࡏࠞ 3 ʙ 7mm ͷᒵ৭スίϦΞ΍੺׊৭スίϦΞΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ
͘ɺక·Γ͸͍ڧɻ
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第 42 図　4,276・278・284(1/40)

4,276

4,284

4,278

1

1

1

2

3
4

5

7

6 6

8

"

"

"`

"`91�5
#`

91
�5

#`
# #

"

"

"`

"`91�6

#`
91
�6

# #

#`

"

" "`91�4

# "`

# #`91�4

& &

&` &`
91
�4

$
$`

$ $`91�4

%

%

%`

#`

%`91�4

4,276
̍ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直

ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
3� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm લޙͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ
直ܘ 5mm લޙͷϩʔϜϒϩοΫগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ

4,278
̍ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7�ɺ直

ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
2� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগྔɺ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ
தʙԼ層ʹภͬͯগྔࠞೖɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ

4,284
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 3mm ҎԼ 1� ະຬɺ

ᒵ৭スίϦΞ直ܘ 2mm ҎԼ 1� ະຬɺ୸Խ物ཻࢠ直ܘ 2mm ҎԼ
1� ະຬɻ಺༰物গͳۭ͘伱͕΄΅ͳ͍ɻక·Γڧɺ೪ੑ͋Γɻ

̎ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 1 層ʹᒵ৭スίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ
2�ɺփԫ׊৭౔ϒϩοΫ直ܘ 10 ʙ 15mm15�( ൗจঢ় ) ΛؚΉɻ
1 層ͱͷڥ͸ෆ໌ྎͰ઴Ҡతɻక·Γڧۃɺ೪ੑڧɻ

̏ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 3mm ҎԼ 7�ɺᒵ৭
スίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ 5�ɺϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 10mm5�ɻϚτ
ϦΫスͷࠇ৭౔͕ϒϩοΫঢ়ʹߗԽ͢Δ ( 直ܘ 10 ʙ 15mm10�)ɻ
క·Γڧɺ೪ੑڧɻ

̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 3mm ҎԼ 3�ɺᒵ৭
スίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ 2�ɻࠇຯ͕͘ڧɺཻ͍͔ࡉࢠɻۭ伱͸΄
΅ͳ͘៛ີɻక·Γڧۃɺ೪ੑڧۃɻ

̑ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 5mm ҎԼ 15�ɺϩʔ
ϜϒϩοΫ直ܘ 10mm7�ɺᒵ৭スίϦΞ直ܘ 5mm ҎԼ 5�ɻ಺༰
物͸ଟ͍͕ɺۭ伱͸΄΅ͳ͘៛ີɻక·Γڧۃɺ೪ੑڧۃɻ

̒ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 3 層ʹϩʔϜཻࢠΛΑΓଟؚ͘Ή ( 直
ܘ 5mm ҎԼ 15�)ɻ壁ͷ่མ౔͔ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ

̓ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 Լ෦ࢪઃ಺ͷଯੵ౔ɻϩʔϜཻࢠ直ܘ
5mm ҎԼ 15�ɺϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 10mm10�ɺᒵ৭スίϦΞ直
ɾϒϩοΫΛؚΉɻక·Γऑɺࢠ5mmҎԼ3�ɻ5層ʹΑΓϩʔϜཻܘ
೪ੑڧۃɻ

̔ɽ 10:34�6 ʙ ઃ಺ͷଯੵ౔ɻϩʔϜΛࢪ৭౔層 Լ෦׊ʙ҉׊ 3�4
ओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ
໌੺׊ (5:35��) ৭スίϦΞΛ 10�ɺখ᛽Λ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺ
క·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
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を 5 ૚より多くؚΉ。8 ૚はローϜ主ମで͋る。
遺物は焼礫が 1 点出土した。
S,2��（第 29・49 ਤ、第 11 ද）

2-6 東۠の南東部で検出された。南ଆは掘ൣ࡟ғ֎΁と続いており、形状、ن໛はෆ໌で͋るが、
検出ൣғにおいてはԁ形をఄしている。調査۠南นの࡯؍では、ᶚ૚上面から掘りࠐまれている。ఈ
面はすりു状をఄしており、検出ൣғ内での中ԝ部෼には小ピットが確認されたが、২物痕のՄೳੑ
も͋る。
S,2�6（第 43・50 ਤ、第 11 ද）

2-6 東۠の南ଆで検出されたؕし穴で͋る。ᶙ3 ૚で検出され、平面形ଶはପԁ形、นは、南北は
ਨ௚ؾຯに立ち上がり中Ґで۶ۂして։き、東西はఈ面から上端まで、։きؾຯに立ち上がる。ఈ面
はൺֱత平ୱͩが、Լ部ࢪ設の͋る中ԝ部෇近がややԜΜでいる。

Լ部ࢪ設はఈ面の中ԝに͋り、௚ܘ 16DN、ఈ面からのਂさ 41DN で͋る。中ԝ部のԼ部ࢪ設の北
東にもਂさ 26DN の小ピットが確認されたが、中ԝ部のԼ部ࢪ設とൺ΂ると小形で͋る。

෴土は 11 ૚からなり、׊ࠇ৭土主ମでؚ༗物のগない 1 〜 3 ૚、ローϜを多くؚΉ 5 〜 7 ૚、ᶚ・
ᶛ૚ϕースの 8 〜 10 ૚、Լ部ࢪ設の෴土 11 ૚に大別できる。

遺物は焼礫が 1 点出土している。
S,2��（第 44・51 ਤ、第 11 ද）

ԁ形の土坑で͋る。นは内࿷しながら立ち上がっている。ఈ面はෆ੔形でશମతにԜತを༗するが、
中心部のԜತは২物痕のՄೳੑも͋る。෴土は 3 ૚に෼けられ、いͣれも粘ੑがඇৗにڧい。中૚
の̎૚には炭化物ཻ子をඍྔؚΈ、Լ૚の 3 ૚にはローϜϒロックを多くؚΉ。
S,2��（第 44・51 ਤ、第 11 ද）

2-6 東۠の埋຅୩を調査するためのϕϧト部෼で、包ؚ૚の掘࡟中に検出された。検出時には上部
がᕍ໓していたが、ԁ形をఄしていたものとࢥΘれる。นは内࿷しながら立ち上がり、検出面からの
ਂさは 38DN をଌる。ఈ面には段ࠩを༗し、北ଆが一段ߴくなっている。෴土は 3 ૚に෼かれ、Լ
૚の 3 ૚にはローϜϒロックをやや多くؚΉଞ、2・3 ૚には炭化物ཻ子をᷮかにؚΜでいる。
S,2��（第 44・45・51 ਤ、第 10・11 ද）

ෆ੔形なପԁ形をఄする土坑で͋る。4,288 と同༷、埋຅୩を調査するためのϕϧトにֻかる状
ଶで検出された。遺構の掘࡟は、ϕϧト部෼をؚΈશମをᶚ૚上面までԼ͛た段֊で行ったが、遺物は、
ϕϧト内のものもؚめて 4,289 としてऔり上͛た。ఈ面はԜತを༗し、中ԝ෇近が一段ۼΜでいる。
นは内࿷しながら立ち上がる。෴土は 3 ૚に෼けられ、そのうち上૚の 1 ૚には炭化物ཻ子をඍྔ
にؚΈ、Լ૚の 3 ૚にはローϜϒロックを多くؚΉ。 （相原）

本遺構からは、縄文土器（ྖޒϲ୆式）1 点 10�1H、ඃ೤礫 2 点 241�2H が出土した。このうち縄
文土器をਤ化し、ࡌܝした。

第 45 ਤ 1 は、೾状ޱԑの೾௖部にこͿ状のಥىをషり෇け、ޱ৶部にࠁΈがࢪされている。಑部
の文༷構成はෆ໌ͩが、ྖޒϲ୆式にҐஔ෇けられよう。 （小西）
S,2�0（第 44・51 ਤ、第 11 ද）

2-6 東۠の調査۠東西ϕϧトஅ面で検出された土坑で͋る。南半は包ؚ૚の掘࡟時にᕍ໓しており、
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第 43 図　4,279・286(1/40)

4,279

4,286

4,279
̍ɽ 10:32.5�3 ҉׊৭౔層 ୸ԽࡐΛؚΉɻ直ܘ 10mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)10�ɺ直

ܘ 7mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)7� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ

ϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�6)30�ɺ直ܘ 10mm ҎԼ

ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 7� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓۃΊͯڧɺ
ɻ͍ૈࢠཻ

44,286
̍ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 ᒵ৭スίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ 2�ɺϩʔϜཻࢠ直ܘ 2mm ҎԼ 1�ɺ୸Խ物ཻࢠ直ܘ 1mm10�ɻཻۭ͔͘ࡉࢠ伱ͳ͠ɺ៛ີͳ౔層ɻక·Γڧۃɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 1 層ʹϩʔϜཻࢠΛΑΓଟؚ͘Ή ( 直ܘ 2mm ҎԼ 5�)ɻ1 層ͱͷڥ͸઴ҠతɻʹͿ͍׊৭౔ϒϩοΫ直ܘ 5 ʙ 10mm10�( ൗจঢ় )ɻక·Γڧۃɺ೪ੑڧɻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᒵ৭スίϦΞ直ܘ 5mm ҎԼ 3�ɺϩʔϜཻ直ܘ 3mm ҎԼ 1�ɻ಺༰物͕গͳ͍͕ 2 層ʹൺ΂ஶ͘͠క·Γ͕ऑ͍ɻక·Γ΍΍ऑɺ೪ੑऑɻ
̐ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ʹͿ͍ԫ׊৭౔ཻࢠ (10:34�3) 直ܘ 3mm ҎԼ 15�ɻక·Γۃऑ͘ɺۭ伱ଟ͍ɻϩʔϜཻࢠɺϩʔϜϒϩοΫ͸ؚ·ͳ͍ɻక·Γऑɺ೪ੑڧɻ
̑ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 3mm ҎԼ 10�ɺϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 5 ʙ 10mm5�ɺᒵ৭スίϦΞ直ܘ 2mm ҎԼ 1�ɻ4 層ʹࣅΔ͕ɺʹͿ͍ԫ׊৭౔ཻࢠ͸ؚ·ͣɻ

క·Γऑɺ೪ੑڧɻ
̒ɽ 10:34�4 ԫ׊৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直3ܘmmҎԼ2�ɺϩʔϜϒϩοΫ直5ܘʙ10mm10�ɺᒵ৭スίϦΞ直2ܘmmҎԼ1�ɻۭ伱͸গͳ͍͕క·Γ͸ऑ͍ɻక·Γऑɺ೪ੑڧɻ
̓ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 3mm ҎԼ 2�ɺᒵ৭スίϦΞ 2mm ҎԼ 1�ɻ಺༰物গɺۭ伱ଟ͍ɻక·Γऑɺ೪ੑڧɻ
̔ɽ 10:34�2 փԫ׊৭౔層 ᒵ৭スίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ 3�ɺϩʔϜཻࢠ直ܘ 2mm ҎԼ 2�ɻᶚ層૬౰ͷ౔層͕ͩɺ΍΍ࠇຯ͍ڧɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̕ɽ 10:35�6 ԫ׊৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 3mm ҎԼ 20�ɺϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 5 ʙ 10mm10�ɺᒵ৭スίϦΞ直ܘ 3mm ҎԼ 3�ɻ壁ͷͣ͘Εͨ෦෼ɻక·Γ͋Γɺ೪ੑڧɻ
10ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ϩʔϜཻࢠ直ܘ 2mm ҎԼ 15�ɺᒵ৭スίϦΞ直ܘ 5mm ҎԼ 5�ɻ2 層ʹϩʔϜཻࢠΛଟؚ͘Ή౔層ɻక·Γڧۃɺ೪ੑڧɻ
11ɽ 10:35�6 ԫ׊৭౔層 Լ෦ࢪઃ෴౔ɻϩʔϜϒϩοΫ直ܘ 10 ʙ 100mm15�ɺ੺׊৭スίϦΞ直ܘ 5mm ҎԼ 7�ɺࠇ৭スίϦΞ直ܘ 5mm ҎԼ 5�ɺ᛽直ܘ 10mm ఔ౓

1� ΛؚΉɻక·Γऑɻ
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第 44 図　S,2�� ʙ 2�0(1/40)
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S,2��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ 5NN ҎԼ �%ɺʹ Ϳ͍ԫ׊౔ブϩο

Ϋ 	10:35��
 ௚ܘ 10NN�%ɻక·Γ極ڧɺ೪ੑ極ڧɻ
̎ɽ�10:3���� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�%	 ൗจঢ় 
ɺᒵ৭

スコϦΞ௚5ܘNNҎԼ�%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ1%ɻక·Γ極ڧɺ೪ੑ極ڧɻ
̏ɽ�10:35��� ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ 15NN�0%ɺᒵ৭スコϦΞ

௚ܘ �NN ҎԼ �%ɻక·Γ極ڧɺ೪ੑ極ڧɻ

S,2��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ 5NN ҎԼ 5%ɺࠇ৭౔ཻࢠ௚ܘ

�NN ҎԼ �%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺʹͿ͍ԫ׊৭౔ブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ
10NN	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ 5NN ҎԼ 5%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ
5NN ҎԼ �%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ

̏ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ 10NN�0%	 ൗจঢ় 
ɺ
ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ�NNҎԼ5%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ1%ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ

S,2��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層ओମ౔層ɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ

	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ
	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5% ภࡏɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺
৭スコϦΞ׊ 	5:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜཻࢠɾブϩοΫ 	10:35��
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ
5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの҉׊৭౔ブϩοΫ
	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,2�0
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ

5NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	��5:���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ্ཻࢠ
෦͕΍΍ૈ͍ɻ

1

1

1
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調査できたのは北半のΈで͋る。調査ൣғでの平面形ଶは۱ؙ長方形で、東西ϕϧトの࡯؍により、
ᶙ2 ૚から掘りࠐまれていることが確認できた。ఈ面はൺֱత平ୱで͋る。
S,2�1（第 29・51 ਤ、第 11 ද）

2-6 東۠の南東部で検出された。南ଆは掘ൣ࡟ғ֎΁と続いており、形状、ن໛はෆ໌で͋るが、
検出ൣғにおいては、平面形ଶはԁ形をఄし、ఈ面はすりു状をఄしている。調査۠南นの࡯؍では、
ᶚ૚上面から掘りࠐまれていることが確認できる。
S,2�2（第 29・51 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがやや小ܕのԁ形をఄする土坑で͋る。ఈ面にはピット状のۼΈを༗し、นは։いて立ち
上がる。෴土は 3 ૚に෼かれ、Լ૚の 3 ૚にはローϜϒロックをやや多くؚΉ。
S,2�3（第 46・51 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがややෆ定形な۱ؙ長方形の土坑で͋る。ఈ面とนの境քはෆ໌ྎで、中心部にۼΈを༗
するఈ面から、そのままนが։いて立ち上がっている。
S,2�4（第 46・52 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがପԁ形をఄする土坑で、ఈ面は中心部に小ピットを༗する΄か、北ଆに୨状のߴまりを
༗する。෴土は 2 ૚からなり、上૚の 1 ૚には炭化物ཻ子がඍྔؚまれ、Լ૚の 2 ૚にはローϜϒロッ
クが多くؚまれている。
S,2��（第 46・52 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがପԁ形の土坑で͋る。ఈ面はൺֱత平ୱで、นは内࿷ؾຯに立ち上がる。෴土は 3 ૚
に෼けられ、上૚の 1 ૚は炭化物ཻ子をඍྔؚΉ૚、2 ૚はローϜϒロックを多くؚΉ҉׊৭土૚、
3 ૚はローϜ主ମの૚で͋る。
S,2�6（第 46・52 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶがପԁ形をఄする小ܕの土坑で͋る。ఈ面はෆ੔形でԜತが目立ち、นは௚立ؾຯに立ち
上がる。෴土は 2 ૚に෼૚され、上૚の 1 ૚は炭化物ཻ子をগྔؚΈ、Լ૚の 2 ૚はϒロック状のロー
Ϝを主ମとする。
S,2��（第 46・52 ਤ、第 11 ද）

平面形ଶが൑形の土坑で͋る。長࣠は 163DN とൺֱత大ܕで、すりു状をఄする。2 ૚に෼けら
れる෴土はいͣれも灰׊৭土を主ମとしている。

1 1

第 4� 図　S,2�� 出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ

第 10 ද　S,2�� 出土土࡯؍ද
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第 46 図　S,2�3 ʙ 2��(1/40)
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S,2�3
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	��5:���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 1%
ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
10% ภࡏɻ௚ܘ 10NN Ҏ
Լの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ
	��5:���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,2�6
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜൗ໲ঢ়ʹ �% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭ス

コϦΞ 	5:3���
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑɾక·Γ͋Γɺ
ɻີࢠཻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ブϩοΫঢ়のϩʔϜओମɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭ス
コϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ

S,2��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 灰׊৭౔ 	Ⅲ� ʙⅣ層༝དྷ͔ 
 ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼの

ᒵ৭スコϦΞΛ 15%ɺ௚ܘ 1NN ఔの୸化物ཻࢠΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ
͸΍΍͍ڧɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 灰׊৭౔ 	Ⅲ� ʙⅣ層༝དྷ͔ 
 Λओମͱ͠ɺશମతʹ
ϩʔϜブϩοΫ͕ࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ 5NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞΛ 15%ɺϩʔϜブϩο
ΫΛ 10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍
΍͍ڧɻ

S,2�4
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜブϩοΫ 5% ภࡏɻ௚ܘ 10NN ҎԼの੺׊৭

スコϦΞ 	5:3���
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ
�NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ�10:3���� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜཻࢠɾブϩοΫ �0%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの
੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ
క·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,2��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜ 5% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ

	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ
΍΍ີɻࢠ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜཻࢠɾブϩοΫ �0% ܘɻ௚ࡏࠞ 10NN ҎԼの
੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑɾక
·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜओମɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ
	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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8�　4,237 ፊׂͪりঢ়گ　๺౦͔Β7�　4,237　11 શܠ　๺๺౦͔Β

6�　4,237 શܠ　ೆ౦͔Β5�　4,237 ౔૚அ໘　ೆ౦͔Β

4�　4,223 ፊׂͪりঢ়گ　੢͔Β3�　4,223 શܠ　ೆೆ౦͔Β

2�　4,223 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β1�　4,216 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

第 47 図　4,216・223・237 ࣸਅ
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8�　4,273 શܠ　๺๺੢͔Β7�　4,272 ౔૚அ໘　๺౦͔Β

6�　4,246 શܠ　ೆೆ౦͔Β5�　4,246 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

4�　4,243 ፊׂͪりঢ়گ　੢͔Β3�　4,243 શܠ　ೆ͔Β

2�　4,243 ఈϐοト౔૚அ໘　౦͔Β1�　4,243޵ ౔૚அ໘　ೆ͔Β

第 48 図　4,243・246・272・273 ࣸਅ
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8�　4,285 શܠ　౦๺౦͔Β7�　4,282 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

6�　4,279 શܠ　ೆೆ౦͔Β5�　4,278 શܠ　ೆೆ౦͔Β

4�　4,277 શܠ　๺๺੢͔Β3�　4,276 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

2�　4,275 ౔૚அ໘　๺౦͔Β1�　4,274 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β

第 49 図　4,274 ʙ 279・282・285 ࣸਅ
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8�　4,286 ౦ଆԼ෦ࢪઃፊׂͪりঢ়گ　ೆೆ౦͔Β7�　4,286 ፊׂͪりঢ়گ　ೆೆ౦͔Β

6�　4,286 શܠ　੢͔Β5�　4,286 ౔૚அ໘　੢͔Β

4�　4,284 Լ෦ࢪઃፊׂͪりঢ়گ　੢ೆ੢͔Β3�　4,284 ፊׂͪりঢ়گ　੢ೆ੢͔Β

2�　4,284 શܠ　ೆೆ౦͔Β1�　4,284 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

第 50 図　4,284・286 ࣸਅ
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8�　4,293 ౔૚அ໘　౦ೆ౦͔Β7�　4,292 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β

6�　4,291 શܠ　๺๺੢͔Β5�　4,290 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β

4�　4,289 શܠ　ೆ౦͔Β3�　4,289 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

2�　4,288 શܠ　ೆೆ౦͔Β1�　4,287 ౔૚அ໘　ೆ͔Β

第 51 図　4,287 ʙ 293 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞
4,216 282-54・64 第 40 ਤ 第 47 ਤ ԁ形 " 79 70 19 ᶙ3 ʵ
4,223 292-11・21 第 40 ਤ 第 47 ਤ ପԁ形 E 131 94 120 ᶚ ʵ ؕし穴。4*59、4,,905 に੾られる。
4,237 292-11・12 第 40 ਤ 第 47 ਤ ۱ؙ長方形 E 168 114 148 ᶚ ʵ ؕし穴。
4,243 292-3・13・14 第 41 ਤ 第 48 ਤ ପԁ形 $ 148 100 86 ᶚ 焼礫 2 点 1,119�0H ؕし穴。
4,246 282-39 第 41 ਤ 第 48 ਤ 小൑形 $ 152 86 56 ᶛ ʵ ؕし穴。
4,272 291-88 第 41 ਤ 第 48 ਤ ෆ੔ପԁ形 " 68 64 14 ᶚ ʵ
4,273 273-6 第 29 ਤ 第 48 ਤ 	ପԁ形
 E 	149
 	130
 45 ᶛ ʵ
4,274 272-85 第 29 ਤ 第 49 ਤ 	ԁ形
 	"
 	84
 	78
 19 ᶚ ʵ 4417ൣғ内。4%,2753に੾られる。
4,275 291-77 第 41 ਤ 第 49 ਤ ԁ形 $ 66 62 20 ᶛ ʵ
4,276 291-59 第 42 ਤ 第 49 ਤ ཛ形 $ 116 78 20 ᶛ ʵ
4,277 291-68 第 29 ਤ 第 49 ਤ ෆ੔ପԁ形 " 113 83 22 ᶛ ʵ
4,278 291-57 第 42 ਤ 第 49 ਤ ԁ形 $ 65 63 15 ᶛ ʵ
4,279 272-94 第 43 ਤ 第 49 ਤ ପԁ形 " 148 85 27 ᶛ ʵ 4%,2746・2747 に੾られる。
4,282 291-77 第 29 ਤ 第 49 ਤ 	ପԁ形
 % 51 42 18 ᶚ ʵ 調査۠東西ϕϧトにかかる。
4,284 292-15・16 第 42 ਤ 第 50 ਤ ۱ؙ長方形 E 138 92 106 ᶙ3 焼礫 1 点 465�0H ؕし穴。
4,285 291-100 第 29 ਤ 第 49 ਤ 	ԁ形
 E 	137
 	63
 53 ᶚ ʵ
4,286 292-7 第 43 ਤ 第 50 ਤ ପԁ形 E 140 113 157 ᶙ3 焼礫 1 点 39�9H ؕし穴。
4,287 292-7・8 第 44 ਤ 第 51 ਤ ԁ形 E 122 112 56 ᶚ ʵ
4,288 291-98 第 44 ਤ 第 51 ਤ ԁ形 " 129 121 38 ᶙ3 ʵ

4,289 291-84 第 44 ਤ 第 51 ਤ ෆ੔ପԁ形 E 123 109 37 ᶚ 縄文土器 1点 10�1H、
焼礫 2 点 241�2H

4,290 291-70 第 44 ਤ 第 51 ਤ 	۱ؙ長方形
 $ 	102
 	43
 16 ᶙ2 ʵ 調査۠東西ϕϧトにかかる。
4,291 291-100 第 29 ਤ 第 51 ਤ 	ԁ形
 " 	90
 	30
 24 ᶛ ʵ
4,292 291-99・100 第 29 ਤ 第 51 ਤ ԁ形 E 77 71 37 ᶛ ʵ
4,293 291-96 第 46 ਤ 第 51 ਤ ۱ؙ長方形 " 135 108 22 ᶛ ʵ
4,294 291-83・93 第 46 ਤ 第 52 ਤ ପԁ形 E 90 80 13 ᶛ ʵ
4,295 291-74・84 第 46 ਤ 第 52 ਤ ପԁ形 % 109 85 24 ᶛ ʵ
4,296 291-95 第 46 ਤ 第 52 ਤ ପԁ形 % 81 53 14 ᶛ ʵ
4,297 291-86 第 46 ਤ 第 52 ਤ 小൑形 " 163 130 32 ᶛ ʵ

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。
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4�　S,297 土૚அ໘　西南西͔Β3�　S,296 શܠ　南͔Β

2�　S,295 土૚அ໘　南西͔Β1�　S,294 土૚அ໘　南南西͔Β

第 52 図　S,294 ～ 297 ࣸਅ

第 11 ද　ೄจ࣌୅土޵Ұཡද
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3）　ϐッτ（第 53 〜 63 ਤ、第 12 ද）
縄文時代のピットは 75 基を検出した。2-6 東۠では埋຅୩の周ԑで多くΈられる޲܏が͋る。また、

2-7 ۠では 4417 のൣғ内でෳ数を検出した。
遺物は、6 基からܭ 8 点の焼礫が出土したのΈで͋る。土坑と同༷、遺物からؼ属時期を同定する

ことはできなかったが、検出した面や、ᶙ〜ᶚ૚ϕースの෴土を࣋つなͲの༷相から縄文時代にؼ属
するものと൑அした。

以Լに、特௃తな一部のピットについて、ུ֓を記ड़する。なお、શピットのن໛等は、第 12 ද
の一ཡදに記ࡌした。
S1��2ɾ��3ɾ��4ɾ���ɾ��6ɾ���ɾ���ɾ���ɾ��0ɾ��0ɾ��1ɾ��2ɾ���ɾ��6ɾ���ɾ���　 縄
文時代の集石 4417 のൣғとその周ԑにҐஔするピット群で、長࣠の長さは平ۉ 29�7DN、ਂさの平
ۉ 28�0DN と小形で͋る。いͣれも、4417 の遺物をશてऔり上͛た後で検出されたものͩが、4417
との੾り合い関܎はෆ໌で͋る。周ғとൺ΂、4417 の礫の෼෍ൣғにこれらのピットが集中して検
出されていることから、Կらかの関連ੑが͋るものとΈられる。遺物は、6 基のピットからܭ 8 点の
焼礫が出土したのΈで͋る。
S1���　上記の 4417 ൣғ内のピットのうちの１基で͋る。4 ૚からなる෴土のうち、1・2 ૚は柱痕跡、
3・4 ૚は掘方෴土とΈられる。また、ఈ面の形状から柱のਾえସえが行ΘれたՄೳੑもߟえられる。
S1���　同じく 4417 のൣғ内の東端部にҐஔするピットで͋る。検出面から北ଆに޲けてࣼめにἥ
たれている。
S1��2ɾ���　4417 の炭化物集中ൣғ内で検出された。2 基が઀しているが、前後関܎はෆ໌で͋る。
྆ピットとも、෴土に炭化材の小片をؚΉ。
S1��2　小形でԁ形をఄするピットで͋る。3 ૚に෼૚される෴土の֤૚でগྔの焼土ཻ子が見られ
る。
S1���　ൺֱత大きなピットで、長࣠ 69DN、୹࣠ 60DN、ਂさ 101DN をଌる。南西から北東΁ࣼ
めに掘りࠐまれていて、北東ଆのଆ面には、଍ֻけ状のۼΈが確認された。෴土は 5 ૚に෼けられ、
いͣれもཻ子がૈい。Լ૚の 4 ૚はローϜのཻ子やϒロックが主ମで、࠷Լ૚の 5 ૚はローϜϒロッ
クをؚΉ׊ࠇ৭土で͋る。
S11011ɾ101�　2-6東۠の北西部で検出された2基のピットで͋る。411011が411019を੾っている。
S11024　ପԁ形をఄするピットで、அ面は 7 状をఄする。̎૚からなる෴土のうち、1ࣈ ૚は柱痕
跡とΈられる。
S1103�　多֯形をఄするピットで͋る。̎૚からなる෴土のうち、ᶚ૚土主ମの 2 ૚には炭化物ཻ
子がগྔࠞೖしている。
S11036　長࣠ 79DN、୹࣠ 75DN とやや大ܕのピットで͋る。෴土はᶙ 3 ૚土主ମの׊ࠇ৭土で、
炭化物ཻ子がগྔࠞೖしている。
S1103�　ପԁ形をఄするピットで、ఈ面の南東ଆが１段ۼΜでいる。3 ૚の෴土のうちの 2・3 ૚に
炭化物ཻ子গྔࠞೖしている。
S1103�ɾ1041ɾ1043　2-6 東۠の埋຅୩をғΉように෼෍するピットで͋る。それͧれのڑ཭は཭
れているが、いͣれも୯૚からなる小ピットで、෴土は҉׊৭土からなり、炭化物ཻ子がগྔࠞೖし
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第 �3 図　S16�4ɾ�01ɾ�02ɾ��6ɾ�03ɾ�04ɾ��2 ʙ ���ɾ���(1/40)

S16�4

S1�03ŋ�04 S1��2

S1�01 S1�02

S1��� S1���

S1��6

S1��3ɾ��4

S16�4
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
15% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜओମɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�01
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻࠇ৭౔ 	10:3��1
10% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�02
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ 1NN のࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻϩʔϜ �0% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1��6
̍ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ Ⅲ� 層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの୸化物ཻࢠ

1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1�03
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 1% ؚΉɻϩʔϜΛൗจঢ়ʹ

10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�04
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
�% ؚΉɻ೪ੑ΍

΍͋Γɺక·Γ͍ڧɺཻີࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜ 	10:3���
 ൗจঢ়ʹ �0% ؚΉɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక

·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1��2
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ԫ׊৭౔	10:35��
ൗจঢ়ʹ10%ɺ௚5ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:35��
�%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

ɻີࢠཻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ԫ׊৭౔ 	10:35��
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
S1��3
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ԫ׊৭౔	10:35��
ൗจঢ়ʹ10%ɺ௚5ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:35��
�%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

ɻີࢠཻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ԫ׊৭౔ 	10:35��
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ৭౔׊ࠇ 	10:3���
�0% ΍΍ૈ͍ɻࢠɺཻڧɺక·Γڧɻ೪ੑࡏࠞ
S1��4
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚5ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ ɻີࢠ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ԫ׊৭౔ 	10:35��
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻԼ෦ʹ௚ܘ �0NN Ҏ

ԼのϩʔϜブϩοΫภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚5ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ ɻີࢠ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ԫ׊৭౔ 	10:35��
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚5ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺ

ɻີࢠཻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ�10:35��� ԫ׊৭౔層� ϩʔϜओମɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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第 �4 図　S1���ɾ���ɾ��2ɾ��4 ʙ ���ɾ��0ɾ��2ɾ���(1/40)

S1���

S1��0

S1��6 S1���

S1���

S1��2ɾ���

S1��� S1��� S1��2 S1��4

S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ	10:3���

���5:3	৭スコϦΞ׊�NNҎԼの੺ܘɻ௚ࡏ10%ࠞ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
1%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ ɻີࢠ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ	10:3���

���5:3	৭スコϦΞ׊�NNҎԼの੺ܘɻ௚ࡏ10%ࠞ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
1%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ ɻີࢠ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ 15NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ブϩοΫ 	10:3���
15%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ

	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1��2
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN Ҏ

Լのম౔ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 1 層ͱྨࣅɻম౔ཻࢠɾϩʔϜཻ͕ࢠ 1 層ͱൺ΂ͯ΍΍ଟ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 1 層ͱྨࣅɻϩʔϜཻ͕ࢠ 1ɾ� 層ΑΓଟྔͰɺブϩοΫ͕গྔଯੵ͍ͯ͠Δɻ
S1��4
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5NN5%	 ൗจঢ় 
ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ � ʙ 5NN�%ɻక·Γ極ڧɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 10%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5NN5%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 5%ɻక·Γ極ڧɺ೪ੑڧɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ 10NN�0%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 10%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺⅣ層౔ओମɻ

క·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1��6
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5NN5%	 ൗจঢ় 
ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ 1NN1%ɻక·Γڧɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺⅣ層౔ओମɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5NN5%	 ൗจঢ় 
ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ 1NN1%ɻక·Γ極ڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺⅣ層౔ओମɻక·Γ極ڧɺ೪ੑڧɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ�NNҎԼ5%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ�%ɺϩʔϜブϩοΫ௚5ܘʙ�NN5%	ൗจঢ় 
ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ1%ɻక·Γ極ڧɺ

೪ੑऑɻ
̎ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ 10NN�0%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺⅣ層౔ओମɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1��0
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜ	10:3���
�0%ภࡏɻ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
1%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ ɻີࢠ
S1��2
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
 ൗจঢ়ʹ 10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�%ɺ௕͞ 5NN ҎԼの୸化ࡐย �% ؚΉɻԼ෦ʹϩʔϜ

	10:35��
 ൗจঢ়ʹ 10% ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௕͞ �NN ҎԼの୸化ࡐย �% ؚΉɻϩʔϜ 	10:35��
�0% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜओମ౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௕͞ �NN ҎԼの୸化ࡐย �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
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第 �� 図　S1��3ɾ��4ɾ���ɾ100� ʙ 1013ɾ101�(1/40)

S1���

S1100� S11010

S11011ɾ101� S11012

S1��3 S1��4

S11013

S1��3
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 5%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ �NN5%	 ൗจঢ় 
ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɻక·Γڧɺ

೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ 10NN�0%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɻⅣ層౔ओମɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1��4
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ 5NN ҎԼ �%ɻ಺༰物গͳ࣭͘ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻక·Γ͋Γɺ೪ੑऑɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ブϩοΫ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5% ؚΉɻϩʔϜ 	10:3���
10% ΍΍ૈ͍ɻࢠɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࡏࠞ
̏ɽ���5:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5% ؚΉɻϩʔϜ 	10:3���
�0% ΍΍ૈ͍ɻࢠɺక·Γ͋Γɺཻڧɻ೪ੑࡏࠞ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜཻࢠɾブϩοΫओମɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5% ؚΉɻ׊ࠇ৭౔ 	10:3���
10% ɻ͍ૈࢠɺཻڧɺక·Γڧɻ೪ੑࡏࠞ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1100�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ� 層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�0% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S11010
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ� 層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�0% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S11011
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞɾϩʔϜཻࢠ௚ܘ 1NN ҎԼ 1% ະຬɻཻࢠΛ΄ͱΜͲؚ·ͳ͍࣭ۉͳ౔層ɻⅢ� 層౔ओମɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN10% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑ͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ �0% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S11012
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ 1NN1%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN5%	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ 5NN ҎԼ �%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10 ʙ 15NN�0%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1% ະຬɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 5%ɻ

క·Γ極ڧɺ೪ੑڧɻ
̏ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜཻࢠͱ灰ԫ׊৭౔ཻ࣭ۉ͕ࢠʹࠞ͟ΔɻϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ �0%ɺࠇ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɻక·Γऑɺ೪ੑڧɻ
̐ɽ�10:35��� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 15 ʙ �0NN Λൗจঢ়ʹؚΉɻᒵ৭スコϦΞ௚ܘ � ʙ �NN�%ɻ஍山 	Ⅳ層 
 ʹ͍ۙɻక·Γɾ೪ੑ極ڧɻ
S11013
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ� 層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�0% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1101�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN5%	 ൗจঢ় 
ɻ࣭ۉͳ౔層ɻⅢ� 層૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺ୸化物ཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�%	 ൗจঢ় 
ɻక·Γ͋Γɺ೪ੑڧɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10 ʙ 15NN�0%	 ൗจঢ় 
ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 5%ɺࠇ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ �%ɻ஍山 	Ⅳ層 
 ʹ͍͕ۙɺ஍山ΑΓ

క·Γ͕ऑ͍ɻక·Γऑɺ೪ੑڧɻ

3

21

4

�

2
1 2

1

3
2
1

32
1

S1101�

S11011

S1
10
1�

S1
10
11

S11011

3
2

1 4
4

S11016

S11016

2
1

1

S1���

S1���

S%,2�41S%,2�41 S%,2�41S%,2�41

2

1

"

"

"`

"`�1��

"

"

"`

"`�1��

"

"

"`

"`�1��

#
#`

�1
��

#

#`

"

"

"`

"`�1�� " "`�1��

" "`

"

"

"`

"`�2�1

#

#

#`

#`
�2
�1

$

$

$`

$`
�2
�1

"

"

"`

"`�1��

"

"

"`

"`�1�6



　遺構と遺物

ᴷ 83 ᴷ

第 �6 図　S11014 ʙ 101�ɾ1021 ʙ 1024ɾ1026ɾ102�(1/40)

S1101�

S1101�

S11014 S1101� S11016

S11021 S11022 S11023

S11024 S11026 S1102�

S11014
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NN ҎԼ 1%ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ� 層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�0% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1101�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ�NNҎԼ1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ1%ɺϩʔϜブϩοΫ௚10ܘNN5%ؚΉ	ൗจঢ়
ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ�層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 15NN10% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S11016
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NNҎԼ1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ �NNҎԼ1%ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ� 層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 10NN�% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1101�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ�NNҎԼ1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ1%ɺϩʔϜブϩοΫ௚10ܘNN5%ؚΉ	ൗจঢ়
ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ�層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 15NN10% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̏ɽ�10:3���� ʹͿ͍ԫ׊৭౔層� 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ �0% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S1101�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᒵ৭スコϦΞ௚ܘ�NNҎԼ1%ɺϩʔϜཻࢠ௚ܘ�NNҎԼ1%ɺϩʔϜブϩοΫ௚10ܘNN5%ؚΉ	ൗจঢ়
ɻ࣭ۉͳ׊ࠇ৭౔ɻⅢ�層ʹ૬౰ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ 1 層ʹϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 15NN10% ؚΉ 	 ൗจঢ় 
ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S11021
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻⅢ� 層౔༝དྷ౔層ɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼ

のϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γɾ೪ੑඇৗʹ͋Γɻ
S11022
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻⅢ� 層౔༝དྷ౔層ɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙ

のϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γɾ೪ੑඇৗʹ͋Γɻ
S11023
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠඍྔࠞೖɻⅢ�層౔༝དྷ౔層ɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 1 層ʹۙࣅɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻⅢ

� 層౔༝དྷ౔層ɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S11024
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊ 	10:3���
 ܘ௚ࢠཻ �NNҎԼ�%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NNҎԼ1%ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
̎ɽ�10:3���� ʹͿ͍׊৭౔層� ϩʔϜブϩοΫ௚ܘ 5 ʙ 10NN�0%ɺᒵ৭スコϦΞ௚ܘ �NNҎԼ1%ɻక·Γڧɺ೪ੑڧɻ
S11026
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅣ層౔ओମɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S1102�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNલޙの୸化物ཻࢠগྔɺ௚ܘ�NNલޙのϩʔ

ϜཻࢠগྔࠞೖɻⅢ� 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
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第 �� 図　S1102�ɾ1031ɾ1034 ʙ 103�ɾ103�ɾ1041ɾ1043ɾ104�(1/40)

S1102�

S11036 S1103�

S11031 S11034 S1103�

S1103� S11041

S11043 S1104�

S1102�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN લ

�গྔࠞೖɻⅢࢠのϩʔϜཻޙ 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S11031
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠগྔɺ௚ܘ � ʙ

�NN のϩʔϜブϩοΫগྔࠞೖɻⅢ� 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S11034
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻⅢ�

層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S1103�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠඍྔࠞೖɻⅢ�層౔ओମɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ௚ܘ

�NN લޙの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅣ層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S11036
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ௚ܘ

�NN ҎԼの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅢ� 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋ΓŊ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1103�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻⅢ�層౔ओମɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ௚ܘ

�NN લޙの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅣ層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
 ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠଟྔɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫগྔɺ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻ

গྔࠞೖɻⅣ層ɾɒࢠ 層߹౔ɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1103�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN લ

�গྔࠞೖɻⅢࢠの୸化物ཻޙ 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S11041
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN લ

�গྔࠞೖɻⅢࢠの୸化物ཻޙ 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S11043
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN લ

ܘগྔɺ௚ࢠのϩʔϜཻޙ �NN લޙのϩʔϜブϩοΫগྔࠞೖɻⅢ� 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S1104�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN લ

�গྔࠞೖɻⅢࢠのϩʔϜཻޙ 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ΍΍ଟྔɺ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅢ� 層౔ओମɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
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ている。
S1104�　2-6 東۠の埋຅୩にൺֱత近いҐஔで検出された。෴土は 2 ૚に෼けられ、いͣれもᶙ 3
૚土が主ମで、ڞに炭化物ཻ子がগྔࠞೖしている。
S11046ɾS1104�　411047 が 411046 を੾っている。411046・1047 に෴土に炭化物ཻ子がগྔڞ
ࠞೖしている。
S1104�　長࣠ 26DN の小さなԁ形のピットで、ᶚ૚土を主ମとする෴土には炭化物ཻ子がগྔࠞೖ
している。
S110�2ɾ10�3　2 基のピットが੾合っており、411052 の方が新しい。411052 の 2 ૚からなるの෴
土の૒方に、炭化物ཻ子がগྔࠞೖしている。 （相原）

第 �� 図　S11046ɾ104�ɾ104�ɾ10�1 ʙ 10�3ɾ10��(1/40)

S1104� S110�1 S110�2ɾ10�3

S110��

S11046ɾ104�

S11046
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN લ

�গྔࠞೖɻⅢࢠの୸化物ཻޙ 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S1104�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼの୸化物ཻࢠඍྔࠞೖɻⅢ�層౔ओମɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN Ҏ

Լの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅣ層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S1104�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN Ҏ

Լの୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅣ層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S110�1
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
5%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠඍྔࠞೖɻⅢ�層౔ओମɻ

క·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S110�2
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠɺ௚ܘ �NN લޙの

୸化物ཻࢠগྔࠞೖɻⅢ� 層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠগྔɺ௚ܘ �NN Ҏ

ԼのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻⅣ層౔ओମɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S110�3
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
1%ɺ௚1ܘNNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
1%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻⅢ�層౔ओମɻ

క·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
S110��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜཻࢠɾブϩοΫ 	10:35��
 ओମɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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15�　S1977 土૚அ໘　南南東͔Β14�　S1976 શܠ　南南東͔Β13�　S1975 土૚அ໘　西南西͔Β

12�　S1974 土૚அ໘　西南西͔Β11�　S1973 土૚அ໘　西南西͔Β10�　S1972 土૚அ໘　西南西͔Β

9�　S1903	 ࠨ 
ɾ904 શܠ　西南西͔Β8�　S1904 土૚அ໘　西南西͔Β7�　S1903 土૚அ໘　西南西͔Β

6�　S1796 土૚அ໘　南南東͔Β5�　S1764 土૚அ໘　南南東͔Β4�　S1702 શܠ　西南西͔Β

1�　S1682 શܠ　南南東͔Β 3�　S1701 શܠ　南南東͔Β2�　S1684 શܠ　南南東͔Β

第 59 図　S1682ɾ684ɾ701ɾ702ɾ764ɾ796ɾ903ɾ904ɾ972 ～ 977 ࣸਅ
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15�　41994 ౔૚அ໘　๺౦͔Β14�　41993 શܠ　ೆೆ౦͔Β13�　41992 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

12�　41991 શܠ　౦๺౦͔Β11�　41990 શܠ　੢ೆ੢͔Β10�　41988 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

9�　41987 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β8�　41986 શܠ　๺౦͔Β7�　41985 શܠ　๺౦͔Β

6�　41984 શܠ　ೆೆ౦͔Β5�　41983 શܠ　౦๺౦͔Β4�　41982 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

1�　41978 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β 3�　41980 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β2�　( Β͔ࠨ )41978・979・977 શܠ
๺๺੢͔Β

第 60 図　41978 ʙ 980・982 ʙ 988・990 ʙ 994 ࣸਅ
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15�　S11022 土૚அ໘　南西͔Β14�　S11021 શܠ　南西͔Β13�　S11018 શܠ　南東͔Β

12�　S11017 土૚அ໘　南南東͔Β11�　S11016 શܠ　南͔Β10�　S11015 土૚அ໘　南南東͔Β

9�　S11014 શܠ　南南東͔Β8�　S11013 શܠ　東๺東͔Β7�　S11012 શܠ　南͔Β

6�　S11011	 ࠨ 
ɾ1019 શܠ 東͔Β5�　S11010 શܠ　南南東͔Β4�　S11009 શܠ　南南東͔Β

1�　S1995 土૚அ໘　南南東͔Β 3�　S1999 શܠ　西南西͔Β2�　	 ӈ͔Β 
S1996ɾ997ɾ998 શܠ
南南東͔Β

第 61 図　S1995 ～ 999ɾ1009 ～ 1019ɾ1021ɾ1022 ࣸਅ
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15�　S11043 土૚அ໘　東๺東͔Β14�　S11041 土૚அ໘　東๺東͔Β13�　S11039 土૚அ໘　南南東͔Β

12�　S11038 શܠ　南南西͔Β11�　S11037 土૚அ໘　南南西͔Β10�　S11036 土૚அ໘　南南東͔Β

9�　S11035 土૚அ໘　東南東͔Β8�　S11034 土૚அ໘　南南東͔Β7�　S11031 土૚அ໘　南南東͔Β

6�　S11030 શܠ　南南東͔Β5�　S11028 土૚அ໘　๺西͔Β4�　S11027 土૚அ໘　๺西͔Β

1�　S11023 શܠ　南南東͔Β 3�　S11026 土૚அ໘　๺๺西͔Β2�　S11024 શܠ　南͔Β

第 62 図　S11023ɾ1024ɾ1026 ～ 1028ɾ1030ɾ1031ɾ1034 ～ 1039ɾ1041ɾ1043 ࣸਅ
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41679 272-89 第 29 ਤ ʵ 	 ཛ形 
 # 	27
 	8
 17
東西

ϕϧト
	ᶙ2


ʵ 東西ϕϧトにかかる。

41682 272-80・
282-71 第 29 ਤ 第 59 ਤ 	 ۱ؙ長方形 
 % 	30
 	22
 42

東西
ϕϧト
	ᶙ2


ʵ 東西ϕϧトにかかる。

41684 272-79 第 53 ਤ 第 59 ਤ ԁ形 " 40 40 21 ᶚ ʵ
41701 272-59 第 53 ਤ 第 59 ਤ 多֯形 # 28 21 25 ᶛ ʵ
41702 282-61 第 53 ਤ 第 59 ਤ ཛ形 # 20 19 19 ᶚ ʵ
41764 292-22 第 29 ਤ 第 59 ਤ ԁ形 % 28 27 25 ᶙ2 ʵ
41796 282-41 第 53 ਤ 第 59 ਤ ପԁ形 $ 40 32 11 ᶙ3 ʵ
41903 282-54 第 53 ਤ 第 59 ਤ ཛ形 " 25 23 17 ᶚ ʵ
41904 282-54 第 53 ਤ 第 59 ਤ ཛ形 # 28 24 36 ᶚ ʵ

41972 272-84 第 53 ਤ 第 59 ਤ 	 ཛ形 
 # 	20
 	10
 28 ᶚ ʵ 4417 ൣғ内。
4%,2749に੾られる。

41973 272-84 第 53 ਤ 第 59 ਤ 	 ཛ形 
 $ 	31
 	24
 29 ᶚ 焼礫 1 点 15�7H 4417 ൣғ内。
4%,2750 に੾られる。

41974 272-84 第 53 ਤ 第 59 ਤ ପԁ形 " 40 33 47 ᶚ 焼礫 1 点 92�7H 4417 ൣғ内。

ᴷ 90 ᴷ

9�　S11056 શܠ　南南東͔Β��8�　S11055 શܠ　南南東͔Β7�　S11054 શܠ　南南東͔Β

6�4�　S11050 土૚அ໘　東͔Β

1�　S11045 શܠ　南南東͔Β 3�　S11049 શܠ　南東͔ΒS11046	 ӈ 
ɾ1047 土૚அ໘
東๺東͔Β

2�

S11052	 ࠨ 
ɾ1053 土૚அ໘
東南東͔Β5�　S11051 土૚அ໘　東๺東͔Β

第 63 図　S11045 ～ 1047ɾ1049 ～ 1056 ࣸਅ
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41975 272-84・85 第 53 ਤ 第 59 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	30
 	14
 39 ᶚ ʵ 4417 ൣғ内。
4%,2750 に੾られる。

41976 272-85 第 29 ਤ 第 59 ਤ ԁ形 # 22 19 33 ᶚ 焼礫 2 点 122�4H 4417 12 ൣғ内。
41977 272-85 第 53 ਤ 第59・60ਤ ԁ形 E 45 38 39 ᶚ 焼礫 1 点 10�3H 4417 ൣғ内。
41978 272-85 第 54 ਤ 第 60 ਤ 多֯形 % 30 27 31 ᶚ ʵ 4417 ൣғ内。
41979 272-85 第 54 ਤ 第 60 ਤ ཛ形 % 36 29 25 ᶚ 焼礫 2 点 73�0H 4417 ൣғ内。

41980 272-85 第 29 ਤ 第 60 ਤ 	 ପԁ形 
 " 	30
 	20
 29 ᶚ 焼礫 1 点 32�7H 4417 ൣғ内。
4%,2752 に੾られる。

41982 291-70・80 第 54 ਤ 第 60 ਤ ԁ形 " 32 28 16 ᶚ ʵ
41983 291-89 第 29 ਤ 第 60 ਤ 多֯形 $ 46 38 20 ᶚ ʵ
41984 291-87・97 第 54 ਤ 第 60 ਤ ପԁ形 $ 42 34 24 ᶛ ʵ
41985 291-88 第 54 ਤ 第 60 ਤ ԁ形 # 49 43 37 ᶛ ʵ 41994 を੾る。
41986 291-87 第 54 ਤ 第 60 ਤ ԁ形 $ 24 22 11 ᶛ ʵ
41987 291-87 第 54 ਤ 第 60 ਤ 多֯形 " 24 24 34 ᶛ ʵ
41988 291-87 第 54 ਤ 第 60 ਤ ෆ੔ପԁ形 E 53 50 22 ᶛ ʵ

41990 272-95 第 54 ਤ 第 60 ਤ 	 ԁ形 
 " 28 27 18 ᶚ ʵ 4417 ൣғ内。
4%,2750 に੾られる。

41991 272-84 第 29 ਤ 第 60 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	27
 	14
 16 ᶚ ʵ 4417 ൣғ内。4%,2749 に੾られる。

41992 272-84 第 54 ਤ 第 60 ਤ 	 ཛ形 
 # 29 28 11 ᶚ ʵ 4417 炭化物ൣғ内。
41995 に੾られる。

41993 291-87 第 55 ਤ 第 60 ਤ ཛ形 " 27 25 19 ᶛ ʵ
41994 291-88 第 55 ਤ 第 60 ਤ 	 ཛ形 
 " 	19
 	10
 21 ᶛ ʵ 41985 に੾られる。

41995 272-84 第 54 ਤ 第 61 ਤ 多֯形 % 46 37 26 ᶚ ʵ 4417 炭化物ൣғ内。
41992 を੾る。

41996 272-85 第 29 ਤ 第 61 ਤ ཛ形 # 23 18 29 ᶛ ʵ 4417 ൣғ内。
4%,2754 に੾られる。

41997 272-85 第 29 ਤ 第 61 ਤ ෆ੔ପԁ形 E 35 31 27 ᶛ ʵ 4417 ൣғ内。
41998 272-85 第 29 ਤ 第 61 ਤ ԁ形 $ 27 26 21 ᶛ ʵ 4417 ൣғ内。
41999 273-4 第 55 ਤ 第 61 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 69 60 101 ᶛ ʵ 4%,2741 に੾られる。

411009 291-83・84 第 55 ਤ 第 61 ਤ ԁ形 " 34 33 33 ᶙ3 ʵ
411010 291-83 第 55 ਤ 第 61 ਤ ԁ形 " 28 24 18 ᶙ3 ʵ
411011 291-83 第 55 ਤ 第 61 ਤ ԁ形 # 29 26 28 ᶙ3 ʵ 411019 を੾る。
411012 291-83 第 55 ਤ 第 61 ਤ ཛ形 E 67 56 39 ᶙ3 ʵ
411013 291-84 第 55 ਤ 第 61 ਤ ཛ形 % 60 37 28 ᶙ3 ʵ
411014 291-75 第 56 ਤ 第 61 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 61 47 23 ᶙ3 ʵ
411015 291-75 第 56 ਤ 第 61 ਤ ପԁ形 $ 44 36 14 ᶙ3 ʵ
411016 291-83 第 56 ਤ 第 61 ਤ 多֯形 " 38 28 28 ᶙ3 ʵ
411017 291-75・85 第 56 ਤ 第 61 ਤ ԁ形 " 35 30 20 ᶙ3 ʵ
411018 291-75 第 56 ਤ 第 61 ਤ ԁ形 " 37 34 15 ᶙ3 ʵ
411019 291-83 第 55 ਤ 第 61 ਤ 	 ෆ੔ପԁ形 
 # 	26
 	18
 32 ᶙ3 ʵ 411011 に੾られる。
411021 291-83・84 第 56 ਤ 第 61 ਤ 多֯形 $ 30 26 15 ᶚ ʵ
411022 291-73 第 56 ਤ 第 61 ਤ ପԁ形 " 30 26 27 ᶚ ʵ
411023 291-83 第 56 ਤ 第 62 ਤ ԁ形 " 36 35 38 ᶚ ʵ
411024 291-96 第 56 ਤ 第 62 ਤ ପԁ形 # 37 28 27 ᶚ ʵ
411026 291-90 第 56 ਤ 第 62 ਤ ཛ形 " 33 29 16 ᶚ〜ᶛ ʵ
411027 301-81・91 第 56 ਤ 第 62 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 	40
 	22
 19 ᶚ ʵ
411028 301-81 第 57 ਤ 第 62 ਤ 	 多֯形 
 " 44 34 12 ᶚ ʵ
411030 301-81 第 29 ਤ 第 62 ਤ ԁ形 " 50 47 18 ᶚ ʵ
411031 301-71 第 57 ਤ 第 62 ਤ ԁ形 " 44 37 17 ᶚ ʵ
411034 291-90 第 57 ਤ 第 62 ਤ ԁ形 $ 35 33 12 ᶚ ʵ
411035 291-89・90 第 57 ਤ 第 62 ਤ 多֯形 $ 49 47 25 ᶚ ʵ
411036 291-99 第 57 ਤ 第 62 ਤ 	 ෆ੔ପԁ形 
 " 79 75 35 ᶚ ʵ
411037 291-89 第 57 ਤ 第 62 ਤ ཛ形 % 50 42 25 ᶚ ʵ
411038 291-99 第 29 ਤ 第 62 ਤ ཛ形 " 45 38 11 ᶚ ʵ
411039 291-84 第 57 ਤ 第 62 ਤ ԁ形 E 32 31 19 ᶚ ʵ
411041 291-74 第 57 ਤ 第 62 ਤ 	 ෆ੔長方形 
 " 25 21 25 ᶚ ʵ
411043 292-4 第 57 ਤ 第 62 ਤ ԁ形 " 24 21 20 ᶚ ʵ
411045 292-15 第 57 ਤ 第 63 ਤ ପԁ形 $ 33 28 24 ᶚ ʵ
411046 292-25 第 58 ਤ 第 63 ਤ ପԁ形 " 30 	27
 14 ᶚ ʵ 411047 に੾られる。
411047 292-25 第 58 ਤ 第 63 ਤ 	 ཛ形 
 " 	42
 	32
 14 ᶚ ʵ 411046 を੾る。
411049 292-14 第 58 ਤ 第 63 ਤ ԁ形 " 26 24 16 ᶚ ʵ
411050 292-24 第 29 ਤ 第 63 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 29 26 17 ᶚ ʵ
411051 292-14 第 58 ਤ 第 63 ਤ ԁ形 " 29 27 13 ᶚ ʵ
411052 292-14 第 58 ਤ 第 63 ਤ ԁ形 " 25 22 15 ᶚ ʵ 411053 を੾る。
411053 292-14 第 58 ਤ 第 63 ਤ 	 ԁ形 
 " 	23
 	21
 10 ᶚ ʵ 411052 に੾られる。
411054 292-14 第 29 ਤ 第 63 ਤ 多֯形 " 42 38 18 ᶙ3 ʵ
411055 291-86 第 58 ਤ 第 63 ਤ ԁ形 $ 39 37 13 ᶛ ʵ
411056 291-86 第 29 ਤ 第 63 ਤ 	 ۱ؙ長方形 
 % 54 31 33 ᶛ ʵ

411059 292-25 第 29 ਤ ʵ ʵ 	$
 ʵ ʵ 	17
 南นஅ面
	ᶙ3
 ʵ

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。
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4）　遺構外出土遺෺（第 64 〜 94 ਤ、第 13・14 ද）
"　土器（第 64 〜 81 ਤ、第 13 ද）

本報告の調査地点で出土した縄文時代の遺構֎出土遺物は、土器、土製品、石器で͋る。縄文土器
については、அ続తでは͋るものの、ૣ期から晩期にࢸるまでの土器を確認している。縄文土器શ
ମのഁ片数は 1,154 点、ॏྔは 14,809�1H で͋る。時期別の内༁は、ૣ期 18 点 232H、前期 446 点
5,690�8H、中期 415 点 6,921�2H、中期〜後期 1 点 10�4H、後期 80 点 894H、晩期 10 点 46�1H で͋
る。また、時期ٴͼܕ式がෆ໌な土器は 184 点 1,014�6H で͋る。縄文土器શମを占めるׂ合を見ると、
前期が約 38�、中期が約 35� で、ଞの時期とൺ΂、ׂ 合のߴさがࡍ立っている。本報告で特筆す΂きは、
ඍྔながら晩期にؼ属する土器が出土したことで͋る。この中には、晩期後半にҐஔ෇けられる大ಎ
" 〜 "` 式ซ行とଊえられる土器もؚまれている。

縄文土器の෼෍ਤを第 64・65 ਤにࣔした。時期別の෼෍状況では、出土ྔのগないૣ期と晩期で
は、ہ所తに෼෍していることがӐえる。前期と中期では調査۠શ域に෼෍が見られるが、֤時期
ともに、෼෍が特に集中する部෼が͋ることがಡΈऔれる。前期では、大きく෼けて 292-4 〜 6 ά
リッド෇近と、282-53・54・63・64 άリッド෇近の 2 箇所に集中している。292-4 〜 6 άリッド
෇近では、ᶙ૚Լ部〜ᶚ૚で検出した埋຅୩との関連ੑがࢦఠできる。埋຅୩を検出したࡍに、ॾү
C 式土器がややまとまった状ଶで出土しているからで͋る。一方、中期に関しては、282-42 〜 44・
52 〜 54・62・63 άリッド෇近の集中部に近઀して縄文時代の集石を検出していることから、それ
に関連するՄೳੑがߟえられよう。後期の土器の෼෍は 292-5 άリッド෇近にやや集中する༷子が
見られるが、ࢄອな状況で͋る。

の土器ظૣ
第 66・67 ਤ 1・2 はૣ期前半の೨ࢳ文ܥ土器のՆౡ式〜Ҵՙ୆式、3 はૣ期前半の田ށԼ૚式、

4 〜 6 はૣ期後半の条痕文ܥ土器で͋る。1 はఈ部に近い಑部のഁ片で、೨ࢳ文 L がॎ方޲にࢪ文さ
れる。2 はཻ࠭を多くؚΉ଻土で、֎面には೨ࢳ文 3 が見られる。1・2 はいͣれも೨ࢳの条間がൺ
ֱతࡉかい。3 はԣҐの௜ઢによる文༷が見られる。4 〜 6 は条痕文ܥ土器のഁ片で͋ろう。いͣれ
も଻土にણҡをؚΉが、ແ文で͋る。
લظの土器

第 66・67 ਤ 7 〜第 72・73 ਤ 44 は前期後半のॾү式にؼ属する。45 は前期の土器とߟえられるが、
。式は൑વとしないܕ

第 66・67 ਤ 7 〜第 68・69 ਤ 19 は同一ݸମで͋る。ޱԑ部は平ޱԑで、গなくとも 2 箇所に山
形の小ಥىが෇くことが૝定される。文༷は、୯અ 3L 縄文を地文とし、ޱԑ部には半ፊ஛؅を༻い
たԣҐの௜ઢ、それよりԼ方にはࣼަする௜ઢによる文༷が見られる。18・19 のように、಑部でも
ఈ部෇近では୯અ 3L 縄文のΈがࢪされている。18 の器ߴ 13�9DN、෮ݩしたఈܘは 10DN、19 の器
はߴ 6DN、෮ݩしたఈܘは 10DN で͋る。20 はޱԑ部が「く」のࣈ状に۶ંする器形で、֎面はແ
文で͋る。21 は಑部ഁ片で、ແઅ 3 縄文がࢪ文されている。第 66・67 ਤ 7 〜第 68・69 ਤ 21 は
いͣれもॾү C 式で͋る。

22 は内֎面ともにԣҐのナσといった調੔痕が見られるが、֎面はແ文とߟえられる。一部に஛
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؅文のようなѹ痕が認められるが、ࢪ文ではなく、ۮ発తに෇いたものとਪ࡯される。22 の෮ݩし
たܘޱは 16DN、器ߴは 8�3DN で͋る。23・24 は಑部ഁ片で、これらもແ文で͋る。ྠ積Έ痕が໌
ྎに࢒っている。22 〜 24 は同一ݸମとߟえられ、ॾү C 〜 D 式にൺ定できよう。

25 〜第 70・71 ਤ 31 は同一ݸମで͋る。ޱԑ部が内܏し、ᰍ部は؇くくͼれる器形と૝定される。
ᰍ部を境にして、ޱԑ部文༷帯と಑部文༷帯が෼けられる。ޱԑ部文༷帯は、集合௜ઢとࡉい粘土ඥ
に連続するࠁΈをՃえた݁અුઢ文で構成される。ޱ৶部にԊって同༷の݁અුઢ文が見られる΄か、
৶部௚Լよりޱ 3 本 1 ୯Ґの݁અුઢ文が山形に഑ஔされている。಑部文༷帯は、ࣼҐ͋るいはॎ
Ґの集合௜ઢにཻ状のුઢ文がϥンμϜにషり෇けられている。32 は、ޱԑ部内面から֎面にかけ
てંりฦすように๮状のོ帯がషり෇けられている。ོ帯以֎では、集合௜ઢが認められる。33・
34 はࣼҐ͋るいはॎҐの集合௜ઢをࢪしたのち、ཻ状のුઢ文がషり෇けられている。35 は集合௜
ઢのΈが確認できる。34・35 は同一ݸମで͋る。36 〜 38 は集合௜ઢによるࢪ文で、଻土や৭調等
から同一ݸମͩとߟえられる。第 68・69 ਤ 25 〜第 70・71 ਤ 38 はॾү D 式で͋る。

39 〜 41 はいͣれも器นがްく、଻土のཻ子がૈい特௃から同一ݸମで͋り、41 のఈ部には໢代
痕が࢒る。໢代は 2 本જり 1 本ӽえとߟえられ、ॎとԣとで෯がҟなるૉ材が༻いられている。෮
はܘしたఈݩ 15�2DN、器ߴは 3�9DN で͋る。第 72・73 ਤ 42 〜 44 は同一ݸମの಑部ഁ片で、ແ
文で調੔痕のΈが認められる。第 70・71 ਤ 39 〜第 72・73 ਤ 44 はॾү式とした。

45 は଻土等の༷相から前期後半のؼ属としたが、ແ文で͋り、ܕ式はෆ໌で͋る。
தظの土器

第 72・73 ਤ 46〜55 は中期初頭のྖޒϲ୆式、56 はѨۄ୆式、第 74・75 ਤ 57 〜 75 は中期前
半のউࡔ式、76 〜第 76・77 ਤ 94 は中期後半のՃીར E 式、第 78・79 ਤ 95・96 は中期後半の
連ހ文土器、97 〜 108 は中期後半のીར式とした。109 〜 113 は中期の土器とߟえられるが、ܕ
式は特定できなかった。

第 72・73 ਤ 46 〜 48 は同一ݸମで、೾状ޱԑを༗する。ޱ৶部をංްさせ、46・47 のように、
೾௖部には๮状޻具によるࠁΈが 3 ないし 4 ୯Ґࢪされている。ޱԑ部௚Լでは部෼తに縄文がࢪ
文されており、47 はແઅ 3 縄文が認められる一方で、46・48 はແ文で͋る。46 〜 48 はྖޒϲ୆
ᶘ式で͋る。49 はޱ৶部に೾状のོ帯をషり෇けたޱԑ部で͋る。半ፊ஛؅によるۂઢ状の௜ઢと、
同じく半ፊ஛؅を༻いたࢗಥがࢪされている。50 はޱ৶部に๮状޻具によるࠁΈが෇けられ、ོ帯
と上Լのަࢗޓಥによるࢪ文が認められる。金Ӣ฼と石ӳがඇৗに多くؚまれ、ཻ子がૈく͟らつ
いた଻土が特௃తで͋る。51 はԣҐのོ帯とॎҐの௜ઢによる文༷で͋る。52 は಑部ഁ片で、୯અ
3L 縄文がࢪされている。଻土には金Ӣ฼や石ӳが多くؚまれ、特௃తな༷相をࣔしている。53・54
は縄文を地文として、ॎҐのོ帯と௜ઢによる文༷で͋る。55 も縄文を地文とし、ॎҐの௜ઢがࢪ
されている。49 〜 55 はྖޒϲ୆式とした。

56 はޱ৶部にོ帯をషり෇けංްさせた器形で、ޱԑ部௚Լには֯ԡ文によるࢪ文が認められる。
56 の଻土にも金Ӣ฼や石ӳが多くؚまれている。56 はѨۄ୆ᶗ B 〜ᶗ C 式にൺ定される。

第 74・75 ਤ 57 〜 63 は同一ݸମで͋り、57 〜 30 の形状からޱԑ部は೾状ޱԑとਪ࡯される。
೾௖部にはӔרき状のོ帯がషり෇けられ、それがऄ行してޱԑ部΁とԼる。೾状部のޱ৶部には๮
状޻具によるࠁΈがࢪされている。ޱԑ部から಑部にかけては、: 文ࢪ状͋るいはॎҐのོ帯文がࣈ
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第 64 図　ೄจ࣌୅౔ث分布図 (1)(1/800)
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第 65 図　ೄจ࣌୅౔ث分布図 (2)(1/800)
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されている。63 のように、ॎҐのོ帯はఈ部までਨԼしている。ఈ部֎面にはϔϥナσのような調
੔痕が࢒る。63 の器ߴは 7DN、෮ݩしたఈܘは 14�6DN で͋る。部Ґによって多Չは͋るものの、
第 74・75 ਤ 57 〜 63 の଻土にも石ӳが多くؚまれている。64・65 のޱԑ部文༷帯はོ帯による
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長ପԁ形の۠ըがࢪされ、۠ը内にはོ帯にԊって֯ԡ文が見られる。64 では۠ը文の間にこͿ状
のಥىが෇Ճされ、65 では۠ըͲうしをٯ 6 状のོ帯でつな͛ている。66ࣈ はོ帯による۠ըが
され、67ࢪ では֯ԡ文がԣҐにめ͙る。64 〜 67 は同一ݸମで͋り、଻土にؚまれている金Ӣ฼が
特௃తで͋る。68 はᰍ部から಑部のഁ片で、ॎҐの௜ઢと֯ԡ文がࢪ文されている。69 はᰍ部のഁ
片で、ԣҐのོ帯によりޱԑ部を۠ըし、その上部にԣҐとॎҐに֯ԡ文がࢪされている。70 は಑
部ഁ片で͋り、ώμ状の઀合痕がݦ著に࢒る。57 〜 70 は、଻土や文༷等からউࡔ 1 式とした。

71 は୯અ L3 縄文を地文として、ޱԑ部に೾状௜ઢと、その௚Լに௜ઢによるԁ形文が見られる。
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72 はޱԑ部が内࿷する器形をఄする。ޱԑ部からᰍ部にかけて、ۂઢ状のོ帯۠ը文がࢪ文され、
その内部は௜ઢと๮状޻具によるࢗಥでॆరされている。73 はོ帯による文༷で͋る。74 はϖンઌ
状޻具による三֯ԡ文と半ፊ஛؅による௺形文がฒ行してࢪ文されている。75 はོ帯の周ғにΩϟ
タピϥー文がめ͙り、その周りにࣃڒ状の௜ઢがࢪされている。71 〜 75 はউࡔ 2 式で͋る。

76 は೨ࢳ文 L がࢪ文された಑部ഁ片で͋る。Ճીར E1 式にൺ定されよう。77 のޱԑ部文༷帯は、
ོ帯と௜ઢによる۠ըがࢪされ、地文には୯અ 3L 縄文が༻いられている。78 はԁ౵状のಥىが෇
帯するޱԑ部で、ಥى上部がややۼΜでいる。ແઅ 3 縄文を地文として、2 本一ରの௜ઢによるۣ
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形͋るいはٯ 6 されている。第ࢪ状の۠ըがࣈ 76・77 ਤ 79・80 はޱԑ部文༷帯がফࣦした段֊
の土器で、ޱԑ部௚Լから಑部文༷がల։している。ແઅ 3 縄文を地文として、2 本௜ઢによるٯ 6
文や調੔等の特௃から第ࢪ、ମで͋るがݸ状の۠ըが見られる。これらは同一ࣈ 74・75 ਤ 78 も同

36

37

39

40

41

38

30 31

32 33

34
35

第 70 図　ೄจ࣌୅遺ߏ֎出土遺物 	3
	1�3




　遺構と遺物

ᴷ 101 ᴷ

一ݸମのՄೳੑがߟえられる。81 〜 83 もޱԑ部文༷帯がফࣦした段֊の土器で͋る。地文は୯અ
3L 縄文で、ޱԑ部ではԣ方޲に、಑部ではॎ方޲にࢪ文されている。ٯ 6 状のແ文帯とऄ行௜ઢࣈ
とがަޓに഑ஔされており、82 では࿵ख状の௜ઢも認められる。84・85 はいͣれも୯અ L3 縄文を
地文とし、௜ઢがਨԼする文༷で͋る。84 にはૈい縄文が༻いられており、同༷の縄文がࢪ文され
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たഁ片は見つかっていない。77 〜 85 はՃીར E3 式で͋る。
86 〜 90 は同一ݸମで、೾状ޱԑのਂുで͋る。ޱ৶部はඍོ帯によりංްさせ、87 にはڮ状把

खが෇くと૝定される。ࡉ௜ઢによる۠ը文がࢪされ、その内部には୯અ L3 縄文のॆర文が見られる。
86 〜 90 はՃીར E4 式にൺ定される。91・92 はོ帯による۠ըがࢪされている。93 はඍོىઢ文
による۠ըがࢪ文されている。94 は浅ുのݞ部で、ོ帯と௜ઢによるԣҐの۠ըが見られ、۠ը内
はॎҐの条ઢでॆరされている。91 〜 94 はՃીར E2 〜 3 式とした。
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第 78・79 ਤ 95・96 はՃીར E 式ซ行の連ހ文土器で、いͣれも条ઢを地文として、ଠめの௜ઢ
による۠ը文がࢪされている。
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97・98 はીར式に෼類できよう。いͣれも、ॎҐの条ઢがࢪ文されている。98 のఈ部には໢代
痕が࢒る。99 はԣҐのོ帯と半ፊ஛؅を༻いたॎҐの௜ઢによるࢪ文で、ીརᶘ式とした。100 〜
102 は଻土や文༷等から同一ݸମと൑அした。また、これらと同一ݸମのഁ片が 4415 出土遺物にも
ؚまれている（第 33 ਤ 1）。4415 出土のഁ片もؚめると、この土器はޱԑ部文༷帯がফࣦした段֊
で͋り、ޱԑ部௚Լから಑部文༷がࢪ文されている。ਨԼする௜ઢは見られないようで、ҁਿ状͋る
いはࣼҐの௜ઢによる文༷構成とߟえられる。103 〜 105 はࣼҐの୹い௜ઢによる文༷が認められ
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る。105 では௜ઢがഁ片上部のΈに見られることから、ఈ部に近いഁ片ͩとߟえられる。なお、103
〜 105 と 4415 出土の第 33 ਤ 2 は同一ݸମで͋る。106 はޱԑ部෇近にԣҐの௜ઢがめ͙り、௜ઢ
による۠ը内֎に「ϋ」のࣈ状の୹௜ઢがॆరされている。107・108 は௜ઢ۠ըの内部にࢗಥがࢪ
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されている。これらは同一ݸମとߟえられる。100 〜 108 はીརᶚ〜ᶛ式で͋る。
109 〜 112 は中期にؼ属するで͋ろう土器の಑Լ部からఈ部ഁ片で͋る。文༷が見られͣ、ܕ式

の特定は೉しいが、111 は଻土に石ӳがؚまれている特௃から、中期前半の土器とߟえられる。113
は、形状から器୆の٭部と൑அした。֎面にࢪ文は見られͣ、調੔痕のΈが認められる。
の土器ظޙ

第 80・81 ਤ 114 〜 119 は後期前半のງ೭内式、120 は後期後半のՃીར # 式、121・122 は後
期後半のી୩〜安行 1 式ซ行、123 〜 125 は後期後半のૈ製土器で͋る。126 〜 133 は後期の土器
では͋るが、ܕ式はෆ໌で͋る。

第 80・81 ਤ 114 は௜ઢによるԣҐの۠ըがࢪされ、۠ը内には୯અ L3 縄文がॆరされる。115
はޱԑ部をོ帯でංްさせ、ޱ৶部には๮状޻具によるࠁΈがࢪされている。ོ帯のԼには௜ઢによ
るॏ三֯文が認められる。116 は೾状ޱԑのޱԑ部で、֎面にはແઅ L がࢪ文されている。117 は
ฒ行する 2 本の௜ઢと、そのԼ方に୯અ L3 縄文が認められる。118 にも୯અ L3 がࢪ文されている。
第 80・81 ਤ 114 〜 118 はງ೭内 1 式とした。

119 は஫ޱ土器の把ख部෼で͋る。把खの֎ଆには、஛؅のような޻具によるਂいࢗಥがΈられる。
把ख部෼の形状等から、ງ೭内 1 〜 2 式と൑அした。

120 はՃીར # 式の೾状をఄするޱԑ部で、೾௖部にはԁ形のಥىがுり෇けられている。ޱԑ
部にԊって、連続するࢗಥと௜ઢによる山形の۠ըが設けられ、内部は୯અ L3 縄文がॆరされている。
121・122 は同一ݸମで、いͣれもॎҐのナσののち、ޱԑ部௚ԼにԣҐに連続するࢗಥがࢪされて
いる。ࢗಥの෯は、0�6 〜 1DN ఔ౓で͋る。これらは、ી୩式〜安行 1 式のૈ製土器とߟえられる。

123・124 は஛؅͋るいはࢦ等で෯޿の௜ઢを多条にҾき、Θͣかにོىした部෼に๮状޻具によ
るࠁΈがࢪされている。125 はޱԑ部からਨԼする㑑帯にࠁΈがࢪされている。123 〜 125 は後期
後半のૈ製土器で、いͣれも同一ݸମで͋る。

126 〜 128 はいͣれもແ文のૈ製土器で͋る。129 はޱ৶部の一部をԡೀし、平ୱな面がつくり
出されている。֎面には条ઢ状の調੔痕が認められる。130・131 は同一ݸମとߟえられ、֎面はແ
文ͩが、ԣҐのϛΨΩがࢪされている。132・133 は同一ݸମの಑部ഁ片で͋る。いͣれもແ文で、
ԣҐのέズリやॎҐのϛΨΩといった調੔痕のΈが認められる。126 〜 133 はܕ式ෆ໌で͋る。
൩ظの土器

第 80・81 ਤ 134 は晩期前半の安行 3B 〜 3C 式ซ行、135 〜 145 は晩期後半の大ಎ " 式・"� 式
ซ行の一群で͋る。134 は೾状ޱԑのുで、೾௖部が 2 つ連続する形状と૝定される。ޱԑ部にԊっ
て୯અ L3 縄文がԣҐにࢪ文されている。135 〜 145 はいͣれもുのޱԑ部͋るいはମ部のഁ片で、
௜ઢによるࣈ޻文ないしはม形ࣈ޻文がඳ出されているとߟえられる。いͣれもࡉ片で͋り、具ମత
な文༷構成はෆ໌で͋る。137 では௜ઢのԼ方に୯અ L3 縄文がԣҐにࢪ文されている。135 や 137
のように、֎面に੺৭إྉが෇ணしているഁ片もؚまれている。

#　土੡඼（第 82 ਤ、第 13 ද）
遺構֎から 5 点、67�4H の土製品が出土した。いͣれもਂു಑部ഁ片をଧちׂり、ݚຏし、Ճ޻し

た土製ԁ൫で͋る。形状は 142 〜 145 がԁ形をఄし、146 のΈ۱ؙ長方形に近い。142 のଆ面の一
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部には໌ྎなݚຏ痕が認められるが、それ以֎は͋まりݚຏしていないようで͋る。
$　ੴ器（第 83 〜 94 ਤ、第 14 ද）

遺構֎から出土した石器は 106 点を数え、૯ॏྔは 22,857�4H で͋る。器種別の内༁は、石᭲ 8
点 6�7H、石࡬ 2 点 23�2H、石֩ 2 点 621�5H、ଧ製石佁 24 点 3,132�6H、敲石 7 点 2,872�7H、ຏ石 7
点 3,259�2H、石ࡼ 5 点 8,593�6H、୆石 1 点 3,083H、二࣍Ճ޻剥片 2 点 4�9H、剥片 47 点 1,259�8H
で͋る。石器として༻いられた石材では、༵ࠇ石をはじめ、࠭ؠやϗϧンフェϧス、νϟート、ม࣭
安山ؠ、ર྘ؠ、ൗϨイؠ等が見られる。

第 83・84 ਤ 1 〜 8 は石᭲で͋る。いͣれもແܪで͋る。7 のような小形のものから 5 のように
大形のものまで、サイズには͹らつきが͋る。6 のように基部のፘりがਂい形ଶもؚまれている。4・
6 は平面形ଶから、ૣ 期前半にؼ属するՄೳੑがߴい。石材は༵ࠇ石が多く、࣍ いでνϟートが多い。
7・8 はະ製品と൑அした。

9・10 は石࡬で͋る。9 はཻࡉ྘৭ڽ灰ؠのԣ長剥片を༻いているが、ਕ部の調੔Ճ޻がෆे෼の
ようで͋り、ະ製品のՄೳੑが͋る。10 もԣ長剥片が༻いられているが、基部やਕ部の大半をܽଛ
している。

11・12 は石֩で͋る。11 は༵ࠇ石、12 はνϟートの大形の֩࢒で͋る。いͣれもଧ面をҠしな
がらଧ点の֯౓をมえ、剥片石器のૉ材をׂり出したとਪ࡯される。

第 85・86 ਤ 13 〜第 87・88 ਤ 24 はଧ製石佁で͋る。࢖༻された石材はϗϧンフェϧスが多いが、
、等多༷で͋る。平面形ଶで෼類するとؠ粘൘࣭ܔ、ؠ෢ݰม࣭、ؠม࣭安山、ؠ灰ڽ྘৭ཻࡉやؠ࠭
13 〜 20 が୹冊形、第 87・88 ਤ 21・22 がᎢ形、23・24 が෼銅形で͋る。13・14・18・20 は、
ฑの૷ண༻と૝定される敲ଧ痕が྆ଆԑに認められる。また、16 はӈଆԑの一部に࢖༻により生じ
たとࢥΘれる摩໣痕が見られる。

25 〜第 89・90 ਤ 31 は敲石で͋る。26・27・29 〜 31 は礫の端部やଆԑの一部に敲ଧ痕が͋る
もので、25・28 は片面、͋るいは྆面に敲ଧ痕が見られる。特に 28 はよく࢖༻されたようで、Ԝ
状にۼΜでいる。༻いられた石材はશて࠭ؠで͋る。

32 〜第 91・92 ਤ 38 はຏ石で͋る。ຏ石とした石器の中には敲ଧ痕が͋るものもؚまれているが、
主たる痕跡をߟえ、෼類した。32・33・34・36 〜 38 のように、ൣ޿ғに摩໣痕が認められるもの
が多く、特に 33 は上Լの端部と左ଆԑ以֎に摩໣痕が見られ、摩໣がݦ著で͋る。35 は片面のΈ
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1 291-74・
84

ᶙ・ᶚ
૚

縄文土器
ਂു

ૣ期
前半

Նౡ式〜Ҵ
ՙ୆式

೨ࢳ文 L、೨ࢳの条間がࡉかい。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子・石ӳ

良޷ 10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 59�9H

2 291-92
（4*66）

ʵ 縄文土器
ਂു

ૣ期
前半

Նౡ式〜Ҵ
ՙ୆式

೨ࢳ文 3、೨ࢳの条間がࡉかい。 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:34�2 灰ԫ׊
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 41�1H

3 291-96 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

ૣ期
前半

田ށԼ૚式
か

ԣҐの௜ઢ。 小礫 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 19�2H

4 282-61 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

ૣ期
後半

条痕文 ແ文、ણҡ土器。 小礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�6 ׊໌
内面
10:34�1 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 19�1H

5 272-60 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

ૣ期後
半

条痕文 ແ文、ણҡ土器。 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
7�5:35�6 ׊໌
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 13�6H

6 292-14 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

ૣ期
後半

条痕文 ແ文。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ 10:37�3 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 11�0H

7 292-4・
5・14・

15

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ԑ部から಑部にかけて、半ፊޱ
஛؅によるԣҐとࣼަする平行
௜ઢ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:35�1 ・灰׊
10:36�2 灰ԫ׊
内面
10:36�5�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 135�7H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

8 292-4・
14

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 。ԑ部にԣҐの௜ઢޱ 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�2 灰ԫ׊
内面
10:36�5�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 33�8H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

9 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ԣҐの௜ઢ。
೾状ޱԑ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:34�1 灰׊
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 12�9H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

10 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 半ፊ஛؅によるԣҐの平行௜ઢ。小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�2 灰ԫ׊
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 24�2H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

11 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ԣҐの௜ઢ。
೾状ޱԑ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:34�1 灰׊
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 9�4H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

12 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 地文は୯અ 3L 縄文。ޱԑ部から
಑部にかけて、半ፊ஛؅による
ԣҐとࣼަする平行௜ઢ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:35�1 ・灰׊
10:36�2 灰ԫ׊
内面
10:36�5�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 223�0H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

13 292-6 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 地文は୯અ 3L 縄文。半ፊ஛؅に
よるԣҐとࣼަする平行௜ઢ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:34�1 灰׊
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 16�5H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

14 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 半ፊ஛؅によるࣼަする平行௜
ઢ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�2 灰ԫ׊
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 30�0H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

15 292-4・
5

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 半ፊ஛؅によるࣼަする平行௜
ઢ、地文は୯અ 3L 縄文。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 62�5H
第 66・67 ਤ 7 〜
17・第 68・69
ਤ 18・19 は
同一ݸମ。
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第
66
・
67
ਤ

16 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 地文は୯અ 3L 縄文。半ፊ஛؅に
よるԣҐの平行௜ઢ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ 10:37�5 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 30�1H
第66・67ਤ7〜17・
第68・69ਤ18・19
は同一ݸମ。

17 292-4・
5

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ୯અ 3L 縄文。 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:37�3 にͿい
ԫᒵ
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 68�6H
第第 66・67 ਤ
7 〜 17・第 68・
69 ਤ 18・19 は
同一ݸମ。

第
68
・
69
ਤ

18 292-4・
5

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ୯અ 3L 縄文。 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ 10:37�5 にͿい
ԫᒵ

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 150�0H
第66・67ਤ7〜17・
第68・69ਤ18・19
は同一ݸମ。

19 292-4・
5

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ୯અ 3L 縄文。 礫・ཻ࠭・石
ӳ

良޷ 10:37�5 にͿい
ԫᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 296�8H
第66・67ਤ7〜17・
第68・69ਤ18・19
は同一ݸମ。

20 273-6 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 。するۂ状に۶ࣈԑ部は「く」のޱ
ᰍ部に縄文か。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ・֯ર石

良޷ 10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 62�8H

21 291-90 ʵ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 式 ແઅ 3 縄文。 ཻ࠭・石ӳ・
֯ર石

良޷ ֎面
5:35�4 にͿい
੺׊
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 43�6H

22 291-83 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 〜 D
式

ແ文。内֎面に調੔痕。 ཻ࠭ 良޷ 5:35�4 にͿい
੺7�5:32�1・׊
ࠇ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 171�6H
֎面にഗ෇ண。

23 292-15・
24

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 〜 D
式

ແ文。ྠ積Έ痕が໌ྎに࢒る。 ཻ࠭ 良޷ 5:36�6 ᒵ・
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 41�5H

24 292-24 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү C 〜 D
式

ແ文。ྠ積Έ痕が໌ྎに࢒る。 ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺׊ ಑部ഁ片 ॏྔ 45�3H

25 282-53・
63

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ԑ部֎面にԊってޱ 1 条の݁અ
ුઢ文。集合௜ઢに 3 条 1 ୯Ґ
の݁અුઢ文を山形に഑ஔ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ
内面
7�5:36�6 ᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 67�3H
第 68・69 ਤ 25
〜 29・第 70・71
ਤ 30・31 は同一
。ମݸ

26 282-53・
63

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ԑ部֎面にԊってޱ 1 条の݁અ
ුઢ文。集合௜ઢに 3 条 1 ୯Ґ
の݁અුઢ文を山形に഑ஔ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ 7�5:36�6 ᒵ ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ40�3H
第68・69ਤ25〜29・
第70・71ਤ30・31
は同一ݸମ。

27 282-63 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ԑ部֎面にԊってޱ 1 条の݁અ
ුઢ文。集合௜ઢに 3 条 1 ୯Ґ
の݁અුઢ文を山形に഑ஔ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ
内面
7�5:36�6 ᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 33�5H
第 68・69 ਤ 25
〜 29・第 70・
71 ਤ 30・31 は
同一ݸମ。

28 282-53・
54・63・

64

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ᰍ部以Լは集合௜ઢにཻ状の݁
અුઢ文をϥンμϜにష෇。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ
内面
7�5:36�6 ᒵ

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 117�2H
第 68・69 ਤ 25
〜 29・第 70・
71 ਤ 30・31 は
同一ݸମ。

29 282-53・
63

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ᰍ部以上は集合௜ઢに 3 条 1 ୯
Ґの݁અුઢ文、ᰍ部以Լは集
合௜ઢにཻ状の݁અුઢ文をϥ
ンμϜにష෇。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
7�5:36�6 ᒵ

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 53�4H
第 68・69 ਤ 25
〜 29・第 70・
71 ਤ 30・31 は
同一ݸମ。

第
70
・
71
ਤ

30 282-63 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ᰍ部以上は集合௜ઢに 3 条 1 ୯
Ґの݁અුઢ文、ᰍ部以Լは集
合௜ઢにཻ状の݁અුઢ文をϥ
ンμϜにష෇。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ
内面
7�5:36�6 ᒵ

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 84�6H
第 68・69 ਤ 25
〜 29・第 70・
71 ਤ 30・31 は
同一ݸମ。

31 282-62・
63

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 集合௜ઢにཻ状の݁અුઢ文を
ϥンμϜにష෇。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 42�4H
第 68・69 ਤ 25
〜 29・第 70・
71 ਤ 30・31 は
同一ݸମ。

32 292-31 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ԑ部内面から֎面にかけてંޱ
りฦすように๮状のོ帯をష෇。
地文は集合௜ઢ。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 7�5:35�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 12�9H

33 292-31 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

ॾү D 式 集合௜ઢにཻ状のුઢ文をష෇。ཻ࠭・石ӳ・
੺׊৭ཻ子

良޷ 7�5:35�5�6 ᒵ ಑部ഁ片 ॏྔ 15�5H

　遺構と遺物
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第
70
・
71
ਤ

34 292-11 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 集合௜ઢにཻ状のුઢ文をష෇。礫・੺׊৭ཻ
子

良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面 5:35�5�6
ᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 92�4H
第 70・71 ਤ
34・35 は同一ݸ
ମ。

35 282-20・
29

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 集合௜ઢ。 礫・੺׊৭ཻ
子

良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面 5:35�5�6
ᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 54�5H
第 70・71 ਤ
34・35 は同一ݸ
ମ。

36 282-54 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ԣҐの集合௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ 5:34�4 にͿい
੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 34�4H
第 70・71 ਤ 36
〜 38 は同一ݸମ。

37 273-5・
6

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ॎҐの集合௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
5:34�4 にͿい
੺׊
内面
7�5:33�3 ׊҉

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 17�2H
第 70・71 ਤ 36
〜 38 は同一ݸମ。

38 273-5 ʵ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү D 式 ॎҐの集合௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
5:34�4 にͿい
੺׊
内面
7�5:33�3 ׊҉

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 15�6H
第 70・71 ਤ 36
〜 38 は同一ݸମ。

39 282-54 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү式 ແ文、ԣҐのナσ。 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 133�0H
第 70・71 ਤ 39
〜 41 は同一ݸମ。

40 282-54 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү式 ແ文、ԣҐのナσ。 小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 135�4H
第 70・71 ਤ 39
〜 41 は同一ݸମ。

41 282-44・
53

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү式 ແ文、ԣҐのナσ。ఈ部の໢代痕。
໢代はॎとԣで෯がҟなるૉ材
を2、༺࢖ 本જり 1 本ӽえ。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:35�1 灰׊

ఈ部 1�2 ॏྔ 178�1H
第 70・71 ਤ 39
〜 41 は同一ݸମ。

第
72
・
73
ਤ

42 282-43・
44・54・

54

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү式 ແ文、調੔痕。 礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�5 にͿ
い׊
内面
7�5:34�4 ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 98�4H
第 72・73 ਤ 42
〜 44 は同一ݸମ。

43 282-53・
54

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ॾү式 ແ文、調੔痕。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�5 にͿ
い׊
内面
7�5:34�4 ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 100�7H
第 72・73 ਤ 42
〜 44 は同一ݸମ。

44 282-24・
44・53・

54

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ॾү式 ແ文、調੔痕。 小礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�5 にͿ
い׊
内面
7�5:34�4 ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 136�8H
第 72・73 ਤ 42
〜 44 は同一ݸମ。

45 292-11・
31

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期
後半

ແ文、調੔痕。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
5:34�4 にͿい
੺׊
内面
5:35�4 にͿい
੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 35�4H

46 282-44・
53・54・

4*63

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆ᶘྖޒ
式

೾状ޱԑ、೾௖部に 4 つのࠁΈ
֎面はແ文、内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ 10:35�3 にͿい
ԫ7�5:34�4・׊
׊

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 166�4H
第 72・73 ਤ 46
〜 48 は同一ݸମ。

47 282-36・
44・4*64

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆ᶘྖޒ
式

೾状ޱԑ、೾௖部に 3 つのࠁΈ
֎面はޱԑ部௚Լにແઅ 3 縄文。
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ 7�5:35�5 にͿ
い7�5:33�1・׊
ᷤࠇ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 63�8H
第 72・73 ਤ 46
〜 48 は同一ݸମ。

48 282-44・
54

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆ᶘྖޒ
式

೾状ޱԑ。֎面はແ文、内面は
ԣҐのナσ。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ 7�5:34�2 ॏྔ 154�1H
第 72・73 ਤ 46
〜 48 は同一ݸମ。

49 282-16 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ ৶部に೾状のོ帯をష෇。半ޱ
ፊ஛؅によるۂઢ状の௜ઢに、
半ፊ஛؅によるࢗಥ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:35�6 ໌੺׊
内面
7�5:34�4 ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 28�3H

50 272-70 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ 。Έࠁ具による޻৶部に๮状ޱ
ོ帯とަࢗޓಥによるࢪ文。

ཻ࠭・石ӳ・
金Ӣ฼

良޷ 10:34�5�3 にͿ
いԫ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 11�7H
଻土のཻ子がૈ
い。

51 272-92 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ ԣҐのོ帯とॎҐの௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ・
金Ӣ฼

良޷ ֎面
10:33�2 ׊ࠇ
内面
7�5:34�4 ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 15�5H
଻土のཻ子がૈ
い。
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第
72
・
73
ਤ

52 292-22 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ ୯અ L3 縄文。 ཻ࠭・石ӳ・
金Ӣ฼

良޷ 10:33�2 ׊ࠇ ಑部ഁ片 ॏྔ 30�3H

53 282-48 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ 㑑帯と௜ઢによる۠ը、۠ը内
に縄文。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子・金Ӣ฼

良޷ ֎面
5:34�6 ੺׊
内面
7�5:34�3 ׊

಑部ഁ片 ॏྔ13�7H
଻土のཻ子がૈ
い。
第72・73ਤ53・54
は同一ݸମ。

54 282-10 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ 㑑帯と௜ઢによる۠ը、۠ը内
に縄文。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子・金Ӣ฼

良޷ ֎面
5:34�6 ੺׊
内面
7�5:34�3 ׊

಑部ഁ片 ॏྔ14�5H
଻土のཻ子がૈ
い。
第72・73ਤ53・54
は同一ݸମ。

55 291-95 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 ϲ୆式ྖޒ ॎҐの௜ઢによる۠ը、۠ը内
にແઅ 3 縄文。

ཻ࠭・金Ӣ฼ 良޷ ֎面
5:34�6 ੺׊
内面
10:33�2 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 16�0H
଻土のཻ子がૈ
い。

56 28235・
4*64

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

前期 Ѩۄ୆
ᶗ B 〜ᶗ C

式

。৶部にོ帯をష෇、֯ԡ文ޱ ཻ࠭・石ӳ・
金Ӣ฼

良޷ 7�5:34�3�5 ׊ ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 35�5H
଻土のཻ子がૈ
い。

第
74
・
75
ਤ

57 282-57 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ೾状ޱԑ、ޱ৶部に๮状޻具に
よるࠁΈ。: 。状の㑑帯文ࣈ

ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ 7�5:34�3 ׊ ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 63�5H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

58 282-54 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ೾状ޱԑ、೾௖部にӔרき状の
ಥىとそれからਨԼするོ帯。

ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ ֎面
7�5:34�3 ׊
内面
7�5:34�2 灰׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 43�2H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

59 282-54 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ແ文。 ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
10:34�4 ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 13�3H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

60 282-54 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ແ文。 ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
10:34�4 ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 12�1H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

61 282-54 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ོ帯によるԁ形文、それ以֎は
ແ文。

ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ ֎面
7�5:34�3 ׊
内面
10:33�2 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 31�0H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

62 282-44 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ॎҐの㑑帯、それ以֎はແ文。 ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ ֎面
7�5:34�3 ׊
内面
10:33�2 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 52�4H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

63 282-44・
54・4*64

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ॎҐの㑑帯、それ以֎はແ文。
ఈ部֎面には調੔痕。

ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ ֎面
7�5:34�3 ׊
内面
10:33�2 ׊ࠇ

ఈ部 2�3 ॏྔ 335�9H
第 74・75 ਤ 57
〜 63 は同一ݸମ。

64 282-44 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ོ帯によるପԁ۠ը、۠ ըにԊっ
て֯ԡ文をࢪ文。

ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
10:35�4 にͿい
ԫ׊
内面
10:33�1 ׊ࠇ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 11�0H

65 282-34 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ོ帯によるପԁ۠ը、۠ ըにԊっ
て֯ԡ文をࢪ文。

ཻ࠭・石ӳ 良޷ 10:35�4 にͿい
ԫ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 15�6H

66 282-73 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 㑑帯による۠ը文。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ 10:35�4 にͿい
ԫ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 16�2H

67 291-84 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ԣҐの֯ԡ文。 ࠭ ・ཻ֯ ર石・
੺׊৭ཻ子

良޷ ఈ部֎面
10:35�4 にͿい
ԫ׊
それ以֎
10:34�1 灰׊

಑〜ఈ部
2�3

ॏྔ 45�1H

68 292-17 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ॎҐの௜ઢと֯ԡ文。 ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子・金
Ӣ฼

良޷ 5:35�5 にͿい
੺׊

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 38�2H

69 282-24 ʵ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ԣҐとॎҐの֯ԡ文、ԣҐのོ
帯。

ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面
10:34�1 灰׊

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 26�5H

70 282-61 ʵ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 1 式 ώμ状の઀合痕が໌ྎに࢒る。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 10:36�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 20�1H

71 272-94 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 2 式 ୯અ L3 縄文に೾状௜ઢと௜ઢに
よるԁ形文。

ཻ࠭・石ӳ・
֯ર石

良޷ ֎面
5:34�4 にͿい
੺׊
内面
7�5:34�3 ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 46�0H

　遺構と遺物
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第
74
・
75
ਤ

72 291-69 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 2 式 ԑ部が内࿷する器形。ོ帯۠ޱ
ը文内を௜ઢと๮状۠޻による
。文ࢪಥをࢗ

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 10:35�3 にͿい
ԫ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 24�8H

73 291-86 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 2 式 ॎҐのོ帯。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 5:34�4 にͿい
੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 15�8H

74 291-57 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 2 式 ϖンઌ状޻具による三֯ԡ文と
௺形文をԣҐにࢪ文。

ཻ࠭・石ӳ・
金Ӣ฼

良޷ ֎面
5:34�4 にͿい
੺׊
内面
7�5:33�2 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 29�5H

75 282-61 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 উࡔ 2 式 ོ帯とその周ғにΩϟタピϥー
文、ࣃڒ状の௜ઢ。

ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
5:34�4 にͿい
੺׊
内面
7�5:33�2 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 15�7H

76 282-44 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E1
式

೨ࢳ文 L。 ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ 内֎面
10:37�6 ໌ԫ׊
அ面
10:34�1 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 20�3H

77 282-64 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

௜ઢとོ帯によるԣҐの۠ը、
地文は୯અ 3L 縄文。

小礫・ཻ࠭・
石ӳ

良޷ 10:37�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 21�0H

78 282-42 ʵ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

೾状ޱԑ、೾௖部にಥى。ແઅ
3 縄文の地文に௜ઢによるۣ形
の۠ը。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:35�3 にͿい
ԫ׊
内面
7�5:36�6 ᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 55�2H
第 74・75 ਤ
79・80 と同一ݸ
ମのՄೳੑ͋り。

第
76
・
77
ਤ

79 282-32・
33・42・

52

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文はແઅ 3 縄文、௜ઢによる
ۣ形の۠ը。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:33�2 ׊ࠇ
内面
7�5:35�5�6 ᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ39�7H
第74・75ਤ78・第
76・77ਤ80と同一
。ମのՄೳੑ͋りݸ

80 282-53・
63

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文はແઅ 3 縄文、௜ઢによる
。ઢ状の۠ըۂ

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ
内面
5:36�6 ᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 27�8H
第 74・75 ਤ
78・第 76・77
ਤ 79 と同一ݸମ
のՄೳੑ͋り。

81 291-49・
58・59・

68

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文は୯અ 3L 縄文、௜ઢによる
ٯ 6 状のແ文帯とऄ行௜ઢをࣈ
。に഑ஔޓަ

小礫・ཻ࠭・
ന৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺׊ ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 252�9H

82 291-59・
68・69・

71

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文は୯અ 3L 縄文、௜ઢによる
ٯ 6 状のແ文帯とऄ行௜ઢをࣈ
に഑ஔ、ແ文帯の中に࿵खޓަ
文をࢪ文か。

礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
5:36�6 ᒵ・
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 161�9H

83 291-60・
301-81

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文は୯અ 3L 縄文、௜ઢによる
ແ文帯とऄ行௜ઢを഑ஔ。

礫・ཻ࠭・石
ӳ・ന৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:35�3 にͿい
ԫ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 76�4H

84 282-38・
48

（4,195）

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文は୯અ L3 縄文、ඇৗにૈい
縄文。௜ઢによるॎҐの۠ը。

小礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:35�6 ໌੺׊
内面
7�5:34�2 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 94�9H

85 282-62 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E3
式

地文は୯અ L3 縄文、௜ઢによる
ॎҐの۠ը。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 7�5:36�6 ᒵ・
10:33�2 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 33�9H

86 291-84 ʵ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E4
式

೾状ޱԑ、ޱ৶部にඍོ帯をష
෇。௜ઢによる۠ը、۠ը内を
୯અ L3 縄文でॆర。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 10:36�5�4 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 15�9H

87 282-46・
55

（4*58）

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E4
式

೾状ޱԑ、ڮ状把खをܽଛ。ޱ
৶部にඍོ帯をష෇。௜ઢによ
る۠ը、۠ը内を୯અ L3 縄文で
ॆర。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 10:36�5�4 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 39�4H

88 282-56 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E4
式

௜ઢによる۠ը、۠ը内を୯અ
L3 縄文でॆర。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 34�7H

89 282-55 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E4
式

௜ઢによる۠ը、۠ը内を୯અ
L3 縄文でॆర。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 21�1H
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第
76
・
77
ਤ

90 282-55 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E4
式

୯અ L3 縄文。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 28�3H

91 291-73 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E
2d3 式

ོ帯によるԣҐの۠ը。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 80�8H

92 291-68 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E
2d3 式

ོ帯によるԣҐの۠ը。 小礫・ཻ࠭ 良޷ 内֎面
7�5:36�6 ᒵ
அ面
2�5:5�2 ҉灰ԫ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 23�6H

93 292-3 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 Ճીར E
2d3 式

ඍོىઢによるԣҐの۠ը。 小礫・ཻ࠭・
੺׊৭ཻ子

良޷ 7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 39�2H

94 282-48 ᶙ૚ 縄文土器
浅ു

中期 Ճીར E
2 式

ོ帯と௜ઢによるԣҐの۠ը、
۠ը内に条ઢをॆర。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 10:37�4 にͿい
ԫᒵ

部ഁ片ݞ ॏྔ 70�9H

第
78
・
79
ਤ

95 291-79 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 連ހ文 地文は条ઢ、௜ઢによる۠ը文。ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:35�5 ໌੺׊
内面
10:36�6 ໌੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 7�1H

96 291-59 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 連ހ文 地文は条ઢ、௜ઢによる۠ը文。ཻ࠭・石ӳ・
੺׊৭ཻ子

良޷ 7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 158�9H

97 291-95・
292-5

ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીར式 ॎҐの条ઢ。 ཻ࠭・石ӳ・
֯ર石

ややೈ
࣭

֎面
2�5:4�1 ԫ灰
内面
2�5:5�2 ҉灰ԫ

಑部ഁ片 ॏྔ 21�6H

98 292-15 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીར式 ॎҐの条ઢ。ఈ部に໢代痕。 ཻ࠭・֯ર石 ややೈ
࣭

2�5:7�3 浅ԫ ಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 13�9H

99 292-4 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶘ式 ԣҐの㑑帯にॎҐの௜ઢ。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 内֎面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ
அ面
2�5:5�1 ԫ灰

಑部ഁ片 ॏྔ 15�1H

100 282-52 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ式 ࣼҐの୹௜ઢ。 小礫・ཻ࠭ 良޷ 10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 46�0H
第 33 ਤ 1・第
78・79 ਤ 100 〜
102 と同一ݸମ。

101 282-52・
53

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ式 ࣼҐの୹௜ઢ。 ཻ࠭・֯ર石 良޷ 10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 53�0H
第 33 ਤ 1・第
78・79 ਤ 100 〜
102 と同一ݸମ。

102 282-33・
52・53

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ式 ҁਿ状͋るいはࣼҐの୹௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ 7�5:36�4 にͿ
いᒵ・10:36�4
にͿいԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 243�5H
第 33 ਤ 1・第
78・79 ਤ 100 〜
102 と同一ݸମ。

103 282-32 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ〜ᶛ
式

ࣼҐの୹௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ 7�5:35�4 にͿ
い׊

಑部ഁ片 ॏྔ 45�2H
第 33 ਤ 2・第
78・79 ਤ 103・
104 は同一ݸମ。

104 282-53 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ〜ᶛ
式

ࣼҐの୹௜ઢ。 ཻ࠭・石ӳ・
ന৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺׊ ಑部ഁ片 ॏྔ 36�7H
第 33 ਤ 2・第
78・79 ਤ 103・
104 は同一ݸମ。

105 282-42 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ〜ᶛ
式

ࣼҐの୹௜ઢ。 ཻ࠭ 良޷ 7�5:36�6 ᒵ ಑部ഁ片 ॏྔ 123�2H

106 272-93・
94

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ〜ᶛ
式

௜ઢによる 6 状۠ըと「ϋ」ࣈ
のࣈ状の୹௜ઢによるॆర。

ཻ࠭ 良޷ 7�5:36�6 ᒵ ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 78�8H

107 282-53 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીརᶚ〜ᶛ
式

௜ઢによる۠ըとࢗಥによるॆ
ర。

ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
7�5:34�1 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 17�7H

108 282-53 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ીར式 ௜ઢによる۠ըとࢗಥによるॆ
ర。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:36�2 灰ԫ׊

಑部ഁ片 ॏྔ 26�6H

109 282-55 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ແ文。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ
内面
2�5:3�1 ׊ࠇ

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 50�6H

　遺構と遺物
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第
78
・
79
ਤ

110 272-59 ʵ 縄文土器
ਂു

中期 ແ文。ԣҐのϛΨΩ。 ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ ֎面
10:33�1 ׊ࠇ
内面
7�5:34�4 ׊

ఈ部 1�3 ॏྔ 36�6H

111 282-25 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ແ文。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
5:34�5�4 にͿ
い੺׊
内面
10:35�3 にͿい
ԫ׊

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 32�3H

112 301-81 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

中期 ແ文。 礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�6 ׊໌
内面
7�5:35�4 にͿ
い׊

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 59�8H

113 272-60 ᶙ૚ 縄文土器
器୆か

中期 ແ文。ԣҐのナσ。 ཻ࠭・石ӳ・
֯ર石・੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:35�3 にͿい
ԫ׊
内面
10:34�1 灰׊

部ഁ片٭ ॏྔ 43�3H

第
80
・
81
ਤ

114 282-45 ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

後期 ງ೭内 1 式 ௜ઢによるԣҐの۠ը、۠ը内
を୯અ L3 縄文でॆర。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:33�1 ׊ࠇ
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 30�1H

115 291-94 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ງ೭内 1 式 、Έࠁ具による޻৶部に๮状ޱ
௜ઢによるॏ三֯文。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:36�6 ᒵ
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 36�4H

116 292-24 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ງ೭内 1 式 ೾状ޱԑ。ແઅ L 縄文。 小礫・ཻ࠭・
֯ર石

良޷ 7�5:36�5�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 11�0H

117 282-39
（4*60）

ʵ 縄文土器
ਂു

後期 ງ೭内 1 式 ԣҐの௜ઢと୯અ L3 縄文。 ཻ࠭ 良޷ 7�5:35�4 にͿ
い׊

಑部ഁ片 ॏྔ 22�8H
4*60 ෴土出土

118 282-39
（4%12）

ʵ 縄文土器
ਂു

後期 ງ೭内 1 式 ୯અ L3 縄文。 ཻ࠭ 良޷ 7�5:36�6 ᒵ ಑部ഁ片 ॏྔ 12�2H
4%12 ෴土出土

119 292-21
（4*59）

ᶘ૚ 縄文土器
஫ޱ土器

後期 ງ೭内
1 〜 2 式

状把खの֎面に஛؅のようなڮ
。ಥࢗ具によるਂい޻

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 7�5:36�5�6 ᒵ 把ख ॏྔ 18�7H
4*59 ෴土出土

120
282-57

ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

後期 Ճીར # 式 ೾状ޱԑ、೾௖部にԁ形のಥى。
連続のࢗಥと௜ઢによる۠ը、
۠ը内を୯અ L3 縄文でॆర。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:34�2 灰ԫ׊
内面
10:33�1 ׊ࠇ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 41�0H

121
292-21

ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期
後葉

ી୩〜安行
1 式

֎面はॎҐのナσのち、ޱԑ部
௚Լにԣ方޲に連続したࢗಥ。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ 10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 45�9H
ૈ製土器。
第80・81ਤ121・
122 は同一ݸମ

122 282-49
（4*60）

ʵ 縄文土器
ਂു

後期
後葉

ી୩〜安行
1 式

֎面はॎҐのナσのち、ޱԑ部
௚Լにԣ方޲に連続したࢗಥ。

ཻ࠭・ന৭ཻ
子

良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 42�4H
ૈ製土器。
第80・81ਤ121・
122 は同一ݸମ
4*60 ෴土出土

123 292-5・
14

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

後期
後葉

஛؅͋るいはࢦによる෯޿の௜
ઢをҾき、ོىした部෼に๮状
。文ࢪΈをࠁ具による޻

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面
10:35�3 にͿい
ԫ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 32�0H
第 80・81 ਤ
123・124 は同一
ମݸ

124 292-5 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期
後葉

஛؅͋るいはࢦによる෯޿の௜
ઢをҾき、ོىした部෼に๮状
。文ࢪΈをࠁ具による޻

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
5:4�5�4 灰
内面
10:36�5�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 26�4H
第 80・81 ਤ
123・124 は同一
ମݸ

125 292-5 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

後期
後葉

ਨԼするོ帯にࠁΈ。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
5:4�5�4 灰
内面
10:36�5�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 6�5H
ૈ製土器。

126 292-25 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ແ文。 ࠭ ・ཻ֯ ર石・
੺׊৭ཻ子

良޷ 7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 11�1H

127 291-89 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ແ文。 ཻ࠭・֯ર石 良޷ ֎面
10:34�2 灰ԫ׊
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 6�9H
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第
80
・
81
ਤ

128 282-65 ᶙ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ແ文。 ཻ࠭ 良޷ 5:36�6 ᒵ ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 15�4H

129 292-16 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ৶部の一部をԡೀ、֎面は条ޱ
ઢ状の調੔痕。

ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
2�5:5�2 ҉灰ԫ
内面
10:37�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 22�7H

130 272-97・
273-7

ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ແ文、֎面はԣҐのϛΨΩ。 礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:33�2 ׊ࠇ
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 20�1H
第 80・81 ਤ
130・131 は同一
。ମݸ

131 272-97 ᶘ૚ 縄文土器
ਂു

後期 ແ文、֎面はԣҐのϛΨΩ、内
面はԣҐのナσ。

小礫・ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
10:36�4 にͿい
ԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部ഁ片

ॏྔ 66�2H
第 80・81 ਤ
130・131 は同一
。ମݸ

132 292-5・
15

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

後期 ແ文、֎面はԣҐのέズリか。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 内֎面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ
அ面
10:35�1 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 67�3H
第 80・81 ਤ
132・133 は同一
。ମݸ

133 292-4・
5

ᶘ・ᶙ
૚

縄文土器
ਂു

後期 ແ文、֎面はԣҐのナσか。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面
10:36�3 にͿい
ԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 25�1H
第 80・81 ਤ
132・133 は同一
。。ମݸ

134 291-92
（4*66）

ʵ 縄文土器
ു

晩期
前半

安行 3B 〜
3C 式ซ行

か

೾状ޱԑで、2 つ連続する೾௖
部か。୯અ L3 縄文をԣҐにࢪ文。

ཻ࠭ 良޷ 10:32�1 ࠇ ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 7�7H

135 301-81
（4*74）

ʵ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

௜ઢによるม形ࣈ޻文か。 ཻ࠭・石ӳ 良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ׊
内面
10:34�1 灰׊

ମ部ഁ片 ॏྔ 3�4H
֎面に੺৭إྉ෇
ண。

136 282-30 ᶙ૚ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

ԣҐの௜ઢによるࢪ文。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
10:35�4 にͿい
ԫ׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 2�7H
֎面に੺৭إྉ෇
ண。

137 301-71
（4*74）

ʵ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

ԣҐの௜ઢによるࢪ文。௜ઢの
Լに୯અ L3 縄文。

ཻ࠭ 良޷ 10:37�3 にͿい
ԫᒵ

ମ部ഁ片 ॏྔ 5�0H
֎面に੺৭إྉ෇
ண。

138 292-2
（4*74）

ʵ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

௜ઢによるม形ࣈ޻文。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:34�4 ׊
内面
10:33�1 ׊ࠇ

ମ部ഁ片 ॏྔ 9�6H
֎面に੺৭إྉ෇
ண。

139 291-92 ʵ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

ԣҐの௜ઢによるࢪ文。 ཻ࠭ 良޷ 7�5:36�4
にͿいᒵ

ମ部ഁ片 ॏྔ 2�0H
֎面に੺৭إྉ෇
ண。

140 291-92
（4*66）

ʵ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

ԣҐの௜ઢによるࢪ文。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:34�1 灰׊
内面
10:35�5�2 灰ԫ
׊

ମ部ഁ片 ॏྔ 7�7H
第 80・81 ਤ
140・141 は同一
。ମݸ

141 291-92
（4*66）

ʵ 縄文土器
ു

晩期
後半

大ಎ "・"`
式ซ行

ԣҐの௜ઢによるࢪ文。 ཻ࠭ 良޷ 10:36�2 灰ԫ׊ ମ部ഁ片 ॏྔ 3�8H
第 80・81 ਤ
140・141 は同一
。ମݸ

第
82
ਤ

142 291-84 ᶘ૚ 土製品
土製ԁ൫

಑部ഁ片をՃ޻、ԁ形。ଆ面の
一部にݚຏ痕。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
2�5:5�2 ҉灰ԫ
内面
10:36�2 灰ԫ׊

形׬ ॏྔ 31�3H

143 301-71
（4*74

ʵ 土製品
土製ԁ൫

中期 ಑部ഁ片をՃ޻、ԁ形。ແ文。 ཻ࠭・੺׊৭
ཻ子

良޷ 7�5:37�5 ᒵ 形׬ ॏྔ 11�2H

144 282-52 ᶙ૚ 土製品
土製ԁ൫

中期 ಑部ഁ片をՃ޻、ԁ形。ແ文 ཻ࠭・֯ર石 良޷ 7�5:35�6 ׊໌ 形׬ ॏྔ 9�6H

145 282-53 ᶘ૚ 土製品
土製ԁ൫

中期
後半か

಑部ഁ片をՃ޻、ԁ形。ࣼҐの
௜ઢ。

小礫・ཻ࠭ 良޷ 7�5:35�6 ׊໌ 形׬ ॏྔ 9�0H

146 282-53 ᶙ૚ 土製品
土製ԁ൫

಑部ഁ片をՃ۱ؙ、޻長方形。
௜ઢ。

ཻ࠭・֯ર石 良޷ 7�5:36�6 ᒵ 形׬ ॏྔ 6�4H
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に摩໣痕を࡯؍したが、その面がඇৗに平׈になっている。また、35 は端部やଆԑに敲ଧ痕が໌ྎ
に見られる΄か、Լ端部のように敲ଧ痕と摩໣痕との྆方の痕跡が認められる部෼も͋る。敲ଧと摩
໣との前後関܎は定かではないが、摩໣により面が形成されていることから、܁りฦし࢖༻されてい
たとਪ࡯する。石材は、࠭ ྀྲ、やϗϧンフェϧスؠ多で、それ以֎にર྘࠷がؠ ໲ؠが༻いられている。

27

28

29

30

31 32

第 90 図　ೄจ࣌୅遺ߏ֎出土遺物 	13
 ࣸਅ



ᴷ 130 ᴷ

33

34

35

37
38

36

第 91 図　ೄจ࣌୅遺ߏ֎出土遺物 	14
	1�3




　遺構と遺物

ᴷ 131 ᴷ

第 93・94 ਤ 39 〜 43 は石ࡼ・୆石で͋る。いͣれもἷ平なѥԁ礫がૉ材として༻いられている。
サイズは 39 のようなൺֱత小形のものと、40 や 41 のように大形のものが͋る。39 はԼ端部やଆ
ԑ部に敲ଧ痕が見られ、྆面ともに摩໣痕が࡯؍できる。特に片面は摩໣がݦ著で͋り、࢖༻により
Ϩンズ状にۼΜでいる༷子がஅ面ਤからಡΈऔれる。43 は礫શମが෩化しているためか摩໣痕が見
られͣ、敲ଧ痕のΈを確認した。୆石として࢖༻されたとߟえられる。 （小西）

33 34

35

37 38

36
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ૠ図
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第
83
・
84
ਤ

1 	4*61
 ʵ 石᭲ 2�3 1�8 0�5 1�1H 形׬ νϟート

2 291-75 ᶘ૚ 石᭲ 2�3 2�0 0�4 1�2H 形׬ 石༵ࠇ

3 282-54 ᶙ૚ 石᭲ 1�9 1�9 0�4 0�8H 形׬ 石༵ࠇ

4 291-68 ᶘ૚ 石᭲ 2�0 1�0 0�3 0�4H 形׬ 石༵ࠇ

5 272-93 ᶘ૚ 石᭲ 3�3 （1�9） 0�4 1�3H 一部ܽଛ νϟート

6 282-42 ᶙ૚ 石᭲ 2�5 1�6 0�4 0�9H 形׬ νϟート

7 282-48 ᶘ૚ 石᭲ 1�2 1�0 0�3 0�3H 形׬ 石༵ࠇ ະ製品

8 291-58 ᶙ૚ 石᭲ （2�1） （1�3） 0�3 0�7H 一部ܽଛ 石༵ࠇ ະ製品

9 	4*64
 ʵ 石࡬ 4�5 6�9 1�0 21�5H 形׬ ؠ灰ڽ྘৭ཻࡉ

10 292-15 ᶘ૚ 石࡬ （1�6） （2�6） 0�4 1�7H 一部ܽଛ 石༵ࠇ ະ製品

11 	4*66
 ʵ 石֩ 2�8 1�9 1�4 5�5H 形׬ 石༵ࠇ

12 282-53 ᶙ૚ 石֩ 17�1 6�0 5�1 616�0H 形׬ νϟート

第
85
・
86
ਤ

13 292-17 ᶙ૚ ଧ製石佁 13�3 6�1 2�8 354�0H 形׬ ม࣭ݰ෢ؠ ྆ଆԑに敲ଧ痕

14 	4,195
 ʵ ଧ製石佁 15�0 6�0 3�3 300�0H 形׬ ؠ࠭ ྆ଆԑに敲ଧ痕

15 281-100 ᶙ૚ ଧ製石佁 13�8 5�3 2�0 177�1H 形׬ ϗϧンフェϧス ӈଆԑの一部に敲ଧ痕

16 291-73 ᶙ૚ ଧ製石佁 12�3 3�5 1�7 96�3H 形׬ 片状࠭ؠ ӈଆԑの一部に摩໣痕

17 282-56 ᶙ૚ ଧ製石佁 12�4 3�3 1�9 92�0H 形׬ ؠ࠭

18 292-8 ᶙ૚ ଧ製石佁 （8�2） 5�4 3�3 183�5H 約 1�2 ؠ࠭ ྆ଆԑに敲ଧ痕

19 292-14 ᶙ૚ ଧ製石佁 （8�5） 5�3 2�0 105�9H 約 1�2 ม࣭安山ؠ

20 272-90 ᶘ૚ ଧ製石佁 （9�9） 6�2 3�0 165�8H 約 1�2 ؠ粘൘࣭ܔ ӈଆԑに敲ଧ痕

第
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・
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21 272-88 ʵ ଧ製石佁 15�7 （6�2） 2�2 187�0H 一部ܽଛ ϗϧンフェϧス

22 292-5 ᶙ૚ ଧ製石佁 （7�9） 4�3 1�7 66�9H 約 1�2 ؠ灰ڽ྘৭ཻࡉ

23 291-83 ᶙ૚ ଧ製石佁 （14�8） 8�0 2�4 254�5H 一部ܽଛ ϗϧンフェϧス

24 291-94 ᶙ૚ ଧ製石佁 （9�5） 6�8 1�8 107�7H 約 1�2 ϗϧンフェϧス

25 282-53 ᶙ૚ 敲石 10�1 6�1 5�3 498�0H 形׬ ؠ࠭

26 282-33 ᶘ૚ 敲石 9�0 （6�7） 6�3 484�5H 形׬΅΄ ؠ࠭

第
89
・
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27 282-44 ᶙ૚ 敲石 7�9 7�6 3�5 297�1H 形׬ ؠ࠭

28 291-59 ᶙ૚ 敲石 （11�3） 6�5 4�4 387�0H 約 1�2 ؠ࠭

29 282-46 ᶘ૚ 敲石 15�2 4�3 3�7 435�0H 形׬ ؠ࠭

30 292-16 ᶘ૚ 敲石 13�5 5�5 3�0 334�5H 形׬ ؠ࠭

31 282-30 ᶘ૚ 敲石 9�0 5�7 4�9 436�6H 形׬ ؠ࠭
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32 282-28 ᶘ૚ ຏ石 10�8 6�9 4�1 464�5H 形׬ ؠ࠭

第
91
・
92
ਤ

33 282-38 ᶙ૚ ຏ石 10�5 6�8 4�1 528�0H 形׬ ર྘ؠ

34 282-35 ᶘ૚ ຏ石 7�9 7�2 5�1 409�0H 形׬ ϗϧンフェϧス

35 282-41 ᶙ૚ ຏ石 9�1 6�3 4�7 400�1H 形׬ ؠ࠭

36 272-98 ᶙ૚ ຏ石 13�9 6�0 3�2 347�3H 形׬ ؠ࠭

37 282-35 ᶙ૚ ຏ石 10�1 8�0 3�7 446�5H 形׬ ؠ࠭

38 	4%12
 ʵ ຏ石 13�3 （7�9） 4�6 663�0H 約 3�4 ྲྀ໲ؠ

第
93
・
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ਤ

39 282-52 ᶙ૚ 石ࡼ 14�0 10�1 3�2 690�0H 形׬ ൗれいؠ

40 282-55 ᶙ૚ 石ࡼ 24�5 18�2 4�2 2941�0H 形׬ ൗれいؠ

41 291-68 ᶙ૚ 石ࡼ （15�2） （23�0） 8�7 4144�0H 約 1�4 ม࣭安山ؠ

42 273-8 ᶙ૚ 石ࡼ （11�2） （9�7） 5�9 766�5H ഁ片 ؠ࠭

43 282-52 ᶙ૚ ୆石 21�3 20�8 5�9 3083�0H 形׬΅΄ ม࣭安山ؠ
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3　弥生時代〜古墳時代

弥生時代〜古墳時代にؼ属する遺構は、弥生時代後期͋るいはऴ末期の竪穴建物跡 6 軒のଞ、弥
生時代後期〜古墳時代前期とΈられる土坑ٴͼピットを֤ 1 基検出した。竪穴建物跡は調査۠の中
ԝ部から東دりにかけて෼෍しており、طԟの報告ൣғとの連続ੑがߟえられる。遺構同࢜がॏෳせ
ͣ、それͧれが間ִをอって෼෍する特௃も同༷で͋る。その一方で西ଆには遺構が見られないこと
から、当調査地点が集落の西端部ともߟえられる。

土坑とピットについては、෴土の༷相等から同時期のものと૝定される遺構をࡌܝした。
遺物は、弥生時代前期の土器、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器、石器や石製品、古墳時代後期

の土師器や須恵器が出土した。弥生時代前期の土器と古墳時代後期の土師器は遺構֎からの出土で͋
り、当該時期の遺構は検出されていない。弥生時代後期〜古墳時代前期の土器は、同時期の竪穴建物
跡のଞ、2-6 西۠の東دりから 2-6 東۠西دりの包ؚ૚からも多く出土している。

1）　୦݀ݐ෺跡（第 95 〜 151 ਤ、第 15 〜 23 ද）
弥生時代後期͋るいはऴ末期の竪穴建物跡は 6 軒検出された。このうち 4*74 は、大半が調査ൣғ

֎΁と続いていて、調査ൣғ内では柱穴や࿍等の෇帯ࢪ設が検出されておらͣ、「竪穴状遺構」で͋
るՄೳੑも࢒るが、ศٓ上、竪穴建物跡としてѻうこととする。

前ड़の௨り、෼෍は、2-6 西۠の中ԝ部෇近の 4*62 から調査۠東端の 2-7 ۠東端部の 4*74 にかけ
てで͋り、西ଆの 2-7 ۠では検出されていない。

4*74 をআく 5 軒では、出ೖޱ༻のఐ子穴とされるピットが検出され、そこからೖってӈखにஷ蔵
穴が͋り、4*62 をআく 4 軒では、ஷ蔵穴の周ғには土అが巡る。4*62・65 では、ஷ蔵穴や土అにྡ
઀していΘΏる੺࠭が検出されている。また、4*74 をআき、ఐ子穴から見て中ԝよりԞに࿍が͋る。
4*59・60・62・65 は地চ࿍で、4*62 をআきປ石が遺ଘしていた。4*66 は粘土চ࿍で、この形ଶの
࿍は、平山遺跡における一連の発掘調査においては初の事ྫで͋る。4 本柱の主柱穴は、࠷大ن໛の
4*65 のΈで検出されている。

なお 2-6 西۠においては、ᶘ3 ૚もしくはᶙ1૚上面での遺構検出をࢼΈたが、地山と෴土の༷相
が近ࣅしており、検出面でのਫ਼査時、遺物が集中して出土し、遺構がଘ在するՄೳੑがߴいにもかか
Θらͣ遺構のൣғがෆ໌確で͋ったり、ଞの遺構の掘࡟中にۮવ発見されたりすることが多かった。
SI��（第 96 〜 104 ਤ、第 15・16・23 ද）
遺構　2-6 西۠東部の 292-11・12・21・22 άリッドで検出された。発掘調査時、ޡって記録をと
らͣにচ面の一部を掘りԼ͛てしまったため、চ面のߗ化ൣғや掘方の土૚அ面に一部記録のෆඋが
͋る。検出面はᶙ2 ૚で、縄文時代のؕし穴 4,223 を੾り、41729、4,,905・906・907 の֤遺構
にนやচ面の一部を੾られている。

平面形ଶは۱ؙ方形で、ن໛は長࣠ 370DN、୹࣠ 351DN、検出面からচ面までのਂさは 35DN を
ଌる。นは、֓Ͷやや内࿷しながら։きؾຯに立ち上がっているようで͋る。主࣠方޲は /-78°-8
をࢦす。

চはషচで、޿いൣғがߗ化していたようで͋る。চ面中ԝ部の西دりで࿍、東นࡍ中ԝ部にఐ子
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穴 11、その北ଆにஷ蔵穴 12 が確認されている。また 11・2 の西ଆには༻్ෆ໌の 13・4 が͋り、
それらの間を๓うよう土అ状のߴまりが確認されている。น溝、主柱穴、੺࠭は検出されなかった。

෴土はࠇ৭土もしくは׊ࠇ৭土が主ମの 8 ૚からなる。࠷上૚の 1 ૚には焼土ཻ子をやや多くؚ
Ή΄か、炭化物や࣭࠭粘土のཻ子がඍྔؚまれる。上૚からԼ૚の大部෼を占める 2 ૚には焼土ཻ
子が多くؚまれる΄か、炭化材片や炭化物ཻ子もࠞೖしている。また焼土は、চ面௚上でまとまって
検出されている。

掘方はᶚ૚まで掘りࠐまれていて、ఈ面はԜತがগない。掘方Լ૚の 11 ૚はᶚ૚土のཻ子やϒロッ
クを多くؚΜでいる。

11 はఐ子穴とΈられる。ପԁ形をఄし、চ面からのਂさは 27DN をଌり、掘方ఈ面よりਂく掘り
まれている。12ࠐ はஷ蔵穴で͋る。平面形ଶはପԁ形で、ఈ面はローϜにୡし、ൺֱత平ୱで͋る。
෴土は 2 ૚に෼けられた。そのଞ、༻్ෆ໌の 13・4 が検出されている。13 は長࣠ 33DN、চ面か
らのਂさ 41DN、14 は長࣠ 24DN、চ面からのਂさ 31DN をଌる。

土అは、11 の西ଆから 12 の北ଆにかけて検出されたが、ଌྔ前にচ面とڞに掘࡟してしまった
ため、形状はෆ໌ྎで͋る。

࿍は࠭ؠのປ石を東ଆにஔく地চ࿍で、࿪な۱ؙ長方形をఄする。ن໛は長࣠ 70DN、୹࣠ 54DN
をଌり、షচ土中をఈ面とする掘方を࣋っている。෴土は 3 ૚で、そのうち 1・2 ૚は焼土ཻ子やϒ
ロックを多くؚΉことからՐচ部とΈられる。

੺࠭は検出されなかったが、੺࠭が検出されることが多いஷ蔵穴にྡ઀するচ面コーナー部෇近で
は、編物石 7 点がまとまって確認された。土器の大部෼もচ面からの出土で͋る。また、চ面や࿍
からෳ数の炭化材が出土した。そのうち̐点のथ種同定を行ったところ、クスノΩՊ 3 点、έϠΩ 1
点で͋ることが໌らかとなった（第ᶛষ第 1 અࢀর）。 （相原）
遺෺　本遺構からは、弥生時代後期〜古墳時代前期のᆵ 41 点 437�7H、伫 20 点 122�1H、୆෇伫 32
点 272H、ߴᆀ 3 点 154�7H、ു 2 点 2�2H、小形ു 18 点 104�5H、ᆵ͋るいは伫 4 点 6�3H、弥生時代
後期〜古墳時代前期の石器（ຏ石）1 点 933H や石製品（編物石）10 点 3,010�7H、焼成粘土塊 1 点
9H、縄文土器（ງ೭内 2 式）1 点 11�3H、古代の土師器（伫）1 点 3H、礫 5 点 2,197�2H、炭化物が
出土した。これらのうち、古代の土師器や縄文土器は周辺からࠞೖしたとߟえられる。本遺構に伴う
と൑அした弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 8 点、ຏ石、編物石をਤ化し、ࡌܝした。

第 102 ਤ 1 〜 3 はᆵで͋る。1 はޱԑ部と಑Լ部およͼఈ部をܽଛするが、ᰍ部は「く」のࣈ状
に۶ۂし、಑部はٿ形をఄする。ᰍ部から಑部の֎面およͼޱԑ部内面に੺࠼がࢪされている。2・
3 はいͣれもᆵޱԑ部のഁ片で、ંりฦしޱԑで͋る。2 はંりฦし部෼の෯が約 2DN とڱいタイ
プで、3 のંりฦし部෼の෯は 3DN ఔ౓、֎面にແઅ 3 のࣼ縄文がࢪされている。

4 は伫のޱԑ部で、ޱ৶部֎面にはϋέ状޻具によるԡೀが一定間ִに認められる。֎面の一部に
੺࠼が見られるが、ҙਤしてࢪしたものではないとߟえられる。5 は୆෇伫の٭୆部で、௚ઢతに։
く形状をఄする。

6 はߴᆀで、٭部は「ϋ」のࣈ状に։き、3 箇所のἥ޸が見られる。٭上部の֎面、ἥ޸より上部
はᷱࣃ状޻具によるϔϥナσがࢪされている。ᆀ部の大部෼はܽଛしているが、࢒ଘするᆀ部の内面
には์ࣹ状のϛΨΩが認められる。また、かろうじて࢒るମ部を࡯؍すると、ᆀのମ部からఈ部にか
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࿍

ஷଂ穴ɾ土అ

第 97 図　SI59	2
 ࿍ɾஷଂ穴ɾ土అ 	1�30
ɾ遺物出土ঢ়گ図 	1�60


࿍
１． 7.5YR3/3 暗褐色土層 直径 0.5 ～ 1mm の焼土粒子 10%、直径 15 ～ 30mm の焼

土ブロック 1% 含む。締まりややऑ、粘性ややऑ、粒子͸શ体తに粗い。
２． 10YR3/1 黒褐色土層 焼土粒子 10%、橙色土粒子 (7.5YR7/6)5%、直径 2mm 以下

の炭化物粒子 3%、直径 10 ～ 20mm の黄褐色土ブロック (10YR5/6) Θ͔ͣに含む。締まり・
粘性あり。શ体తに顆粒状を呈する。

３． 10YR3/2 黒褐色土層 黒褐色土粒子 (7.5YR3/2)5%、焼土粒子 3%、にぶい橙色粒
子 (7.5YR7/4)1% 含む。締まり・粘性あり。

12	 ஷଂ穴 

１． 10YR3/2 黒褐色土層 ロームブロック (10YR5/4)3%、直径 1mm の明褐色土粒子

(7.5YR5/8)3% 含む。締まりあり、粘性ややऑ、粒子͸やや粗い。
２． 10YR4/6 褐色土層 直径 10 ～ 15mm のロームブロック 10%、ローム粒子

(10YR5/4)3% 含む。締まりややऑ、粘性あり、粒子͸͔ࡉい。

16

19

14
17

13

11

10
18

15

3
2

3

২
物
ࠟ

1
3 223

12
	ஷ
ଂ
穴



13
土
అ

1

2

13

12
	 ஷଂ穴 


14

土అ

11

S1729

'
'`

& &`

'
'`

91
�9

& &`91�9

(
(`

91
�9

(
(

थछಉఆࢼྉ 	97


थछಉఆࢼྉ 	98


थछಉఆࢼྉ 	99

थछಉఆࢼྉ 	100




　遺構と遺物

ᴷ 141 ᴷ

第 98 図　SI59	3
 遺物෼෍ɾ઀߹図 	1�60
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2�　土૚அ໘ #�#�　๺๺東͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　東南東͔Β

3�　চ໘શܠ　東南東͔Β

第 99 図　SI59 ࣸਅ 	1
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3�　遺物出土ঢ়گ　西南西͔Β

1�　遺物出土ঢ়گ　東南東͔Β

7�　࿍土૚அ໘(�(�　西๺西͔Β

5�　13 શܠ　๺๺東͔Β

4�　遺物出土ঢ়گ　南͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　東͔Β

8�　࿍۷ํશܠ　西๺西͔Β

6�　15 શܠ　東๺東͔Β

第 100 図　SI59 ࣸਅ 	2
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3�　۷ํશܠ　東南東͔Β

2�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　๺๺東͔Β

1�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　東南東͔Β

第 101 図　SI59 ࣸਅ 	3
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けての部෼がΘͣかに۶ۂしており、その境が໌ྎな器形ͩったとਪ࡯される。શମతに丁ೡなつく
りで、଻土に金Ӣ฼がؚまれている点が特௃తで͋る。

7・8 は小形ുで͋る。7 はޱԑ部からମ部にかけて内࿷する器形で、ޱ৶部はؙΈを帯ͼる。8

1

2 3

4

� 6 � �

1

2 3

4

� 6 � �

第 102 図　SI�� 出土遺෺ (1)(1/3)ɾࣸਅ
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第 103 図　SI�� 出土遺෺ (2)(1/3)
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も内࿷する器形で、7 にൺ΂ると器นがްい。ޱ৶部は内܏する面を࣋つようなஅ面形で͋る。いͣ
れも内֎面に੺࠼が認められる。

第 103・104 ਤ 9 はຏ石、10 〜 19 は編物石で͋る。9 はԼ端面に摩໓したൣғが認められる。
形状から「石٩」で͋るՄೳੑもߟえられる。編物石はஅ面形により、おおよそ 3 種類に෼けられる。
10 〜 12 はஅ面形が三֯͋るいはඛ形の多֯形をఄするタイプ、13 〜 16 は方形͋るいはそれに近
い形状のタイプ、17 〜 19 はପԁ形やશମతにؙΈの͋るタイプで͋る。

ᆵの器形や、ં りฦしޱԑのᆵߴ、 ᆀの特௃から、これらの土器はh 新ീԦ子市࢙௨࢙編 1 原 ・࢝古代ʱ
（ീԦ子市 2015）のٴ川良඙による土器編年（以Լ、新ീԦ子市࢙編年とする）によれ͹、弥生時
代ऴ末期にҐஔ෇けられる。本遺構のഇઈ時期もその時期で͋ろう。 （小西）

� 10 11
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1�

14

1�
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1�16

第 104 図　SI�� 出土遺෺ (2) ࣸਅ



˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

छผ
器छ ๏ྔ 器形のಛ௃ ੡ٕ࡞๏のಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ

第
102
ਤ

1 4*59 土器
ᆵ

ᰍ部
<5�7>
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಑部࠷大ܘは中ԝ部
に͋る。

֎面のうちᰍ部から಑部にか
けてはॎҐのϛΨΩ、಑Լ部
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ཻ࠭、金Ӣ
฼

良޷ 5:36�5�6 ᒵ 部٭
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ॏྔ 129�8H

7 4*59 土器
小形ു
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ԑ部からମ部にかޱ
けて内࿷する器形。

内֎面はԣҐとࣼҐのϔϥナ
σ。

ཻ࠭ 良޷ 2�5:34�4 にͿ
い੺׊

ԑ部ޱ
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ॏྔ 27�5H
内֎面に੺࠼。

8 4*59 土器
小形ു

6�3
5�0
4�0

֎面はԣҐのϛΨΩ主ମ、ମ
部Լ半はϤコナσ。内面はԣ
ҐのϛΨΩ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 1034�4 ੺׊ ԑ部ޱ
3�4

ఈ部 2�3

ॏྔ 76�6H
内֎面に੺࠼。

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。
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9 4*59 ຏ石 10�7 7�8 6�5 933�0H 形׬ ؠ࠭ 石٩か

10 4*59 編物石 11�7 5�4 4�0 311�5H 形׬ ؠ࠭ 部෼తにඃ೤し੺化。

11 4*59 編物石 11�7 5�7 3�7 345�5H 形׬ ؠ࠭

12 4*59 編物石 10�2 4�7 3�0 168�0H 形׬΅΄ ؠ࠭

13 4*59 編物石 11�5 5�4 3�5 401�5H 形׬ ؠ࠭

14 4*59 編物石 10�5 4�5 3�1 228�0H 形׬ ؠ࠭

15 4*59 編物石 11�5 5�2 3�0 293�1H 形׬ ؠ࠭

16 4*59 編物石 15�2 4�4 3�7 355�0H 約 2�3 ؠ࠭
શମతにඃ೤し੺化、ഗ෇ண。ද
面にരͥた痕跡͋り。

17 4*59 編物石 11�5 5�0 4�0 354�5H 形׬ ؠ࠭

18 4*59 編物石 12�3 5�0 2�5 227�6H 形׬ ؠ࠭

19 4*59 編物石 13�8 6�9 2�4 326�0H 形׬ ؠ࠭
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SI60（第 105 〜 112 ਤ、第 17・23 ද）
遺構　2-6 西۠東دりの 282-39・40・49・50 άリッドにҐஔする。南東۱部෼は掘ൣ࡟ғ֎΁と
続いており、別్日野市教育ҕһ会が発掘調査を実ࢪしている。

検出面はᶙ2 ૚で、古代末〜中世の土坑 4,190・222 が෴土上面を੾り、中世の溝 4%12 が෴土
やน上部を東西に؏いている΄か、֧ཚが北西۱部෼を੾っている。平面形ଶは۱ؙ方形で、今回の
掘ൣ࡟ғ内での長࣠（東西）458DN、୹࣠（南北）456DN で、主࣠方޲は /-64°-8 をࢦす。検出
面からのਂさは 31DN で、นは֓Ͷ։きながら立ち上がっている。

চはషচで、চ面のߗ化はൺֱతऑく、ߗ化面は南นدりと北นدりの一部෼を中心に検出され
た。น溝や主柱穴とΈられるピットはແく、東นدり中ԝ部にఐ子穴 11、その北東にஷ蔵穴 14 の
ଞ、南นدりで 12、࿍と北นの間で浅い土坑状の 13 が検出された。また、চ面中ԝ部の西دりに࿍、
11 をғΈࠐΉように土అがそれͧれ検出された。

চ面までの෴土は 8 ૚に෼けられた。શ般తにཻ子がૈいࠇ৭土もしくは׊ࠇ৭土で、いͣれの
૚も໌੺׊৭、׊৭スコリア以֎のؚ༗物はগなく、࠷上૚の 1 ૚でඍྔの炭化物、南นに近い 5
૚でগྔのローϜཻ子、চ面௚上の 8 ૚でローϜϒロックのภ在が確認できたఔ౓で͋る。なお、
この 8 ૚に相当するচ面௚上から、土器片がまとまって出土した。

掘方はશ面తにᶚ૚まで掘りԼ͛られていて、ఈ面には؇やかなԜತを༗している。掘方の土૚は
2 ૚に෼けられたが、֓Ͷ、ローϜを多くؚΉ׊҉ۃ৭土で占められている。

ఐ子穴とߟえられる 11 は௚ܘ 24DN のԁ形で、அ面はശܕをఄし、ఈ面にはΘͣかな段ࠩが͋る。
চ面からのਂさは 17DN をଌり、掘方のఈ面よりਂい。上૚の෴土はࠇ৭でڧくకまり、Լ૚は׊ࠇ
৭でローϜが多くภ在していてకまりが͋まりない。

14 はஷ蔵穴で、平面形ଶはପԁ形をఄし、ن໛は長࣠ 51DN、୹࣠ 37DN、চ面からのਂさ 22DN
をଌる。ఈ面にはΘͣかな段ࠩを༗し北ଆがਂくなっていて、นは։いて立ち上がる。෴土は 3 ૚
に෼けられ、土器片ٴͼ炭化物が出土している。

土అは、東ଆの一部をআき、ఐ子穴 11 を大きくऔりғΉ「$」ࣈ状の形状をఄする。掘ൣ࡟ғ内
においては長࣠ 121DN、୹࣠ 95DN、চ面からのߴさ 3DN をଌる。ローϜがൗ໲状にؚまれる׊ࠇ
৭土をಥきݻめて構ஙされている。

࿍は、東دりにປ石がஔかれた地চ࿍で、ෆ੔形なԁ形をఄし、長࣠ 49DN、୹࣠ 48DN をଌる。
షচ土中をఈ面とする掘方を࣋ち、掘方の෴土上にՐচ部を༗するが、ඃ೤のఔ౓はऑい。ປ石は࠭
औし、ਫચબ別を行ったところ、4࠾で、ඃ೤による੺化が認められた。また、࿍の෴土の一部をؠ
点の炭化種実をந出した。同定の݁果、ϒド΢属の種子等と൑໌した（第ᶛষ第 1 અࢀর）。

12・3 は༻్ෆ໌のピットで͋る。12 はԁ形で௚ܘ 41 〜 42DN、চ面からのਂさは 29DN をଌる。
13 は浅い土坑状で、長࣠ 74DN、୹࣠ 70DN のପԁ形をఄする。চ面からのਂさは 13DN で、ఈ面
は平ୱで͋る。

੺࠭は検出されなかった。出土遺物の多くは、෴土Լ૚からচ面にかけて出土している。　（相原）
遺෺　本遺構からは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 102 点 993�1H（ᆵ 41 点 437�7H、伫 20
点 122�1H、୆෇伫 32 点 272H、ߴᆀ 2 点 24�9H、ു 1 点 129�8H、伫͋るいはᆵ 3 点 5�1H、器種ෆ
໌ 3 点 1�5H）、縄文土器 6 点 94�3H（ॾү D 式 1 点 5�6H、ງ೭内 1 式 2 点 30�3H、ી୩〜安行 1 式
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SI60
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௕͞ 5NN ҎԼの୸化ࡐย 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̒ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̔ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 10% ภࡏɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̕ɽ���5:3���� 極҉׊৭౔層� షচ౔ɻϩʔϜ 	10:3���
�0%ɺࠇ৭౔ 	10:3��1
10% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ

	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
10ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ షচ౔ɻ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�0%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ

	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

11
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ 11෴౔ɻ௚�0ܘNNҎԼのϩʔϜブϩοΫ	10:35��
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻ ΍΍ີɻࢠ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 11 ෴౔ɻϩʔϜ 	10:35��
�0% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ౔అɻϩʔϜ 	10:35��
 ൗจঢ়ʹ 10% ؚΉɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ షচ౔ɻϩʔϜ 	10:35��
 ൗจঢ়ʹ �0% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

12
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ୸化ؚࡐΉɻ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ

೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜओମɻ׊ࠇ৭౔ 	10:3���
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

13
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
15% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ

࿍
̍ɽ�5:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊ࠇ 	��5:3���
 ൗจঢ়ʹ �0% ؚΉɻ௚ܘ 15NN ҎԼ

のম౔ブϩοΫ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ
	10:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのʹͿ͍ԫ׊৭౔ཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·
Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 火চ෦ɻ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの
୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻ
ࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜブϩοΫɻ

14	 ஷଂ穴 
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3�　চ໘શܠ　๺๺東͔Β

2�　土૚அ໘ #�#�　東南東͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　๺๺東͔Β
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3�　11 土૚அ໘　๺๺西͔Β

1�　遺物出土ঢ়گ　๺๺東͔Β

7�　࿍ݕ出ঢ়گ　๺๺東͔Β

5�　13 土૚அ໘　東南東͔Β

4�　12 土૚அ໘　東南東͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　๺๺東͔Β

8�　࿍۷ํ土૚அ໘(�(�　西๺西͔Β

6�　14 遺物出土ঢ়گ　東南東͔Β
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2�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　東南東͔Β

1�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　๺๺東͔Β

3�　۷ํશܠ　๺๺東͔Β

第 110 図　SI60 ࣸਅ 	3
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ซ行 2 点 42�4H、時期ܕ式ෆ໌ 1 点 16H）、縄文時代の石器（剥片）1 点 0�4H、古代の土師器（伫）
6 点 26�7H、古代の須恵器（ᆀ）1 点 3�6H、焼成粘土塊 1 点 5�5H、金属製品（器種ෆ໌）1 点 0�4H、
ඃ೤礫をؚΉ礫 8 点 3,046�7H のଞ、炭化物（材）が出土した。

弥生時代後期〜古墳時代前期の土器以֎の土器や石器、金属製品は、後世のࠞೖで͋るՄೳੑがߴ
い。本遺構に伴う遺物は土器が主ମで͋り、ᆵよりも୆෇伫をؚΉ伫類の方が多い。઀合した土器を
中心に 9 点をਤ化し、ࡌܝした。

第 111・112 ਤ 1 〜 7 はᆵで͋る。1・2 はંりฦしޱԑのᆵで、1 はંりฦしの෯が 3DN 以上
と෯޿く、2 は෯約 1�8DN とڱい。3・4 は୯७ޱԑのޱԑ部で、ᰍ部から௚ઢతに։く形状をఄす

2

3

1

4

�

6

�

� �

第 111 図　SI60 出土遺෺ (1/3)
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る。いͣれもϛΨΩによる調੔が見られ、4 は内֎面に੺࠼がࢪされている。5 はᆵ಑部のഁ片で、
಑上部にはແઅ 3 縄文と 4 が認められる。6࠼文されている。文༷帯のԼ方には੺ࢪ状݁અ文がࣈ は
ᆵのᰍ部からޱԑ部のഁ片で、ޱԑ端部をܽく。7 はᆵのᰍ部から಑部にかけてのഁ片で、֎面はॎ
ҐのϛΨΩにより器面が੔えられている一方で、内面には෯ 1 〜 1�5DN の粘土ඥの痕跡が໌ྎに࢒る。
ᰍ部の௚ܘが約 6DN とڱく、成形時にखがಧかなかったのͩろう。8 は୆෇伫で͋る。約 120 点の
ഁ片が઀合し、٭୆部以֎を֓Ͷ෮ݩすることができた。಑部࠷大ܘが಑上部に͋る器形で、ޱԑ部
は௚ઢతに։く。ᰍ部の۶ۂは͋まりڧくない。ޱԑ部֎面はナσによる調੔、಑部はϋέ目調੔で
͋る。಑Լ部の内面はϛΨΩがࢪされている。ޱ৶部֎面にࠁΈは認められない。9 はߴᆀのᆀ部で
͋る。ߴᆀにしては器นがްいつくりで͋るが、内֎面はϛΨΩによる調੔と੺࠼がࢪされている。

8 の形ଶత特௃と土器શମの༷相から、新ീԦ子市࢙編年の弥生時代ऴ末期にҐஔ෇けられる。ܝ
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1 4*60 土器
ᆵ

ʵ ෯ 3DN 以上のંりฦ
しޱԑ。

ԑ部はԣҐのϛΨΩ、ᰍ部ޱ
はॎҐのϋέ目。
内面はナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 10:37�6 ໌ԫ
׊

ԑ〜ᰍޱ
部ഁ片

ॏྔ 35�4H

2 4*60 土器
ᆵ

<12�1>
（2�9


෯約 1�8DN のંりฦ
しޱԑ。

ԑ部はԣҐのϔϥナσ、ᰍޱ
部はϋέ目のちॎҐのϛΨ
Ω。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 16�8H

3 4*60 土器
ᆵ

<11�4>
	4�5


ԑ部は௚ઢతに։ޱ
く、୯ޱԑ。

֎面はॎҐのϋέ目、ޱԑ端
部はԣҐのナσ。
内面はԣҐのϋέ目のちԣҐ
のϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:37�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ޱ
1�2

ॏྔ 46�9H

4 4*60 土器
ᆵ

<15�5>
	6�1


ᰍ部ܘ
<9�5>

ԑ部は௚ઢతに։ޱ
く。୯ޱԑ。

֎面のうちޱԑ部෇近はԣ
Ґ、ମ部はॎҐのϛΨΩ。
内面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ、ᰍ部෇近はϔϥナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 2�5:36�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ޱ
1�8

ॏྔ 53�0H
ԑ部内֎面に੺ޱ
。࠼

5 4*60 土器
ᆵ

	7�7

಑部

ܘ大࠷

֎面のうち಑上部は社縄文
（ແઅ 3 か）ʴ 4 、状݁અ文ࣈ
それよりԼ部はԣҐのϛΨΩ
主ମ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

ややೈ
࣭

10:37�3�5 に
Ϳいԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 78�6H
֎面੺࠼。

6 4*60 土器
ᆵ

	5�7

ᰍ部ܘ
	7�4


ᰍ部は؇やかに֎൓
して։く。

֎面はϋέ目のちॎҐのϛΨ
Ω。内面はϔϥナσか。

ཻ࠭ 良޷ 7�5:36�6 ᒵ ᰍ部ഁ片 ॏྔ 32�1H

7 4*60 土器
ᆵ

	6�3

ᰍ部ܘ
<6�1>

ᰍ 部 の ۶ ۂ は ؇ や
か。

֎面はॎҐのϛΨΩ。
内面のうちᰍ部はԣҐのϛΨ
Ω、಑部はナσ。粘土ඥの
痕跡が໌ྎに࢒り、෯ 1 〜
1�5DN。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面
1034�6 ੺
内面
10:37�3�5 に
Ϳいԫᒵ

಑部 2�3 ॏྔ 95�1H
֎面、ᰍ部内面に
੺࠼。

8 4*60 土器
୆෇伫

19�4
	25�6

಑部

ܘ大࠷
<25�4>

ԑ部は௚ઢతに։ޱ
く。಑部࠷大ܘは上
部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ部はԣҐの
ϔϥナσ、಑上半部はԣҐか
らࣼҐのϋέ目、಑Լ半部は
ࣼҐからॎҐのϋέ目。
内面のうち、ޱԑ部はԣҐの
ϋέ目、಑上部はԣҐのϔϥ
ナσ主ମ、一部にࢦ頭ѹ痕、
಑Լ部はԣҐのϛΨΩ主ମ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
5:37�8 ᒵ・
7�5:33�1 ׊ࠇ
内面
7�5:37�4
にͿいᒵ・
7�5:33�2 ׊ࠇ

ԑ〜಑ޱ
部 11�12

ॏྔ 1,129�7H

9 4*60 土器
ᆀߴ

<18�4>
	4�4


ᆀ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

֎面はࣼҐのϛΨΩ主ମ。
内面のうちޱԑ部෇近はԣҐ
のϛΨΩ主ମ、ମ部はࣼҐの
ϛΨΩ主ମ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面 2�5:35�4
にͿい੺׊
内面 7�534�4
にͿい੺

ԑ部ޱ
1�8

ॏྔ 47�2H
ᆀ 部 内 ֎ 面 に ੺
。࠼
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した土器の多くがচ面から出土していることから、本遺構のഇઈ時期も同じで͋ろう。　　（小西）ࡌ
SI62（第 113 〜 121 ਤ、第 18・19・23 ද）
遺構　2-6 西۠西دりの 282-41・42・52 άリッドにҐஔする。中世の溝 4%13 の発掘調査中に新
たに検出された。検出面はᶘ3 ૚で、前ड़の 4%13 のଞ、4*64、4%,1347、4,,1005・1006 に੾ら
れている。なお、4*62 の掘࡟中、新たに 4*64 が検出された。

平面形ଶは۱ؙ方形で、長 （࣠南北）470DN、୹ （࣠東西）429DN、検出面からのਂさは 45DN をਤる。
主࣠方޲は /-54°-8 をࢦす。นは֓Ͷਨ௚に立ち上がっている。

চ面はషচで、北東部෼の中ԝدりでߗ化が確認できたが、ଞの部෼ではෆ໌ྎで͋った。น溝、
主柱穴はແく、東นدり中ԝ部でఐ子穴 13、その東ଆのนࡍにஷ蔵穴 11 のଞ、চ面中ԝ部෇近で
ややਂい 12、掘方ఈ面西นدりで 14 を検出した。࿍はচ面中心部の北西دりで検出された。土అ
は確認されなかったが、চ面北東۱で੺࠭をؚΉ੝土を検出した。

෴土は 12 ૚に෼けられた。12 ૚をআき、֤૚はԫ׊৭のスコリアをؚΉࠇ৭土もしくは׊ࠇ৭
土をϕースとしており、特に上૚〜中૚の 1 〜 3 ૚はཻ子がૈく、大部෼がϒロック状をఄしている。
চ面௚上の 10 ૚は焼土をগྔؚΜでおり、これは࿍のӨڹとΈられる。またนࡍからচ面中ԝ部෇
近の 11 ૚には҉׊৭土がภ在し、นࡍの 12 ૚はローϜϒロックが主ମで͋る。

掘方は、શମతに掘りࠐΈは浅く、特にচ面中ԝ部෇近では、地山が΄΅চ面となっており、また、

第 1� ද　SI60 出土土器࡯؍ද
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第 113 図　4*62(1)(1/60)
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第 114 図　SI62	2
 ࿍ɾஷଂ穴 	1�30


࿍

ஷଂ穴

۷ํ

SI62
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5% ؚΉɻࠇ৭౔ブϩοΫ �0% ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ 1 層ΑΓ明Δ͍ɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻࠇ৭౔ブϩοΫ �0% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ৭౔খブϩοΫओମࠇ 	�0%
ɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ

৭スコϦΞ׊ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ �NN のࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻϕルτ中ԝدΓʹম౔

΍΍ີɻࢠɺཻڧɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γࡏඍྔภࢠཻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚1ܘNNのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚1ܘNNの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼ�の׊ࠇ৭スコϦΞ1%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

ɻີࢠཻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ� 層ʹࣅΔ͕ɺక·Γ͕؇ཻ͍͘ૈ͕ࢠɻ
̓ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
10%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̔ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NNҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
10%ɺ௚ܘ 1NNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NNҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1%ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̕ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚1ܘNNのԫ׊৭スコϦΞ	10:35��
�%ɺ௚1ܘNNの明੺׊৭スコϦΞ	5:35��
1%ؚΉɻ҉׊৭౔	10:3���
�0%ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
10ɽ�5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
11ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ҉׊৭౔ 	10:3���
10% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
1�ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜブϩοΫओମɻ׊ࠇ৭౔層 	10:3���
�0% ภࡏɻ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
1�ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ షচ౔ɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ極Ίͯڧɺཻີࢠɻ
1�ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ షচ౔ɻ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
15ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ షচ౔ɻϩʔϜ �0% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

12
̍ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
5% ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ

13
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜɺ׊ࠇ৭౔ࠞ߹౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

14
̍ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ৭౔׊ࠇ 	10:3���
�0% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·

Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

࿍
̍ɽ�5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:31���1
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺

৭スコϦΞ׊ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN のম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక

·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

11	 ஷଂ穴 

̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ

1NN のԫ৭スコϦΞ 	��5:���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN のԫ৭スコϦΞ 	��5:���
1% ؚΉɻ೪

ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
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第 115 図　SI62	3
 ੺࠭ 	1�30
ɾ遺物出土ঢ়گ図 	1�60


੺࠭

遺物出土ঢ়گ

੺࠭
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ

1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺ
΍΍ີɻࢠཻ

̎ɽ�5:3��1� �৭౔層׊ࠇ ੺࠭層ɻ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ
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�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼ
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นࡍがςϥス状に 1 段ߴくなっている。南部から東部にかけてはややਂく掘りࠐまれており、ଞの
部෼がᶙ3 ૚までの掘りࠐΈで͋るのにରし、この部෼ではᶚ૚までٴΜでいる。掘方ॆర土は 3 ૚
に෼けられ、上૚がࠇ৭土の 13 ૚、Լ૚が׊ࠇ৭土の 14 ૚で、ਂく掘りࠐまれた部෼のΈでロー
Ϝが多くࠞ在する҉׊৭土の 15 ૚が見られる。

ピットは 11 〜 4 の 4 基が検出された。ఐ子穴とΈられるのは 13 で、掘方ఈ面で検出されたが、
本དྷはচ面からἥたれていたものとਪ࡯され、その৔合のਂさは 30DN ఔ౓で͋る。検出面での長࣠
は 30DN をଌる。

ஷ蔵穴 11 は長࣠ 39DN、୹࣠ 30DN のପԁ形をఄする。চ面からのਂさは 33DN をଌり、அ面形
ଶは 6 状で͋る。෴土はࣈ 3 ૚に෼けられた。

12 は長࣠ 31DN、୹࣠ 28DN のෆ੔ପԁ形をఄする。南東から北西にࣼめにἥたれており、ਂさ
は 72DN をଌる。14 は掘方ఈ面で検出された浅いԁ形のピットで͋る。12・4 の༻్はෆ໌で͋る。

࿍は、掘方の長࣠ 54DN、୹࣠ 47DN のପԁ形をఄし、໌ ྎなՐচ部は確認されなかったが、Ґஔと、
෴土に焼土ཻ子がؚまれていることから࿍と൑அした。ປ石は出土しなかった。また、࠾औした࿍の
෴土の一部にରして、ਫચબ別を行い、炭化種実のந出をࢼΈた。Θͣかに 1 点のΈந出し、同定を行っ

第 116 図　4*62(4) 遺෺分布・઀合図 (1/60)
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2�　౔૚அ໘ #�#`　ೆ౦͔Β

1�　౔૚அ໘ "�"`　๺౦͔Β

3�　চ໘શܠ　ೆ౦͔Β

第 117 図　4*62 ࣸਅ (1)
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3�　遺物出土ঢ়گ　๺東͔Β

1�　遺物出土ঢ়گ　南東͔Β

7�　੺࠭ݕ出ঢ়گ　南西͔Β

5�　12 土૚அ໘　南東͔Β

4�　11 શܠ　南東͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　南西͔Β

8�　੺࠭土૚அ໘　๺西͔Β

6�　13 土૚அ໘　๺東͔Β

第 118 図　SI62 ࣸਅ 	2
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5�　۷ํશܠ　南東͔Β

4�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　南東͔Β3�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　๺東͔Β

2�　࿍۷ํ土૚அ໘　南東͔Β1�　࿍土૚அ໘　南東͔Β

第 119 図　SI62 ࣸਅ 	3
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たところ、アワ穎果で͋ると෼かった（第ᶛষ第 1 અࢀর）。
੺࠭は、চ面の北東۱で੝土状に検出された。׊ࠇ৭土がϕースの࣭࠭土৕で、一部は 4*64 によっ

て੾られているが、࢒ଘൣғではচ面から 8DN のߴまりを確認することができた。

1

�

2 3

4

6 �

�

第 120 図　SI62 出土遺෺ (1/3)
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1

�
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4

6 �

�

�� ᆀ෦ͱ٭෦ͱの઀߹෦ �� ᆀ෦ͱ٭෦ͱの઀߹෦（֦େ）

第 121 図　SI62 出土遺෺ࣸਅ
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第
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・
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ਤ

1 4*62 土器
ᆵ

	13�1

಑部

ܘ大࠷
<21�6>

಑部࠷大ܘは中ԝ部
に͋る。

֎面はࣼҐ、ԣҐのϛΨΩ、
部෼తにϋέが࢒る。
内面のうち಑上部はԣҐのϔ
ϥナσ、಑Լ部はԣҐとॎҐ
のϔϥナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面 7�5:37�4
にͿいᒵ
内面 10:35�2
灰ԫ׊

಑部 1�2 ॏྔ 271�8H
಑部֎面に੺࠼。

2 4*62 土器
୆෇伫

10�8 ࣈ୆部は「ϋ」の٭
状に։く。

֎面のうち٭୆部はॎҐのϋ
έ目主ମ。
内面のうち伫ఈ部はϔϥナ
σ、٭୆部はϔϥナσ主ମで、
端部にԣҐのϋέ目。

ཻ࠭ 良޷ 10:36�3�5 に
Ϳいԫᒵ

׬୆部٭
形

ॏྔ 233�0H

3 4*62 土器
୆෇伫

	4�8

9�3

ࣈ୆部は「ϋ」の٭
状に։き、端部がΘ
ͣかに内࿷する。

֎面はॎҐのϋέ目、Լ端部
はϋέ目のちナσ。
内面はॎҐ、ԣҐのϔϥナσ、
Լ端部はԣҐのϋέ目。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面 10:36�4
にͿいԫᒵ
内面 5:36�6
ᒵ

΄୆部٭
形׬΅

ॏྔ 107�6H

4 4*62 土器
ᆀߴ

<20�9>
	4�7


ᆀ Լ 部 に ྏ を ༗ す
る。ޱԑ部はやや内
࿷ؾຯに։き、ޱԑ
端部には内܏する面
を༗する。

֎面はॎҐ、ԣҐのϛΨΩ、
内面はॎҐのϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ೈ࣭ 7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ԑ〜ମޱ
部 1�6

ॏྔ 72�1H
֎面の一部に੺࠼
が࢒ଘ。

5 4*62 土器
ᆀߴ

16�6
	13�5

ᆀ部

ܘ大࠷
17�7

ᆀ部はਂい࿶状で、
Լ部にྏを༗する。
部はやや֎൓しな٭
がら։く。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ、ମ部はॎҐのϛΨΩ、
ྏ෇近はԣҐのϛΨΩ、ମԼ
部から٭部にかけてはॎҐの
ϛΨΩとϔϥナσ。
内面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ主ମ、ମ部はࣼҐ、ॎҐ
のϛΨΩ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 10:36�5�4 に
Ϳいԫᒵ
੺࠼
2�5:34�6 ੺׊

ᆀ部΄΅
形׬

ॏྔ 620�6H
ᆀ部内֎面、٭部
֎面に੺࠼。

6 4*62 土器
小形ߴᆀ

	10�1

9�2
9�3

ᆀ部はやや内࿷する
形状で、ᆀԼ部にΘ
ͣかなྏが࢒る。٭
部は「ϋ」のࣈ状に
։く。

֎面のうちᆀ部はԣҐのϛΨ
Ω主ମ、ᆀ部から٭部にかけ
てはॎҐのϛΨΩ、٭部はࣼ
ҐとԣҐのϛΨΩ。
内面はᆀ部・٭部ともにԣҐ
のϛΨΩ主ମ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
5:35�4 にͿ
い੺׊
内面
1035�4 ੺׊

ԑ部ޱ
1�3

部٭ 1�8

ॏྔ 147�0H
内 ֎ 面 શ ମ に ੺
。࠼

7 4*62 土器
小形ു

8�0
6�3
4�8

ԑ部は୹く֎൓すޱ
る。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ主ମ、ମ部からఈ部にか
けてはࣼҐ、ॎҐのϛΨΩ、
ఈ部はέズリ。
内面はԣҐのϛΨΩ主ମ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 10:37�4 にͿ
いԫᒵ

形׬΅΄ ॏྔ 176�6H
内面のޱԑ部から
ମ部上半に੺࠼。
֎面のମԼ部から
ఈ部にかけてരͥ
た痕跡。

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
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େ෯࠷
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・

121ਤ
8 4*62 ଧ製石佁 15�0 8�7 2�6 355�5H 形׬ ؠ࠭ 石܃のՄೳੑ͋り
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遺物は෴土の上૚〜Լ૚にかけて出土しているが、当遺構に௚઀伴うとࢥΘれる土器はԼ૚を中心
に出土している。 （相原）
遺෺　本遺構からは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 149 点 1,760�2H（ᆵ 28 点 337�7H、伫 7
点 9�4H、୆෇伫 42 点 347�9H、ߴᆀ 62 点 860�8H、ു 5 点 21H、小形ു 1 点 176�6H、伫͋るいは
ᆵ 3 点 6�6H、器種ෆ໌ 1 点 0�2H）、弥生時代後期〜古墳時代前期の石器（ଧ製石佁）1 点 933H、土
師器（伫）26 点 96�9H、須恵器（ᆀ）1 点 2�8H、礫（ඃ೤礫をؚΉ）8 点 738H が出土した。土師
器や須恵器は古代の所産で͋り、4%12 の構ங等のࡍにࠞೖしたՄೳੑがߟえられる。ଧ製石佁とし
た石器は、その形状や出土Ґஔ等から、本遺構に伴う遺物と൑அした。

本遺構に伴う土器の޲܏としては、ᆵよりも伫の方がएׯ多い点や、ߴᆀや小形ുが一定ྔ出土し
ている点が͛ڍられる。上記の小形ുのॏྔは、一ݸମ෼で͋る。土器 7 点、石器 1 点をࡌܝした。

第 120・121 ਤ 1 はᆵ಑部で、಑部࠷大ܘが֓Ͷ಑中ԝ部に͋る器形をఄする。಑上部֎面には

第 1� ද　SI62 出土土器࡯؍ද

第 1� ද　SI62 出土ੴ器࡯؍ද
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੺࠼が認められる。2・3 は୆෇伫の٭୆部で、いͣれも֎面はϋέ目調੔で͋る。2 はఈ部からΘ
ͣかに֎൓ؾຯに։き、٭୆部端部のஅ面形は方形に近い。3 はఈ部から௚ઢతに։き、٭୆部端部
がややؙΈを帯ͼる。

4 〜 6 はߴᆀで͋る。4 はᆀ部のΈで、٭部をܽଛする。ᆀ部はମ部Լ端にྏを༗する器形で、ମ
部はྏから௚ઢతに։き、ޱԑ部がΘͣかに内࿷する。ޱԑ端部は内܏する面を༗する。ᆀ部֎面に
は੺࠼の痕跡が࢒るが、ൣғとしては໌ྎではないためਤࣔしていない。4 はݩ԰ෑߴܥᆀで͋り、
ԑ端部の形状はやや古い༷相をࣔす。5ޱ はޱԑ部の一部をܽくものの、ᆀ部が΄΅׬形で࢒ଘし、
がม化し޲部はܽଛしている。ਂい࿶形のᆀ部はԼ端にྏを༗し、それを境にして֎面の調੔の方٭
ている。֎面はޱԑ部からମ上部はԣҐのϛΨΩ、ମ上部からྏまではॎҐのϛΨΩ、ྏから٭部と
の઀合部はԣҐのϛΨΩがそれͧれࢪされ、ᆀ部と٭部の઀合部はॎҐのナσ、٭部はॎҐのϛΨΩ
による調੔が行Θれている。઀合を行う前に土器のഁஅ面を࡯؍したところ、ᆀମ部のྏの部෼はᆀ
部と٭部との઀合部ͩったことが෼かった。また、粘土Ͳうしの઀ணを良くするために、઀合部෼に
ϋέ状޻具でইを෇けた痕跡を確認することができた（第 121 ਤ 5 র）。5ࢀ はܽ山式土器の༗ྏߴ
ᆀのܥේをҾくとଊえられるが、本དྷ͋る΂き器形からはͩいͿ่れているҹ৅をडける。6 は小形
部は௚ઢతに։く。ϛΨΩに٭。ᆀで͋る。ᆀ部は࿶形をఄし、Լ端にはΘͣかにྏが認められるߴ
よる調੔と੺࠼がࢪされているものの、શମతにްखのつくりで͋る。

7 は小形ുで͋る。ఈ部からମ部にかけては໌ྎな段が෇き、ମ部は内࿷ؾຯに๲らΈ、ޱԑ部は
୹く֎൓する。内֎面ともにϛΨΩによる調੔が主ମで、ޱԑ部からମ上部内面には੺࠼がࢪされて
いる。

8 は上部がઌࡉるἷ平な礫をՃ޻しているが、֤面にࣗવ面が多く࢒る。ਕ部の一部をܽଛしてい
るものの、࢒ଘするଆ面等のՃ޻状況から、ະ製品で͋るとߟえられる。「ଧ製石佁」としたが、形
状等から「石܃」で͋るՄೳੑもߟえられる。

これらの土器の༷相から、新ീԦ子市࢙編年の弥生時代後期後半にҐஔ෇けられる。土器の出土状
況から、本遺構のഇઈ時期も同時期とߟえられる。 （小西）
SI6�（第 122 〜 134 ਤ、第 20・23 ද）
遺構　2-6 西۠東部の 282-18・19・28・29 άリッドにҐஔする。検出面はᶘ3 ૚で、4,199・
208、41740・741・742・766、4,,863 の֤遺構に੾られている。

4,208（調査ணख時は41663）の掘࡟中、西นがΦーバーϋンά状に掘りਐめられたため、ৄࡉを確
認したところ、4,208 に੾られる別遺構のଘ在が確認された。また、4,208 の北ଆで検出され、集
石を伴う土坑 4,218 としていた遺構のプϥンを࠶౓確認したところ、これらが一連の竪穴建物跡で
͋ることが໌らかになり、4*65 として調査することとなった。

平面形ଶは۱ؙ長方形で、長࣠ 579DN、୹࣠ 521DN をଌり、本報告の同時期の竪穴建物跡の中で
は࠷大ن໛で͋る。検出面からのਂさは 69DN をଌり、นは一部をআいてਨ௚に立ち上がっている。
主࣠方޲は /-83°-8 をࢦす。

চ面はషচで、શମతに、֓Ͷ平ୱで͋る。ߗ化面はนࡍをআく޿いൣғで確認された。น溝はແ
く、主柱穴は 4 基（11 〜 4）が確認された。また、東นدりの中ԝにఐ子穴とࢥΘれる 15、15 北
東ଆのนࡍにஷ蔵穴 19 のଞ、࿍の南東に 16、11 と 14 の中間に 17、14 の東ଆに 18 の小ピットが
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検出された。࿍は大ܕの地চ࿍で、চ面中ԝ部のやや西دりで検出された。そのଞ、ஷ蔵穴 19 の周
ғを半周する土అ、চ面北東۱で੺࠭の෼෍が認められた。

চ面までの෴土は 27 ૚に෼けられ、その΄とΜͲが໌੺׊৭スコリアとԫ׊৭スコリアをؚΉࠇ
৭土がϕースとなっている。このうち࠷上૚の 1 ૚は、前ड़した௨り、当初 4,218 とした集石状の
ෳ数の礫を伴っている。これは、この建物跡が׬શに埋຅する前の段֊で、近ྡの掘࡟等で発生した
礫をۼ地に遺غしたものと૝定した。108 点の礫はશてඃ೤しており、片状࠭ؠ 1 点をআき、શて
。で͋るؠ࠭

চ面に近い 14・21 ૚は、కまりがۃめてڧいߗ化した૚で͋る。いͣれの૚にも、焼土や炭化物
のཻ子はؚまれていない。

掘方は、શ面తにਂくᶛ4 ૚近くまで掘りԼ͛られている。นࡍがςϥス状に 1 段ߴくなっている
が、それ以֎のఈ面はൺֱత平ୱで͋る。掘方のॆర土は 4 ૚に෼けられ、上૚の 27・28 ૚は、ロー
Ϝϒロックが目立つࠇ৭土、30・31 ૚はローϜཻ子が目立つ土৕で、30 ૚は׊ࠇ৭土、31 ૚は҉
Φリーϒ׊৭土が主ମで͋る。

主柱穴は 11 〜 4 の 4 基で͋る。いͣれも平面形ଶはପԁ形でローϜ૚までਂく掘りࠐまれてお
り、চ面からのਂさは 11 が 70DN、12 が 55DN、13 が 54DN、14 が 62DN で͋る。11 が࠷もਂい
が、東ଆの段ࠩ部෼は 50DN で、12・3 よりやや浅い。また、14 は西ଆにషচのԼから検出された
ピット（14-2）が઀しており、こちらのচ面からのਂさは 57DN で、この৔合は、4 基のਂさの஋は
近ࣅすることになる。このことからਪ定すると、11・4 はਾえସえが行ΘれたՄೳੑがߟえられる。
また主柱穴では、13 をআいた֤ピットで柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴が検出された。11 は、෴土の 1
〜 4 ૚が柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土とΈられる。掘方෴土（8・9 ૚）の上をషচ土（5 〜 7 ૚）
が෴っていることから、柱をਾえた後にషচを構ஙしたとߟえられる。12 は柱ൈऔり穴෴土とΈら
れる 2 〜 4 ૚をషচ土 5 ૚が෴っている状況から、柱をൈきऔった後に柱穴を埋めているՄೳੑが
͋る。11・2 Լ૚の࠷にڞ 10 ૚はకまりがඇৗにڧい。前ड़のとおり、13 では柱痕跡等は検出さ
れていない。14 は、11 と同じくচ面を構ஙする前に柱をਾえたようで͋る。14-2 は、அ面࡯؍で
は上部をషりচ土で࠹がれており、14 より古いとԾ定したが、平面の࡯؍では、ଞの 11 〜 3 とൺ
΂てนଆにدりա͗ており、Ґஔతには11〜4が同時にਾえられたとߟえる方がଥ当で͋ろう。

15はఐ子穴とߟえられる。掘方は長࣠ 34DN、୹࣠ 28DN のཛ形をఄし、北ଆの上端部は土అのԼ
にٴΜでいる。นଆからচ面中ԝ方΁ࣼめにἥたれ、চ面からのਂさは 28DN をଌる。11・4 と同༷、
柱をਾえた後でߗ化したচ面が構ஙされており、1・2 ૚が柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土、3 ૚が
షচ土、4 ૚が柱掘方෴土で͋る。

ஷ蔵穴 19 は長࣠ 67DN、୹࣠ 60DN のପԁ形で、চ面からのਂさは 28DN で͋る。ఈ面は平ୱͩが、
中ԝ部にԼ部ࢪ設状のۼΈが͋る。෴土は 4 ૚に෼けられ、֤ ૚に焼土ཻ子や炭化材片、ローϜϒロッ
ク等をؚΜでいる。

࿍はປ石を༗する地চ࿍で、চ面中心部で検出された。掘方は長࣠ 163DN、୹࣠ 84DN で、東西
に長いෆ੔ପԁ形をఄする。চ面から掘方ఈ面までのਂさは 25DN をଌる。Րচ部は、大きく෼け
て 2 面で検出された。上面のՐচ部 1 は、அ面࡯؍からߋに新旧に෼けられた。西ଆのՐচ部 1（新）
は焼土をϒロック状に 30ˋఔ౓ؚΉ׊ࠇ৭土で、炭化物ཻ子をগྔؚΜでいる。東ଆのՐচ部 1（旧）
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第 122 図　SI65	1
	1�60


۷ํ

SI65
１． 10YR2/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)5%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。粘性あり、締まり強、粒子極めて粗い。
２． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)7%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)2% 含む。粘性あまりなし、締まり強、粒子粗い。
３． 7.5YR2/1 黒色土層 直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)5%、直径 3mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)7%、直径 3mm 以下の黒色土粒子 (10YR1.7/1)1% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子粗い。
４． 10YR2/1 黒色土層 直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)3%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。粘性あまりなし、締まりあり、粒子極やや粗い。
５． 7.5YR1.7/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)7%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)2% 含む。暗褐色土 (10YR3/3) 斑文状に 10% 偏在。粘性あり、締まり強、粒子粗い。
６． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)5%、直径 2mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)5%、直径 1mm の黄褐色スコリア (10YR5/8)1% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや粗い。
７． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)7%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)1%、直径 1mm の黄褐色スコリア (10YR5/8)2% 含む。粘性強、締まりややあり、粒子極めて粗い。
８． 2.5Y2/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)2%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)2%、直径 1mm の黄褐色スコリア (10YR5/8)1% 含む。直径 2 ～ 30mm の暗Φリーブ褐色土ブロッ

ク (2.5Y3/3)10% 偏在。粘性強、締まりややあり、粒子粗い。
９． 2.5Y2/1 黒色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 2mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや密。
10． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)2%、直径 3mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)5%、直径 3mm 以下の黒褐色スコリア 2% 含む。粘性強、締まりあり、粒子極めて粗い。
11． 10YR2/1 黒色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。粘性ややあり、締まり強、粒子やや粗い。
12． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)3%、直径 1mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)2% 含む。粘性強、締まり強、粒子極めて粗い。
13． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)2%、直径 5 ～ 10mm のロームブロック (10YR4/4)10% 含む。粘性強、締まりあり、粒子やや粗い。
14． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)2%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。粘性あまりなし、締まり極めて強、粒子粗い。
15． 10YR1.7/1 黒色土層 直径3mm以下の明赤褐色スコリア(2.5Y4/6)3%、直径3mm以下のローム粒子(7.5YR4/4)3%、直径1mmの黄褐色スコリア(10YR5/8)1%含む。粘性あり、締まり極めて強、粒子極めて粗い。
16． 10YR2/1 黒色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 1mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。暗Φリーブ褐色土 (2.5Y3/3) 斑文状に 20% 偏在。粘性あり、締まり強、粒子極めて粗い。
17． 2.5Y2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)3%、直径 2mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)2%、直径 2mm 以下の黒色土粒子 (10YR1.7/1)1% 含む。粘性あり、締まり強、粒子極めて粗い。
18． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 1mm 以下の赤褐色スコリア (5YR4/8)2%、直径 2mm 以下のロームブロック・粒子 (7.5YR4/4)3% 含む。粘性強、締まり強、粒子粗い。
1�． 10YR2/1 黒色土層 ローム (10YR4/4) ブロック状に 40% 偏在。直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 1mm の炭化物粒子 1% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや粗い。
20． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)5% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや密。
21． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)2%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)2%、直径 1mm の黄褐色スコリア (10YR5/8)1% 含む。粘性ややあり、締まり極めて強、粒子粗い。
22． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 1mm の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)1%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)1% 含む。粘性あまりなし、締まり強、粒子極めて粗い。
23． 10YR2/1 黒色土層 直径 1mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)1%、直径 1mm の黒褐色スコリア 1% 含む。粘性ややあり、締まりあり、粒子やや密。
24． 10YR2/2 黒褐色土層 直径1mmの明赤褐色スコリア(2.5Y4/6)1%、直径2mm以下のローム粒子(7.5YR4/4)3%、直径3mm以下の黒色土粒子(10YR1.7/1)3%含む。ローム(10YR5/8)5%偏在。粘性強、締まりあり、

粒子極めて粗い。
25． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 2mm 以下の赤褐色スコリア (5YR4/8)3%、直径 1mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)5% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや粗い。
26． 7.5YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)2%、直径 1mm のローム粒子 (7.5YR4/4)1%、直径 5mm 以下のロームブロック (10YR4/4)5% 含む。粘性強、締まりあり、粒子やや粗い。
27． 2.5Y2/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 5%、直径 1mm の黄褐色スコリア (10YR5/8)2%、直径 3mm 以下のローム粒子 (7.5YR4/4)1% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや密。
28． 7.5YR1.7/1 黒色土層 షচ土。直径 20mm 以下のロームブロック 10%、直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (5YR5/8)3%、直径 3mm 以下の炭化物粒子 1% 含む。粘性ややあり、締まり極めて強、粒子やや密。
2�． 10YR2/1 黒色土層 షচ土。直径 20mm 以下のロームブロック (7.5YR4/4)5%、直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR5/8)3% 含む。粘性強、締まり強、粒子密。
30． 10YR2/2 黒褐色土層 షচ土。黒色土・ローム֤ 20% 混在。直径 5mm 以下の赤褐色スコリア (5YR4/8)3% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや粗い。
31． 2.5Y3/3 暗Φリーブ褐色土層 షচ土。ローム・黒色土֤ 30% 混在。直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR5/8)3% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや密。
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はՐচ部 1（新）より多くϒロック状の焼土（40ˋఔ౓）をؚΜでいる。Րচ部 1 の௚ԼからはՐ
চ部 2 が検出された。こちらは࣭࠭の焼土૚で、ڧくඃ೤し੺化している。ປ石は࠭ؠで、ඃ೤し
ておりද面に੺化が見られる。また、࿍の෴土の一部をର৅にਫચબ別を行い、33 点の炭化種実を
ந出した。同定の݁果、ϒド΢Պやϒド΢属の種子、イネの穎果、Φχάϧϛの֩、アワの果実・穎
果等で͋ることが൑໌した（第ᶛষ第 1 અࢀর）。

土అは、ஷ蔵穴 19 の北西ଆをғΉように、ހをඳく形状をしている。࠷大෯ 36DN、চ面からの
さߴ 5DN をଌり、上面は平ୱになっている。構ங材はローϜϒロックを多くؚΉࠇ৭土で、চ面を
構ஙする以前、もしくはচ面を一୴掘りԼ͛てから、ローϜϒロックをؚΉࠇ৭土をෑきۉした上に、

第 123 図　4*65(2)

11・2
̍ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠԼ෦ʹ 20� ภࡏɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̎ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠओମɻ直ܘ 20mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:31.7�1)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ᶙ層౔ɾϩʔϜࠞ߹౔層ɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ 20� ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̑ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·ΓۃΊͯڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̒ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 షচ౔ɻᶙ層౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)3� ؚΉɻࠇ৭౔ (10:31.7�1)10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ᶚ層ɾϩʔϜ (Ⅴ4 層 ) ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:31.7�1)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̕ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ 40� ภࡏɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
10ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ 40� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ

13・4
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 5� ؚΉɻ׊৭౔

(10:34�6)10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)40� ภࡏɻ直ܘ 10mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:35�� ԫ׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ (10:35��) ओମɻ҉׊৭౔ (10:33�4)30� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̐ɽ 10:35�� ԫ׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ (10:35��) ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�3)10� ภࡏɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̑ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̒ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

14�2
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ ΍΍ີɻࢠ
̎ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫ (10:35��)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·ΓۃΊͯڧɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̏ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫ (10:35��)10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ (10:35��)30� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక

·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜ (10:35��)20� ܘɻ直ࡏࠞ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̒ɽ 10:35�� ԫ׊৭౔層 ϩʔϜɾϒϩοΫ (10:35��) ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)20� ܘɻ直ࡏࠞ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ

Ίͯૈ͍ɻۃ
̓ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻࠇ৭౔ɾϩʔϜ֤ 20� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

15
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ (7.5:35��)15� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)5� ؚΉɻϩʔϜ (7.5:35��)20� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ 10:31.7 ʙ ܘ৭౔層 షচ౔ɻ直ࠇ 2�1 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ

΍΍ີɻࢠ
̐ɽ 10:35�� ԫ׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��) ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�3)20� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

16
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ

(10:34�6)1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜओମɻࠇ৭౔ (10:31.7�1)20� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

17
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 ম౔ 20� ภࡏɻ୸Խࡐย 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 ম౔ 5� ภࡏɻ୸Խࡐย 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜ 20� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ 10:36�6 ໌ԫ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 15mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:31.7�1)20� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ

18
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ম౔ 15� ภࡏɻ୸Խࡐย 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
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࿍(Րচ෦̍) ࿍(Րচ෦̎) ۷ํ

第 124 図　4*65(3) ࿍・ஷଂ݀・౔అ・੺࠭ (1/30)

ஷଂ ・݀౔అ・੺࠭

࿍
̍ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 փɾম౔ࠞ߹౔層ɻম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խཻࢠ 7� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)3�ɺ୸Խࡐยɾ

ࢠཻ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎�ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 2 層ʹྨࣅɻ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ

(10:34�6)1�ɺ୸Խࡐยɾཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 火চ෦ 1( ৽ )ɻඃ೤ʹΑΓߗԽ͍ͯ͠Δɻম౔ 30�ɺࠇ৭౔ (2.5:2�1)10� ภࡏɻ直ܘ

2 ʙ 3mm ͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̏�ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 火চ෦ 1( چ )ɻ3 層ʹྨࣅɻඃ೤͠ɺ΍΍カϦカϦ͍ͯ͠Δɻম౔ 40�ɺࠇ৭౔

(2.5:2�1)7� ภࡏɻ直ܘ 2 ʙ 3mm ͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ 5:34�� ੺׊৭౔層 火চ෦ 2ɻম౔層ɻ΍΍࣭࠭ɻ҉׊৭౔ (10:33�3)20� ภࡏɻࠇ৭౔ (/1.5�0) ϒϩοΫ

ঢ়ʹ 20� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻີࢠɻ
̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 5� ؚΉɻࠇ৭౔ (/1.5�0)10� ภࡏɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔5�ؚΉɻࠇ৭౔(/1.5�0)10�ɺϩʔϜϒϩοΫ(10:34�6)10�ภࡏɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̓ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࠇ৭౔ (/1.5�0) ͱ׊ࠇ৭౔ (10:32�3) ͷࠞ߹౔層ɻম౔ 10� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γ

΍΍ີɻ΍΍࣭࠭౔層ɻࢠɺཻڧΊͯۃ
̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࠇ৭౔ (/1.5�0) ͱ׊ࠇ৭౔ (10:32�3) ͷࠞ߹౔層ɻম౔ 5� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γۃ

Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

19( ஷଂ݀ )
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ長͞ 2 ʙ 15mm ͷ୸Խࡐย 3�ɺ直ܘ

2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)2�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��)2� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直10ܘmmҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ10�ɺ直2ܘmmҎԼͷম౔ཻ2�ؚࢠΉɻ
೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼ໌੺׊৭スίϦΞ
(10:35��)1� ؚΉɻϩʔϜϒϩοΫ 10� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̐ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5 ʙ 20mm ͷϩʔϜϒϩοΫԼ෦ʹ 15� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌
੺׊৭スίϦΞ (10:35��)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍
΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:35��)7�ɺ直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔ
ϜϒϩοΫ (7.5:35��)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ Ίͯૈ͍ɻۃࢠ

౔అ
11ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 େܕͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35�6)40� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)7� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
12ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35�6)20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)5� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ ΍΍ີɻࢠ
13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 層౔ϒϩοΫɻ
14ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
15ɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 షচ౔ɻϩʔϜɾࠇ৭౔ (10:31.7�1) ࠞ߹౔層ɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
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第 12� 図　SI6�(4) 遺෺出土ঢ়گ図 (1/60)
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第 126 図　4*65(5) 遺෺分布図 (1/60)
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第 12� 図　SI6�(6) 遺෺઀߹図 (1/60)
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3�　চ໘શܠ　東南東͔Β

2�　土૚அ໘ #�#�　東南東͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　南南西͔Β

第 128 図　SI65 ࣸਅ 	1
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5�　遺物出土ঢ়گ　東南東͔Β4�　遺物出土ঢ়گ　南東͔Β

3�　遺物出土ঢ়گ　東南東͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　東南東͔Β1�　෴土্૚᛽出土ঢ়گ　南南西͔Β

第 129 図　SI65 ࣸਅ 	2
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8�　࿍۷ํશܠ　๺๺౦͔Β7�　࿍۷ํ౔૚அ໘ 1�1�　๺๺౦͔Β

6�　࿍Լ෦Րচ෦શܠ　๺๺౦͔Β5�　࿍Լ૚౔૚அ໘ 1�1�　๺๺౦͔Β

4�　࿍શܠ　๺๺౦͔Β3�　࿍౔૚அ໘ 1�1�　๺๺౦͔Β

2�　࿍ݕग़ঢ়گ　ೆೆ੢͔Β1�　੺࠭ݕग़ঢ়گ　౦ೆ౦͔Β

第 130 図　4*65 ࣸਅ (3)
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8�　19	 ஷଂ穴 
 શܠ　東南東͔Β7�　15 土૚அ໘　๺๺東͔Β

6�　14ɾ4�2 શܠ　๺๺東͔Β5�　14�2 土૚அ໘　๺๺東͔Β

4�　14 土૚அ໘　東南東͔Β3�　13 土૚அ໘　東南東͔Β

2�　12 土૚அ໘　東南東͔Β1�　11 土૚அ໘　東南東͔Β

第 131 図　SI65 ࣸਅ 	4
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3�　۷ํશܠ　東南東͔Β

2�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　東南東͔Β

1�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　南南西͔Β

第 132 図　SI65 ࣸਅ 	5
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。めて構ஙされているݻにಥきݻڧ
੺࠭はচ面の北東۱、東西 169DN、南北 154DN のൣғで検出された。ൣғの一部は、土అの上面

にまでٴΜでいた。੝土状のߴまりは確認できͣ、চ面にて平面తな޿がりとしてのΈ確認した。੺
࠭は࣭࠭のࠇ৭土（5:31�7�1）が主ମで、௚ܘ 5NN 以Լの焼土ཻ子 3�、௚ܘ 3NN 以Լの໌੺׊
৭スコリア 2�、௚ܘ 5NN 以Լの炭化物ཻ子 1� 等のଞ、௚ܘ 2 〜 30NN ఔ౓のԁ礫をগྔؚΜで
いる。

遺物は、෴土上૚から前ड़の焼礫がෳ数出土している。土器等は中〜Լ૚を中心に、主に建物跡の
東ଆ半෼で出土しており、特に੺࠭とその周辺、࿍の南東ଆで多く出土している。また、ਤࣔした遺
物の多くは、ࡉかなഁ片がচ面にࢄཚしたような状ଶで出土している。 （相原）
遺෺　本遺構からは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 332 点 3,225�2H（ᆵ 84 点 904�5H、伫
193 点 1,462�5H、୆෇伫 47 点 830�8H、ു 7 点 24�3H、小形ു͋るいはᆵ 1 点 3�1H）、縄文土器
3 点 47�4H（ીརᶚ式 1 点 27�2H、時期ܕ式ෆ໌ 2 点 20�2H）、縄文時代の石器（ଧ製石佁）1 点
159H、古代の土師器（伫）1 点 1�6H、古代の須恵器（伫）1 点 24�5H、礫（ඃ೤礫をؚΉ）147 点
26,700�4H が出土した。

本遺構に伴う遺物は弥生時代後期〜古墳時代前期の土器で͋り、それ以֎の遺物は後世にԿらかの
要因でࠞೖしたものͩろう。なお、ඃ೤礫をؚΉ礫の大部෼は、本遺構が埋຅するաఔで人ҝతにഇ
されたもので͋る。弥生時代後期〜古墳時代前期の土器のうちغ 12 点をਤ化し、ࡌܝした。

第 133・134 ਤ 1 〜 3 はᆵで͋る。1 はޱԑ部から಑上部にかけてのഁ片で͋る。ޱԑ部からᰍ
部にかけてはશ周するが、಑部はશ周の 1�4 ఔ౓が遺ଘする。ޱԑ部はᰍ部から؇やかに։き、ᰍ
部の۶ۂはऑい。ޱԑ部は෯ 3�5DN ఔ౓のંりฦしޱԑで、内面がややडけޱ状をఄする。ޱԑ部
֎面には、4 本 1 ୯Ґのଠめの௜ઢが 5 箇所に認められる。಑部文༷帯はᰍ部௚Լからల։し、縄
文と݁અ文を૊Έ合Θせた文༷帯が 3 段にΘたりࢪ文され、࠷上部には 3 ݸ 1 ୯Ґのԁ形ු文が 4
箇所にషり෇けられている。2 はఈ部に近い಑部ഁ片で、಑部࠷大ܘがԼ部に͋る器形とਪ定される。
3 はંりฦしޱԑᆵのޱԑ部で、ંりฦし部の෯がڱいタイプで͋る。

4 〜 7・9 は伫、8・10 〜 12 は୆෇伫で͋る。4・5 はいͣれもޱԑ部ഁ片で、ϋέ目調੔にޱԑ
端部֎面にڱい間ִでࠁΈがࢪされている。6 は಑部ഁ片で、ϋέ目調੔が認められる。6 のϋέ目
はଞの伫とൺ΂ૈく、一見するとタタΩのように見える。଻土等から、5・6 は同一ݸମのՄೳੑが
͋る。7・9 はϋέ目調੔の伫で、ޱԑ部から಑中ԝ部にかけて遺ଘする。ޱԑ端部֎面には、ڱい
間ִでࢪされたϋέ状޻具によるࠁΈが認められる。7 では、ᰍ部から಑部にかけてҟなるϋέ状޻
具が༻いられている。8 も 7・9 と同༷にޱԑ端部֎面にࠁΈを༗し、ޱԑ部から಑部にかけてϋέ
目調੔がࢪされている。ఈ部෇近はそれとはҟなるϋέ状޻具が༻いられ、ଞ所よりもϋέ目がࡉか
い。10・11 は୆෇伫の٭୆部で、௚ઢతに։く形状をఄする。いͣれも֎面にはϋέ目調੔が認め
られる。12 は୆෇伫の಑࠷Լ部から٭୆部にかけてのഁ片で͋る。たͩし、٭୆部は 3DN ఔ౓と୹く、
ഁஅ面はݚຏした痕跡が認められる。༻్はෆ໌ͩが、Կかしらの目తでస༻されたとߟえられる。

１のᆵや 4・5・7 〜 9 の伫の͋り方等から、これらの土器は新ീԦ子市࢙編年の弥生時代後期後
半にҐஔ෇けられる。1・7 〜 9 がচ面͋るいはচ面௚上から出土しており、本遺構のഇઈ時期もそ
のࠒとߟえられる。 （小西）
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1 4*65 土器
ᆵ

15�8
	16�7

ᰍ部ܘ

9�9

෯ 3�5DN 前後のંり
ฦしޱԑ。ᰍ部は֎
൓して立ち上がり、
ຯにؾԑ部は内࿷ޱ
։く。ᰍ部の۶ۂは
؇やか。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのϋ
έ目のちॎҐのϛΨΩ、ᰍ部
はॎҐのϛΨΩ、಑部はԣҐ、
ॎҐのϛΨΩ主ମ。
内面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ、ᰍ部はԣҐのϋέ目、
ԣҐのϔϥナσ。
文༷は、ޱԑ部に 4 本 1 ୯Ґ
の௜ઢが 5 箇所、ᰍ部に 3 ݸ
1 ୯Ґのԁ形ු文が 4 箇所、
಑部に୯અ L3 縄文ʴ ; 状ࣈ
݁અ文、୯અ 3L 縄文ʴ 4 ࣈ
状݁અ文、୯અ L3 縄文ʴ ;
。状݁અ文ࣈ

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:35�5�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�3

ᰍ部 2�3

ॏྔ 528�7H

2 4*65 土器
ᆵ

	7�0

಑部

ܘ大࠷

಑部࠷大ܘはԼ部に
͋る。

֎面はԣҐのϛΨΩ。
内面はԣҐのϔϥナσのちԣ
ҐのϛΨΩ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:34�4 ੺׊
内面
10:32�1 ׊ࠇ

಑部ഁ片 ॏྔ 86�7H
಑部֎面に੺࠼。

3 4*65 土器
ᆵ

ʵ ෯ 1�3 〜 1�8DN のં
りฦしޱԑ。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ、ᰍ部はॎҐのϋέ目。
内面は 2 段の縄 L3 ʴ ; 状ࣈ
݁અ縄文。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

10:37�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 14�0H
内面の文༷帯に੺
。࠼

4 4*65・
282-19

土器
伫

ʵ ຯにؾԑ部は֎൓ޱ
立ち上がる。

֎面はॎҐのϋέ目、ޱԑ端
部にࠁΈ。
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:36�3 にͿ
いԫᒵ
内面
10:36�2 灰ԫ
׊

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 15�4H

5 4*65 土器
伫

ʵ ຯにؾԑ部は֎൓ޱ
立ち上がる。

֎面はॎҐのϋέ目、ޱԑ部
端部にࠁΈ。
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭ 良޷ 10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 18�8H
֎面の一部にഗ෇
ண。

6 4*65・
282-19

土器
伫

ʵ ֎面はԣҐのϋέ目主ମ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:36�4 にͿ
いԫᒵ
内面
10:36�5�3 に
Ϳいԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 76�6H

7 4*65 土器
伫

<16�4>
	10�7


֎ԑ部はΘͣかにޱ
൓しながら立ち上が
る。ᰍ部の۶ۂは؇
やか。

֎面のうちᰍ部から಑上部に
かけてはॎҐのϋέ目、それ
以ԼはԣҐのϋέ目主ମ。ޱ
ԑ端部にϋέ状޻具によるࠁ
Έ。
内面のうちޱԑからᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部はԣҐのϔϥ
ナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:33�1 ׊ࠇ
内面
10:34�2 灰ԫ
׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�2

ॏྔ 160�2H

8 4*65 土器
伫

<14�3>
	17�0


֎ԑ部はΘͣかにޱ
൓しながら։く。಑
中ԝ部が࠷大ܘにな
る器形。

֎面のうちޱԑ部からᰍ部は
ॎҐのϋέ目、ᰍ部から಑部
にはԣҐ、ࣼ Ґのϋέ目主ମ。
಑Լ部はԣҐ、ॎҐのϋέ目。
具による޻ԑ端部にϋέ状ޱ
。Έࠁ
内面のうちޱԑ部はԣҐのϋ
έ目、಑部はԣҐのϔϥナσ、
಑Լ部はԣҐのϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:32�1 ࠇ
内面
7�5:34�1 灰׊

ԑ部ޱ
1�4

಑部 1�2

ॏྔ 301�2H
಑部は෼ׂ成形ٕ
法。

9 4*65 土器
伫

<15�3>
	13�3


ԑ端部はؙΈの͋ޱ
る形状で、ޱԑ部は
௚ ઢ త に 立 ち 上 が
る。ᰍ部の۶ۂは؇
やか。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのナ
σ、ᰍ部はॎҐのϋέ目、಑
部はॎҐ、ԣҐのϋέ目。ޱ
ԑ端部にϋέ状޻具によるࠁ
Έ。
内面のうちޱԑ部はԣҐのϋ
έ目、ᰍ部から಑部はԣҐの
ϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:33�2 ׊ࠇ
内面
10:34�5�2 灰
ԫ׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�2

ॏྔ 241�1H
֎面のᰍ部から಑
上部にഗ෇ண。

10 4*65 土器
୆෇伫

	8�5

11�3

୆部は௚ઢతに։٭
く。

֎面はॎҐのϋέ目。
内面のうち٭୆部はԣҐのϔ
ϥナσ、端部はԣҐのϋέ目。
伫ఈ部はϔϥナσ。伫と٭୆
部の઀合部はࢦナσのちϔϥ
ナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 10:36�3�5 に
Ϳいԫᒵ

׬୆部٭
形

ॏྔ 323�0H

11 4*65 土器
୆෇伫

	6�8

<8�3>

୆部は௚ઢతに։٭
く。

֎面はॎҐのϋέ目。
内面はϔϥナσ、٭୆部端部
はԣҐのϋέ目。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
2�5:35�6 ໌੺
׊

୆部٭
1�4

ॏྔ 53�8H
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12 4*65 土器
୆෇伫

	4�8

6�7

୆部は௚ઢతに։٭
く。

֎面はॎҐのϋέ目。
内面のうち伫ఈ部はϔϥナσ
とϋέ目、٭୆部はॎҐのϔ
ϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:33�1 ׊ࠇ
内面
7�5:36�5�4 に
Ϳいᒵ

׬୆部٭
形

ॏྔ 123�0H
ݚ୆部ഁஅ面に٭
ຏした痕跡、స༻
品。
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SI66（第 135 〜 146 ਤ、第 21・23 ද）
遺構　粘土চ࿍を༗する竪穴建物跡で͋る。2-6西۠東端部෇近の291-91・92άリッドで検出された。
遺構検出のためᶙ1 ૚上面をਫ਼査していたࡍ、この周辺で土器を中心とする遺物が多数出土し、竪穴
建物跡のଘ在が૝定された。しかしද面の࡯؍では遺構のൣғを検出することができͣ、ෳ数のトϨ
ンνをೖれて、઴くൣғが確定できた。

検出面はᶙ1૚で、古代末〜中世の 41902 に෴土やচ面の一部、֧ཚに෴土の一部を੾られている
が、遺ଘ状況は良޷で͋った。

平面形ଶは۱ؙ長方形で、長࣠ 492DN、୹࣠ 423DN で東西に長く、検出面からচ面までのਂさは
72DN をଌる。主࣠方޲は /-88°-8 をࢦす。นはΘͣかに޿がりながら立ち上がっている。

চはషচで、นࡍ等の一部をআく΄΅શ面でߗ化が確認された。น溝や主柱穴は確認されͣ、東น
りの中ԝ部෇近にఐ子穴とΈられるد 14、14 北東ଆの東นԊいにஷ蔵穴 11 が検出された。そのଞ
のピットとして、চ面南西۱に 12、中ԝ部の北นଆに 13、南นଆの中心部෇近に 15・6 がそれͧ
れ検出されたが、いͣれも掘りࠐΈは浅い。࿍はচ面の中心部から西นدりに͋る。ஷ蔵穴 11 の西
ଆから北ଆには土అが検出された。੺࠭は確認されなかった。

চ面までの෴土は 25 ૚に෼けられ、֓Ͷԫ׊৭スコリアをؚΉࠇ৭土がϕースとなっている。特
に上૚の 1 〜 3 ૚はԫ׊৭スコリアが多く、෴土のཻ子はૈくϒロック状やᰒཻ状をఄしている。
それ以Լの෴土も一部をআきશ般తにཻ子がૈいが、中〜Լ૚の 12 ૚は特にૈさがݦ著で、ᰒཻ状
をఄしていた。

掘方は、চ面からのਂさがਂいところで 19DN をଌり、ߋに中心部෇近を浅く掘り࢒す޲܏に͋る。
షচॆర土は 3 ૚に෼けられ、上૚の 26 ૚は׊ࠇ৭土のϒロックが多いがローϜはؚまͣ、27・
28 ૚はローϜϒロックを多くؚΜでいる。

14 はఐ子穴とߟえられる。掘方෴土の掘࡟中に検出された。平面形ଶはପԁ形で、長࣠ 40DN、
୹࣠ 36DN、চ面からのਂさは 30DN ఔ౓で͋る。෴土は 5 ૚に෼けられる。また、14 の南東には、
14 より古い 14-2 が確認された。চ面からのਂさはਪ定 35DN で 14 よりはਂく、ఈ面には段ࠩが͋
る。14-2 から 14 ΁ఐ子等のਾえସえが͋ったՄೳੑがߟえられる。14-2 の෴土は 4 ૚に෼けられ、
4 ૚は柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土のՄೳੑが͋る。なお、14、14-2 に上端の一部が土అのԼڞ
にまでٴΜでいる。

11 はஷ蔵穴で͋る。平面形ଶはやや࿪なପԁ形をఄし、長࣠ 50DN、୹࣠ 45DN をଌる。ఈ面は
平ୱで、นは։きؾຯに立ち上がっている。෴土は 5 ૚に෼けられる。ஷ蔵穴は、掘方෴土掘࡟時
に南ଆまでٴΜでいることが確認された。土అのԼに一部がかかっていることから、Ҡ設されたか、
当初のن໛から後にॖ小されたものとਪ定される。長࣠の長さは࠷大で 66DN をଌる。

第 20 ද　SI6� 出土土器࡯؍ද（2）
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第 136 図　SI66(2)

SI66
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͘

ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻ 極Ίͯૈ͘ɺࢠ

ブϩοΫঢ়ͱᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻ 極Ίͯૈ͘ɺࢠ

ブϩοΫঢ়ͱᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:31���1
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍ڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̔ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̕ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక

·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
10ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
11ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ

	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
1�ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ	5:35��
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:35��
�%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ 極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻࢠ
1�ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͘ૈࢠᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
1�ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
15ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
1�ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
1�ɽ�5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
1�ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
1�ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ৭౔׊҉ 	10:3���
10% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
�0ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
�1ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ極Ίͯڧɺཻີࢠɻ
��ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻີࢠɻ
��ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのʹͿ͍ԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ極Ίͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
��ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
�5ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ৭౔׊҉ 	10:3���
 ൗจঢ়ʹ 10%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN

ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
��ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ షচ౔ɻ௚ܘ �0NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ブϩοΫ 	10:3���
�0%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ

΍΍ૈ͍ɻ
��ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ షচ౔ɻ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
15%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
��ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ షচ౔ɻ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ極Ίͯڧɺཻ ɻີࢠ

12
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜओମɻࠇ৭౔ 	10:3��1
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

13
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻϩʔϜ 	10:3���
10% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ

΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

14
̍ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ 大ܗのϩʔϜブϩοΫ	��5:3���
5%
���10:3	ࢠ5NNҎԼのϩʔϜཻܘɻ௚ࡏ10%ࠞɺ௚ܘ�NNのᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�0%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ極Ίͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�0%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

14�2
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
15%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻபࠟ੻͔ɻ

1�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
10% ภࡏɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化

物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

16
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ

Լ෦ʹ௚ܘ 15NN ҎԼの׊৭౔ブϩοΫ 	10:3���
10% ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
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̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম੒೪౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36�6)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ׊ࠇ৭౔ (10:32�3) ൗจঢ়ʹ 20�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36�6)1�ɺ直ܘ 2mm

ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ 5:36�6 ᒵ৭౔層 ম੒೪౔層ɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̑ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
̒ɽ 5:36�� ᒵ৭౔層 ະম੒೪౔層ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷʹͿ͍ᒵ৭ཻࢠ (7.5:37�4)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̓ɽ 7.5:34�4 ׊৭౔層 ະম੒೪౔ 40� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̔ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ

΍΍ີɻࢠ
̕ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 چ火চ෦͔ɻম౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
10ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
11ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ম౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
12ɽ 7.5:36�� ᒵ৭౔層 火চ෦ 1ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 火চ෦ 1ɻ直ܘ 20mm ҎԼͷඃ೤ͨ͠ࠇ৭౔ϒϩοΫ 20�ɺম౔ 20�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γڧɺ

ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ͍ૈࢠཻ
14ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷඃ೤ͨ͠ࠇ৭౔ϒϩοΫओମ౔層ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక

·ΓۃΊͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
15ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
16ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 火চ෦ 2ɻ直ܘ 20mm ҎԼͷඃ೤ͨ͠ࠇ৭౔ϒϩοΫ 40�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
17ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
1�ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�4)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ೪౔࣭ɻ
19ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶚ層౔ϒϩοΫओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)20� ภࡏɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
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第 138 図　4*66(4) ஷଂ݀・౔అ・೪౔ൣғ (1/30)・遺෺ग़౔ঢ়گ図 (1/60)

遺෺ग़౔ঢ়گ

ஷଂ ・݀౔అ・೪౔ൣғ

11( ஷଂ݀ )
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�4)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ

΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)30�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
౔అ
11ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�4)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:31.7�1)1� ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
12ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ౔అߏங౔層ɻ直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)15�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷઙԫ৭౔ཻࢠ (2.5:7�3)1�ɺ直ܘ

1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻୈ 136 ਤ 26 層ʹಉ͡ɻ
14ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻୈ 136 ਤ 2� 層ʹಉ͡ɻ
15ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
೪౔ൣғ
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ೪౔ཻࢠ (2.5:6��)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ

ยࡐ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ (2.5:6��) ൗจঢ়ʹ 10� ؚΉɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ

物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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12 は長࣠ 40DN、୹࣠ 32DN、চ面からのਂさ 21DN のପԁ形、13 は長࣠ 33DN、୹࣠ 31DN、
চ面からのਂさ 17DN のԁ形をఄする。15・6 は掘方෴土の掘࡟中に検出された。15 は࿪なପԁ形で、
検出時のن໛は長࣠ 28DN、୹࣠ 21DN、চ面からのਂさはਪ定で 17DN をଌる。16 は同じく長࣠
21DN、୹࣠ 18DN ପԁ形で、চ面からのਂさはਪ定 23DN で͋る。これらのピットのはいͣれも小
。で͋り、༻్等はෆ໌で͋るܕ

࿍は、ປ石を伴う粘土চ࿍で͋る。掘方のن໛は長࣠ 96DN、୹࣠ 77DN のཛ形で、চ面からのਂ
さは 22DN をଌる。Րচ面は 3 面を検出した。࠷上面は粘土চで、࢒ଘൣғでは長࣠ 36DN、୹࣠
31DN に 5DN ఔ౓のްさでシϧト࣭の粘土をෑき٧めていた。粘土はද面から 2DN ఔ౓がඃ೤、੺
化してݻまっており、ॎԣにώϏがೖるがද面は平׈で͋る（4 ૚）。また、粘土のԼ半は、੺化は
しているが生焼けの状ଶで͋った（6 ૚）。なお、粘土の上面には、͛っࣃ目によるטΈ跡とΈられ
る痕跡が確認された。

第 139 図　4*66(5) 遺෺分布図 (1/60)
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生焼け粘土のԼでは、粘土চ以前のՐচ面（Րচ部 1）を確認した。粘土চと΄΅同じൣғが著し
くඃ೤、੺化していた。このՐচ面は、চ面から 8DN ఔ౓Լがったߴさに͋る。

このՐচ面のԼには、もう 1 面のՐচ面（Րচ部 2）が確認できた（16 ૚）。たͩし。北ଆ半෼は
掘方ఈ面までઌに掘࡟してしまったため、面తにଊえることができなかった。このՐচ面はඃ೤した
くకまっていた。また、গྔの焼土ཻ子もڧめてۃ、৭土ϒロックがෑき٧められたような状ଶでࠇ
認められた。このՐচ部 2 は࿍の中心部から西دりで్੾れており、掘りฦし等、Կらかの଄りସ
えが行Θれものとਪ࡯される。

࿍のປ石は長さ約 28DN の࠭ؠで、࿍の中心部より東دりにਾえられていた。Րচ面がڧくඃ೤
しているのとはҟなり、ݦ著なඃ೤の痕跡は認められない。࿍のஅ面の状況から、粘土চとՐচ部 1
の࢖༻時にਾえられていたものとΈられる。

また、࿍の෴土の一部を࠾औし、ਫચબ別を行い、15 点の炭化種実をந出した。同定の݁果、イ

第 140 図　SI66(6) 遺෺઀߹図 (1/60)

" "`
#`

#

" "`�2�2
#

#`
�2
�2

�

�(แؚ૚出土ࢿྉͱ઀߹)

� 6

�

4

3

2

1（
SI6�出

土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
）

1

�

�(แؚ૚出土ࢿྉͱ઀߹)

� 6�

432

1（SI6�出土ࢿྉͱ઀߹）

�

�(
แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
)

�
6

�4
3

2

1（
SI
6�
出
土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
）



ᴷ 194 ᴷ

3�　চ໘શܠ　౦͔Β

2�　土૚அ໘ #�#�　๺͔Β

1�　土૚அ໘ "�"`　౦͔Β

第 141 図　SI66 ࣸਅ (1)
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��　࿍۷ํશܠ　๺͔Β��　࿍Լ෦Րচ෦શܠ　๺͔Β

6�　࿍Րচ෦土૚அ໘ $�$�　๺͔Β��　࿍Րচ෦શܠ　๺͔Β

4�　࿍೪土চ土૚அ໘ $�$�　๺͔Β3�　࿍೪土ݕ出ঢ়گ　๺͔Β

2�　࿍土૚அ໘ $�$�　๺͔Β1�　࿍ݕ出ঢ়گ　๺͔Β

第 142 図　SI66 ࣸਅ (2)
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3�　12 土૚அ໘　東͔Β

1�　11	 ஷଂ穴 
 土૚அ໘　๺͔Β

7�　14ɾ4�2 શܠ　東͔Β

5�　14 土૚அ໘　๺͔Β

4�　13 土૚அ໘　東͔Β

2�　11	 ஷଂ穴 
 શܠ　東͔Β

8�　土అશܠ　東͔Β

6�　14�2 土૚அ໘　๺͔Β

第 143 図　SI66 ࣸਅ 	3
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3�　۷ํ土૚அ໘ "�"`　౦͔Β

1�　遺෺出土ঢ়گ　౦͔Β

��　۷ํશܠ　౦͔Β

4�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　๺͔Β

2�　遺෺出土ঢ়گ　౦͔Β

第 144 図　SI66 ࣸਅ (4)
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ネの佅・穎果なͲで͋ることが൑໌した（第ᶛষ第 1 અࢀর）。
੺࠭は検出されなかったが、ఐ子穴の南ଆで 2 箇所、চ面上に粘土が෼෍しているのを確認した。

南ଆが௚ܘ 50DN、北ଆが௚ܘ 19DN ఔ౓のൣғに、໌ԫ׊৭の࣭࠭粘土をൗ໲状にؚΉ׊ࠇ৭土が
෼෍していた。 （相原）
遺෺　本遺構からは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 152 点 1,317�9H（ᆵ 38 点 284H、伫 99
点 768�9H、୆෇伫 5 点 213�3H、ു 1 点 19�3H、小形ു 4 点 28�7H、伫͋るいはᆵ 5 点 3�7H）、縄文
土器 8 点 75�3H（Նౡ式ʁ 1 点 41�1H、中期ܕ式ෆ໌ 1 点 8�9H、安行 3B 〜 3C 式ซ行 1 点 7�7H、大
ಎ " 式・"� 式ซ行 4 点 13�4H、時期ܕ式ෆ໌ 1 点 4�2H）、縄文時代の石器（石֩）1 点 5�5H、古代
の土師器（伫）18 点 85�4H、古代の須恵器（ᆀ）1 点 7H、焼成粘土塊 1 点 12H、金属製品（器種ෆ໌）
1 点 0�2H、ඃ೤礫をؚΉ礫 15 点 11,212�5H が出土した。

1

2 3

4
�

6 � �

第 14� 図　SI66 出土遺෺ (1/3)
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本遺構に伴う遺物は弥生時代後期〜古墳時代前期の土器で͋り、それ以֎の遺物はԿらかの要因で
ࠞೖしたものͩろう。弥生時代後期〜古墳時代前期の土器のうち、ൺֱత遺ଘ状ଶが良い 8 点をબͼ、
ਤ化を行った。

第 145・146 ਤ 1 はᆵの಑Լ部からఈ部にかけてのഁ片で͋る。ఈ部֎面端部がややಥ出する形
状をఄする。2 〜 5 は伫、6 は୆෇伫で͋る。2 〜 4 はいͣれもޱԑ部から಑部にかけてのഁ片で、
֎面はϋέ目調੔で͋る。2・4 はޱԑ部がᰍ部から௚ઢతに։き、ᰍ部は「く」のࣈ状に۶ۂする。
3 のᰍ部からޱԑ部にかけてはൺֱత؇やかで、ᰍ部の۶ۂはऑい。4 の಑部はݞがややுる器形を
ఄしており、಑部࠷大ܘが上部に͋る。2 〜 4 のޱԑ端部֎面には、ϋέ状޻具によるࠁΈがڱい間
ִでࢪされている。5 はϋέ目調੔の伫の಑部で͋る。଻土や৭調等から 3 と同一ݸମのՄೳੑがߟ
えられる。6 は୆෇伫の٭୆部で、֎面にはϋέ目調੔が認められる。٭部はやや内࿷ؾຯに։き、
端部はൺֱతؙΈの͋る形状をఄする。7٭ は小形ുで͋る。ޱԑ部とମ部からఈ部にかけてのഁ片

1

2
3

4
�

6 � �

第 146 図　SI66 出土遺෺ࣸਅ
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1 4*66 土器
ᆵ

	3�3

<7�1>

಑部はఈ部から内࿷
。ຯに立ち上がるؾ

֎面のうち಑部はॎҐのϋέ
目のちԣҐのϛΨΩ、ఈ部に
かけてはॎҐのϋέ目のちԣ
Ґのナσ。
内面はԣҐのϔϥナσ主ମ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
10:33�2 ׊ࠇ

ఈ部 1�3 ॏྔ 69�3H
内面の一部にരͥ
た痕跡。

2 4*66 土器
伫

<16�2>
<7�9>

ԑ部は௚ઢతに立ޱ
ち 上 が る。 ᰍ 部 は

「く」のࣈ状に۶ۂ
する。

֎面のうちᰍ部はॎҐのϋέ
目、಑部はԣҐのϋέ目。ޱ
ԑ端部にϋέ目状޻具による
。Έࠁ
内面のうちޱԑ部からᰍ部に
かけてはナσ、಑部はԣҐの
ϔϥナσ。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

֎面 10:36�3
にͿいԫᒵ
内面
10:34�2 灰ԫ
׊

ԑ部ޱ
1�8 以Լ

ॏྔ 59�4H

3 4*66 土器
伫

<19�4>
	10�5


֎ԑ部はΘͣかにޱ
൓しながら։く。ᰍ
部の۶ۂは؇やか。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのϋ
έ目のちナσ、ᰍ部はॎҐの
ϋέ目、಑部はࣼҐのϋέ目。
具による޻ԑ端部にϋέ状ޱ
。Έࠁ
内面のうちޱԑ部からᰍ部は
ԣҐのϋέ目のちナσ、಑部
はԣҐのϔϥナσ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

ややೈ
࣭

10:38�3 浅ԫ
ᒵ

ԑ〜಑ޱ
部 1�6

ॏྔ 105�5H
第 145・146 ਤ 5
と同一ݸମのՄೳ
ੑ͋り。

4 4*66 土器
伫

<16�6>
	14�6

಑部

ܘ大࠷
	20�4


ԑ部は௚ઢతに։ޱ
く。ݞがுり、಑部
は上部に͋るܘ大࠷

֎面のうちᰍ部はॎҐのϋέ
目、಑部はԣҐ、ࣼҐのϋέ
目。ޱԑ端部にϋέ状޻具に
よるࠁΈ。
内面のうちޱԑ部からᰍ部は
ԣҐのϋέ目、಑部はԣҐの
ϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

֎面
7�5:37�5 にͿ
いᒵ
内面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ԑ部ޱ
1�8

಑部 1�4

ॏྔ 227�9H

5 4*66 土器
伫

	15�5

಑部

ܘ大࠷
<23�8>

಑部࠷大ܘは中ԝ部
に͋る

֎面はࣼҐのϋέ目主ମ、಑
Լ部はॎҐのϔϥナσ主ମ。
内面はԣҐのϔϥナσ主ମ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

ややೈ
࣭

10:38�3 浅ԫ
ᒵ

಑部 1�2 ॏྔ 304�6H
第 145・146 ਤ 3
と同一ݸମのՄೳ
ੑ͋り。

6 4*66 土器
୆෇伫

	6�4

<11�2>

ؾ୆部はやや内࿷٭
ຯに։く。

֎面はॎҐのϋέ目。
内面のうち٭୆部はԣҐのϔ
ϥナσ、٭୆部端部はԣҐの
ϋέ目。伫ఈ部はԣҐのϔϥ
ナσ。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

10:36�3 にͿ
いԫᒵ

୆部٭
1�2

ॏྔ 186�0H

7 4*66・
292-1

土器
小形ു

<7�8>
<4�2>

ԑ部からମ部にかޱ
けてやや内࿷ؾຯに
։く。

֎面のうちޱԑ部はԣҐのϛ
ΨΩ、ମ部はॎҐのϛΨΩ。
内面のうちޱԑ部からମ上部
はԣҐのϋέ目のちϛΨΩ、
ମԼ部からఈ部෇近はԣҐ͋
るいはࣼҐのϛΨΩ。

小礫
きめがࡉか
い

良޷ 7�5:36�5�4 に
Ϳいᒵ

ԑ〜ମޱ
部 1�8

ମ〜ఈ部
1�6

ॏྔ 25�1H
ԑ部ޱ） 9�7H）
（ఈ部 15�4H）
ਫ਼製土器

8 4*66 土器
小形ു

<7�2>
	5�1


。ԑ端部はؙいޱ ֎面はϋέ目のちॎҐのϛΨ
Ω主ମ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 7�5:36�5�4 に
Ϳいᒵ

ԑ〜ମޱ
部ഁ片

ॏྔ 19�3H
ԑ〜ମ部内֎面ޱ
に੺࠼。

ᴷ 200 ᴷ

ͩが、઀合する箇所がなく、ਤ上での෮ݩをࢼΈた。7 の଻土にはཻ࠭が΄とΜͲؚまれͣ、׈らか
できめがࡉかい。8 やଞの竪穴建物跡から出土した小形ുの଻土とは໌らかにҟなっており、7 はਫ਼
製土器とߟえられる。8 は小形ുで、ޱԑ部からମԼ部にかけてのഁ片で͋る。内֎面に੺࠼がࢪさ
れている。

本遺構から出土した土器は、伫のޱԑ部の形状やࠁΈの͋り方等から൑அして、新ീԦ子市࢙編年
における弥生時代後期にҐஔ෇けられよう。3 〜 7 はいͣれもচ面から出土しており、遺構のؼ属時
期についても弥生時代後期とߟえてよいͩろう。
SI�4（第 147 〜 151 ਤ、第 22・23 ද）
遺構　本遺構は 301-71・81・82 άリッドに所在し、2-6 東۠の調査۠東นにかかる状ଶで検出した。
調査Մೳなൣғをগしでも͛޿るために、ݱ道にӨڹのないൣғで調査ൣғを֦ுし、調査を行った。
݁果తに、発掘調査を実ࢪできたൣғは遺構શମの 1�3 ఔ౓で、その大部෼がݱ道Լに͋るとਪ定
される。

2-6 東۠の東นの土૚ଯ積状況を࡯؍したが、近ݱ代の֧ཚのӨڹで、本遺構の掘りࠐΈ面は特定
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できなかった。本遺構は、周辺の古代の竪穴建物跡と同༷に、ᶙ 2 ૚上面でプϥンを検出した。確
認したݶりでは、本遺構の平面プϥンは۱ؙ方形をఄし、ن໛は南北方޲で 320DN、東西方޲で
160DN 以上と見ࠐまれる。遺構の主࣠は、֓Ͷ南北方͋޲るいは東西方޲をࢦす。検出面からচ面
までのਂさは 35 〜 40DN で͋る。

෴土は、ཻܘのࡉかいᒵ৭スコリアを多くؚΉ׊ࠇ৭土を主ମとする。চ面よりも上૚では、4 ૚
や 5 ૚のように地山で͋るᶙ 3 ૚やᶚ૚、ローϜཻ子がൗ状にࠞ在したり、焼土ཻ子やڽ灰࣭࠭ؠ
ϒロックをؚΜͩりする状況が࡯؍できた。本遺構ഇઈ後、ࣗવに埋຅したというよりは、人ҝతに
埋め໭されたՄೳੑがߟえられる。10 ૚上面をচ面と認ࣝし、それ以Լの૚が掘方ॆర土で͋る。

第 14� 図　SI�4(1)(1/60)

SI�4
̍ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 20�ɺম౔ཻ

Λࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 30�ɺ直ܘ

3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸Խ物Λ 5�ɺ
খ᛽Λ 1� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̏ɽ 10:32�1.5 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ直ܘ 3
ʙ 5mm ͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̐ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺᶙ3 層΍Ⅴ層͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ
1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 5�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍
ऑ͍ɻ

̑ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম
౔ཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺϩʔϜཻࢠΛ 5�ɺڽփ࣭࠭ؠ
ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹᶙ3 層౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ
1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 3�ɺম౔ཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ

̓ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ˞ 2 層ͱྨ͢ࣅΔ͕ɺ2 層ΑΓ΋׊ࠇ৭スίϦΞ
Λଟؚ͘ΉͨΊʹスίϦΞ࣭ɻɹ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 30�ɺ直ܘ 3mm લ
৭スίϦΞΛ׊ࠇͷޙ 15�ɺম౔ཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ

̔ɽ 10:32�1.5 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 20�ɺ直ܘ 1
ʙ 3mm ͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹ
ऑ͍ɻ

̕ɽ 10:32�1 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମɻ˞ ᶘ層ʹ͍ۙ͠ɻ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ׊ࠇ৭スίϦ
ΞΛ20�ɺ直1ܘmmલޙͷᒵ৭スίϦΞΛ15�ɺম౔ཻࢠΛ5�ؚΉɻ೪ ɾੑక·Γऑ͍ɻ

10ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹᶙ3 層౔΍ϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞࡏ
͢ΔɻϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠΛ 20�ɺম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦ
Ξ΍直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸Խ物Λ֤ 5�ɺ೪౔ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ
͸΍΍ऑ͍ɻ

11ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱᶙ3 ʙᶚ層౔ͷࠞ߹౔ɻ直ܘ 1 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦ
ΞΛ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸͍ڧɻ

12ɽ 10:32.5�3 ҉׊ ϩʔϜ౔Λओମͱ͠ɺશମతʹփ׊৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直
ܘ 3 ʙ 10mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
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চ面はషচで、׊ࠇ৭土をϕースにᶙ 3 ૚やᶛ૚がൗ状にࠞ在する土が༻いられている。นࡍよ
りも内ଆでߗ化ൣғをଊえているが、ߗ化のఔ౓はऑい。চ面をਫ਼査したが、࿍の痕跡や柱穴を確認
することはできなかった。࿍は、今回の調査ൣғ֎に͋るՄೳੑがߟえられる。

の掘方はᶛ૚までୡしており、所ʑにԜತが認められる。掘方調査時にも柱穴等は見つかってډॅ
いない。
遺෺　本遺構からは、૯点数 47 点、૯ॏྔ 661�4H が出土した。種別・器種͝との内༁は、弥
生 時 代 後 期 〜 古 墳 時 代 前 期 の 土 器 31 点 195�1H（ ᆵ 26 点 183�9H、 伫 4 点 7�9H、 ୆ ෇ 伫 1
点 3�3H）、 縄 文 土 器（ 大 ಎ " 式・"� 式 ซ 行 ）2 点 8�4H、 縄 文 時 代 の 土 製 品（ 土 製 ԁ ൫ ）1 点
11�2H、古代の土師器 8 点 48�1H（伫 7 点 47�1H、器種ෆ໌ 1 点 1H）、古代の須恵器（ᆀ）2 点
15�1H、焼成粘土塊 1 点 11�2H、礫（ඃ೤礫をؚΉ）2 点 372�3H が出土した。

ઌड़したとおり、調査ൣғ内で検出した本遺構のൣғはશମの 1�3 ఔ౓で͋り、ଞの竪穴建物跡
とൺ΂れ͹出土遺物もগない。それでも、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器がશମの約 7 ׂを占

第 148 図　4*74(2) 遺෺分布・઀合図 (1/60)
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1�　土૚அ໘ A�A`　南南東͔Β

4�　۷ํ土૚அ໘ A�A�　南南東͔Β

3�　চ໘શܠ　西͔Β

2�　土૚அ໘ #�#�　西๺西͔Β

5�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　西๺西͔Β

第 149 図　SI74 ࣸਅ 	1
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2�　2�6 東۠東น土૚அ໘ 	SI74
　西南西͔Β

1�　۷ํશܠ　西͔Β

第 150 図　SI74 ࣸਅ 	2
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4*59
292-11

・12・21・
22

第96
〜98ਤ

第99
〜101ਤ ۱ؙ方形 370 351 35 /-78°-8 ᶙ2 ʵ ˓ ˓ ˓ ʵ

縄文土器 1 点 11�3H、土器
120 点 1,090�8H、土師器 1 点
3�0H、石器 1 点 933�0H、石製
品 10 点 3,010�7H、焼礫 5 点
2,197�2H、炭化材、焼成粘土塊
1 点 9�0H

4,223を੾
る。41729、
4,,905・906
・907に੾ら
れる。

4*60
282-39

・40・49・
50

第105
〜107ਤ

第108
〜110ਤ ۱ؙ方形 	458
 	456
 31 /-64°-8 ᶙ2 ʵ ˓ ˓ ˓ ʵ

縄文土器 6 点 94�3H、土器
269 点 2,219�0H、土師器 6 点
26�7H、須恵器 1 点 3�6H、石
器 1 点 1�3H、金属製品 1 点
0�4H、礫 5 点 591�7H、焼礫 3
点 587�0H、炭化材、焼成粘土
塊 1 点 5�5H

4%12、4,190
・222、֧ཚ
に੾られる。

4*62 282-41・
42・52

第113
〜116ਤ

第117
〜119ਤ ۱ؙ方形 470 429 45 /-54°-8 ᶘ3 ʵ ˓ ˓ ʵ ˓

縄文土器 11 点 136�7H、土器
149 点 1,760�2H、土師器 26 点
96�9H、須恵器 1 点 2�8H、石器
3 点 356�3H、礫 5 点 866�3H、
焼礫 8 点 942�7H

4*64、4%13、
4%,1347、
4,,1005・
1006 に੾ら
れる。

4*65
282-18

・19・28・
29

第122
〜127ਤ

第128
〜132ਤ ۱ؙ長方形 579 521 69 /-83°-8 ᶘ3 4 ˓ ˓ ˓ ˓

縄文土器 3 点 47�4H、土器 332
点 3,225�2H、土師器 1 点 1�6H、
須恵器 1 点 24�5H、石器 1 点
159�0H、礫 15 点 232�8H、焼
礫 132 点 26,467�6H、炭化材

4,199・208、
41740・741
・742・766、
4,,863 に੾
られる。

4*66 291-91・
92

第135
〜140ਤ

第141
〜144ਤ ۱ؙ長方形 472 423 72 /-88°-8 ᶙ1 ʵ ˓ ˓ ˓ ʵ

縄文土器 8 点 75�3H、土器 152
点 1,317�9H、土師器 18 点
85�4H、須恵器 1 点 7�0H、石器
1 点 5�5H、金属製品 1 点 0�2H、
礫 4 点 3,927�1H、焼礫 11 点
7,285�4H、焼成粘土塊 5 点
12�0H

粘土চ࿍。
41902、֧ཚ
に੾られる。

4*74 301-71・
81・82

第147
・148ਤ

第149
・150ਤ 	۱ؙ長方形
 	337
 	202
 40 ʵ ᶙ2 	 ʵ 
 	 ʵ 
 	 ʵ 
 	 ʵ 
 	 ʵ 


縄文土器 2 点 8�4H、土器 31 点
195�1H、土師器 8 点 48�2H、須
恵器 2 点 15�1H、土製品 1 点
11�2H、礫 1 点 7�3H、焼礫 1 点
365�0H、焼成粘土塊 1 点 11�2H

֧ཚに੾られ
る。

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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1 4*74 土器
ᆵ

	2�0

<9�9>

֎面のうち಑部はϋέ目のち
ॎҐのϛΨΩ、ఈ部෇近はԣ
Ґのナσ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ 5:36�5�6 ᒵ ఈ部 1�3 ॏྔ 74�3H
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めることから、本遺構は当該期にؼ属すると൑அした。ൺֱత遺ଘ状ଶの良い 1 点をબͼ、ਤ化した。
第 151 ਤ 1 はᆵఈ部で͋る。಑部はఈ部から௚ઢతに։く器形をఄする。ᆵશମの形状や文༷等

はෆ໌ͩが、1 は֓Ͷ弥生時代後期のൣᙝに収まる土器で͋ろう。
本遺構からは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器のଞに、古代の土師器や須恵器が出土した。ݱ

時点で、出土遺物のうち弥生時代後期〜古墳時代前期の土器が࠷多で͋ること、۱ؙ方形という平面
プϥンをࠜڌとして、本遺構が弥生時代後期にؼ属すると൑அした。しかしながら、調査ൣғに੍ݶ
が͋り、調ཧࢪ設が൑໌していないことから、時期をஅ定するܾ定తな材ྉをܽく状況で͋る。Ճえ
て、古代のΧϚド構ங材として多༻されているڽ灰࣭࠭ؠのϒロックがඍྔながら෴土中にؚまれて
いることや、চ面௚上から土師器伫が出土していることをߟえ合Θせると、本遺構が古代の竪穴建物
跡で͋るՄೳੑも൱定できない。কདྷతにݱ道Լに続く部෼の発掘調査が行Θれた৔合には、今回と
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はҟなる調査成果が出ることも૝定される。 （小西）
2）　土޵（第 152・153 ਤ、第 24 ද）

෴土の༷相から弥生時代後期〜古墳時代前期にؼ属すると൑அした土坑（遺構ུ号は 4,）は、2-6
東۠で検出された 4,283 の 1 基のΈで͋る。
S,2�3

ᶙ2 ૚で検出された小൑形をఄする土坑で͋る。2-6 東۠の 292-7 άリッドにҐஔし、近ྡでは、
同時期の遺構はرബで͋る。長࣠ 137DN、୹࣠ 90DN、検出面からのਂさは 71DN をଌり、ఈ面は
南東と北西の྆端にۼΈを༗している。นはਨ௚に立ち上がっている。

෴土は 5 ૚に෼けられた。࠷上૚の 1 ૚は、ԫ׊৭スコリアをൺֱత多くؚΉ׊ࠇ৭土で、北東
かい。2ࡉくཻ子がよりڧりのకまりがややد ૚はน面の่落土とߟえられる׊ࠇ৭土、3 ૚はకま
りのඇৗにڧいࠇ৭土、4 ૚はローϜཻ子や炭化物ཻ子をൺֱత多くؚΉ΄か、粘土ཻ子をΘͣかに

第 1�2 図　S,2�3(1/40)
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S,2�3
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ

௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN のϩʔϜཻࢠ
গྔɺ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫඍྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ
͋Γɻ

̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN のϩʔϜཻࢠ
গྔࠞೖɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ

̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物
ܘ΍΍ଟྔɺ௚ࢠཻ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔ
ϜブϩοΫগྔɺ௚ܘ 5NN લޙの೪౔ブϩοΫඍྔࠞೖɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ
೪ੑ͋Γɻ

̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠଟྔɺ
௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
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第 153 図　4,283 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞

4,283 292-7 第 152 ਤ 第 153 ਤ 小൑形 $ 137 90 71 ᶙ2 土器 2 点 24�1H、焼礫 4 点
4,596�0H

41772 282-32・42 第 154 ਤ 第 155 ਤ ෆ੔ԁ形 " 79 69 21 ᶘ3 ʵ
˞遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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ؚΉࠇ৭土、5 ૚は同じくローϜཻ子や炭化物ཻ子を多くؚΉ׊৭土で͋る。5 ૚は、人ҝతにෑき
。えられるߟされたՄೳੑがۉ

遺物は土器が 2 点、焼礫が 4 点出土した。
3）　ϐッτ（第 154・155 ਤ、第 24 ද）

当該期のピットとしたものは 41772 の 1 基で͋る。
S1��2

2-6 西۠中ԝよりやや西دりの 282-32・42 άリッドで検出されたෆ੔形なԁ形のピットで͋る。
南には、弥生時代後期後半の 4*62 がྡ઀している。長࣠ 79DN、୹࣠ 69DN、検出面からのਂさは
21DN をଌる。෴土は 3 ૚に෼けられ、上૚の 1 ૚はཻ子がۃめてૈく、にͿいԫ׊৭スコリアを多
くؚΉ΄か、炭化物ཻ子をΘͣかにؚΜでいた。遺物は出土しなかった。 （相原）

第 1�4 図　S1��2(1/40)
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第
156
ਤ

1 292-7 ᶘ૚ 弥生土器
ਂു

ʵ ֎面はԣҐの条痕文。
内面はԣҐのナσ、部෼త
にԣҐのϛΨΩ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:36�4 にͿ
いԫᒵ
内面
5:36�6 ᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 21�6H

ᴷ 208 ᴷ

4）　遺構外出土遺෺（第 156 〜 159 ਤ、第 25 〜 27 ද）
"　໻ੜ࣌୅લظの土器（第 156 ਤ、第 25 ද）

当該期の遺物はΘͣかに 1 点 21�6H のΈで͋り、292-7 άリッドから出土した。周辺では、東に
ྡ઀するʰ平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点において、弥生時代前期の条痕文がࢪされた土器が 20 点
出土したことが報告されている。それらは、第 156 ਤ 1 が出土した 292 άリッドの北東に͋たるά
リッドを中心に෼෍しており、平山遺跡では、このように弥生時代前期の痕跡がہ所తに࢒されてい
るようで͋る。

第 156 ਤ 1 はਂുの಑部ഁ片で、֎面には条痕文による調੔が見られる。଻土や焼成等から縄文
時代の条痕文ܥ土器ではないと൑அし、弥生時代前期の所産とした。

#　໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅લظの土器（第 157 ਤ、第 26 ද）
当該期の遺構֎出土遺物としては、土器 592 点 4,099�7H で͋る。器種別の内༁では、ᆵ 338 点

2,827�3H、伫 178 点 966�9H、୆෇伫 18 点 98�9Hߴ、 ᆀ 6 点 81�2H、ു 14 点 45�7H、小形ു 1 点 6�5H、
小形ു͋るいは小形ᆵ 1 点 8�7H、伫͋るいはᆵ 32 点 57�2H、器種ෆ໌ 4 点 7�3H で͋る。伫（୆෇
伫をؚΉ）よりもᆵの出土ྔが多く、ഁ 片、ॏྔで見てもશମの 6 ׂを占めている。第 159 ਤによれ͹、
当該期の遺物෼෍は竪穴建物跡の෼෍域と֓Ͷ一கしていることがಡΈऔれる。遺構֎出土遺物のう
ちൺֱత遺ଘ状ଶの良い 3 点をਤ化し、ࡌܝした。

第 157 ਤ 1 〜 3 はᆵで͋る。1・2 は、෯ڱのંりฦしޱԑᆵのޱԑ部で͋る。1 は内֎面とも
文は見られͣ、ϔϥナσやϛΨΩといった調੔痕のΈで͋る。2ࢪ の内面には、ޱԑ部にԊって୯અ
3L 縄文ʴ 4 文されておらͣ、調੔痕のΈが見られる。3ࢪ文されている。֎面はࢪ状݁અ文がࣈ は
ᆵのఈ部で、಑部はఈ部から௚ઢతに։く器形をఄする。器形やࢪ文等から、1 〜 3 はいͣれも弥生
時代後期のൣᙝに収まるとߟえられる。
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1 301-81 ᶘ૚ 土器
ᆵ

<15�6>
	4�9


ԑ部は؇やかにޱ
֎൓して։く。෯
1�8 〜 2DN のંり
ฦしޱԑ。

֎面のうちޱԑ部はϋέ目
のち、ԣҐのナσ。ᰍ部は
ॎҐのϋέ目のちϛΨΩ。
内面のうちޱԑ部はԣҐの
ϋέ目、ᰍ部はԣҐのϋέ
目のちϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:37�7 ᒵ ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 42�1H

2 291-94 ᶘ૚ 土器
ᆵ

	4�7
 ԑ部は؇やかにޱ
֎൓して։く。෯
1�5 〜 1�8DN の ં
りฦしޱԑ。

֎面のうちޱԑ部はϋέ目
のちԣҐのϛΨΩ、ᰍ部は
ॎҐのϋέ目のちϛΨΩ。
内面は 2 段の縄 3L ʴ 4 ࣈ
状݁અ文。文༷帯以֎はԣ
ҐのϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 34�8H
ԑ部֎面とᰍ部ޱ
内面に੺࠼。

3 282-19・
49

ᶘ・ᶙ
૚

土器
ᆵ

	3�0

<9�4>

಑部はఈ部から௚
ઢతに։く。

֎面はԣҐのϛΨΩ。
内面はԣҐのϔϥナσ・ナ
σ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

7�5:37�4 にͿ
いᒵ

ఈ部 1�2 ॏྔ 102�6H

　遺構と遺物

ᴷ 209 ᴷ

の土器（第ظޙ෿࣌୅ݹ　$ 158 ਤ、第 27 ද）
古墳時代後期の遺構֎出土遺物は、૯点数 5 点、૯ॏྔ 70�2H で͋る。種別・器種別の内༁では、

土師器ᆀ 1 点 7�7H、須恵器ᆀ 1 点 6�8H、須恵器֖ 2 点 17�8H、須恵器伫 1 点 38H で͋る。これらの
遺物は、2-6 西۠のൣғに෼෍している。周辺の調査地点において、古墳時代後期のؼ属とஅ定でき
る遺構は認められͣ、当該期の遺物はۃめてஅ片తな出土とݴえる。

なお、今後、発掘調査報告書のץ行が༧定されている 2-7 ۠以西の調査地点（2-8 ۠や 3-1 ۠）では、
古墳時代後期の竪穴建物跡等をෳ数軒検出している。今後ਫ਼査するඞ要が͋るが、2-6 西۠で出土し
た当該期の土器は、集落域のԑ辺部から出土したものとཧղできるのではないͩろうか。

第 158 ਤ 1 は土師器ᆀのޱԑ部からମ部にかけてのഁ片で͋る。ମ部のྏを境にして、ޱԑ部は
く֎൓して։く器形をఄする。2ڧ は須恵器ᆀのޱԑ部からମ部にかけてのഁ片で͋る。ମ部はఈ部
から௚ઢతに։き、ޱԑ端部はؙΈの͋る形状で͋る。3 は須恵器֖のఱҪ部で͋る。4 は須恵器伫
のޱᰍ部ഁ片で、௜ઢとᷱਕ状޻具による೾状文がࢪされている。2 〜 4 の須恵器は、いͣれもބ西
窯の製品とߟえられる。 （小西）

31 2

3

1 2

第 157 図　໻ੜ࣌୅ݹ～ظޙ෿࣌୅લظ遺ߏ֎出土遺物 	1�3
ɾࣸਅ
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第
158
ਤ

1 	4%13
 ʵ 土師器
ᆀ

	2�8
 ԑ部は֎൓してޱ
։く。ޱԑ部とମ
部の境にྏを༗す
る。

֎面のうち、ޱԑ部はԣҐ
のナσ、ମ部はॎҐのϔϥ
έズリ。
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ〜ମޱ
部ഁ片

ॏྔ 7�7H

2 	4%12
 ʵ 須恵器
ᆀ

<11�3>
	2�4


ମ部からޱԑ部は
内࿷ؾຯに立ち上
がる。

ロクロによる成形。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
2�5:5�5�1 ԫ
灰
内面
5:5�1 灰

ԑ部ޱ
1�8

ॏྔ 6�8H
内面にՐ᧪痕。
西窯ބ

3 292-11 ᶘ૚ 須恵器
֖

	1�2

ఱҪ部ܘ

	5�4
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